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お湯と仲よく暮らしたい- PRIロR

お湯を上手に使って生活する人々をプリオー

ル人とし、 . ' i す。

ガ ス 温 水 暖 房 & 給 湯 シ ス テ ム ホ エ ックス

プ リオール 。は新しいタイプのセン トラル

ヒーティングシステム。フ. リオール人になって、

毎 日 わ が 家 で 快 適 潔 流 し ま せ ん か。

①便利だね、浴室が転燥室に早変わり

一 一浴室娩気乾蝿機

浴 室 ス ペ ースを 利 用して、雨の日でも夜でも

i先たく物をカラ y と 乾 か せ ま 七

②足もとからのポカポカが一番よ

一 一床暖房

暖房用温水を利用したふく 射熱が、効率よ く

足もとからお部屋全体をあたためてくれますユ

家族があつまるリビングなどにピッタ リですね。

③サウナでからだスツキリ、毎日サッJ'¥リ

一 一温水サウナ

わずかなス ペ ー ス ・維持費で、気軽にわが家

でサウナをどうぞ。いま評判の低i ! i I ，_ の遠赤外

線サウナで、へルシー ライフはし、かが。

@ お部屋し1っぱい、やさしい風で春気分

一 一冷曙房

温水ならではのマイルドな温風が、下吹き出

しでお部屋いっぱいに・・ 。夏は冷房もOK の

車頁 もしし、味方です。またお台戸斤などには、

ビルトインタイ プの足もと 暖 房 も 重 宝 で す ね。

⑤たっぷり朝からお湯につつまれて

一 一給 湯

お 台 jifr はもちろん、お風呂にシャワーに r先

面 所 に 。い つ で も お 好 み の 温 度 が 選べ る

セン トラル給湯システムで丸

; 資料訓求穿 l

資料ご希望の方は…… 〒 ＵＴＱ 大阪市東区平野町 ＵＭＱ 大阪ガス営業部 Ｂブリオール ｍ 係まで ｌ｟｟｟ｾ ］ｾ｟｟｟｟Ｚ

設置プランは、 ｾ 間取り・ご予算に

あわせてご自由にどうぞ。

エ ックスプ リオールは、組み合わせ自由。

また、プラ ンごとにあらかじめ価 格 を 定 め た

パック 価 格 で す の で 、設 備 費 用 は 簡 単 に

計算できますユ

たとえば上記プランでは約160万円ですユ

ｾ大阪ガス



インテックスプラザ( 間 口40 X 奥 行70 X 高さ30m)

設 計: 大阪市都市登備局 側 東 畑 建築事務所 元請大林組・松村組共同企灘体 施工. 太陽工業株式会社

21世紀のふれあい空間

光の広 。

新国際見本市会場「イ ンテックス大阪」が、大阪南港にオープン。そこは人

・物 ・情報の国際交流の場であると同時に、さなが ら最先端の膜商技術の展

示会場でもあります。大型コンビューター設計による柱が 1本もない、国際

スケールの大空間を実現した T M卜ラス。透光性にす ぐれ、明るい「屋根の

ある広場」をつくるテフロ ン& ガラス繊維布の天井など。太陽工業の誇 る版

画技術が、 21tll 紀の新しいふれあい空間づくりに成功。今、大 きな感動が生

まれています。

。
丈題fント

太 陽 工 業 株 式 会 社

環 境 事 業 部

=r 532 大 阪 市 淀 川 区 木 川 東 4 - 8 - 4 f i ( 06)  306- 3065 

干 153 東 京 都 目 黒 区 東 山 3 - 2 2 - 1 f i ( 03)  7 14- 3461 

干 452 名 古 屋 市 西 区 玉 泡 町 2 f i ( 052) 503- 31 11 

・札幌 ・仙台 目新渇 ・千葉 ー北関東・横浜 浜 給 水 島 西日本・九州 ーサンフランシスコ・ ンカコー

・一級庫猿士事務所 ・特定建段葉音大臣許可(特- 59)第381号・('l) B革膜尚道協会正会員



2  

l年保証

-

( 大阪国際見 本 市 会 場 施 工 例)

ｾｉｾ 川鉄鋼板株式会社
本 社 東 京 都 港 区 芝 公 園 2- 4- 1 く秀和芝パークビj レ〉干 105 03- 433- 5301 <代 表〉

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 梅 田 2- 3- 24く西 阪 神 ビj レ〉〒 530 06- 341 - 6031 く代 表〉

札 幌 営 業 所 仙 台 営 業 所 千 葉 工 場 玉 島 工 場 松 戸 工 場

‘F  
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マイコン制御て" : ?先う、車Zかす、暖める・・・と、すべてを

コントローノレ。しかもヒ守デ、j先j争イ寸て、す。O ウォシュレット

良いものだけを作りたい GII l( T C日21) (洗j争・

一 一 一一ピデ・乾燥 ・暖房便

座〕水道直結タイ フ。

オ、 ト|￥悶000 (取付工 事

ンユレツト |費別途) 詳しくはカタロ

東陶機器開大阪支社/ 干530 大阪市北区曽根崎

2-3-7 侮新第一生命ピル東館 岱(06)364-1181 グをごらんく fごさし、。 ( 写真はウォシユレツトGIII TCF421)  
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新しい環境空間を創造する/ 膜面構造体

私ども京浜テントは、創業以来四半世紀にわたりl J 史而構造物をお1mしてまいりました。

21世紀へ向けて、1!¥[; 柱空間の大型lJ 英構造物が、 ilt も未米志向 (I '._r i ! ! ; 築物と言えるて事しょう。

主i 社の千Fi 航された、設計・施工の技術と経験を有効に活用し、世のお役に立つよう、より- 1M努力を続けてまし、ります。

向、ここに紹介するIJ 史面構造物は、大阪 ・南港に60
i
p5月オープンした大阪同際見本 rl1新会場に当社施工の回阪li テ

ント4，750m'(G. L m')であります。

国大阪国際見本市新会場回廊テント 工 事 概 要

建築主 大 阪 市

- 事 業 内 容

型膜面構造物の設計 ・施工

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港1丁目地先

設 計 大 阪 市 都 市 整 備 局 ・側東畑建築事務所

元 請 大 柿 組 ・松村組共同企業体

空気膜構造 ・テンション構造の設計 ・施工

テント書庫 ・開閉式テント等の設計施工

自転車置場 ・バス停等の

施 工 欄 京 浜 テ ン ト 製 作 所

構造鋼管構造( サスペンション工法〉

膜 材 料 ガ ラ ス 繊 維CPV Cコーティング〉

面 積 4.750M2CG.L M2) 

力ラ一戸ルミパネルの設計 - 施工

防音間仕切 ・防音壁 ・建設防音等の

システム工ンジ二戸リンク

新しい環境空間を創造する

〈わ 盟S 5 7 1 F 製作所

本 社 ・工 場 干 230 横 浜 甫 鶴 見 区 岸 谷3- 1- 29 ｾ ＰＴＵ Ｈ ＵＸＱ Ｉ ＲＶＳ Ｑ 附

千 葉 支 庖 干 280 千 葉 市 神 明 町543 ｾ ＰＴＷＲ Ｈ Ｔ Ｒ Ｉ Ｔ Ｓ ＱＵ 附

静 岡 支 l苫 干 420 静 岡 市 東 草 深 22- 1 ｾ ＰＵＴＲ＠ ( 45)  7966附

東 京 営 業 所 干 110 東 京 都 台 東 区 台 東 ト 13- 6 ｾ＠ 03 ( 836)  1361 附

大 阪 営 業 所 〒 532 大 阪 市 淀 川 区 木 川 西 2- ト 1 ｾ＠ 06 ( 305)  0351 俄

名古 屋営業所 〒 460 名 古 屋 市 中 区 大 井 町 2- 3 ｾ ＰＵＲ Ｈ ＳＳＲ Ｉ ＲＳＸ Ｑ 附

北 関東 営業所 〒 373 群 馬 県 太 田 市 東 本 町 27- 29 ｾ ＰＲＷＶ＠ (25)  1  0  4  1  

. 一 級建築士事務所登録第3273号

. 一 般建築業者 知事 許 可 第23712号

. 社団法人 日本膜情造協会会員

・日本帆布製品工業連合会会員

工場/ 横 浜 ・千葉 ・静岡
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- 表紙デザイ ン ｾ＠

吉引額久( 竹中工務底) -

le憶の断片ータ閣の彼方に ・E

ーサン・ジ ミニアー /

・特集予告

8 月号/ 建築と水の演出

8 月号/ 都市と健康・スポーツ

( 予定) 神戸研究学園都市の

建築・まちづ〈り

9 月号/ 接合一人体と建築にみるー

制m人 絵 井 昭 光

印 刷 昭 和 60 年 7 月 20 日

発 行 昭 和 60 年 7 月 25 日

発 行 人 吉 田 悦 二

発行所 (社) 日 本主II 築 協 会

大阪市北区締凶卜 1-3-21加

111 06 - 348- 0635 

阪信口座大阪 ] - 39975

印刷所 日本1J . M印刷株式会社

111 06- 606- ] ll lff也

大 {ci 印刷l 株式会社

11L 06- 451ー 763]

定 i面 950円 ( 送料共)

特集・大阪国際見本市新会場

CENTER OSA KA  

日本建築総合J ; t験所だより

設計者のプロフィール

見学記

大阪同際見本市新会場「インテ， 7 ス大阪」を見る. r. sホテル大阪新築工d匹見学会 w年技術者のみなさまへ

工高生デザイ ンコンクール募集胤定ー通常総会決議報告 会rt の受賞 昭和59年度決f I 報告

昭和59年度4>業報特型J .......... ...... ..  ・・・0 ・・ e ・・・・ ・・・・・・・・ 0 ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ e 回目 。.... ・ー・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・・・… ・… ・・・・ ・・ ・・・・ ・・3 7  

西浮文隆さんを祝う会. 第10 回吉田五十八n決 ま る . .. ..... . . " .. ー .. .. .. ........ ......... ... ... .. . 52

サンパレスひらかた Ｈ大 阪府勤労者惣の家 ｊ ーに 山ｾ ｅＩ ・・ ・・ 設計地工大阪府建築部制艦砲工: i ' f 水処設ー 6  

御 堂 筋 本町 ビ ル … ・… …・ ーー ー ー ー ー・・ ・・・・・間十監理安制謀関刊務所総工。げt水位設ー 8  

甘 木 ・執 念 歴 史 民 俗 資料 館ぃ酎: ユニオノ・制服同体盟組問似陵部皆様施工大坪・削漣掛同企業体 ・10

象 印 マ ホ ー ビ ン 東 京 ビ ノ レ ・… ・・・・・…・・・・・・……. .……・・… …・ ーーー ー・設計 自主主鈴十総工銭高組 ・12

堺 市 立 鴨 谷 体 育館 ・・・… ー・設計大阪府企業局・対闘計監瑳. 大臨f企業局地工次成建設・今臨腿出桐企集体・ 14  

・ー設計監理創美設計地工消水位設・ 16  

大 阪 ガ ス ア イ デ ア ル 住 宅 N E X下・企画回大阪ガス断監思' 野地築間同協所地工・7 ' - 1 ケンホーム・今?地 殻 23 

大阪府立貝塚少年自然の家- …. . " " … ・…・・ … ・・ ・・・… ・… ・・・・・・ ー ー ・ ・ ・・ ・・ ・ 18  

最近竣工した新建築 9 点 (No.l 8 7 3 - 1881) υ  ・. ... .. ...... . ... ... ... .. .. .. ... . ・ ・・・… ーー・ … … ・ 0 ・・・ 22

立体自動車工11庫の取り扱い・ ・… …..・ 目… ・・・・ ・… … ・・… ー・ ・・ ・. .  • .  • .  .  • • .  .  .  .・... . ... …  ..... . ..・ ・・・ 27 

投稿特集- 最近の「建築と社会」に思う

発行日、早くならないか/ 山本光博. ヨコ割り特集を提案/ 千葉綾司 r建築と社会」へ一言/

岡田普弘 r建築と社会」は何 を め ざ す ? / 杉 本 昇 ハ イ テ ク 分 野 と の 接 点 を / ノl、北博一. ・ ーー2 8

この人ー下村純一/ 赤 井 富 弘 … ・…・・・・…・・・……・・ … ・・…・……・ ・… ・・・ ……・・ ・・・・….....・ e ・・… ・・・… 一. . . . 29

ドアコンシステム / 松 本 英 良 . • • .  .  • .  .  .  • • .  . ・. . . . ・- ・- ・. . . . . . . 一 . . " . ... ・ぃ ・・・. . …・. . . . . . . ・・ ・3 0

昭 和59年 度 業 務 概 要・・・ ーー ・・ ー ・・・・・・・・ … ・・・. . . ……. . . .. . ・. . . ー・ ・ーー・ … ・ー・3 1

嶋 田 勝 次 氏( 神戸大学助教妓 ) を訪ねる / 松村孝治……・・…・・・・・・…… ・…・… …. . .. . ...... ・・ ーー・・・・・ 33

手 摺 子 の 記 憶一大改修を終えた兵庫県公館( 旧兵庫県南庁舎) を見て / 加 藤 力 ・・ -・ ・ ー・・・ー ー34
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設 計 監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室
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所 在 地 枚 方 市 藤 阪 東 町 1 丁目 2277番 2

敷地面積 9，296 m'  

建築面積 2，151 m'  

延床面積 3，日72 m'  

情造規模 R C、2 F  (一部 1 F ) 、小屋組 S

工 期 昭 和58年 12 月~ 昭 和 60年 3 月

最 寄 駅 国 鉄 片 町 線 蔵 阪 駅

建築は、環境の影響を受け易いものであり、

その存立基盤も環境に負うところが多い。本

計画においては、市街化の放が引jJ し寄せつつ

ある敷地において、保護施設という 非日常 の

世界を何如に確保するか。すなわち、環境か

らの隔離と環境の取り込みをどのように組み

合わせるかがポイントとな った。

建物イメージとしては、隣接する王仁公闘の

緑、近くに点在する歴史的遺産、迫り来る建

売住宅等に対して、日本的伝統を受けつぎつ

つ、シティー感覚のモダンな建物がふさわし

いと考えた 。

平面計画は、廻遊式庭園のように ( 中庭が池

であり、廊下が図路である ) 、中庭を中心と

したサークル状の卸J 線が、 1 階、 2 ｾ皆を視覚

的につなぎながら廻り、歩を進めるうちに、

内部空間はもちろんのこと、神経のゆきとど

いた 外音 ｉ ｉｾ 聞 が次々にシーンとして展開する

ことにより、あきさせない12かな雰囲気作り

を行った。

外観にお いては、日本建築の特徴である、輪

組構造を現代の表現として引きつぎ、し っ く

い壁の白さのイメージにつながるラスタータ

イルの続きで墜を覆 った。屋根は、日本建築

の最も重要な構成要素であり、最もシンプル

な形態である切妻の組み合せとした 。

( 吉羽逸郎/ 大阪府建築部)
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御堂筋本町ビル

所 在 地 大 阪 市 東 区 本 町 4 ー15 ー 1

敷 地 面 積 3 ，445 . 01 m' 

建 築 面 積 3 ，209 . 7 5 m'  

延 床 面 積 36 ，125 . 76m'  

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所
情 造 規 模 R C、 S R C、 S 造 B  3 、1 1 F

施 工 清 水 建 設
工 期 昭 和58年 4 月~ 昭 和 60年 4 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 ・ 本 町 駅

玄関ホール
地階庖舗まわり



この 4 月に完成した御堂筋本町ビルは、持!f 手日興業

株式会社と日本生命相互会社の 2 社による共同ピ

l レである 。

御堂筋は、大阪の中枢業務地区を南北に. l ' r 過する

幹線軸であると同時に、イチョウ並木の美しい街

路とその開制1) に速なる整然とした建築滑により、

わが国における最も優美な都市長鋭の一つに数え

られている 。

敷地はこのように、条件の恵まれた御主筋と本町

通りの角地で、大阪市条例の美観地区指定を受け

た街区のー画にある 。

計画のねらいは、この立地条件をふまえて、 2 社

により所有されている 1 街区の70% を占める 2 つ 外装については、本町交差点を囲む既設の建物と

の土地を、一体の敷地として、効率的で、都市長 の調和と、大型ピルとしての圧迫感を除くことを

観の向上に寄与し得る貸ヒ' ルを建設することにあ 考慮. して、全面ハーフミラー硝子を依め込んだ軽

った。 快なフ ッ紫樹脂焼イ寸のアルミカーテ ンウオールと

建物の形態設計については、市条例美観地区指定 し、反面、 l 階廻りおよびコーナー笠間の一昔)1は

の御堂筋斜線 ( 軒高31 m以上 3 :  2 ) が断面規制 石貼りとして重厚さも加味した。

し、南北両側を本町交差点の問切り境界線と安土 また建物の 1 階外周には他え込みをめ ぐら し、と

町通り道路境界線がそれぞれ鈍角に平面規制して くに附角昔11ですま雁行状のハーフミラー硝子商に季

いる点に苅目して、附角部と 8 - 1 1階のパ ラペッ 節 ・時刻lの変化に応じて大空をパ ックに樹木や歩

トを雁行状に一体化してセ ッ トパ ックさせ、これ 行者の姿を 二重、三重に映し出し、街角のアメニ

を外観のデザイ ンモチーフとして高い識別性を与 ティを一段と高めることも意図した 。

えるとともに、所定の容積率の確保を図 った。 ( 安井建築設計事務所)

安

土

町

本

町

1 階平面

5- 自階平面



甘木・朝倉歴史民俗資料館

所 在 地 福 岡 県 甘 木 市 大 字 甘 木 字 娘 回 216 - 2  

敷 地 面 積 5 ，03 1. 00 m'  

建 築 面 積 931 . 3 Bm'  

} A 床面積 1，461 . 5 0 m'  

4梓 造 規 模 R C(一 部 S ) 、 2 F

工 期 昭 和59年 2 月~ 昭 和 59年 11 月

を 寄 駅 国 鉄甘 木 線 甘 木駅

設 計 ユ ニ オ ン ・ 創 元 設 計 共 同 体

監 理 福 岡 県 建 築 部 営 繕 課

施 工 大 坪 ・ 梶 原 建 設 共 同 企 業 体
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11'木 ・制令地方は、旧秋月端 ( ，'，I，¥m5 万イi ) に};J1， し、九

州。 ｉ ｨ 北大の筑後川を中心として多くの歴史的、 ｬＨ ｦ＿ｴＨ ｉｾｊ j立産

が伐されている 。 しかし今日の社会や生 i1i 械式の怠z速な

変化は、今まで大切に保存され、伝承されてきた i'l if[な

先人の遺物や il'ltl't までも; 忘れさせようとしている 。歴史

民俗資料館は、そのような社会の変化に対処して計画さ

れたものである 。

それは 11' 木 ・朝合地方に欲作する地域の iJtUL を長づける

泣 物、文占などの歴史資料、あるいは! ムー< 1 也J或の特色( 段

桃 l土び三 i生水 '1り な ど を 示 す l( 俗資料など、 H寺代の進展

とと L に忘れさせられようとしている文化財を集め、末

水〈保存し、広〈公開し、そして地成{ 主 l( がより 41かな

生活を字受し笑リある将米を勝ち取るための下掛かりと

なることを wn寺したものである 。

今固め計画は、 11' *= rnの文化ゾーン、総の公閥、関 s!?館、

，I ' i l ( センターさ有: の一角に位位するものである 往物の'1'1:

絡を良〈友し、周 l事lの環境に調和したものとし、文化財

保存施設としての卜分な安全性を加え、展ポ純i 設として

オープン恒こをいかに統保するかという条例ニを踏まえ、県

民の施設としての空間を意図した 。

設計については、それらを加味し日本古米のゆとりと約

ちついた民俗} ! I i ¥外観を持たせた 。 1 1; 腎外部には屋外脱ポ

スベースを設出し、内宮1¥は1j ・耳II 苦11門として・Jq'f， 5在、 WUBI

室、{ 反収1説"11 . を自己u 1 し、また地域住民を対象にした誕地上

学料室及び研修室等の分離を巧え配泣した 。 2 階には司1

11長71' 室、 W 2 反示室、 1立び特別収蔵1 i tl ( . i J l 袋文化財保

存室 ) を設け、政緋及び足I物等の展示スペースを確保した 。

下由民一郎 ' ドIfl正雄 ・佐々 木史郎/ ユニオ ンな計 ・制元設計

正面( 北東側) 全景

主な協力業 ./'i

電 気 新栄電業社

空 間 喜志磨工業

給排水衛生( 屋内) 岩橋電機商会

給排水衛生( 屋外) 中尾設備

浄 化 槽 西日本ネオ工業

エレベ ー タ 一 三 精 輸 送機

鉄 骨 鶴田工業

組 摘 屋 根 瓦 本田工業

防 水 古賀防水工業

7 イル左官 μ こ壁 塚本工業

金属製建具硝子 稲永ガラス庖

軒 天 ・内 装 キタジマ建材

製 作 金 物 掘建築金物庖

造付軍具・ 7 ロス床 中村尚古堂

塗 装 古森塗装



全景( 南東側)
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象印マホービン東京ビル

設 計 日 建 設 計

施 工 銭 高 組

所 在 地 東 京 都 港 区 南 麻 布 1 - 2 4 ー 1

敷 地 面 積 987 . 7 0 m'  

建 築 面 積 779 .07 m' 

延 床 面 積 5  ， 838 . 87 m' 

構 造 規 模 S R C、 8 1 、 9 F  

工 期 昭 和 58年 12 月~ 昭 和6日年 1 月

最 苦 手 駅 国 鉄 山 手 線 田 町 駅

外装仕上 屋恨: 7 :J.. 7 アルト防水、豆砂利コン 7 リート抑え

外装・磁器タイノレ桜棟付、特殊施粕( ラス ター )

サ y シ アルミ押出型材、' i 1 l 解青空色

外構床 外国産花儲石 J & P

港区南麻布に位置するこの建物周辺は、各国大

使館が点在する東京でも屈指の高級住宅地と 言え

る所である 。

今回の計画は、昭和47年に入手した敷地に大阪

に本社をもっ象印7 ホービンが、事業の拡張にと

もない関東方面における販路拡大の拠点として企

画された 。敷地は東側l 前前が幅員 40 mの都道谷町

志田 町線、西側に幅員 10 mの一方通行の区道が交

差している三角形の約 300 坪である 。 この敷地は

商業地域、 一 部準工業地域で日影の規 Ｚｾｉｉ を受ける

ほか駐車場入口の制約もある 。計画に当た っては、

不滋形な敷地の形と、日彬による法規の lli i J 約を活

かして、特徴のある建築形態にまとめ、品の良い

顕著性とi i ' i " i 紫で12かな表情をもっ商業建築とした 。

イチョウ並木にシャ リンパイの植込が艶備 された

感じのよい街路に面して、象印本社の玄関を設け

ている 。

この建物は、 1  11皆がショールーム、 2 階は 商談

コーナ一、お客様相談室である 。按客音11門の 2 層

はl吹抜にして回り階段を設け連絡をはか っている 。

基準| 渚である 3 階より 7 階は西側1) に階段、エレベ

ータ一、空調機械室などを配し、日 fI! l 負荷の軽減

を百十り、各階ステ ップの空調方式とした 。東側は

開放! 惑のある事務室としている 。 81
1皆は社長室、

会議室、ロビーである 。

海外との商取引も多〈、外人答をはじめ多くの

来客に社長自らお茶の接待をされる本絡的な茶室

も用意されている 。

外装はハーフミラーガラス入りのアルミカーテ

ンウオールとアイポリ 一系ラスタータイル貼りの

構成にな っている 。 また敷地先端の象印玄関横は

建物の一部を 2 階までカ ッ トし道路の視野を広げ

ると共に玄関への寄り付きを良くしている。足元

に置かれている石の彫刻は ｾ充秋作の 「 自在心 ｊ

である 。 また 8 階社長室、会議室、ロビーのイン

テリアは象印市川社長の知人で附合回インテリア

デザイン事務所の合田正甫氏の協力を得た 。

( 日建設計/ 大阪 )

撮 影 川 島 幸 延

@  

上 l 階円形階段 中 8 階ロ ビー 下 . 8 階会験室



堺 市 立 鴨 谷 体 育 館

設 計 大 阪 府 企 業 局 ・ 大 建 設 計

監 理 大 阪 府 企 業 局

施 工 大 成 建 設 ・ 今 西 組 建 設 共 同 企 業 体

外観全景( i ! ! i 南面)

玄 関 ホ ール



所 在 地 堺 市 鴨 谷 台 2 了 4 番 1 号

敷 地 面 積 6，905 . 50 m'  

建 築 面 積 3 ，7日3 . 66 m'  

延 床 面 積 4 ，724. 00m'  

構 造 規模 R C造 お よ び 5 造

工 期 昭和 58年 12 月~ 昭 和 60年 3 月

最 寄 駅 泉北 高 速 鉄 道 光 明 ;也 駅

大阪府企業局の手で進められてきた泉北ニュータ

ウン開発事業の一環として、各地区に特色のある

施設が建設されてきました 。

本建物は、泉ケ丘の図Z!?館、 栂の公民館につづく

光 lりl i I ! ! . の体育館であります。ニュータウンおよび

周辺地域の人々を対象としたもので、多目的で質

の日いスポーツ施設をテー? としています。敷地

は、 Ir. s谷公園の一角にあるため、公園や野球場へ

の玄関として計画しています。

地設は、大体育、小体育、管理の 3 音I1門より織成

され、大体育室は、勾配大屋恨で切妻のハイセン

スな外観としています。 また屋根中央に、ルーフ

ライトを設け 、 自然採光と換気による快適さと省

エネルギーをこころがけました 。室内は木を中心

とした仕上げて¥親しみのある内部空間となって

います。

小体育室の階下に、敷地の高低差を 利用し、柔剣

道場、市球場、 トレーニング ・ルームを設けるこ

とによって、組物の高さを低くおさえ 、周辺との

訓利 をはかっています。

エントランスホール正面の幅 1 5 m、高さ 3 mの陶

板レリーフは、青少年のE躍動を表現しています。

そして、このホールに面し、図件館の分室が併設

レリーフ

され、地域の人々に、スポーツの場とあわせコミ

ュニティの場を提供しています。 ( 大，建設計) ⑧ 

主な喋者 ( P R )

軽量天井 奥村重兵衛

太阪市北区西天満 5 3  7  

T  E  L06- 312- 4135 

塗 装 石 畑 一 郎 塗 装 庖 常 時5 5 7 1 1 r 1 3 3 4

内 装 橋 本 商 底

大阪 rl1);: 淀区l五l分寺 1 7  14  

T ' E  L06- 354- 1855 

r・「

g  

」ーーーーーーーーーーーーーー_ ， ， 

L _ _  

下階平面

タ イ ル 青 木 産 喋

k 阪市西区 t 佐刷。 3 21 103 

T  E  L06- 441 - 1045 

製作金物 臼 国 金 属

太*djl l ' l l i_内 5 1  25 

T  E  L0720- 73- 5241  

木製建具 布 川 製 作 所
tI HE 111 民16家具町 2 7  11 

r  E  L0720- 55- 2861  

左 官 岩 根 左 官 エ 蝶 所 符 f r : ; 問Z F 1 5 川 O サ ッ シ ，良速建材

Jに阪，fii四区析町 1 '1 26 

T  E  L06- 533- 6601  

屋
根 三 晃 金 属 大 阪 支 庖 f p f F 2 1叩?: 屋

外 日本総合緑化 符 f F E f t z a r 町5



ヴィ・ザ・ヴィ芦屋

設 計 監 理 創 美 設 計

施 工 清 水 建 設

外観を見上げる

撮 影 金 井 輝 明



所 在 地 芦 屋 市 大 原 町219 番地

敷 地 面 積 906 . 91 m'  

建 築 面 積 59 0 . 44 m'  

延 床 面 積 3 ，136 . 61 m'  

4構 造 規 模 S R C、 8 1、 6  F 、 P l

立体駐車場併設

工 期昭和 ＵＹ 年 Ｗ 月 ｾ ＶＰ 年 Ｖ 月

最 寄 駅 国 鉄 芦 屋 駅 前

この「ヴィ・ザ・ヴィ芦屋j は国鉄の芦屋駅前に計画

されたものである。国鉄芦屋駅北地区第一種市街

地再開発事業地区に近接した位置にあるので、「ヴ

ィ・ザ ・ヴィ芦屋」 のオープンにより新しい段階を

迎えることにな った。このあた りは、昭和62年 春

の完成をめざしている北地区のホテル棟や商業線、

住居練などの再開発によって活気ある界限空間が

形成されていくであろう 。

この建物の外装仕上については、赤御影石( 本磨) 、

結晶化ガラスおよびステンレス銭面ボーダーを使

いわけて、新しさのなかにも、流行をコントロー

ルした絡調の高さをねら ったデザインを心掛けた 。

テナントミ ック スについては、地階および l 階 ~

3 階が飲食関係、 4 - 5 階がカルチュア一、メデ

イカル関係、最上階 6 階がレストランとなってい

る。

-) 

協

稀

寸

境

川

帯

立体駐車場は大型王手周 29台を収容できるよう併設

計画した 。

メインホールおよび各階通路は、適切なデザイン

コン トロールを 1ま図することにより、多様化した

テナントデザインに相釆効果を生みだし、バイタ

リティのある J具合体を形成することをねら った。

( 中原英雄/ 創美設計)

「

庖踊

• 
廊 下

.  ，.踊

出窓

下 1 階平面 上 4  - 6 階平面 I  :  5∞ 

」ー「



屋 根

重 な る 流 れ る ひ び 〈

*  

壁

映える かこむ まとう

光と風

かげる わたる いざなう



オリエンテーションホール

ホール

④ 

つ ど う 知 る

よ ぎ る 出 遭 う

設 計大阪府総築部営緋ｾ

ｉ 反 ｦｴｩｬｬｾ 研究所大阪事務所

所在地大阪府J ，: ( 塚市木村t字秋山長尾3350

敷地商般 255，OOO. 00m'  

延l正l州立 7，623 .00m'  ( 本館)

椛造規悦 RC( 一昔115 )、 3 F

工 JYI 昭和58年 10月~昭和60年 3 n  

仕上げ崖恨鋼板段謀、外壁 ｇｒｃｾ 下見桜貼

企画 ｩｾ 品集作品作創 Ｑ 小委只会加藤委只

船 員3 西端i丑: 己 ・河 野 岱



- 府立膏少年自然的家 ・1主 計 坂 窟 建 築 研 究 所 ・施工 真柄建股

・元旦 J レ ー フ 素 材 鋼 板 0.4")"，

製造発売元

⑫元Ａｉ ｾＱｾ 示 ｚ 薫絹式皇位
本 社 神 奈 川 県 阪 沢 市 湖 南 台 5 36 5  〒252 s (0466) 45-8771 

東 京 支 底 東京都中央区八丁沼 1 7 2 現ニ長田ヒル5F 〒104 s (03) 555・1801

神奈川支庖 神奈川県桜沢市湘南台 5 36 5  〒252 s (0466)45-8771 

どんな建物にも美 しくフィッ 卜する横茸注意匠。 パーフェク卜

な雨仕舞と碩強な構造を実現したダフツレ角ノ、セーと継子。

元旦の独語IJ的 な技術が金属屋根材の最高峰、「元E ノレ

ーフ」を生みました。またシステム としての屋根の機能を考え

る元旦は、建物の大敵、結露を防ぎ、断熱、遮音、 l吸音

等の諸性能を向上 させる外断熱システム屋 根を開発。屋

根の歴 史を大きく前進させました。

元旦は屋 根の理想へ向 ってたゆまぬ研究t 技術の研鎖に

努めます。

大阪営築所 大臨市定川区西宮原町ト7-47 ネ 中、ィ y 孫ニ節夫阪却問 干 532 s (06) 396-7231 

名古屋宮聾所 合 (052)2517671 福岡営築所 官 (092)712 1691 仙古営聾所 s (0222)65 9431 

福島営暗所 s (0249)44 7188 山梨営聾所 合 ( 0551)474321 盛岡営軍所 岱 (日196)22 2271 

高崎宮曹所 s ( 0273) 635175 広島出張所 合 (082)261 3161 北陸出張所 宮 (0762)68 4651 

札幌出狼所 合 ( 011) 8931632 静岡出張所 n (0542)71 7321 



4  

γ  

e，旭硝子

本 社〒 100東京都千代田区丸の内2・1・2

TEL03(218) 5i 91 ・5761 (GRC部)

大阪支庖〒530大阪市北区芝田 1-1- 4

TEL06 (373)  5878(GRC諜)

名古屋港を臨む新名所、名港ポートビル

が竣工し、大きな話題を呼んでいますL この

帆船を思わせるタワーは、実は鉄骨の構造

体を旭硝子の高品質GR Cサンクリー卜で被

覆したものて二 曲面を大胆に使いこなし、 ラ

ウンジ底部には船底をイメージさせる複雑

な形状を実現しています。サンクリ ー卜は、

旭硝子がガラス繊維の製造から成形、施工

までを一貫責任体制て行なうガラス繊維強

化セメン卜で丸 コンクリートの重量感をも

ちながらも、精巧でしかも軽量、高強度の

パネルが製造でき、ビルの外装から内装ま

で幅広く採用されています。名港ポートピ

ルでは、セメント系複合材て唯一 3次元曲

面を 創造できる素材として、また軽〈高強

度のうえ、無機質で塩害に強いという性能

力ミ高〈評価されました。デザインを重視

しながら、 快適な環境づくりをめさ‘ してい

くこれからの建物に、サンクリ ー卜の数々

の特長が、大きな力を発揮していきます。



松谷駅g  工期d  

- 写J i と概要をどし どし お送 り下さい。

凡官IJ :  a  . 所布地 b  敷地面積 c  主主築面ft'l

.活樋悶 l 理画年 ・" 3 秘¥

.." 

1875 奈良県広域地場産業振興センター

設 計 プ ラ ス 建 築 都 市役 計研 究 所

施 工 村 本 建 設

a  奈良県大和高田市幸町

b.  6 .000. 00m'  

c .  3 守 018.57111'

d.  7. 167 .  64 111'  

e.  R C、S R C、B 1、 6 F  

f .  11川[ 158年 11 JJ -1IP. f日60年 3) ]

g  同鉄高田駅、近鉄大仰向 EU駅

1874 カ ト リ ッ ク 阿 倍 野 教 会

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 庖

a  . 大阪市阿倍野区絵崎町 3 - 66 

b.  1，918. 22111'  

C .  806. 28 111'  

d. l . 131. 07111'  

e .  S  R  C 、 2 F  

f  .  lIP. f1l 59年 8 rJ ＭＱｉ ｾｈ ｛ｬ ＶＰ 年 ＳＩ｝

g . 地下鉄谷町線阿倍野駅

1873 大阪府立母子保健総合医標センター院内託児所

段 計 ・大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

施 工 : 寄 団 組

a . 大阪府和泉市室堂町840

b.  68. 08111'  

C .  116.60111'  

d.  103. 21 m'  

e.  R  C 、 1 F  

f  日目相59年 10r J - 昭和60年 2 月

g .  5I l . 北高速鉄道光明池駅

1878 安 城市 北 庁 舎

位 計 山下設 計 名 古 屋 支 社

施 工 : 鴻 池 組 名 古 屋 支 底

a. 愛知以安城市桜町 18- 23

b.  12. 244. 46 m'  

c .  1. 213.91111'  

d.  8，525 .40 111'  

e.  S  R C、B 1、 7 F 、 P 2

f  .  ｉｉｻｻ 布 ＱＵＸ 年 Ｘ 月ｾ日目初 ＶＰｾ ＱＧＭ 2  )1 

g .  ｾ昇 ｬｩ ，，Ｊ海道線安城駅

1877 別 府 市 斤 舎

設 計 : 佐 藤 武 夫設 計 事 務 所

施 工 ・大 成 ・ 梅 林 ・ 三 光建 設 J V

a  大分県別府市上野 n 1  - 15 

b.  10 ， 273 .  29 m'  

C .  3，516. 74111'  

d.  21 ，831. 87m'  

e.  S  R C( - ;il¥S 、R C) 、BI 、6 f

I  昭和58年 7 H - 昭和60年 2 Jl

g  国鉄日 12ノド線別府駅

瓜 破 会 館

役 計 宮 後 建 築 事 務 所

施 工 奥 村 組

a  大阪市平野区瓜破東 6 - 1410- 1

b.  2，645. 65111'  

c .  1，010. 20m'  

d. I ，499. 85111'  

e.  R C  ( -ilI ¥S ) 、2 F  

f  .  1Ip.;f n59年 8 F l - 昭和60年 5 月

E  地下鉄些 ili 瓜破駅

1876 

1881 大阪府立第 9特別養護老人ホーム

訟 計 ; 赤松管野建築設計事務所

施 工 : 紙谷工務1吉

a  大阪府J ' ( ; 而市内向 111 ー l

b.  4 ，306. 99111'  

c .  1，705.  74111'  

d .  3. 385. 37m'  

e.  R  C 、 3 F  

f . 1昭和158年 12月ー昭和60年 2 )'1

g  阪急箕面線箕面駅

智 鵠 学 園 図 書 館 棟

設 計 . r高木 幹 郎 設 計 事 務 所

施 工 : 松 村 組 大 阪 本 庄

奈良県五条市 ｾｩＧｉ 京町 ｦＴ Ｑ Ｗ

37，647m'  

1，749m'  

3，282m'  

R C、 2 f

H自制159年 9 月~昭平1160年 5 月

国鉄千日歌山線五条駅

a

・
0

C

A

u

e

r

h

作

r
o

1880 ホ テ ル 八 木

設 計 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 盾

｡Ｎ 筒 井県 坂井 ｪｾ ｉￎＧ 守原町 ｉ 温泉 Ｔ

b.  4 ，947. 47111'  

c .  1，590.  26m'  

d.  6 ，668. 75m'  

e.  R  C 、 B 1 、 7 F 、 P 2  

f  昭和59年 4 月~昭和60年 4 月

g  国鉄北| 盗本線芦原温京駅

l . l ! 築と社会 1985年 7 JJ ，; 

1879 

22 



大阪ガスアイデアル住宅

近未来の提案住宅

高度経済成長から安定成長への移行のなかで起こった住生

活をとりまく社会的な変化は、次の 4 点に要約されよう 。

第 1 に，社会全体として資源エネルギーの問題に直面せざ

るを得なくな ったこと 。 第 2 に、科学技術の発達が余暇の

拡大と情報化社会をもたらし、 iilli 値構造の変化を招いてい

る。第 3 に、高齢化の進行に対応する社会 システムが模索

されている 。最後に、個性が重視され、生活のト ータルデ

ザインの概念が育 ってきたことがあげられる 。

この住宅はこれらの背長に対し、①エネルギーの効率利用

②自 動化・情報化の推進 ③ 高齢化社会への対応 ④ 安 全

で健康な暮らし の 4 つをテー 7 に、約 10年後の住まいの

あり方を提案する近未来住宅として企図された 。

l 階平面図・配置E図

正面外観 外壁サイデ ィング貼ｾメタリ ｹ ク塗装昼様コロニアル務サッシュ カラーアルミ

玄関ホール吹抜

シンプルで明快な空間構成

平面は、玄関ホールI次抜を中心軸として、ほぽ対称、に構成

され、南北への見通しのきく明るく風通しの良いこの吹抜

空間1が、各室の環境を向上させ、またプライパシーを確保

している 。

全体として、フレキシプルな利用を目指し、シンプルで明

快な さE問機成とした 。とく に、 3 世代のだんらんの場とな

る食堂スペースは、オープンな 利用を考えた計画とした 。

さらに、中 !日1領域の形成を計画のポイ ン トとし、食堂から

庭へのパーティなどの展開をはかる 、ホール北側をアクテ

ィプヤードとしてホールと一体化する、老人室と庭とのつ

ながりなど、外音 ｉｉｾｉｈｊ とのつながりを重視した 。

( 大阪ガス ・安井建築設計事務所)

企 画 大 阪 ガ ス

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ダ イ ケ ン ホ ー ム ( 建 築 )

今意建設( 建築)

大阪電気暖房( 設備)

用 途 提 案 住 宅

所 在 地 尼 崎市 東 塚 口 町 1

敷 地 面 積 5  B  4 ，955 m'  

建 築 面 積 10 2 ，9 B4 m'  

延 床 面 積 177 ，925 m'  

構造規模 木造、枠組壁 工，去、 2 階建

寄 駅 国 鉄 、 阪 急 塚 口駅



昼 間 の 空 気 の 流 れ

サー? ルウェルでと

り出した J也中の{ s ; i昆

を利用して、外気温

より 3 - 4  'C{s;い 涼

足止をつく って各部屋

に送る 。 向然な涼風

の ifi[ れを感じて、か

らだにムリのない健

康 (1':) な冷房を実現。

また、 E量級やり主から

の熱の侵入を防ぐ、

外壁内通気システム

によ って冷房効来を

高める 。

幽 I I  

エ ネ ル ギ ー の 効 率 利 用

夜 間 の 空 気 の 流 れ

夜間は吹き抜けの自

然通気を利用して、

{主まい全体を 「風の

道J として計函。

各部屋ではガラリ雨

戸などから涼しい 外

気を取り入れ、 ドア

上の換気窓から吹き

抜けへ逃がし、さわ

やかな 厄Lを! 感じて自

然の涼! 惑を得る 。

ランマ通風
ガラリ雨戸

- 太 陽 エ ネ ル ギ ー

. 地 中 熱 利 用

・ 外 気

・ 廃 熱

自 動 化 、 情 報 化 の 推 進

- 太 陽 電 池 フ ァ ン に よ る 夏 の 外 壁 内 通 気 一 冷 房 負 荷 の 低 減 、 蓄 熱 床 コ ン ク リ ー ト

. サ ー マ ル ウ ェ ル に よ る 地 中 熱 利 用 の 冷 房 、 給 湯

・ 各 室 通 風 ル ー ト の 雌 保 、 ガ ラ リ 雨 戸 の 採 用

・ 風 呂 廃 熱 回収 棚 、 断 熱 性の 向 上

. シ ス テ ム の 総 合 性

. 利 用 の 容 易 さ

. 余 11暇l服院を生む効率 伯

. コ ミ ユ ニ ケ 一 シ ヨ ン

- 同組l線 の ホ ー ム パ ス シ ス テ ム に よる 全体 の 統御

. わ か り 易 い グ ラ フ ィ ッ ク 表 示 の操 作 画 面一 ー タ ッ チ パ ネ ル 方 式

・ H A 、リモコ ン( テ レコ ン トロ ー ル ) の 導 入

. マ イ コ ン ソ フ ト ( 料 理 ガ イ ド 、 健 康 モ ニ タ ー ) に よ る 家 庭 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

白

川

岡

剛

出

回

白

川

同

門

切

偏

リ

ハ

M

m

u

倫

l

u
同

v

向

凶

刷

刷

〉

白

川

ハ

凶
叩

U

タッチパネル方式

エンタ ーテイメ ン トの核 A V C S 健康モニター



高 齢 化 社 会 へ の 対 応

- 老 親 室 の 位 置

・個 別 の 生 活 や 交 際

・ 救急、システム

. お だ や か な 環 境

安 全 で 健 康 な 暮 ら し

必Y ・ 躯 体 の 保 護

. '1央i虚空間

・健 康 の た め の 設 備

・ 能 動 的 設 備 利 用

.1階南東側に位置し、 トイレ、風 巴 に 近 い

・個 別 の ミ ニ キ ッチ ン 、 庭 か ら の ア プ ロ ー チ

. ト イ レ 、 風 呂 に 救 急 用 の 人 体 セ ン サ ー を 設 置

. サ ー マ ル ウ ェ ル に よ る マ イ ル ド な 冷 房 、 ト イ レ の 壁 暖 房 、 警 熱 幅 射 床

。. Z X 6 部 材 の 外 壁 、 壁 体 内 通 気 一 結 露 防 止

. 明るく風通しの良い吹抜一一一アクティブヤード

. 遠 赤 外 線 サ ウ ナ 、 ジ ェ ッ トパス

. メ ニ ュ ー 豊 富 な 情 報 シ ス テ ム や 複 合 調 理 器

ジェッ トパスのあるゆったりとした風呂
アクティブな設備の利用が楽しめる食堂・居間



住 宅 の ラ イ フ サ イ ク ル

・ 多 目 的利 用ー 可 変 性

・ ライフサイクルに対応

・ 更 新 シス テ ム

. メ ンテ ナ ン ス シス テ ム

住 宅 設 備 機 器 の 展 開

- 機 能の充 実 、 複 合 化

・ 象 徴 的 役 割

・ イ ンテ リア と し て の 設 備

. 軽視lt短 小 化

システムトイレ

複合鶴理器を中心とする台所

』ーーーーーー

子供室家具間仕切 床 下配 管と壁内への通 気孔

W ・ ホー ル 居 間 聞 の 可 動 間 仕 切 、 可 動座 、 は ね 上 げ テ ー ブ ル

. 子 供 室 の 家具 間 仕 切

・ 浴 室 内 外 壁 のパ ネ ル 化 、 機 器 個 別 配管 ル ー ト

・ 床 下 配 管 ス ペ ー ス、 パ イ プ シ ャ フト

- 多 機 能 の 複 合 調 理 器 や 浴室 装 置壁 、 シス テ ム ト イ レ

・ 浴 槽 の デザイ ン 、 照 明 器具 付 フ ー ドと レ ンジ 付ー食卓 の 中 心 性

・ 炎 の 見 え る 暖房 器と A V C S 組 込 み 家主

---

. 外付ーク リー ン ヒー タ一、 け 込 み フ ァ ン コ ン ベ クタ ー など、目 立 た な い デ ザ イ ン

だんらんの中心一食卓



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

編 集委 員 会 法 令 分 科 会

令 コ ー ナ

ｾｈￆ などの投仙をおけちしておリます

2 0 7  

立 体 自 動 車 車 庫 の 取 り 扱 い

床版をメ y シュにした自定式自動. t ! I ! 1I !il 1が 、 最

近各地で急地している 。屋椴がないので、建築基

準法上、建築物としてとらえることがむつかしく、

各行政庁はその取り扱いに苦慮していたが、以下

のような各行政庁間の申し合わせとj} 項が出された 。

1. 建築物として取り扱う根拠

建築基準法第 2 条第 l 号中、 「高 架の 工作物内

に設ける事務所、庖舗、興行場、倉庫その他これ

らに類する施設」に該当するものであるため。

2 . 建築物として取り扱う範囲

図 Ｑ ｾ Ｔ に示すものについては、上記の根拠に

より、建築物として取り扱うことが適当である 。

ただし、低層のものについては、従来、いわゆる

準用工作物として取り扱 ってき た機械式駐半装置

と笑態的な差がなく、従来通りの取り扱いにとめ

て差し支えない 。 その範聞は、おおむね次 表 に示

す通りである 。

〈工作物として扱うもの〉

階層が明確なもの (拡がりを

階層が不明純なも の

もった床版を有するもの)

エレベータ ・ エレベータ

自 走 式 スライド式 スライド式 ｉｉｉｾ＠ _I二式

( 去を匁士喜容)

( 図 1 )  ( 図 2 )  ( 図 3 )  (図 4 )  

11苗 ( 2段)

3 府 ( 4 段) 31M ( H Jl: )  8 m 

iJ5Ih4tf う') 

のもの

以下、かつ8 以下、かっ 8 以下の

m以下のもの m以下のもの むの
革 ｾｉｭ

援 1  1+1 ( 2 1.11: )と 1:. l' 背部分および昆上部分を利I ! I するも 町を

指す. (底上節分にさ らに崖械を段けたも のは通常的2 階也て と

なる )

終 高さの算定は、図 1 - 3 にあ って は魁! N (床版) の般向郁分 ま

たは" ラベ γ トとみなしうる部分向上端. 閃 4 にあっては内" 車 ijl

也物の蚊阿部分とする

吊上式自動車車庫の取扱について

( 昭相35年住発第 368 号通達 )

最近の自 立 。ￚＱ ｉ ｉｾ 民主 ｚ の激増及び道路交通法による

駐車制限の強化に 1半い、} j lj 添〔省略〕のような吊

上式自動車車庫が考案され、各地で建築される予

定と 1mいているが、この極の自動車車庫について

は、下記により取り扱われたい.

記

原則としては、階数が 3 以上で延べ面積が 150

m' をこえる建築物に該当するものと解されるが、

次の各号の要件を満たすものについては、建築基

準法第 ＲＷ 条、現 ｾＶＱ ［ 条及び第 ＶＲ 条の規定の適用に関

しては、階数が l の建築物として取り級ってきし

っかえない。

I  耐火建築物又は建築基準法第 2 条第 9 号の 3

ロに該当する 簡易耐火建築物とすること 。

2  木造建築物が密集している市街地内で他の建

築物 ( 耐火建築物又は 簡易耐火建築物を除< .) 

又は隣地境界線から 5 m 以下の距離に建築する

場合には、外壁を不燃材料でおおい、かつ、地

盤面からの高きが15 m以下の外壁の部分を耐火

情造とすること 。

3  前号の場合で、延焼のおそれのある部分に率

制の出し入れロを設ける場合には、これに甲種

防火戸を設けること 。

4  木造建築物がw集している市街地で既存の建

築物又は他の建築部分と一体に建築する場合に

は、当該既存の建築物又は他の部分を第 2 号に

いう他の建築物とみなして第 2 号及び第 3 号に

よること 。

5  住居地域内には建築しない こ と。

6  吊上機の騒音により周閣の安寧を害するおそ

れのないものとすること 。

7  外周の美観に考慮、を払うこと 。

F7E1 

耳
ぺ
械

UP 

平面図( Uと立函図{下)

昌三重

図 1

雪

国

明

床は網目状になっている 車両進入口

同
J  有司WI

車両進入口

平面図[在} と立面図((;1

図 3

γ ・周鯖解脱 山… Ｎ Ｂ ｾ ・ ｭ ・ ……一一山… … …山 ・ 山 ・ ｭ ・ ｭ ・ ｾｾＡ

法 第22条 の 規 定 等 に 基 づ く i

屋 根 の 構 造 i  

( 昭和45年 6 月18 日;控段省から抜粋 ) 1  

建築恭準法第22条第 l 項 、 第 時 ま た は 第6 3 !

条の規定における 「屋線を不燃材料でふく J i  

の取り扱いはつぎのとおりとする 。 !

1 .  r屋般を不燃材料でふく」とは、野地板 1

Ｑ その 他 これに ｾｩ する下地材料の材質にかかわ ｪ

i  らず瓦、平板その他のふき板を法定の不燃材 i

i 料とすることをいう 。 !

!  2. 金属板ぶきの場合て¥ふき下地に 可 燃 性 i

i の 断 熱材 等を用いても、ふき 材が法定の不燃 i

i 材料であればよい。 1

1  3  前 2 項は、屋線 を法第 2 条第 7 号の耐火 i

i 建築物、同条 8 号の防火機造、法第 2 条第 9 i  

1 号 3 ロ号に規定する 簡 易耐火建築物、法第35 1  

j い に 規 … 制 限 … 建 築 物 で ;

天井を有しないためふき下地 が 露出す る 場 合 1

明
例) l' ft1 

H 野地板その他下

川 地材料の材質は

凶 とわない

3  . その他の留意事項

ア. 当該駐車場が、他の建築物の部分と一体と

なっている( 一線とみなしうる) 場合には、上の

表にかかわらず建築物の部分として取り扱う。

イ. 図 2 - 4 について床面積の算 定 が 困 難 な 部

分については、収容 l 台当たり 15m' として算定す

る。

ウ. 階層が不明確なもの ( 拡が りをも った 床 版

がないもの、および床版が可動 式のもの ) に つ い

ては、階数の算定等について昭和35年住発第 368

号通達に滋じて 扱 う。

エ. 搬用工作物として 扱 うものも、 精進、防火

上の安全性の硲保、 良好な 市街 地 環境 の確 保 を図

る必要がある 。

(文賛。日本建築協会編集委員会法令分科会)

駆動装 置

制 御 鍍
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発行日、 早 くならないか

山本光博 ( 大阪市)

本年度の ιlLj 灯i 1ll ij でレも、当会誌 「建築と社会J

の充実を; 匝われていますが、制41長古11に- 巧をお原!i

いしたい 1，' - ' : カずあります。

小生、 当協会に入会米、 卜 余年の ｉｾＩＨＩ J を経過す

るが、 1t古今、気がかりな点があるので 一 行、 1] 1 し

J -_(f たい 。

h付的'Yj 科鰍i .J市11干，y，:九":i命(守命}b7のH  

dω前i可Iに」立工ち i寄f仔Fると、氾d再ょするt t ' ; 報に J'I¥没しそうで、

めまぐるしいi ! 1 : の' ] ，の変避が感じ取れます。 いつ

ヵ、羽rl m，it Ｑ Ｍ て Ｇ ＱＱ にしたことカずありましたカヘ ＱＱｾｪ 庄

の) J  FIJ 誌などといえば、 JJ*ともなると、発行 11

より j皐か 2 カ)J も先の号数として ｊ ， Ａ ｩｾｪｩ にならべら

れていて、 (- fjl ，の .Ut l叫に l附ったと いうことがj "J・1改

されていました 。当|止め・I ' ; : t t ' ; を何も 2 カ)J 先の号

数で発行するなどいかがなものかとも思いますが、

事ほ ど;i:_ 僚に、より 一 歩先の tl 'j'鰍としてボめてい

たい i!t h'iであり、そうて' あることカずステ ー タスシ

ンボルともなるような 111 今。ところが、それにもま

して当会誌の発行 11 は11): ):J  25 1: 1であると 1m< 。 こ

れでは会1u/'; 氏の予疋に肌くのはいつも ーカ }J も

ｪＡｦれたサ数である 。 何とＮｦｾ長なとＡ必じざるを仰な

い。 当 )j' 、業界の ltt 新↑ 101特i として ml待もしている

当会誌が、どうも) J j ! 針 Lの矧誌を読んでいるよう

で ｲ ｾ ＧｊＧ f，"i= さを? たじ fJ} なし 、。

いろいろ ι ｊ ｾ 怖はあろうと思いますが、せめて当

}  J  '1' に千 J じに Jil l くようにはならないものか。 これ

が会 Ｑｾ めいつわらざる心岐であろうとｽ ＮＡＧＮい ます 。

会 Ｑｾ の ｊ 広大のためにも、適当なお計らいをお原ＡｩＨし、

したいと思います。

ヨコ割り特集を提案

千葉桂司( 住・都公団関西支社)

11/，1119で発行される 1
1
ft ーの建築雑誌であるみ; 誌は、

建築関係各界の人達の非常に大きな努力と、ユニ

ークな 制 ｈￍ 柴 スタイルのもとに発干 ｉｊ されてお り、ＡｾｪＨ

芯を表すものです。

しかし今 ＱＱ 、全｛， Ｑ には位ｾジャンルの制 ｴｾ ， ｴ ｾ ｾ が 数

多くある' ] ，て" J1l ｩＧｬ Ｑｴ を似ちつつ、多 ｴｾ な ｮ 先行の

興味をつなぎとめるのは宅望11 の: ' . I i ; でもあります。

そこで of( 袋な のが合同iて' あり、特集のユニークさ、

おもしろさであると思います。

例えば、これまでの計画、椛造、設fftii 、地工材

料そして法令とい っ た、公平で、技術的なタテ ｾＱＡｬｬ

り特集とは別に、 4 分議論された年間テーマある

いはストーリーのもとに、いシリース1 としてヨコ

ｾｩ ｬ ｊ リ的な特集があ って もいいのではないでしょう

か 。 ヨコ ［ ｉ ｦ ｬ｝ リ がｾＡ｜ｆ， ＩＺＡｧ であれば、 一つの テ ＭＷ を多

而的に Jより上げるとか、対援のテーマ ( 例えばニ

ュータウンと 再開発 ) を同 H寺並行し て係りあげる

28  他 築 と 社 会 1985年 7 I1 号

読者の頁

とい った工夫もできると，思います。 こうすること

によ って 、主 ｴｴｾ や行 ＱＱＱ Ｑ￯あるいは文化やヰ ｬ 会をめぐ

る今日の級紙な状況の ']， での、制11分化 したそれぞ

れの ｬｬｩ 築技術分肝の位 ｩｦｴ 付けや役［切りを ｉｉｊＮｩ￦Ｎｾ 伎し

得ることにも役立つし、i ' I 分の卯 1"1以外の特集に

始んど| 見l心のない読者ーの ll J i もひきつけられるので

はなし、でしょうか。

そしてまたなによりも ' ]1/床をおもしろくするた

めに、 ｷ リえば Ｇ￭ ｾｫ 機会の少ない ｗｬ ｬ ｉｬｪ のれ下位築Ｇ永

や技術 J号、目}f 究円、プランナ一等が参 )JJI できる ["" !'i 

i. f : 編集J スタイルとか、座談会ではない「誌仁ノ マ

ネルディスカ ッショ ン」等、 純 な々1I ' : 111司やしかけ

が存えられると 思い ますが、いかがでしょうか。

... 詩 集jJJJJj;jJJ:;;;;j jjj;;::;:; 三.._---一一

最近の「建築と社会」に思う

れーー - ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一 一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一司

1主木闘 (J ;( r.Ii )

，- - - - - ーーーーーーー. . - ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーー』

「建築と社会」へ一言

岡田善弘( 鹿島建設大阪支庖)

「往築と社会J が届けられ、最初J に目を. I I 虫すの

が「特集」のi l : である 。 この内谷の充笑 IJr lこよ っ

て、その号を I( ii ( 1  < 読むかどうか短絡 (I(J に決めて

しまう 。不 点 l(ii FI な読者であろうか。 それとも情

報過多H寺代の一般的読者の一人であろうか。

長い歴史を持つ「建築と社会J の特集をみると

き、その 11寺々の建築社会の持つ課題が浮き彫りに

され、建築の変避を感じることができる 。 また、

そのような ｊｾｉ 待感を持 っ て特集を読む 。 ｊ ｴｊ ｊ 待が大

きいだけに袈切られることもある 。 向分のニーズ

とマ ッチしていない場ー令も多分にあるが、企画の

マンネリ化も 一吉11あるかも知れない 。

あなたの「声」をお寄せください

0 内拝 I j . 控 襲 L.:. とのよと 近 況 『主主築 と社会 j へ 町 ζ 意見

要望な ど 何 て も 結摘 です .

口 /Q. !高は5田 ー 2000' i'I' nr て"J ; l a，，します か、ガキ 使用 可) . 原則 と

して Ifi. 備は i邑却 、、たしません. 措 置骨 に は 謝 礼 を さ し あ げ ま す .

0 氏れ、住所. 職 盤 会 社 、 年齢 を明記して ( 社 ) 日本控 築 協 会嗣

IIl ff s砲 { 〒 530 ｫ 阪，ｉｩ ｾｴｬ ＧｬＺ 偽 ｕｉ 1  - 1  - 3  - 2100k阪 駅 前 車 3 ピ

ル21陪 ) J ..; 送リ〈たき、、 .

i' F，fI ，{1o!?tU;J:jJEj R  4= '1' ，( ' でこれも「雌と社会」

の特色かも知lれないが、 T守者11閣の作品紹介もお願

いしたい 。 ただ、 一 般処ｾＡ［ｩ ｦ［ 誌にも ｪ Ｂｊ， Ｑ 屯される場

合が多いため、 何か一つj J j f った工夫、味付けが必

要と思う 。

数年前、制* 委H として参同させていただき、

長年の制集の }J 々の斥労と努力を実感しているだ

けに、このような身勝手な発言をすることに総附

したが、一読者として「建築と社会」に大いに WI

f寺していることも 'J';:: たである 。

今後 ａ 、伝統を受け継き｜かつ、 ｾＱｬｦ￬ｬ ｪＨド ｊ な制集

をお願いする次第である 。

「建築と社会」は何をめざす?

杉本昇( 大阪府)

「建築と社会」のような、会誌と 一般誌との1' ' 1:

ｲｾ を令わせ持つ Ｈ と彩、は思っているのだがＩよう

な維誌の制集には大変御 -fl¥: 労が多いことだろうと

思う 。 制よｾのｽＭ［々の日夜の労に感謝した上で、フ

ツーの会只としての気楽な立場からあえてより 一

層の希望を. i A べさせていただくことをおけし願い

fよし、。

まず会誌として「建築と社会」を比れば、その

充笑した 11t ーサの内符は '[1誌とも他誌と比べて決し

てヒケをとるものではないのであるが、会として

の動きや三i:: 娠がもうひとつ伝わ ってこ ないところ

がある 。会只参加誌の持つ税しみやすさ、くだけ

たところが少なく、全体として喉〈きまじめすぎ

るのである 。 生の Ｏｦ や ｾｉｕＧￎ ｽｊＡ 必が直嬢伝わ っ てくる

ような以 ( 1Il ¥し参加l レポートなど) がもう少しみー

えられていいと思う 。会の邸j きにしても、 '10; 務的

記録以外に、名古11からのやわらかい報告や訴え、

トピ ックなどがあ ってもよく、また、編集後記、

会只{ f rh J 、などはぜひ企画してほし山ものである。

一方、 一般往築維誌として「建築と社会」をよL

れば、はたしてそれが 950 円の: t- - t fi Uiに 1耐えるもの

かどうか、はなはだ心もとない。 J; liii. l i で手に取 っ

て、ｾいる主 ｴｴｾ 維誌をさしおいて「主主築と社会」

をl ! 持入することは 、特集テー? に特に|共!心 を持つ

号以外にはまずみえられないことであろう 。 この

場合は当然会只誌としての誌而づくりが、逆にマ

イナス袈 l却となりやすい。現在でも会員椛成の多

隊さを反映してか、託、而全体に !ii f;多な 印象が抜け

ず、思い切 った刷新の手が打てないという会誌と

しての限界がJ感じとられるのである 。mえば、作

品作風コーナーなど、他誌に比べると 1リj らかに見

劣りし、その位世づけの理解に脊しむのである 。

全体のこうした旅多な印象は編集技術上の ［［ｩｾ 科も

大きく、比 H¥しのデザイン、レイアウト、: Z ; /: 4技

術などによ って相当解決されるものがあると忠わ

れる 。



この人ァ 下 村 純 一 写 真 家

ちょっとおじゃまします
聞き手 赤井高弘( 近畿地方建設局)

近代建築を見つめて

使う フィルムは 35 ミリだけ 。大きなカメラは視

点が固定されて ｉｾ 由に織れない、特にディテール

を峨るときは大きいことがかえ って牙li 魔になる 。

そう言 って 、いつも一人で被写体を求めて世界を

歩かれる 。

下村氏の写点は、一枚一枚に迫力があり、 111i 1性

がある 。 また、ふだん我々が雑誌等で見なれてい

るはずのヨーロ y パ近代建築に、こんな表怖があ

った の か / と新しい発見をさせてくれる 。

処女作のガウデ ィ写点集 『貝の伽監ーアントニ

オ ・ガウディ j は、{ 庄が大学の講義でガウディを

識 1) 、感動し、そのまま 2 週間スペインへ飛び、

夢中で写した写点だ った。技術的には初歩的なミ

スが多いが、今でもその時の写点が一番好きだと

し、フ 。

なせ' 近代建築を追 っているのか 、と の間いに彼

は答える 。ポス トモダニズムの動きを百定しよう

という気持ちがあるわけではない。 ただ、近代の

ヨーロ ッパ人が成し遂げてきた仕・J.i- の方が、下l 分

なりに面i "1さを感じるんだと 。

大学で金以工学科を卒業するが、高校生の頃か

ら興味のあった写兵を志すため、再び美術史学科

に入学。 そこで先生から、写』工をJ : J i l るなら鐙築を、

と Ｏ Ｎ ｾｴ められる 。 ご自身、ほんとうは建築をやりた

かったというぐらいの建築好きだから、当然のご

とく建築の写兵をJ : J i l ろうと万向が決まる。また、

金属工学の知識は、物の栄村を知り、物をとらえ

るのに役立 って おり、美術史学科では、写 J ' J ; と絵

しもむら じゅんいち

略 歴 i昭和27年. 点京生まれ

早稲田大学理工学部金属工学科および同大学第 l

文学部美術史学科卒業 ( 後呂 町卒業ー論文テーマに

ガウディを滋ぴ、スベイ ンへ赴き ill 築写真を織り

始める )

lI {j fn52年博報堂に入社するが、主II 築の ' JHiγ へ

の然い思い断ちがたく、一年で退社. 以後、本物

il(/ にヨ一口 y パ近代位築をi ! l われてきた

現在 、早稲聞大学A 師、 [1本 Ti- 兵家協会会只

主な著書 mの伽舷ーアントニォ・tt ウディ J (グラ7 社1979)

写真集 『織り なされたり2ー近代ill 築への30年J ( グラ 7 ィ

ｾ＠ 7  t U983)  rモダニズムの 明J Ｈグ ラ Ｗ イ ｾＷ 社

1984 )  ｲ 近代の光一光のイ メ ージを めぐる主 ｬｬｾ の Ｗ

市 J (ボ官官:立 1985) r不思議な ill 築ー近代主II 築のか

たち ( {旺材;)J ( .Ji 談社現代新作 ー本年末に先行 F

定)

• 
pr

・
-

0

・「この人」シリーズの連般にあたって

建築にかかわるあらゆる分野の人々を訪問し、

その人とｻ士 ｻ ｛ ｾを紹介しています 。 税者のみなさ

まから、いろいろな「この人J を募集していま

すのでよろしく 。

の違いを理解するのに大いに勉強になったという。

学生時代からずうっとヨー ロッパの近代建築を

ｴ 絞り絞けてこられたが、最近 ｈｾ された ｉｎａｘ の

「盟餓の近代建築展一一下村純一の 版J を一区切

りにして、これからはアメリカの建築もぬ ってい

かれるそうだ。アメリカとい っても、現代建築よ

りもリチャードソン・サリパンライトなどを追っ

ていきたい。 ヨーロ ッパはどこも、早い時期に都

市化が進み、風土が建築に反映されていないので

級底の要撲は同じであるのに対し、アメリカは、

風土の方が伝統 ・文化よりも勝 っており、造形に

強い影響を与えている 。 そこのところを織 ってい

きたいという 。

その次は、日本も 。特にヨーロ y パの建築が日

本に入 ってきた頃の建物をぬ っていきたい。 ヨー

ロ ツノ効、ら入ってきたものをどういうふうに変え

て日本の建築に組み入れてい ったのかを見つめた

い。そのことが、日本の現代建築へとつながって

いくのだから 。

また、最近は、建築をとらえるに当た って、写

点以外にムービーにも関心を持たれている 。写真

は超広角で映し出さないと一つの画面に多〈入ら

ない。 しかしそれではひずみが生じ 、本来的に持

っている空間の柔らかさ、質! 必が失われる 。 だか

ら悦点を却 ｊ かすということが、ｾ 聞を織るには必

要にな ってくる 。だからムービーだという 。

最後に、イ ンタビューを通して印象に残 ったこ

とは、下村氏の柔らかい人柄と、その中に秘めた

建築と写真への情熱である 。彼は 「建物が、織る

べき所を指定してくれる」と言う。 これこそ良い

写真を織る点悩ではないだろうかと思った。

ごくフツーの会員にと ってみれば、建築協会と

は、毎号送られてくる 「建築と社会J の ことであ

り、また、何もしない会只というのが最も多くの

ものを要求するというのが世の' "{; : ; である 。会只誌

と一般誌との性絡を合わせて、どちらも満足され

ることを求めているのである 。

「建築と社会j がどの方向に進んでゆくのか、

この情報誌氾i肢の社会の中では、ますますその選

択が難しいとは思う 。が、他の一般誌にはないのユ

ニークな建築雑誌か であ って 、しかも、親しみの

ある水準の高い会只誌砂 としての道はないもので

あろうか。

ハイテク分野との接点を

小北博一 ( ジャス)

関西の産業界になにやら新しい邸J きがある 。

40年後半から、日本経済の多角化への苦しい試

みの後に、技術の分野で、特に関西ではエレクト

ロニクス の分別F て寸!htilJ 的な日比来を生み出している 。 る。 日本でも 1[1指の大企業であるから変貌ぶりは

新製品を作り、成熟した社会に合 ったrli 場を| 別抗i おどろきである 。

している 。 i建築と 社会j は、建築業界における横断的交

門外 j英の，f ; L . 迷も、エレクトロニクスの恩! J . i : に日 流を基礎として、ユニークな編集である 。

夜あずか って いるわけだが、先日、ある調査を始 建築業界の各分野も、具径の業界との技術上の

めて、点目 ｬ￭ Ｎ 大阪の工場数社をよ ｾＧＧＧｉＺＮＮ する機会があ 悩報交流が必要であろう 。 日本における最も先端

った。 がJ な産業が、幸いにも関西の私達をとりまいてい

［ｾ線メ ー カ ーの ｓ 社で、医 ＩＱ｛ 工学の機株やｮＡ￭市 るのだから 。エレクトロニクス、バイオテクノロ

交通システム 。地域情報 システムのお話しをうか ジ一等々

がった 。一尚仙の誕生の 'IY);l には、人間l工学的な 建築芸術 ・建築科学とい った求心的精進は、広

配慮 ・病 院のニーズ ・政特有庁の許可条件 ・コン 〈技術 ・文化 ・社会の遠心的方向とのバランスの

ピユーターンステムなど人! 日! の誕生時の陣痛に似 もとに、社会のニーズを吸収し、健全な創作と発

た物訟がある 。送屯斜! と共に、光ファイパーケー 展が可能となる 。

フソレや新生児等 lこ使われる絞皮 l血液ガスモニタや、 文化 ・芸能とい った領域との交流が、昨今の誌

科学万博の人気もの、エレクトー ンの名演炎ロポ 前にうかがわれる 。今後は、産業 ・技術とい った

y トの分身も比 Ilfl した 。主要経品である 屯線 ケ一 日夜革新を絞けている分野との接点も、誌面を活

フ'ルの売上高は、 58年が 5 ;'mて¥他の半分は、新 きいきとさせるのではないだろうか。

技術によるベ ンチャー引のものである、と行主祭す
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煙 ・ 熱 感 知 器 連 動 防 火 引 戸 用 自 動 閉鎖 装 置

『ド ア コ ン シ ス テ ム 』

ドアコ ンシステム図

<1 

1. は じめ に
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階段の防火引戸の例

.  

ドアコンシステムは、このほど防火引戸川 1'I 1Ii7J 閉鎖装泣として、国内中}J

の防災性能汗定品 として ( 財 ) 日本建築センターの防災性能評定委只会にお

いて認められた 。

防災性能評定品のドアコンシステムとは、火災により慨が発生した H寺、

また弘皮が12. 激に上11ーした場合、防火 '11戸をドアの三万枠へ自動的に引き

喜子せ密必閉鎖するものである 。 づ| 戸を作へ引き寄せることによりづ| 戸とド

ア枠との隙 ｬｩｬｬ をなくし、有害な煙や炎をｾ断する機構となっている。

その上 ｩ 控除時には、子 ｾｾｊ 操作てイ ｪｬｪ 単にづｼ戸の Ｑｭ 1:/;1ができるばかりか、づ|

戸 に 設 ili してあるくぐり戸を押し| 別けることができるので、防災と避般の

l向l師にわた って 卜分な配慮がなされた、わが問初j の認められたシステムと

して 1)[，1発されたものである 。

2.概要( ド アコ ンシ ステム 図参照)

この装 inは、①ドアコン本体と、 ② 屯磁レリーズなどによ って 附成され

る自動閉鎖袋u ' ( と、防火づ| 戸に取り付けられる ⑥ ハ ン ガ- '11⑦ レール③ ハ

ンガープラケット⑨上部ドアクサビ' 1 1寄せガイド⑪下部ドアクサピ' : 1 1寄せ

ガイドO づ| 併せローラ⑫縦枠ガイド⑬振レ JCメローラ⑪スト y ハー⑬ドア

ガイドローラによって構成されている。

防火引 J I は、⑥ハンガ- ' 11のヒンジによ って完全に閉鎖した時、 ⑨ 」二郎

ドアクサビづ| 寄せガイド⑬下部ドアクサピ" I併せガイド⑪' ] 1 寄せローラ⑫

縦粋ガイドなどにより、 ￟Ｉｪ 火づｼ戸全体をドア ｦｊＯｾｦ ｈｬ ｉ へ ＵＱ 寄せて煙や炎を遮断

する 。

3.特 徴

①逃燦1 ' ' 1 : 能にすぐれたづ |戸

引戸をドアi I f i 路枠三方へ引き寄せて' l f ，'li てぺき 、通路枠との隊問をなくし、

有害な煙や炎を遮断する 。

②強制排煙害宇の風の力に関係なく作動する。

火災 ｬ 侍の ｾｾＱ 制排煙作動等の圧力差による風の力がドアに Ｑｊ ｦｉ わ って も、 ｈ［ｉ

き戸のように扉の先端が|品l くことがない。

③廊下、階段等の使用有効床面紛が広〈使用できる

引戸式なのでま宣告を場所をとらず、使用床而仰が広〈使用できる 。従来の

聞 き戸のように回転に要する函紛が必要でなくなり、使用有効床面積が広

くとれる 。

30 祖築と社会 1985年 7 ) j サ

あなたの「声」をお待ちしています 。

0 紹 介ill 材、 f品4車内容に対するあなたのごむ: 比・要望

をお寄せ下さい

O( 社)I:l 本ill 築協会ill 材委只会 Tel 06 348- 0635 

干530 大阪市北区梅 III 1  - 1  - 3  2100 

大阪駅 Ｏｩｩｪｾ［ 3 ビル211椛

株式会社豊和

本社 ・工場 尼崎市猪名寺字川原知1418 Tel 06- 494 ー 111 1

支 広 大 阪 東 京 ・名古屋 ・北 陸

営業所広仏間図 ・ ｾｴｬ 刻ｷＺ Ｎ 航浜

@ 法 規制によるスペースが段小で可能

ドアコンシステムを設けた場合、法令i I f i

りのスベースでよい 。 聞き戸では、階段踊

ＱＩ 土品の有効申 ｉｾ が、 ＱＩ｛Ｑ き戸の同転純 Ｑｭ で ｈｾｉｉ 浪

され、避難 |ニ問題になる。 |百l じく IJ f. 1き戸の

場合、廊下てすまイ ｔ 去 ｽｊ 陥 Ｑ 日中 ｍ が廊下 ｉｾ ｩＮ｜より小

さくなり、法令より廊下 ｉｾｩ ， ￯ を ｬ よくとる必要

がある。

⑤ドアの作 ｾｩ Ｉｪに ｽｊｬｬｩ きがつかず、安全 ＶＧＨＨｾ

' ，[ ; : 気分銅を 1史わずに作動し、終始一定し

たスヒードと力が保持されるため、 ｴｾ ｩＱ日 ｾｉｉ 与

の ｩ 郵 ｊｉＧｾ 等接触 Ｇ ｉ ｾ 放の危険性がない

⑥ 物品等によるドア閉鎖H寺の附百が少ない

ｉｾ 日き戸のように作動範ｼ性ｼが円ｊｬｬｩＡ鋭的場合は、作動範関内に物や附Ｂ［Ｑｾー物が

あると、閉鎖しないといった弊百Ｚが生じるが、づｼ戸の作動［Ｑｦ ｾＱ 刷は料Ａ t で作

動するため、 1mき戸のような俳; 咋を生じない。

4 公約機関に よる 試験結果

日本主J l 築センター防災性能，: ' F i . E (No. B  C  J  - 0  C  S  ( S  - T  ) ー 15) に

よリ、昭和48年AiEi設省令ぷ' - i ¥2563 号'-i¥1 に決定する「火災によ って燃が発

生した場合に n動的に I:/.I;j'i する日:)j 火戸の的造J に迎合するものとして認め

Ｎれ、ｬｉ ｻｬ 利 ＴＸ 年住設省 ｴｩ［ ーぷＧＭ￬｜ ＲＵＶＳ り・ ｾＲ のＧＭ￬｜ I  ti(に k比定する「火災により

沿 ｪ 支が急、激に ｊ 二￭ｊＮした場イトに熱Ａ必知総と ｩ 主 Ｑ ￬ｽ ｊ してＱＧＱ動的に Ｑｾｬｭ するｼ幼火 ｲＧ

の桃J 1! : J にも迎合する L のとして J められた

5. ドア コンシ ステムの性能

ｾ＠ /1 120F 1  /1 1ωF  1 /l 250F /1 5∞F  

:  ，r( 止 120kg以ド 1  160kg以下 250kg以下 5仰同以ド l  

刊 能 、叫之 DIV 15叩 x D  ｈｾＺＺＰＲ ｉ ｄ｜｜ＧＱＷＰＰ ｘ＠ D  Ｏｉｾ叩日，ｶｺ問 ￗ 口 ｈＲＵＰＰ 口問 ｏｏ ｘ Il /1 3脚 l

陀 ......._ 以トよ 以 以/，" 以下 l

ハ ン ガ - f ;  '1< 11; 'I( g:) 両0) f' 世間 ，i'li ⑪ φ90; 使用 I  i  '1( (6) φ120 他m

ン 本 体 '，- j' f' 官m - 1' 体品¥} Z  C  01 1  ) < 叩使用 本体晶廿 Z C  01 2  

|  ι  ド Ｗ 唱 ｕ Ｎｾ 160kg以ト |  ド7i l l 量160 - 500kg以ド

l字 体 l羽 L lJ j  7k
g 山

I  ＱＴｫｧｾｾＨ［ｪ 耽

本体ストロ - 7 1 5  m 

ドア起動必距 j 川 r  1  

Ｈｭｭｭ ｌＳ は ｾ 4  kg 1  6.3kg __l  12 陶

くくぐ り戸〉

IIJJ 火づ| 戸の大きさが、 ド

ア幅2 ，0 0 0 %を越えるもの、

またはドア l面的 3 Jげを越え

るものについては、布図の

くぐり戸を設ける 。 くぐり

戸には、 illii 1 H方向に聞き、1 ' 1

1.:/.1するオートノ ぞワーヒンジ

さ専の向 1;'/;1装置を設ける。身防J円i.m ( '11柿チ通過可能) に 、下作をなくした

くぐり戸もできる。

建材委員/ 松本英良 ( 竹中工務J ; 1i)



財団法人 日本建築総合試験所だより

昭和59年度の業務概要

当試験所の業務は 、 受託試験業務、 ｩｬｬｾ 誕帯

住 ・受 託i湖 先 研 究 業 務 、 公 示 検 公;業 幼 お よ び

北 ｾｬ ｓ ｉ 会業務に大別されますが、昭和 ＵＹ 年度 Ｈ ｉｉＨｻ

利 59年 4 H  1 円 - II({ キ1160年 3 月31 1二1) の 実 地

概 要 は 次 の と お り で す 。

1 . 受 託 試 験 業 務

II P.和159年度の' 受託試験件数は、 liij 年 度 と ほ

ぼ 同 数 で し た が 、 比 較 的 高 級 単 価 の 試 験 依 頼

がt ; 古川l し た こ と も あ っ て 試 験 料 収 入 は 前 年 比

約 13% 附 と な り ま し た 。 各 部 門 に お け る 洋 高111

は 次 の と お り で す。

(1) 耐 火 ・防 火 関 係 試 験

受 託 件 数 で は 前 年 度 と 問 機 に 推 砂 し ま し た

が、， ｜Ｑ ｜ 不燃料料告 示改正に ｷ い、新たに悦 ｊｦｪ ｬｾ

ffj ， 試 験 が 追 加 さ れ 、 金 制 で は 前 年 比 約 9 % の

明 と な り ま し た 。 試 験 埼 n>]I J の 受 託 件 数 は 次

のとおりです。

a  ) 耐火構造ぷ量生・ ・・・ ーー・・ー ・・ ー… 59件

b )  / 坊火構造試験 ・0 ・・. . 一一ー・ー・ ・… .... ー一 82件

c )  / 坊火材料試験 ・ - ー. . . . . . . . . . . . .. .一 522f' 1吊

d  Ｉ 防炎性能Ｂ式験 ・ 事 ｬｾ 燃性能試験 Ｐ ・・ Ｐ ・・・・ ＲｍＯ ニ

計 6831'/戸

(2 )  構 造 物 関 係 試 験

' 受託件数で' Ii ij 年 比 が) 12% 相、令古ti で む 大 11

の大1 ' l ｦ［Ｇｾ造試験 ｪ 止ぴ ｊ ｩｬｩＮ ｬ i/li Jに よ る 周 辺 公 iJfeiWJ 定

等 の 依 刺 が あ っ た l見l 係 で 約 19 %の 刷 と な り

した 。 試 験 玖 I l 別 の 受 託 件 数 は 次 の と お り で

す 。

a  ) 総 造 物試 験 ー ・・ ・・・…… … … ・ー・・… 71件

b ) 他 物 診 断 ・・・・ ・…・ー. . ... .. . . 51'/' 

c )  施 設 使 用 ーー 0 ・・・ ・・・. .・・・・・・ ・・・ ・..… 351'/'

d ) 風 j問 試 験 一 ー ・ .•.•. •....••• .. ... . 12 ('/ ニ

計ー 123イ牛

( 3)  音 ・熱 ・動 風 圧 関 係 試 験

前 年 度 に か な 1) 受 託 し た サ ッ シ の 認 定 試 験

及び性能試験がＭＱｾ年度は減少したため、Ｇ受託

件 数 で 前 年 度 比 約 19% 減、金額て' 約 7 % 減 と

な り ま し た 。 ま た 本 年 2 )  J か ら 新 規 に グ リ ー

ス | 姐 築 協 の 性 能 試 験 を 笑 地 し て い ま す 。 試 験

項目別の受託1 ' 1'数 は 次 の と お り で す。

a )  TI'轡 関 係 試 験 ーー ーー・ ...・ e ・・ー 149件

b )  熱 |旦j係 試 験 .•. • . •.•... •.. ・0 ・・・・・ 150件

c  ) 卸J 風圧| 比j係 試 験 ・・・・ー・・ ーー ・・ 141件

､Ｉ グリース Ｏ￭ｴｬｾ 器の性能試験 Ｈ 8 体 ) ー1 件

グ リー ス
計一 4 4 H斗
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( 5)  工 事 用 材 料 関 係 試 験

本 所 材 料 試 験 主 な ら び に 各 分 室 で は 、 い ず

れ も コ ン ク リ ー ト 試 験 、 骨 材 試 験 、 鋼 材 試 験

等 の 工 ・r';ffl 材 料 試 験 を 実 施 し て い ま す が 、 受

託件数では前年 ｊｾ と問機に、推移し、金似て が

約 3. 9% .1¥' 1と な り ま し た 。千千窪 の 受 託 件数 は 次

の と お り で す 。

a ) 本 所 材 料 試 験 当 { ... .. • . ....・ .... 37 ，4 12f牛

b ) 大 淀 分 室 ・・ ... ・・ ・a ・ ..・・ 58 .779件

c  ) 堺 分 宅 ・... . . . ・・・・ ・・ ・・ ー 58 ，864件

d ) 京 都 分 室 ーー・・ 0 ・0 ・0 ・ ・・・ e ・・ ・21 . 3231'/二

e  ) 加 内 川 分室 ー・・・・ ー. . . .・ ・ ・ 24. 660件

Z十 201，0381Qニ

2  . 建 築審 査 ・調 査研 究業 務 等

昭 和59年 度 の .i 住築審1 1 : は、受託件数が21 1'/'

であり、また、; ] 1 f ，J J t 研究も 10件を受託: : . t . f 砲し

ま し た 。 なお、 II ({ 手[159年度は、 n主; ] 1，¥] 11: 研究

と し て 次 の 51' 1二を夫総しました 。

( 1 ) アルカリ什材反応性の早期判定法に l比lす

る1i Jf '先

ＨＲＩ コンク リートＮＭ Ｏ Ｍ ， 鋼 材 の ｾ Ｏ ］ ｲ ｶｊｩ域 腐食探 ＱｴＧ こ

関 す る 研 究

(3) 火 災 時 に お け る 床 版 の コ ン ク リ ー ト |λJ l'iI S

温 度 般 定 に l測 す る 研 究

( 川鉄筋コンクリート 椛 造 物の 地良行I (lJ に l羽

す る 研 究

(5) 三 次 兄角 位の ギ ャ ロ ッ ピ ン ク に お け る J

法 化 の i，開中に |刻 す る 研 究

また、 H召利58年 度 末 ( 社 ) 日 本 建 築 材 料 協

会 と の 共1mで 発 足 し た 建 材 研 究会は、 H召利 59

年度会. Q 数20社 で 「 耐 火 ・防火」、「背 ・熱」 、

「 耐 久 性 」 の 3 分 科 会 に 分 れ 、 工 場見 学 、 講

習会等を合計 ＳＰ 回 Ｏ［ｾｊＱｕ ｩ しました 。

3  . 公 示 検 査 業 務

公 示 検一作 業 務 と し て は 、工 業 燃 都 化 法 釘l 21

粂 の 2 に J 在 づ く 公 示 検ft を 本 年 度 は 昭 和58年

度 告 示 分32件、 lI ?i frl 59年 度 告 示 分 133 f'l 二のう

ち Ｑ Ｖ 側二の ｾｎＸＱｑＧ を Ｑ￯ Ｍ いま した 。

4  . 講 習 会 等 業 務

講 ｾｾｉ 会業務としては、昭和 ＵＹ 年度も前年度

に引き続き大阪府下特定行政庁述絡協議会i / i l]

(4 ) 材 料 関 係 試 験 定 の コ ン ク リ ー ト 工 法 に |刻す る 指 導 要 綱 」 に

住宅都市務イJi i I 公団の適合資料の見白し試験、 基づく 、工 事 監 理 者 ・工 ' Jo; 地 工 管 理 者 に 対 す

コ ン ク リ ー ト JTJ 1'1' 材 の iW.{E性 ア ル カ リ 反 応 試 る 指 定 研 修 を 2 回 /JTHlii し 、 こ の 研 修 に よ る 修

験の依頼が大幅に. I ¥' :1JII し 、 受 託 件 数 で は 、 前 了 者 数 は 632名 で し た 、また、研修免除名争のr ! ]

年 比 約2. 2倍 、 金 額 て ず) 2 併と大幅. 1 ¥' 1となりま 前 受 付 け は 、 前 年 と 同 機 、 常 時 お こ な い ま し

した 。 試 験 項 目 別 の 受 託 件 数 は 次 の と お り で た 。 適 t持者21名 の う ち 希 望 者 に 研 修 用 テ キ ス

す。 ト 「コ ンク リー ト 工 . j¥. の実務 」 の 頒布 を 行 い

a ) 有 機 質 材 料試 験 ー ・・・・・・・ーー・. . . • 173件 ま し た 。

5  . 業 務 量 と そ の 推移

H召利159年 度 に お け る 当 試 験 所 の 業 務 概 要 は

以 上 の と お り で す が 、 総 笑 l庖 額 937 ，800 ，804

円 で 、 前 年 J立に 比 し て 約 15 %地加|し ま し た 。

総: 実施綴を弁l ' i I S門 5J IJ に分量ii し図 ー 1 に 示 し ま

す 。 な お 、 昭和159年 度 ま で の 年 度 別 業 務 災 献

の 推 移 を 図 ー 2 に 示 し ま す 。

図ー 1

( 百万円 1
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昭 和59年度受託業務状況( 金額比)
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図 - 2 年度別試験研究等業務実績及び職員数推移

本 試 験 所 ・所 イE J也 〒565 1吹田 市 総 白 台 5 - 8 - 1 ( 阪 急北 千旦 駅 よ り 北 西約 1 km、|玉l立 循 殿 様 病 セ ン タ ー 西 隣 )

・屯 話 ー ー・ ( 06 ) 872ー0391 ( 代 )

・常 業l時 間 ・・ーー平 日 : 午 IIIj 9  JI 寺 ~ 午 後 5 JI寺、土 H/tl tI : 午 前 9 時 ~ 正 午
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感性が光る/

力ワヨマオリモJ インテリアファフリックス

インテリア空間のイメージから完成までで、

カワシマオリモノの I NTERI OR F ABRIにc sカがが言ず、演 出 /

つぎつぎと 生 み ι山出 Ｇ， ｾされる新しい建築、イ ン テリア空間 。 ホテル、底

魚I i 、住宅等 々、それらのどのス ペースにも現代の進んだ技術と感性

が生かされ、独創的で個性的な空間は、私達を深く引き込む魅力に

滋れています。

イ ンテリア 空間を形創るさまざまな素材の中で人間の歴史と共に永

い文化の背景 を持つ布地 こそは、それ自体が持っている繊細な、優

美 さによ って永久に愛される 素材といえます。 その繊細で多様なテ

クスチ ャ一、色、柄。)11島織物はアーキテクチャ一、イ ンテリアデ

ザイナーの優れた感性と構想、に十分お応えするオリ ジナリティ溢れ

る織物創作を得意とし、有名建築に数多くの実績を 諮っ ておりま す。

・ 営 業 品 目

カーテン・カーへ。ツト・壁装・椅子張・美術工芸織物・鍛帳

綾 川 島 織 物 551KJ 7:; ;:5121m
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嶋田勝次
神戸大学

略 歴

聞 き 手 ・ 編 集 委 員 松 村 孝 治 ( 東 畑建 築 事務所)

プ ロフ ィ ー ル 撮 影 島 修一 ( S T U DIO A ・T )

生 年 月 日 昭和 6 年 12月11 日生 (53成) おもな受賞 井純文化賞 ( f ト学技術部門・

出 身 地 神戸市 1979) 神戸市建築文化賞 ( 灘

最 終 学 歴 神戸大学工学部建築' 下糾 I  神戸生協生活文化センタ一基

昭和29年卒業 !  本計画 1985)  

教 職 神戸大学工学部主s築学糾 I 代 表 作 品 事l' 戸ポートアイラ ン ド コ ミ

助教佼 :  ユニュティスタェア基本計画

大学所在地 干 657 神戸市税区六叩台町 j  他

1 - 1 好き な建築 藤村記念堂 ( 谷口吉郎) M 1  

公 戦 兵庫県自然環境保全審議会委 : 作品 イン T チャ ペJ レ ( エー ロ・ サーリ

民 神戸市都市景観審議会会 : テリア ネン ) ソサイエティ ヒル

長 伊丹市都市景観審議会会 ー (  1 ・P ・ペイ ) アノレネ ヤ

長他 コプセンの家具など

大 阪 府 金 剛 コロ ニ ー 基 本 計 画 甲南こもん

都市景観を創る

「都市は生きもの、都市は時代の反映」 と語る 。者11市空間は、歴史

の務績 の上に、その時代の経済や文化に強〈影響 されなが ら、人と

の関わり の 中で常に変化している 。変化することが生きていること

であり、都市空間に活気を もたらすもとにな っている 。変化めさせ

方は、そ の時代を生きている人 の決断によるが、 j汗腎なのは、次代

の人に選択の余地があるかど うかだと説く 。

者I1市は変化するものとい う持論か ら、保存の是非に対する基準もユ

ニークである 。 Iいろいろな価値の重な った建築のみ、保存再生の

道 を拓く べ きであり、単に古いとい うだけで残すという考えは、都

市に とって迷惑だj と語る 。最近、 兵庫県公館 ( 迎賓館 + 県政資料

室) として再生された旧 兵庫県庁舎の現地保存運動に関わ ったのも、

この建築が、明治中期の第一 級の建築であり、 兵庫県の歴史文化的

モニ ュメン トとして、重要な財産であるばかりでなく、神戸という

都市のシン ボルでもあ ったから だとい う。 I明治村は明治建築の墓

場だ」 と諮 る氏は、こ の旧庁舎が用途を変えて見事に再生されたこ

とを うれしそ うに語 る。 I神戸は、近代建築の博物館。明治 ・大正

・昭和 の よい建築がそれぞれ都市景観の核となり、神戸 とい う都市

の風絡を生みだすもとに なっている J と分析する 。

神 戸で貿易商の長男とし て生まれた氏は、戦災で二度に 豆 り家を焼

かれ、終戦後、北野の呉人館に住んだ経験をも っ。20帖くらい の リ

ビングルームに畳を敷いたとこ ろが、 一家 6 人の住居 であ ったと語

る。 同 じ館の他の室には、 米兵相手の女性や、他の家族が住み、思

春期 を迎えていた氏にと って 、異人館は、当時のうらぶれた坂道や

路地 と共によい思い出とはな っていないとい う。神 戸の者I1市長観審

議会会長 として、そ の北野山本地区の景観保全に力 を注いだ時は、

個人 として複雑な 気持だ ったと述懐する 。建築家を 志 ざした動機は、

焼け出された経験から、 「家を建てることが出来るだろう J という|

絞め ヒントだと笑 う。

神戸大学の頃は、毎日、ソフトボールに明け暮れていたが、神戸市

・石原左内氏、日建設計 ・大西孝夫氏と共に製図室の住人で、三人

とも! l N . 鋭をかけていたところから、眼鏡の三羽鳥とよばれ、卒業時

には三 人で1 ' 1 ・を分けあ ったという 。セ、ミは、当時意匠担当だ った鳥

田家弘先生のもとで過し、秘蔵 っ子とな って、大学に残り、意匠 ・

歴史 ・建築計画 ・都市計画・都市環境計画と研究範囲を拡げてきて

いる 。特に都市計画や、都市環境計画を、大学の研究室という枠に

とどま らず、常に実践の場で行 っていることは、大学人の 中でも数

少なく、特筆される 。地域社会の発展に寄与したということで、第

4 回の井植1 ' 1 : を受賞したのも、実践の積み重ねによるものである 。

「神戸というところは、他に先がけて最初にや ってやろうという気

持が強〈、自分にぴったりだJ と語る 。都市景観に関しても、近代

建築から学んだ歴史の替績と、都市計画とをうまく組み合せること

で、よりよい方向が考えられるのでは、という発想の原点があり、

京都や横浜と違 って、一般解を神戸方式は求めていると自負する 。

建築家は、よい環境をつくるために、も っ と都市環境に眼を注ぐべ

きだし、よい環境をつくるためにも っと施主を教育すべきだと語る 。

氏が基本計画を行ない、 神 戸市建築文化貨を受賞した「甲南こもん」

( 兵庫県立健康センター ・灘神戸生協生活文化センター ) では、主

体 の違う 二つの建物が一つの広場を共有し、この広場を通 ってそれ

ぞれの建物にアプローチするよう計画されている 。 I より高次の建

築を創るためには、共同の意識をもつことが必要である 。長鋭も、

この共同の意識があ ってはじめて生まれる j という自説を現実化し

た建築である 。

「建築は街並つ‘ くりや、都市形成の主役ではなく、背景であり、主

役は利用者 ・使用者だJ と力説する 。内井目白蔵氏の 、素直で健康な

建築w が好きという氏の話は、非常に平明で、聴く人にすぐとけこ

む。 この平明さが、共感を呼び、共同の意、識をもたせる秘訣であろ

うか。都市環境 ・都市景観という今後の街づくりに欠かすことので

きないテー? を笑践してきた氏に寄せられる期待は大きい 。

〔次 号の登 場 者 は 石 原 左 内 氏 ( 神 戸市 ))
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手 摺 子 の 記 憶

大 改 修 終 え た 兵 庫 県 公 館 ( 旧 兵 庫 県 南 庁 舎 ) を 見 て一 一

加 藤 力

古い建物が保存、生き続けるためにはそれ

なりの必然もある、が一方、運 ・不透も左右

する。思えは、兵庫県公館は不幸を背負いなが

らも、寸前のところで速を盛り返し、生き続

けた建築である 。もと より順風満帆な歩みで

はなか った。夫逝の建築家、 山口半六の死と

引き替えのように生を預けられた建物である 。

設計者の山口はこの建物の完成を見ずして急

逝。しかし当時兵庫県技師であ った 秋吉金徳

によ って 、その泣志が引きつがれ、見事その

壮麗さ 日本ーといわれる県庁舎が完成した。

明治35年の春のことであ った。美麗、壮厳な

フランスルネッサンス調の建物であった。 山

口の晩年の気概がせまりくるような美しさで

もあった。

今、手元に上棟当時のものと思われる一枚

の古い写真のコピーがある 。 これをみれは¥

ドーム状のたおやかな屋根の架構の上に、練

梁たちがすずなりになって駆け上り気勢をあ

げているところか? 西欧文明を取り入れん

とする明治のこの港町の活気あふれる様子が

伝わりくるようである 。美しき洋風建物は、

この後、神戸のあるいは兵庫県民の心の支え

として、明治、大正、昭和の前半をすごすこ

とになった 。 この問、実は大正 9 年、兵庫県

に営繕課が設立さる 。以後、県の主要建物は

自ずからのところで設計を行うという、つと

に著名、優秀な自主設計の伝統が築かれた 。

昭和 20年、しかしこの建物は不幸にも戦禍

にみまわれる 。特色であるドーム状の屋根を

焼失、内部の大半を失な って廃櫨と化する 。

レンカ恕[ みの厚い、堅固な壁だけが、生き残

ろうとする意志をむき出しにして、クスノキ

の繁みの中で立ちつくしていた。これだけの

戦災にあえは¥普通でR あれば取り壊しの浮目

にあ っていたかも知れぬ。しかし、この美し

き堅固な建物を愛しむ幾多の声が存った 。戦

災にもめげぬ建物の意志があった 。ついに談

会はこれを修理、修復し、再び庁舎としてよ

みがえすことを決定した 。

l 期 ・2 Jti j と4 年もの歳月をかけて修復工

事が完工された。はたして修復なったものの、

元のものとはいささか形を具にしていた 。屋

根は特色ある曲線から台形の直線に変じ、窓、

サ ッシ、 内部建具など幾ばくか姿を変えてい
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だ。しかし、その壮麗さ、厳粛な気品の本質

は失うことなく引き継がれていった 。

やがて昭和の成長期に入る。当然、庁舎の

機能はこの建物の容量をも超えるこ とになっ

た。そこで当時の営繕謀長 ・光安義光の引い

る県営繕の手によって現在の高層の本庁舎が

建設される 。伝統ある明治の建物は南庁舎と

各を替えて、新らたな役筈IJ をはたすことにな

った。 下山手通りをはさ んで下手に明治の南

庁舎、上手に新らしき i時代の庁舎が立ち並ぶ。

その聞をとりもつかのように、 赤レン 7ゲ造り

の栄光教会の建物が配されている 。県木であ

るクスノキの繁みが時聞の重みをつけて、青

青としげり、ほどよい都市の索観が始まった 。

教会の搭の高きが人々の視線を支え、この土

地の空気を引きしめる 。歴史の感触のたかぶ

りが陶然とわきあがってくるような都市の景

観の形成がある 。 たぐい稀なる H寺の深みをも

っ街のー画が造り出されていった 。

ところが昭和56年の始め、突如、ここの地

を対象に生活文化ホール構想がもちあがる 。

明治のこの建物を移築 ・保存、この地に新ら

たにオペラハウスを建設しようとの提案であ

った。提案としてはなかなか魅力的なもので

あったが、たちまちのうちに神戸在住の文化

人・建築家の有志によ って反対がわき起こる 。

ただちに「神戸の建築を守る会J が結成され

る。神戸の人は動きが素早い。文化的遺産と

も言えるこの美しき建物を、現地で保全、た

ぐい稀なる都市の美観を守づていこうとの走[

動があった 。保全か、移築かの論争が始ま っ

た。シンポジウムが開催され集会がもたれた 。

幸い、人々の熱意が通じたが、その年の夏、

兵庫県知事よ η 現地保存、有効利用の意向が

打ち出される 。改築、保存し、迎賓館と県政

資料館の 2 つの機能をかねそなえて県公館と

して、よみがえることにな った。 人々かょっ

に愛され、またも保全 ・再生される 。 まこと

に幸せな建物である 。はたして、仮に神戸以

外の地にこの建物が建てられていたならば、

このように生きのびることが出来たであろう

か。早晩、市民の熱のあがらぬ問に取り峻さ

れていたやも知れぬ。あるいは、これを取り

囲む建物群が、万一身勝手に、バラバラと造

られていたならば、都市景観も ヘチマもあっ

たものでない 。同じ盤備の成果とも考えられ

る。はたまた、もし民間の所有であれば、た

とえ保存が熱望されたとしても、それはかな

わぬ相談で、仔i J えばホコ先かわす為、古い壁

面一部取り入れて、奇妙な現代建築に替 って

しま ったかも知れぬ。

生れ、素性すぐれていても残り続けるため

には必然もあるが、運もある 。

現地保存、改修が決定してからの作業は県

営絡の手にゆだねられることになった 。作業

は、限りなく明治35年に近つ‘ けよう w との車内

布11 で進められた 。明治の大修復、以前に逆の

ぼり、外観 ・内部意匠は建設H寺のものにしよ

うとの方針であった 。 しかし、図面は戦災に

よって全て失い、記憶もない 。手がかりは唯

一、市民より集められた当時をうっす写点の

み 。それでも外観の手がかりはいくつかあ っ

た。 しかし、内部の手がかりは薄い 。設計を

担当した県営絡の門内秀裕課長補佐らは、ま

ず資料あつめから始めた 。例えば、手摺にも

たれかかった当時の県職員の古ぼけた写兵が

あった 。そこから手摺 ・手摺子の詳細lをjl jJし

はかった。明治の意匠に恕いをはせた 。 ある

いは、現存する山口半六の残した建築を訪ね

提考し、明治の手がかりを把んでい った。 さ

らには、明治、この建物がｾＳＭ響を及ぼしたで

あろうところの建物の意匠を知 って、設計者

の意図を思い浮べた 。 まるで犯人を追いつめ

る探偵のような方法で、当時の形をとらえて

いった。

次第に細部の意匠が、わずかながらも見え

てきた 。設計者、山口半六の粋さや工夫が随

所につかめていった 。同時に明治の技術の心

が伝わるような想いの中にあった 。 こうして

旧兵庫県庁舎は、内部の機能を変えて、兵庫

県公館として、二度もその美施、端正な姿を

よみがえらせた。 80年自のことであ った。正

面フ ァサードの屋椴は 、再びたおやかな曲線

に、敷地を囲むフェンスも繊美な明治の粋に、

窓、サ y シも当時の面影をもち、出入口のワク

も微妙な務をもっ繰形に、手すりも 80年前の

感触を伝え .. .... ・・・素材は変っても意匠は明治

に近つ。いていった 。

しかし、改築 ・修復で困難をきわめたのは

意匠の追求よりも 、むしろ、現行法規制への



南側 フ ァッ サード

3 階特別会機室

適合の工夫であ ったという 。そしてもう一つ、 クもなく深みもない、ただ合理性ばかりが超

形態をくづきずに設備をいかに組み入れるか 一流の、すぐにでも記憶のヒダからこぼれ孫

の配慮であ ったという 。硲かに保存 ・再生の ちてしまうような街の景観である 。古き建物

技術は難かしい。何しろ今はじま ったばかり は、たとえ内部を改修したとて、多少の不使

の、手さぐりの抜術なのだから。 さは残る 。不満もでよう 。 しかしそれを事ili う

それにしても我々は、いまだ生き続けよう 何ものかの力が存在する 。特に明治の気総あ

とする建物を、効率や合理性という開発のさ あふれる建物は、人の合理や少しばかりの利

さやきのもとに、何んと容易に i出してきたこ 便などを釆り越えたカがある 。気迫にあふれ

とか、その後に得られたものといえば、どこ た生命力である 。機能は退化しても建物の周

も皆閉じ表層の、特色もなし、 l床もない コ 辺、内 外で脈々と打ちつづける空間の生命力

断面図 1 :  800 

⑧ 

1 階平面図 1 :  800 

である 。人の生命の長さには比べようもない、

内聞の力である 。

今、大改修を終えた兵庫県公館 の周 辺の敷

地に立って、深〈深呼吸をすれば、建物の発

散する一極のオーラとでも呼べるべき気配が、

体の奥深く、沈澱していく恕いにかられる。

建築の本質は建物自身にあるのではない。

その周辺、内外を漂う空気の中に存在する。

( かとう っ と む 京高11工芸繊剖t大学 ・i主環境学)
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タウンノ¥ウス

今 年 5 丹 、 神 戸 市 住 毛 供 給 公 社 は 、 タ ウ ン ハ ウ ス 定 着 の た め の 多 年 に わ た る 業 献 に 対 し て 、 徳 築 学 会 の

業結合を受賞ーされた 。 当 公 社 は こ れ ま で も い ろ い ろ な こ こ ろ み を 実 現 し て こ ら れ て 敬 服 す る と こ ろ が 多

い が 、 こ の タ ウ ン ハ ウ ス に つ い て い え ば 、 と く に 西 神 ニ ュ ー タ ウ ン で 都 市 住 宅 に 対 す る 純 々 の 提 案 を jLL

体化してきている 。 ノ 々 ティオ ・ サンルーム ・ スキ ッ プフロアから、平日 ｈｩ い ｾ ｟ ｉ ｬＮ . コ ロ ニ ア ルj乱、またコモ ン

グリーン ・ボ ンエルフ ・ペデストリアン等々の展刷に、イl司の充実から鮮の袋、住の万 ，i'J に つ い て ま で 拡 が

っている 。

タウンハウスとはそもそも町家であり、庭付き 一 戸ＡＦの庶民のささやかな思いが、行 ＱＱ 市 ｾｬｪｪｊ の形式をど

う 支 え て 、 あ ら た な 住 環 境 を ど う 盟 か な も の に 定 者 し て 行 け る か の 大 き な 梨 姐 が あ る の は 当 然 で あ り 、

こ れ は 古 く て 新 し い テ ー 7 でもある 。 そ の た め 戸 建 か ら い き な り ι"高層アパートだけではなく、低層. i i l i .

統 建 て の 工 夫 に よ り 、 こ れ ま で の 古 い 長 屋 の も つ l暖 か い 界 山 性 が 、 新 し い 町 家 の 中 で ど う 熟 成 す る か で

あり、前わたしの家ーわたしたちの街ーみんなの故郷砂にどう築き上げられるかの、，白、の長い共感コミュ

ニ テ ィ づ く り を め ざ す こ と で あ ろ う 。 ( K  .  S )  

まち σ〉奇&<

最近、者1I 市 の 景 観 い わ ゆ る 「 ま ち な み 」 が き れ い に な ったという万必をよく /l fJ < 。 た し か に 縫 物 の ク レ

ー ド が よ く な った の は 、 も ち ろ ん の こ と で あ ろ う が 、 と く に 紙 化 に 対 す る 配 慮 が 「 ま ち な み 」 を 一 段と

中 し く し て い る の で は な か ろ う か 。 先 日 も タ ク シ ー の 運 転 手 さ ん か ら 「お 容 さ ん 、 市 内 の 街 路 樹 が ふ え

て私等の ｈ 艮をたのしませてくれますねん」という 言 葉を聞いた 。 ｉｉｾｪ 率，￬ＱｲＮ ｪ べてみると、市内の街路樹 の み

に限れば、 20年前に比較して、日低木イJf :せ て 約 35倍 の 282 万 本 余 り に な っ て い る そ う で あ る 。 そ の tHJ の

樹 木 の 成 長 を 併 せ て 巧ーえ れ ば 、 先 の 運 転 巴下 さ ん の 言 業 も な る ほ ど と う な ず け た 。

御 堂 筋 の い ち ょ う は 、 あ ま り に も 有 名 で あ る が 、 市 内 の 街 路 樹 の 樹 的 は 多 い Jllii に並べると、とうかえで、

い ち ょ う 、 プ ラ タ ナ ス 、 ポ プ ラ 、 ゃ な ぎ と い う 順 書 で あ る が 、 上 位 3 - f ' i ' の差は余りないそうである 。

た、 将 ＱＱ 市 のｽｾ鋭をよくするためにはどうしたらよいかというア ン ケ ー ト，狗伐の四件のなかでは、 「純化

促 進J が 一 位 を 1円 め て い る の を み て も 市 民 の ) J の々闘心が7 ，' ) j ｾ、のがわかる 。 われわれ挫築左足は、組物の

外 観 に つ い て は 、 設 計 上 い ろ い ろ 論 議 を す る が 、 今 後 は 純 化 を 含 め て d 与 え て い く よ う に し な け れ ば な ら

ないと思う 。 ( K . I )  

手 を止めて

市街化澗幣区域内開発基準を緩和し、民プ) ir1';斤j で内掃を拡大する・ ー ー... 。 ウサギ小屋からのJ l 見IUをめ U

し住宅を広くする 。 ま た 土 地 信 託 方 式 を 導 入 し 、 住 宅 政 策 を 持 ち 家 か ら flt 家' l 1 視に転検する ー・ ー o )心

り く る 高 齢 化 社 会 、 保 護一一一収 容 施 設 建 設一 点 帰 り の 政 策 が 破 促 し て い る の に 、 財 政 負 但 削 減 の た め に 、

老 人 保 健 法 を 循 に 「 中 間 施 設 」 の 建 設 を 検 討 す る ー

固 め 地 策 は 目 ま ぐ る し く 移 り 変 り 、 日 桁 すrrr が定かでなし、 。 状 況の変 化 に 応 じ て の 対 応 だ と い い た げ だ

が 、 ゆ き あ た り ば っ た り と し か 思 え な い 。

こうした世. / 行を反映してか、土地があるのてイ可か儲かる企画をとか、」主人を H食いものにしたような企戸 Ij

が も ち 込 ま れ る 。 ひ た す ら 「 な に を な す べ き か 」 を追い続けることに↑ 1't れた思巧ーを、 一 、J- 11: めて、 「弘

にをなさぬべきか」という発想、で身辺の終. 1 : 111か ら は じ め て 、 現;Ik をrUJ ｾ、 ＱＨ｛ すことも Ｉ｝ｆ 心なようだ 。 ，Ｇ， K供

の 生 態 系 を iljJ してしま った 報 い に 懲 り ず に 、 人 の 心 の 中 の r'I 然まで iUJ し て 、 と り 返 し が つ か な く な ら ぬ

うちに 。 ( K . 0 )  

ローコスト

ロ ー コ ス ト 建 築 の 呼 称 は あ た か も 建 築 が 安 物 を 売 る 庖 で 購 買 さ れ る 品 物 の よ う な 状 況 を 想 定 す る 。 ロー

コ ス ト に は 別 の 見 方 を す れ ば 資 源 を 節 約 し て い る よ う で あ り 、 'l'i 紫あ仲11か ら 考 え る と 、 ハ イ コ ス ト 一一一

賛 沢 、 イ メ ー ジ か ら す る と 、 ロ ー コ ス ト は 精 神 性 の 高 い も の を 思 っ た り す る 。粘 神 性 を 求 め て の ロ ー コ

ス ト で は な い が 、 ふ と 、 自 分 の 設 計 を 振 り 返 っ て 見 れ ば 、 即 、 こ れ ロ ー コ ス ト の 歴 史 で あ る 。

コ ス ト と 面 積 の 係 数 に 陛 惑 さ れ て い た 、 こ の 設 計 が 安 物 で な く ' I ' l 紫と考えてくるとローコスト建築もす

て た も の で は な く 、 も の の 成 立 情 況 を 基 本 か ら 考 え る と 内 容 の あ る も の に な る の で は な い か。 コストと

索 材 と の 聞 に 反 応 す る 精 神 性 を 感 じたりする 。 い つ か 、 高 価 な 材 料 を 使 用 し 、 盟 か な 空 間 を と 期 待 し て

い る 。 そ ん な に 簡 単 に く る は ず は な い が 、 考 え 方 に よ っ て は 、 予 算 が 足 り な い i時は自然精神性が宿り、

予 算 が あ っ て も 賛 沢 を 表 に 出 さ な い 姿 勢 を 保 つ こ と に 精 神 性 が 現 れ る の で あ ろ う 。 ( T ' K )  



‘ 大阪国際見本市新会場にインテッ

クス大阪」を

大阪市制百周年記念事業の一環として大阪南港に建設がすすめら

れていた新国際見本市会均「愛称 : インテ y クス大阪」が、この春

五月に完成。すでに様々な展示会や見本市が開かれ活況を呈してい

ます。

この新しい見本市会均は、甲子園球場の約3 . 3倍もの敷地をもち、

7 つの展示館とセンターピル、会場全体のシンボルともいえる屋恨

のある広場「インテックスフラザ」などで構成され、随所にニュー

メディアが導入された1 i i 臣設づくりがなされています。

とくに、近年の見本市会場には欠かせないコンペンション機能も

充実されており、六元国語の同H字通訳が可能な国際会議ホールやテ

レビ会議室、また、 4 千人の規模の集会ができる会場などが備えられ、

単なる物の展示だけでなく、文化・情報・技術等の総合的な交流の

拠点としても期待されています。

今回は、( 財) 大阪国際経済娠興センターのごJ't 立と大阪市首s市整備

局ならびに( 総点畑建築' 持務所各伎のご協力により、とくに新会場の

設計面を主体とした見学会をおこないます。

多数のご参加をお待ちいたします。

( この見本市会場の詳細については本認 7 月号にて特集しています。 ニ参照下さい )

日 時 8 月21 日( 水) 集合14 :  00 → 解 散16 : 30 

集合場所 大阪国際見本市会場 ・正面玄関( メインゲート) 前付近、

目標会旗。

ただし、地下鉄四ツ縫線 r l : 主之江公園駅J からニュートラムで、「中ふ頭駅J

下車、歩行者専用婦を渡り徒歩 3 - 5 分。

定 員 100名( 本会割当 50名)

参加会費 会 貝 500円 l

:- - ｾｾ＠ : : : : _:  ｾ当日受付にていただきます 。
会員外 800円 l

※ 当日の参考資料として本刀特処欄とグラビ 7 Aの抜き刷り (表紙付) を悶

窓いたします

こ希望の方には当日、実質にてお分けします。(1 1冊400円予定)

申 込 8 月12 日( 月) までに電活にて本会事業課 (T E L 06- 348- 0633) へ お 申

し込み下さい。 必 ず 氏 名 ・ 勤 務 先 名 ・ 参 加 証 発 送 先 ・ 郵 便 番 号 ・巡

絡 電 話 番 号 を お 知 ら せ 阪 い ま す。 定 員 超 過 の ぬ 合 は 抽 せ ん に て 決 定

の上参加 ｉｾ 正をお送りします 。

〔大阪国際見本市新会場概要〕

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 民 南 港 北 ] - ] - 1 2

主 要 施 設 l民示館 7 館、屋外展示I品、七ンターピ jレ、インテ ; 7 スプラザ、スカイ

プラザ、ゲート広助他

発 注 { ' j 大阪市

投 J十 監理大阪市郎市盤ｻ自 ＱＱ ，品賞織部、胸Ｊ畑建築 Ｇｊｾ 務所

施 工 i附大林組側松村組共同企業体

鹿島注設耐ー胸奥村組共同企業体

敷 地 菌 検 128. 986rr1 

建物延床面積 74. 918rr1 

展 示 面 積 45. 029rr1

工 JUI 昭和58年12月 → 60年 3 月

‘ 都ホテル大阪新築工事

共催 : 日本建築協会・大阪府建築士会

高津の宮の昔より現

代に至るまで、大阪に

は由緒ある寺院や神社、

史跡が数多く残されて

いますが、中でも、上

町台地には高津神社 ・

生国魂神社 ・愛染堂あ

るいは四天王寺 ・難波

宮跡など、実に多くの

名 所 ・旧跡が存在して

います。

日本建築協会会告一一一一一

この上回T台地のほぼ中央部、近鉄七本町駅北側IJ に隣接して、今ま

さに 一 つの新しいホテルが誕生しようとしています。

「郎ホテル大阪」一一伝統的な郁ホテルの絡式と気品を受け継いだ

このホテルは、歴史ある街上町台地の新たなる綴として、従来のホ

テルに求められる多極多様な機能はもとより、ニューメディアの時

代にもふさわしい微々な情報システムも採り入れられています。

例えば、客室にC A T Vやターミナル情報システムなどを導入し、

希望のチャンネルを選択することにより、交通情報、観光・タウン

情報などが提供されるなど、その一例といえます。

また、ホテルには圏内でも最大級の室内プール ( 25m ' 6 コース)

や、ヘルスクラブ、大中小合わせ20の宴会場があり、とくに大宴会

場は六ヵ国語同時通訳装置を備え、国際会議も可能な設計となって

います。

今はなき偉大な建築家 ・村野藤吾氏による壮鹿なホテル「都ホテ

ル大阪」、 今回は近畿日本鉄道株式会社の特別のご厚意と村里子 ・森

建築 Ｇｊｾ 務所ならびにＨ附大林組 ・ 大日本土木附共同企業体各位のご協

力により、オーフン前のご繁忙中ですが特に見学させていただくこ

とになりました 。 多数のご参加をお待ちします。

日 時 8 月31 日ω 集合13 : 30 → 解 散16 : 00 

集合場所 近鉄「上本町駅」・ 1 階コンコース機、都ホテル大阪・

北西入門付近、回線会旗。

ただし、地下鉄谷町線・千日前線「谷町 9 r 目」駅下車、* へ徒歩 5 分

または、近鉄総波駅より 2 ツ目「上本町」駅下' ドすぐ。

60 名( 本会割当 30 名)定 員

参加会費

申 込

800 円( 会以に限ります) 当日受付にでいただきます。

往復はがき l 名に l 枚限りとし、氏名・勤務先名 ・所 属

音JI 諜名・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、

8 月20 日( 火) までに建築協会事業諜へ。 申込多数の場合は

抽せんにで決定し、参加託をお送りします。

建築概要

所 在 地大阪市天王寺区上本町 6 - ] - 55 

lli 築 主近畿日本鉄道株式会社

総 合 監 理 近 鍛 日 本 鉄 道 株 式 会 社

設 Jt 監 理 村 野 ・ 森 建 築 恨 務 所

施 工 (迷築) 州大林組・大日本上本附共同企業体

面 積 建 築 面 倒 9.700rrl 、高層部( ホテル) 45，0∞r r I 、低層部( 宴会場)

]2.4∞r r I 、延床面積63. 7∞rrI

t骨 造 ・ 規 段 Ｈ ホテル事 ｾＩｂＲＭＴｆ S R C造、 5 - 21F  S造

( 宴会糊棟) 2 - 5 F S造

地下 2階 地 上21附 培 屋 3 階

高 さ ・ 深 さ 軒 高SGL+78. 548m、結高高さ SGL+85. 548m

鋸削深さ SGL- 16. 5∞m

客 室 数 608室

工 期日目利58年4 月 ~ 昭和60年 9 月15日

建築と社会/ 1蜘 年 7 月号 3 7  



最大の敵。

貴重な資源“ 水" も建物にと って最大の

敵 となること もあります。

日本アスは多年の経験と実績を生かして

完全防水に取 り組むプ ロ集団 です。
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製 造 元 日 新 工 業 株 式 会 社

ff 車内 rH

砂 川 市

本 ｌｾ ｬｴＡ Ｂ［
J ¥r・rfi

k 童r ! i

)R市

州 島 市

い わ き It i

i止問iJr !-i

ｊｾ 島 Ｑｭ

本 ，.i rl i

2苫i lt rli

'l ' f U，I;  

/11・'f rl i

di J l! rl i  

ｾ 綿｛ ＾ｻ

fb<t，晶l正

T  E  L 0162 ( 33) 6407 

T  E  ｌ Ｐ Ｑ ＲＵＵＨ Ｔ Ｉ ＱＱ ＶＶ ｦ ｾ＠

T  E  L 01l ( 831) 2885 

T  E  L 0178( 22) 8386 .  ( 43) 7947  

T  E  L 02365( 5) 44∞ 

T  E  L 0222 ( 52)  4920f -l: 

T  E  L  0245  ( 22)  6106 ｉｾ＠

T  E  L  0246  ( 26)  5011 ｉ ｾ＠

T  E  L  0258 ( 36)  1248  

T  E  L  0280  ( 98)  1274代

T  E  L  0292 (43) 3621  

T  E  L  0439 ( 87)  0272(-七

T  E  L  0552 ( 32)  5477 

T  E  L 044 ( 244 ) 8271  ｦｾ＠

T  E  ｌ Ｐ Ｔ ＷＳＨＷＶＩ ＱＱ ＸＵ Ｑ ｾ＠

T  E  L 03( 930) 2350 

T  E  L 03( 972) 0281  

関 東

中 部

関 西

丸 州

株 式 会 社 大 ニ 商 会

クロリー防水エ，韓併記

新 防 水 株 式 会 社

東 洋 シ ー ラ ン ト 練 式 会 社

マ サ ル 工 機 株 式 会 社

小 野 建 材 韓 式 会 社

株 式 会 社 カ ネ ミ 商 会

北 陸 涯 膏 工 機 株 式 会 社

株 式 会 社 太 陽 エ ボ ッ ク ス

松 村 組 工 胸 泌 賀 支1苫

有 限 会 社 和 研 防 水 工 襲

橋 本 防 水 工 業 有 限 会 社

株 式 会 社 岡 本 組

株 式 会 社 大 ー 防 水 工 揖

株 式 会 社 佐 腺 防 水

船 田 工 襲 輔 式 会 社

共 進 趨 ヱ 韓 式 会 社

舟;: /111><: T  E  L 03( 803) 2651- 2 

2上 I i J ' "><: T  E  L 03( 678) 4512  

足 立 区 T  E  L 03( 605)  1855 

r.I¥UITイ T E  ｌＰＳＨＲＵＲＩＶＲ ｊｬ ｉｾ＠

出. ! I i i ?( T  E  L 03( 643) 59 J l 代

自1.Ji ｉｾ｜＠ Il i  1喝 E L 0582( 31) 7158 

I/.I }f r! i  T  E  L 0776( 35) 6868 

f. (l i lt ，]; T  E  L 0765( 22) 4523 

大 阪 市 T  E  L 06 ( 302)  2492 

滋 賀 県 T  E  L 07494( 6) 1277 

府1:!XU，V.1 T  E  L 0739( 43) 11161¥: 

青 敬 市 T  E  L 0864  (48) 7199 

IMI' I''' ;  T  E  L 0862( 52) 60061¥: 

大 阪府 T  E  L 0720( 71) 8951  

鹿 児 島 市 T  E  L  0992 ( 54)  2704  

#.HlGlrli T  E  L 092( 566) 0065 11: 

侃1防101; T  E  L 092( 611 ) 4131  

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部

関 東 支 部

中 部 支 部

関 西 支 部

九 州 支 部

北 海 道 支 部

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

東 京 都 足 立 区 千 f主 東 2 - 2 3 - 4

名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 19 ( 岐 阜 正 ピ J レ)

大 阪 市 西 区 新 町 | ー 1 2  - 2  

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  

札 幌 市 中 央 区 南3条 西 13 319( 柴 田 ビ ル 4 F  )  

合 ( 8 7 0 ) 5 0 5 1 - 2  

日 新 工 業 内 包 ( 8 8 2 ) 2 4 2 4 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 宮 ( 741 ) 6257( 代 表 )

日 新 工 業 内 包 ( 533 ) 3191 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 含 ( 4 5 1) 1095( 代 表 )

日新 工 業 内 含 ( 2 8 1 ) 6 3 28 ( 代 表 )
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青 年 技 術 者 の み な さ ま ヘ

「建築と社会」昭手口60年 11 月号の

「第32回青年技術者特集号」の応募について

日本建築協会誌「迷築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは「脊年技術者特集号」を企画し、すでに 31回にわた って優秀な

青年技術者を紹介してきました。

今回も、 「青年技術者選衡委員会」を設けて、選衡の上掲載する

ことにしております。

その選ぶ分野も、建築に携わる技術者層の多面化傾向を考慮して、

設計だけに限らず、計画、消造、施工、設備およびその他広く建築

に関連する分野から、優秀な青年技術者を選んでその不断の研究努

力とすぐれた業績を「建築と社会」に掲載して顕彰することにして

おります。

ついては、下記応募規定を参照の上、ふる って応募されんことを

希望します。

応 募 提 出 規 定

1  応募される人は満35.，r までの青年技術者であ って、本会会員に

限ること 。

2. 原則として本会会日であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司

なり上長であること 。すいせん者が学校教官である場合はこの限

りでない。 また本人が組織の代表者である場合は自せんとする 。

( すいせん用紙は事務局にありますので、ご請求ください)

3. 応募者は、設計( 住宅・イ ンテリアを含む) 、計画( 都市計画な

ど) 、施工、構造、設備、その他の分野にあ って、なしとげたすぐ

れた実績について、すいせんをうけ、下記の所要の資料を本会に

期日までに提出すること 。

4. 提出された資料は「汚年技術者選衡委員会」にかけて選衡する 。

5  r青年技術者選衡委員会」において選衡されたものは「第32回

青年技術者特集号 J ( 昭和60年11月号) に記載するとともに、記念

品を贈呈する 。

6 . 提 出資料

(1)  略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

(2) 選衡資料

A 資 料

(1)  建築設計の場合( 住宅設計 ・インテリアを含む)

鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計要旨、そ

の他設計内容を説明するに十分な資料

(ii )  計画の場合( 都市 ・地域の計画など)

設計図、計画要旨、その他上に準じた資料

(iii ) 施工、構造、設備の場合 ( それぞれの設計計画なども含む)

上に準じた資料

(iゆ 上記以外の分野の場合( プロジェクト等の調査 ・企画 ・調整、

コンサルティング、コーデイネイト、プログラミング、昔日材 ・材

料の開発、造園等、その他)

それぞれにふさわしい資料

B 資 料

上記 A 資料の各業績において、応募者本人が関与した程度、役割 ・

立場等を明らかにし、 A 資料中、本人が特に貢献した部分、また

は力量が活かされたと思われる部分の詳細な説明、考え方および

将来的展望などについて、 400字詰原稿用紙8枚以内に平易簡明に

まとめたもの( 必要に応じ図 ・表を用いて差し支えないL ただし

応募者 ・本人の執箔に限る 。

(3)  すいせんのことば

原則として、すいせん者によるすいせんのことば (120字ていど)

を添付のこと 。 自せんの場合は不要。

( 注) r青年技術者選衡委員会」において選衡し、採択されたも

のについては、後日、本人の写真、青年技術者としてのことば (青

年技術者としての抱負、考え方、信念、建築観等々を、 400字てい

どで執筆) の提出をお願いすることにします。

7. 提出期限 昭和60年 9 月 2 日( 月) 厳守

8. 提 出 先 日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

大阪市北区梅田1- 1- 3-2100 大阪駅前第 3 ピル21階

⑤ 530 電話 06- 348一0635

9. 青年技術者選衡委員会( 昭和60年度)

委 員 長 井 上 混 (高総組取締役設計部長)

委 員 寺 本 敏 則 (日建設計設計部長)

徳 岡 昌 克 (徳岡凸克建築設計事務所)

森 内 盛一郎 (住宅郎市盤備公団関西支社副支社長)

溝 神 宏至朗 {安井建築設計事務所取締役割所長)

金 多 潔 (京都大学教授)

須 賀 好 富 (近畿大学助教授)

池 山 壮一郎 (竹中工務底設備部長)

荒 井 清 (東畑建築事務所取締役設備部長)

浅 田 孝 夫 (大林組建築工務部長)

藤 田 孝 吉 (鹿島建設建築部次長)
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入選賞牌 賞牌向原案は 、サモト ラケで尭凡された

ニケ 町 ｦｾ をそチーフとしたも のです.

ンコンクール募集規定工高生デザイ

題

郷土資料館

課計設

要 図 面

配置図兼平面図 : 縮 尺 1 :  200、 ｲｾｪ 而道路および主主物周囲の状況を

示し、 }j 位を記入する。

図 . 縮 尺 1 :  200、 2 面以上。

図: 縮尺 1 :  200、 1 面( 道路を含む) 以上。

図 : Zf 色 仕 上 げ。

明Ｚ設 ｾｉＧ 主旨およびｾ築概要Ｈ構造・階数・面積表示

など ) を簡明に記入する 。

他: 平岡図、断面図には主要寸法を記入する。6. そ の

締 切 期 日

1Ii':l和60年 9 月20 日ωイーl の消印のあるものをも って締切る 。

入選作品の数および賞

|  入選 10案に賞状および賞牌を贈る 。

2  入選案のうち、とくに優秀なものに最優秀賞を贈る 。

3. 応 募 者 会uに参加賞を贈る 。

入 選 者 発 表

審査の結来は、科学校並びに本人に通知するほか「怨築と社会」誌、

12月号に発表し、入選作品は笠 l 月号に掲載する 。

応 募 心 得

l  図 面 は 白 色 製 図 用 紙 A 1 判 ( 594 ')fnX 8 4 1 %ー多少の寸法不足は可 )

l 枚とし、透視図のほかは必ず. ' J : ¥色鉛市仕上げとすること 。プリン

トやインキング仕上げは必めない 。

なお、透視図は彩色用紙に描き、製図用紙にのりづけしてもよい。

2  図面には氏名、 11昔号などいかなる純鮫の目印をもつけてはいけない 。

ただし、氏名 ・乍 年 ・学校名および所夜I也を記入した紙片を封筒に

入れ密封し、図面の衷商に貼りつけること 。 ( 共同作品の応募者名は

代表者に ) L印をつけること )，

3  応422震は学校を irfi じて縫出すること 。

4  応、41笑は希蛍者には返送する 。似し、入選尖は主催者にて保管する 。

5. 入選案の版他は本会に泌する 。

送 付 先

郵 便 番 号 530 大阪市北区梅田 1丁目1番 3- 2100 大阪駅前第3 ビル21階

社団法人 日本建築協会 第31 図 工高生デザインコンクール係

T  E  L  .  06- 348- 0633 
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課 題 の 主 旨

「郷土」という言葉から、人々は多くのことを: i ! [ 怨する 。 中でも、生

まれ育 った土地のイメージが特に強い 。

都会に出た若者の U ターン、 J ターン現象に見られる「郷土」の見直

し図 また、縮会の点中でくり広げられる祭などにみられ Q コミュニティ

意 J放の芽ばえなど。 どちらも、生活を通して身近な郷上を振り返る良い

機会である 。

郷ヒ怠; 故と fll '間意識の定着をはかり、郷土再発見と新たな発展のため

の「場」として、この誕地は、多くの人々が自分たちのまちを見直すき

っかけがつかめるような若者らしい提案を期待している 。

イ牛

地 イ正住地域または自分の郷里などで、 2，000m' 程度の適当

な敷地を先日定する 。 形状その他は自由とする 。

模 ・ 延 べ 面 般900m以内。平家または 2 階建、精進は自由と

する 。

室 ( 室 名 )

常 設 展 示 室 l

企 画 展 示 室 |

郷 土 資 料 室 |

郷土紹介コーナー J

展 示 準 備 室 40m程 度

収 蔵 Jil l  60m'経度

。I 解 場 30m'程 度

集会室(多目的に利用 ) 60m程 度

学芸只室・事務 室 30m'程 度

便所(男女ZI j ) . 湯沸室 40m程度

空 調 機 械 室 40m程 度

※ その他、必婆と思われる諸室は設けてもよい 。

外: 屋外展示場( i 直立) 、自転4玉置場 ( 20台程度) 、駐車場( 外

来 JI[ 10台程度、サービスヤード 2 台筏度) を設け、そ

の他、植栽計画を行う 。

)

 

械

400m程 度

( 面

条

要

設 計

| 敷

2  ま見

3. 所

4  . 屋

事 ｮ ￭ＯＨ附ＭＪ畑建築 Ｇｴｾ 務所設計部設計 ｩ 謀長

勲/ 大成建設附大阪支庖生j ! ; 築部設計室謀長

爾 Ｏ 附坂倉ｾ築研究所大阪事務所

新 / 側安チ|ニ雄築設計事務所設計音11専 門 部 長

司/ ( 鮒大林組本属建築設計第 二宮11設計謀長

良11 / 宮崎建築設計事務所所長

一/ 附 t浦辺建築・l玉務所取締役

こ の コノクー ル は、工主 ｾＮｲ，ＺｴｦＧｦＮ 校生 ｅ 築科生徒の設け技能的向上奨励のため、昭相 ＳＰ 年より毎年テ ー ＿を変えて ｬ 同 ｦｬｴ しています

法

祐

幸

八

正

田

林

山

谷

崎

本

谷

原

絵

松

三

宮

森

行/ 奈良女子大学家政学部住居学科助教授

平/ 大阪市立大学工学部建築学科助手

一/ 京都芸宵斑期大学建築デザインコース助教授

二/ f欄日主主設計大阪本社設計主管

信/ 大阪大学工学部建築工学科助手

カ/ 京都工芸滋維大学工芸学部住環境学科助教授

正/ 附竹中工務庖大阪本庖設計部副部長

昭/ 鮒藤木工務広大阪本庖営業部設計担当次長

員 ( 50音順)

高 口 恭

赤 崎 弘

大 石 J事

大 泉 研

奥 俊

加 藤

狩 野 忠

芝 山

審 査

委員長

委 員
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日本建築協会会告

4 昭和59年度決算報告

貸 借 表文せ 照

昭 和 60 年 3 月 31 日 現 在

( 単{ 立円)

科 目 金 額 科 目 金 額

( 資 産 の 部 ) ( 負 債 の 部 )

流動資産 33，031 ，404 流動負債 27，324，428 

毛見 金 44，310 未 主ι 金 8，115，700 

?ヰ 通 預 金 12，314，204 前 受 金 18，282，900 

郵 (¥!! 録 替 2，481，660 そ 。コ イ也 925，828 

来 ｾｊＨ＠ 金 15，511，840 画定負債 62，530，103 

そ fJ ) 他 2，679，390 長 期 借 入 金 31，800，000 

固定資産 251 ， 886， 1  80 退 職 給 与 引 当 金 30，730，103 

上 I也 59，800，000 基 本 金 263， 401 ， 881 

強 物 191，120，000 基 本 金 9，247，176 

什 r.> 966，180 基 金 3，234，705 

投 資 74，283，113 
ｾ完 司・ 館 基 金 250，920，000 

11 {面 証 券 16，880 剰 余 金 5，944，285 

金 S並 イ言 託 2，586，130 古ir J銅 線 組 剰 余 金 5，101，220 

定 期 領 金 1，000，000 当 期 剰 余 金 843，065 

中 期 国 俄 フ ァ ン ド 15，055，191 

退 職 給 与 積 立 預 金 18，874，912 

借入金返済積立預金 36，750，0∞ 

dロh  
計 359，2∞， 697 合 針 359，200，697 

有形固定資産の償却費累計額234，780fI I

‘ 会員の受賞

このたび、下記会員諸氏は建築界に尽された功績により表彰を受

けられましたので、ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

( 敏称略)

コ
じs=ロ

建設大臣表彰

桑 田 正造( 桑田硝子社長)

富松 助六( 1 若松建築設計事務所長)

原田孝太郎( 原田セメン卜化工社長)

伴 一郎( 西原待注工業F欣 阪J苫社長)

久田 良吉( 東洋建築設計事務所会長)

桝 谷 博行( 桝谷設計社長)

三 谷 忠義( 三谷設計社長)

森 本 光 男 憐 林E社長)

兵庫県知事表彰

長谷川哲之助( 兵庫県建築士会会長・間滋E顧問)

‘ 通常総会決議報告

昭和60年 6 月26 日開催の通常総会におきまして、下記議案がそれ

ぞれ原案のとおり承認されましたので、ここに会告いたします。

ile 

昭和59年度 事業報告並びに決算報告

昭和60年度 事業計画並びに収支予算

( 本号掲載)

(4 月号会告済)

財 産 目 録

昭 和 60 年 3 月 31 日 現 在

( 資 産 の 部 )

流動資産 33，031 ，404 

1  . 現金、預金

(1) 現 金 ( 手許有高) 44，310 

(2) 普通獄金 12，314，204 

三和銀行 瓦町支底 2，788，286 

大和銀行 北浜支庖 1，709，192 

住友銀行 高艶橋支底 5，170，001 

中 央 信 託 銀 行 梅 田 支 底 2，646，725 

(3) 郵便振停( 大阪 1 - 39975)  2，481 ，660 

2. 未 収 金 15，511 ，840 

会誌収入 11，509，240 

集会収入 122，000 

J再 演 講 習 会 収 入 30，000 

個人正会員会事買収入 3，064，050 

地 方 会 民 会 費 収 入 102，000 

団体正会民会' / ! ( 収入 580，000 

建 築 技 術 選 3 収 入 64，550 

事 業 収 入 雑 40，000 

3. 前払質問 5 n，3ω  

会誌発行費 506，900 

m 金霊堂
70，490 

4 . 仮払金( 郵券代) 2，102，000 

固定資産 251 ，886， 180 

(1) 土 地 1 大阪市北区悔回 59，800，000 

(2)建 物 f 1 - 1- 3 - 2100 191 ，120，000 

(3) 什 r.> J 大阪駅前第 3 ピル21階 966，180 

投 資 74，283，113 

(1) 有価証券 16，880 

(2) 金銭信託( 中央信託銀行梅国支底) 2，586，130 

(3) 定期預金( 大和銀行北浜支庖) 1，0∞， 000 

(4) 中期国債ファンド( 2 口) 15，055，191 

7，000，000 

8，055，191 

(5) 退職給与積立預金( 定期) 18，874，912 

住友銀行高麗崎支庖

(6) 1 昔入金返済積立預金( 定期) 36，750. 000 

= 和銀行瓦町支庖

資 産 合 J十 359，200，697 

( 負 債 の 部 )

流動負債 27，324，428 

1 未 払 金 8，115，700 

( 1 ) 会 誌 発 行 貨 7，340，460 

(2) 建築技術選舎; 音質 144，960 

"  
124，720 

(3) 印 刷 製 本 質 126，000 

(4)助 成 金 支 出 379，560 

2 前 受 金 18，282，900 

( 1 ) 1 阻人正会員会費収入 5，384，600 

(2) 地 方 会 員 会 貨 収 入 678，300 

(3) 団体正会正i会費収入 10，440，000 

(4) 会 誌 収 入 1，580，000 

(5) 寄 付 金 収 入 200，000 

3 仮 受 金 925，828 

3 月分給与税金 138，470 

204粂該当分 80，741 

建築クラプ会' / ! ( 108，000 

本 代 500 

新幹線切符{ - I ; : 396，900 

給 料 ほ か 預 り 201，217 

固定負蹟 62，530，103 

1  .  f昔 入 金 31 ，800，000 

2  退職給与引当金 30，730，103 

負 (i'l .g. J十 89，854，531 

品屯 財 E呈 269，346， 166 

負 債 及 び 純 財 産 合 計 359，200，697 
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4 昭和59年度決算報告

収 支 内 訳 表

収入の部

昭 和 60 年 3 月 31 日 現 在

( 単位 : 円)

大 科 目 中 科 自 予 '!l- 額 j夫 算 額 !l'l 乙〉 減 {柑 考

57，040，000 64，523，056 7，483，056 

ｾ＠ ミ
詮、 ijX 入 46，000，000 53，543，065 7，543，065 

契 約 約 款 売 上 収 入 2，500，0∞ 1，940，180 ム 559，820 

司I 業 収 入

建築技術選ｾ収入 2，800，000 3，077，662 277，662 

集 ｾ＠ ｭｾ＠ 入 1，5∞， 0∞ 1，618，840 118，840 

講 演 講 習 会 収 入 2，0∞， 0∞ 2，351，100 351，100 

広 報 収 入 1，000，000 。 ム 1，000，000

雑 入 1，240，000 1，992，209 752，209 

63，656，000 61 ，970，598 ム 1，685，402

個 人 正 会 員 ( 本 - 支 部 ) 30，780，000 28，433，900 ム 2，346，100

ｾ＠ 三 '1( 収 入 個 人 正 会 員 ( 地 方) 2，040，000 1，915，600 ム 124，400 

団 {本 正 ｾ＠ 員 30，800，000 31，587，498 787，498 

準 ｾ＠ 員 36，000 33，6∞ ム 2，400 

宅E 付 金 収 入 寄 付 金 収 入 700，0∞ 7∞，0∞ 。

積 立 預 金 取 崩 収 入 借入金返済積立預金取崩収入 3，0∞，0∞ 3，0∞， 0∞ 。

雑 収 入 雑 ijX 入 2，0∞，0∞ 4，912，198 2，912，198 

収 入 -@- 言十 126，396，。∞ 135，105，852 8，709，852 

支出の部

大 科 目 資 目 予 算 宮H 決 算 額 I自 d.  減 h甫 考

65，540，0∞ 65，010，275 
L:c‘  

529，725 

給 与 手 当 42，200，000 42，163，625 ム 36，375 

退 職 金 1，000，0∞ 。 ム 1，000，000

退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額 3，000，000 4，751，651 1，751，651 

福 利 厚 生 貨 4，700，0∞ 4，255，936 ム 444，064 

ｾ＠ 弐 i義 3是 2，000，000 1，847，645 ム 152，355 

旅 1員 交 通 3量 1，900，000 1，610，770 d.  289，230 

通 信 運 搬 3量 1，200，000 1，109，910 ム 90，090 

集 金 ｾ＠ 1，700，000 1，303，600 ム 396，400 

管 E盟 ｾ＠ ?自 粍 ロ"ロ 1是 360，000 245，921 ム 114，079 

f傷 S議 官員 100，000 35，000 ム 65，000 

印 席リ 製 本 貨 360，000 372，900 12，900 

光 手島 水 料 2主 420，000 358，366 ム 61，634 

火 災 f呆 検 料 50，000 18，700 ム 31，300 

租 税 公 ;軍 200，0∞ 99，400 ム 100，600 

t背 婦 ｾ＠ 250，000 120，000 乙h 130，0∞ 

f昔 入 金 手IJ ，I';!、 1，500，000 1，392，000 ム 108，0∞ 

雑 ｾ＠ 600，000 1，492，747 892，747 

管 理 ｾ＠ 4，000，000 3，832，104 ど斗 167，896 

56，8∞，0∞ 65，458，012 8，658，012 

必Z〉25、 Ａｾ＠ 発 rr '1( 44，000，000 51，533，923 7，533，923 

契 約 約 款 官置 1，500，000 1，247，370 ム 252，630 

建 築 技 術 選 会 諸 費 2，100，000 2，676，244 576，244 

事 業 1是

集 ｾ＠ f(  2，300，0∞ 2，691，721 391，721 

講 演 講 習 会 費 1，500，0∞ 1，995，329 495，329 

広 報 事 業 3是 1，000，0∞ 。 ム 1，000，000

教 育 振 輿 費 1，200，000 1，089，055 企h 110，945 

助 成 金 支 出 1，700，000 1，765，970 65，970 

雑 費 1，500，0∞ 2，458，400 958，4∞ 

2ま 金 繰 入 額 基 金 繰 入 額 700，000 700，000 。

借 入 金 返 済 支 出 借 入 金 返 済 支 出 3，000，000 3，000，000 。

減 価 {賞 去H w  減 価 ftt 主H 貨 。 94，500 94，500 

予 {繍 1量 予 備 費 356，000 。 L::.与 356，0∞ 

支 出
£ロ泊、

126， 396， 000 134， 262， 787 7，866，787 

差 引 剰 余 金 843，065 

前 期 繰 越 剰 余 金 5，101，220 

5，944，285・…・・次期繰越剰余金
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111111111111111川 1111<l1li昭和59年 度 事 業 報 告 書 自 昭 和59年 4 月 1 日 至 昭 和6昨 3 月31 日 1111111川

1  . 総
ム一

A

(イ) 通常総会

6 月20日 5 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 田 会 長 ほ か16名

議事( 1 ) 昭和58年度事業報告承認のイ牛

(2) 昭和58年度決算報告Jf; 認の件

(3) 昭和59年度事業計画承認の件

(4) 昭和59年度収支予算. 承認の件

( 口) 通常総会

2 月27 日 5 時 - 5 時20分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か23名

議事(1)監 事 l 名選挙の件

(2) 本部所属評議員 19名選挙の件

(3) f 交貝重任承認、のf牛

2. 評 議 員

. 6.  

つ医

(イ ) 定時評議員会

6 月20日 4 時 15分 - 4 時55分 於 本 会 会 議 室

出席者 荒木副議長ほか38名( 委任状共)

議事(1)理事 2 名補選の件

(2) 昭和 58年度事業報告承認の件

(3) 昭和58年度決算報告承認の件

( 口) 定時評議員会

11月 1 日 4 時 - 4 時20分 於 本 会 会 議 室

出席者 高橋議長ほか42名( 委任状共)

議事(1) 会長選任の件

(2) 副会長 1 名補選の件

(3) 昭和60年度評議員選出数決定の件

( ハ) 定時評議員会

3 月27 日 5 時 - 5 時40分 於 本 会 会 議 室

出席者 西村副議長ほか38名

議事( 1 ) 評議員会議長、副議長互選の件

(2) 副会長 2 名、理事21名選任の件

ＨＳ Ｉｦｾ只丞任承認の件

(4) 昭和60年度事業計画示認の件

(5) 昭和60年度収支予算承認のイ牛

3. 理 事
ム一

A

(1)正副会長会 4 回

(2)定例理事会 6 回

(3)常任理事会 5 回

(4)編集理事会 1 悶

(5)会務理事会 1 回

(6)臨時理事会 1 回

4. 常 言宣 委 員
dz-z h  

委只会 幹分科事会会 ・・小打委合会員等会

(1編 集 委 員 会 11回 100回

副委員長・幹事会議 l 回

座談会 7 回・インタビュー 10回

(2) 事業委員会 7 図 45回

(3) 建材委員会 11回 5回

(4) 教育委員会 2 回 8 回

(5) 出版委員会 9 回 8 回

]1 [  
習

ム
一
品5. 講

II [  
8. 会 誌 「建 築 と 社 会J ( 特集号)
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時

議
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務
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実

日

講

事

日

・

エ

月

目

築

9

科

建

- 施工計画

附大林組本庖建築工務部次長金田

・仮設見積

附大林組本庖建築工務部工務課長

安 立 俊 夫 氏

- 積算業務

脚竹中工務庖大阪本庖見積課長

黒川征一郎氏

聴講者 59名

共催 ( 社) 兵庫県建築士会

建築工事実務講習会 (大阪)

11月13日 9 時 - 1 7時 於 建 設 交 流 館

科目 ・講師

・施工計画

脚大林組本庖建築工務部次長 金田

・仮設見積

附大林組本庖建築工務部工務課長

安立

・積算業務

( 総竹中工務庖大阪本底見積謀長

俊夫氏

黒川征一郎氏

聴講者 68名

建築工事実務講習会( 広島)

2 月26日 9 時 - 17時 於 広 島 市 、 中 将 会 館

科目・講師

. 1J 包工計画

醐大林組広島支庖工務部工務謀長

古荘 目白憲氏

- 仮設見積

附大林組本庖建築工務部工務課長

安 立 俊 夫 氏

- 積算業務

附竹中工務庖大阪本底見積課長

黒川f正一郎氏

聴 j存者 114名

共催 ( 社) 広島県建築士会

( 社) 広島県建設工業協会

6. 建 築 技 術 選 書 講 座

「すまいの語録」

12月11 日 2 時- 4 時 於 大 阪 住 宅 展 示 場

講 師 東 京 工 業 大 学 教 授 茶 谷 正 洋 氏

聴講者 40名

共催 樹) 大阪住宅センター

7. コ ン ク ー ル

第30図工高生デザインコンクール

設計課題 「街並みを考えた住宅」

応 募 数 18校 ・91点( 募集締切 9 月20日)

審 査 会 10月13臼 ・表 彰 式 11月23 日

審 査 委 員 長 小 角 亨 氏

( 脚日建設計大阪本社設計部長)

入 選 作 10点( 内最優秀作 1 点)

宏氏 7 月号

8 月号

9 河号

京都駅南口再開発ビル( アパンティ)

消防設備のポイント

みどりとそれをとりまく人々

高齢化社会と生活空間

10月 号 床 の 構 工 法

11 月 号 第31 回青年妓術者

ディテールの思想

12月 号 光 応 用 シ ス テ ム と 建 築

1月 号 大 阪 湾 物 語

2 月 号 東 海 の 現 在 と 近 未 来

3 月号 自由様式への道・安井武雄

建築物の基礎を考える

9. 出 版

宏 氏 | 創立60周年記念事業 「建築技術遺書」姉妹篇

くプロのノウハウ 〉シ リース

企画 日本建築協会

編 集 発 行 学 芸 出 版 社

体裁 四六判 2 色刷イラスト入

定価 1，600- 1，800円

. T QC から兄た建設業

・建物の値打ちの高め方

- 躯体工事監理のチェックポイント 100

- パソコン会計術

1O. 若 い 会 員 の 集 い

オーク・ヴィレッ ジの人びとを囲んで

…・・ ・飛親、 E富山の工芸家集団・その夢とロマン…

6 月18日 6  B寺- 9 時15分 於 本 会 ラ ウ ン ジ

参加者 46名( スライド映写)

講 師 オーク・ヴィレッジ代表/ 稲本正氏 ・

佃正寿氏

神戸・ポートアイランドを見る (第 2 回)

ポートピア '81 、その後

7 月 7 口 1 時半 - 5 時半 於神戸

参加者 75名

・講演「ポートアイランド計画の経綿と進捗状況」

神戸市( 児島雄次氏・問中直人氏・西村幸一氏)

・仮称、「ワールド記念ホール」兄学と説明

昭和設立，. ( 三宗司郎氏) ・竹中工務底( 山崎議広氏)

・ 「ワールドピル」一部見学と説明

竹中工務底( 茶カ氏・門川消行氏)

・ 「シャルレピル」一部見学と説明

竹中工務庖( 山本裕行氏 ・平井一嘉氏)

都市住宅を考える( 第 9 回)

「建築不自由」の 現 在 ・ … ・五十嵐敬喜氏にきく

10月17 日 6 時半 - 9 時

於大阪府立労働センター

参加者 53名

「吉田保夫の世界」大阪展

10月27 日- 11月 2 日 於本会ラウンジ

入 場 者 延 べ 約150名
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吉田保夫氏講演会 「住いにおける空気 … 一」 設計監理 大阪市街Irli 盤備局市庁舎建設事務所、

1 0月2 7 U 6時半 - 9 時半 於本会ラウ ンジ |  附臼述設計

参加者 54名 |  施 工(建築) 脚竹中工務底、附銭高組共同企業体

みどり 学 習 会 ( 第 11 回) I 第 2 回茶室見学会

滋賀の秋・ ・県立近代美術館・住友活機掴 . N E  I 錦 秋の出雲 路に名席 ・名勝 とニチラスの本社工場

G 大津工場 を見る | を訪ねる

11 f l 10日 9 時 - 1 8時半( 貸切パス)

講 師 伊 藤 邦 衛 氏

( 株式会社伊藤造悶設計事務所)

本城| 噂 一氏( 滋賀県審ぷn. 文化担当)

参加省 44名

※ 他に滋賀県立近代美術館から地元の池袋 J VI .家

協会及び吉凶造閣の関係者約4 0名が参加した 。

11. 見

品ｾ

弓L

d 匙.

コ区

逸翁美術館、池田文庫 の茶室と 茶道具を見る

6 月 9 f:I 1  H:y- 5 時 於 池 関 市

参加者 5 4名

副 理 師 問 問 孝 男 氏

(工学博士・帝塚山・予院大学教授)

竹中大工道具館を訪ね る

6 η 2 0 U  211キ- 0 寺 於 神 戸 市

参加. f j 2 8名

説明者 Ji fr 米国夫氏 (竹中大工道具館副館長)

大 ビル・ 全 日空 ホテル (仮 称)

堂 島大阪 ビルヂン グ新築工事の見学

( 大阪府建築上会・大阪建築設計監理協会・大阪

} l ! 築上事務所協会との共催)

9 月12 円 l  時半 - 4 時 於 大 阪 市 北 氏 堂 島 浜

参加者 3 4名( 本会のみ)

建築概要

建 築 主 大阪主主物株式会社

設 計 監 内 側 日 建 設 計

(インテリア設計日建設計、 T . 卜ムソ ン)

施 工 附 大 林 組 ・大成建設附・脚鴻池組共

間企業体

大和路に新建 築 と建材工場を訪ねる

(天理市新庁舎、大和郡山城城郭復原工事の見学と

東洋シ ャ ッタ一、 住江織物の奈良工場 を見る )

( 大阪述築土事務F肘- a 会と共催)

9 月2 2 日 8 時5 0分 - 1 8時

於奈良県天理市 ・大和郡山、磯城郡・生駒郡

参加者 51 名

天理市新庁舎述築概要

述 築 主 天 理 市

基本設計 処設省近畿地方建設局営織部

実施設計 側主主畑建築事務所

工事監理 天理市市長公室庁舎建設事務所

附東畑建築事務所

施 工 村 本 建 設 脚

大阪市庁舎新築工事 (第 2 期) 見学会( その 1 )  

( 大阪府建築上会・大阪建築設計監理協会 ・大阪建

築士事務所協会との共催)

9 月2 7 日 1  1時半 - 4 時 於 大 阪 市 北 区 中 之 島

参加省 2 5名

建築概要( 大阪市庁舎新築工事- 第 2 期)

建 築 主 大 阪 市
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1 0月1 9 日・ 2 0 日( 1 泊 2 日) 全行程貸切パス利用

講 師 岡 田 孝 男 氏 (工学| 嘩士・帝塚山学院大学教授)

参加者 1 9名

主な見学先 Ｑｊ｛ｉｾ俗・日月々庵・古門堂 Ｍ 総江城

小泉八雲旧居・八重垣神社・事t魂

神社・日本フェラス工業脚本社工

I効

くツイン 21 > 新築工事中を見る

1 2月1 2 日 11時- 5 時 於 東 区 域 見 町

参加者 5 2名

建 築 主 総 下 興 産 株 式 会 社

設 計 監 埋 株 式 会 社 日 建 設 計

施 工 A 工 区 鹿 島 建 設 株 式 会 社 ・ 株 式 会

社竹中工務庖・株式会社熊

谷組共同企業体

B 工区 大成建設株式会社・株式会

社奥村組・株式会社鴻池組

消水処設株式会社共同企業

{事

C 工区 西松建設株式会社

階 数 地 下 l 断、地上3 8階、塔屋 l 階

吹田市文化会館 ( メイ シアター ) 新 築 工事 の見学

2 月2 3 口 2 1時- 4 時 於 吹 田 市 文 化 会 館

参加者 4 9名

吹田市文化会館の概要

所 在 地 l次間市泉町 2 - 2 4ー 1

設 計 監 理 吹 町 市 教 育 委 只 会 文 化 会 館 建 設 事 務

所・脚来畑建築事務所

路 工 竹 中 ・前回 ・紙谷建設工事共同企業体

12. 午 餐 会 ・ 懇 親 会

在阪建築 8 団体会長午餐会

6 月1 9 日 0 時 - 2 時 於 大 阪 ガ ス ピ ル 8 階

出席者 各会正副会長、支部長、事務局併せて

2 9名

3 月11 日 O時 - 2 1昨 於 大 阪 ガ ス ピ ル

出席者 各会正副会長、支部長、事務局併せて

31名

建築関係団体合同忘年懇親会

1 2月1 4日 於太閤凶ダイヤモンドルーム

出席者 3 0 0名

建 築 8 団体合同新年交礼会

1 月 4 日 於大阪コクサイホテル

出席者 5 2 6名

13. 大阪府建築部長歓送迎会

5 月 2 日 011寺- 1 時 半 於 日 本 紙1業倶楽部

今西前部長に対する謝恩送別と、米回新部長、

大橋技監、岡村次長歓迎のため、友好 8 団体役

員有志9 0名が参集してなごやかに歓談した。

14. 福 田 朝 生 氏 追 悼 会

11月17 日 2 - 3 時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

福田 l羽生氏 l主、会長在任中の 10月1 8 日、病の

ため急逝されたので、本会役員及び会員、並び

に友好同体代表など、故人を1忠ぷ2 5 0名 の 方 々

が参列して、厳かに追悼会を行 った。

15. 会 計 監 査

5 月1 4 日・ 1 5 日の両日

昭和監査法人公認会計士松下五夫氏によ って、

昭和 5 8年度の会計監査実施。

1 2月1 3 日 11時 - 2 時 於 本 会 会 滋 室

建設省住宅局建築指導諜・恨岸武、高橋徹両

氏により、本会の業務及び財産状況についての

定期検査を受けた。

16. 本会が入会している団体

大阪商工会ぷ所

大阪市街地再開発促進協議会

関西経済述合会

建築行政協会大阪市支部

総投関係公主主法人協議会( 建設省所管の社団財[ 司)

主主築国際連絡協議会 5 団体 事務局; 学会

建築関係団体連絡会 8 0団体 。 建築センター

建築業務基準委只会 16団体 。 士会

建築防災関係法令研究連絡会

7 団 体 事 務 局 ; 家 協 会

四会連合工事［Ｑ，ｾｾｾ契約約教委員会

大阪府社会保険協会

大阪市京区納税協会

大阪市防火管理協会

17. 本会より役員、委員を送っている団体

大阪商工会よ轟所 Ｒ 号議Ａｾ

大阪市街地再開発促進協議会 理 事

日本建築総合試験所 理 事

日本建築センター 評議員

大阪建築防災センター 理 事

大阪住宅セ ンター 理 事

建築業務基準委A 会 委 n

建築防災関係法令研究述絡会 委 員

18. 建 築 ク フ

ブ.

会員有志、の組織する建築クラブでは毎月大阪グ

ランドホテルにおいて講師を沼き朝食会を行う

ほか、 1 月には新年宴会( 晩餐) を開催して相互

の親睦をはか つている 。

19. ゴ ル フ 同 好 会

会員のゴルフ同好者をもって組織し、年間 5 同

の定例競技会を開催して、ゴルフを通じて会員

相互の親陸、研究を図 っている 。
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車

問
幸 夫山

株 式 会 社 青 山 建 築 積 算 事 務 所 代 表 取 締 役

岳 550 大 阪 市 西 灰 京 町 嘱 1- 10- 19江 市 ピ ル 電 話06 ( 443)  0430 

四 610- 11 自宅 ー京 都 市 西 京 医 大 原 野 上 里 勝 山 町14- 6

電 話075 ( 331)  8682 

j斐 井 泰

井 上 秋 次

昭和60年盛夏 ( 50音順)

井 上 家 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 543 大 阪 市 天 王 寺 院 生 玉 町11 需28吟 1l!，]古06( 771) 2825代

号 659 自 宅 ・ 芦 屋 市 川 西 町 4 番 23 号 電，] "; 0798( 22) 5930

飯 田 精 次 郎

石義

I-Ll  

Z 吉 武

大 機 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

宝 ｾＶＶＶ 兵 ｦ 輩県川西市久代 Ｖ 丁目 ｬ 番 16号 電 話0727( 70) 8563

ヨ ｾＶＶＵ 自宅宝塚市中山台 Ｒ 丁目 ＱＸ 罫 Ｙ 号

電 話0797( 88) 3698

市 繁 雄1

 

.•••••. 
E

E

a

，

 
株 式 会 社 笠 谷 工 務 底 専 務 取 締 役 共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 659 芦 屋 市 業 平 町 4 - 1  電 話0797( 22) 0703 哩 530 大 阪 市 北 沢 丙 天 満 5 f f I 10!ff 14) } ・官。泊06( 364 ) 5836 司 601 京 都 市 南 院 内 九 条 銀 問 町20 電 訴075( 681) 5101- 6

愚 659 向 宅 芦 屋 市 翠 ケ 丘 町 13 - 5  電 話0797( 22) 5291 司 560 (1セ 恨 'Ilrfi 本 町 2 rH 2 !ff 24) )  噂，iIi 06( 852) 5775 司 606 内宅. r;t lff5rli 左 京 医 下 鴨 芝 本 町37 t世話075( 781) 0289 

j斐
盲

六

ご Ｎ ｾ

I!i. 孟野 生 島 春道

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社団法人 日本建築積算協会開丙支部支部長

唇 543 大 阪 市 天 王 寺 区 城 市 寺 町 5 - 3 5  電 話06( 768) 0201 Ｈｾ＠ "' 542 大 阪 市1制 限 鰻 谷 中 之 町62信 地 市 川 ピ ル2 F

骨 572 自 宅 寝 極 川 市 成 田 西 町 4 - 2 1  電 話0720( 31) 1750 ' I ! ，: 印刷245) 6645

7菱 沼 茂 夫

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

宅; 543 大 阪 市 天 王 寺 灰 東 l .Sdl lBT12fff 6  ｾＭＭ［Ｍ 屯 ，]1i 06( 768) 5222

司 168 自宅ー! 1 . ! : 京郎杉並 l正下" 石井戸 3 r 阿17需 12;

1l!，1孟03( 302 ) 1922

7菱 誠 夫沼

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 副 社 長

時 543 大阪市天ヱ寺民! 1 . ! : "liill 町 12待 6 乃 屯 活06( 768) 5222

司 630- 02 内 宅 奈 良 県 生 駒 市 点 松 ケ 丘 7 需30号

電 話07437 (.1 ) 5556 

代表取締役会長 浅 海 正 雄

代表取締役社長 森 川 ネ 豊 次 郎

浅 海 電 気 株 式 会 社

骨 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 7 番 4 号 ＱｬＡｾ苫 ＰＶ ( 362) 8701 

岳 665 自 宅 ・ 宝 縁 市 御 殿 山 2 丁目 31番 50ー 109号

電 話0797 ( 85) 0745 

愚 565 自 宅 ・ 豊 中 市 新 千 里 北 町 2 丁目 32番 3 号

電 話06( 831) 2732

F 晶 『

京 音R '恒 夫

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

司 559 ) c 阪市住之江医丙住之江2丁目 7需537 電 JIi 06( 678) 3212- 4

四 559 ( 1宅 大 阪 市 住 之 正 灰 丙11: 之江 2 丁目 7 番 5 ｾｽ＠

-mお06( 671) 7774

諌 早 夫

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 相 談 役

愚 110 東 京 船 台 東 区 台 東 1 - 2 - 1 自 本 地 所 第 二 ピ ル

電 話03( 835) 2661

唇 541 大 阪 市 東 区 平 野 町5 - 3 0 不 動 ピ ル 電 話06( 201 ) 3737 

愚 157 東 京 郎 世 田 谷 区 南 Q 山 2 - 1 8 - 4  電 話03( 300) 3705

泉 哲 史沢

市 宏
l

 

，

 

•••••. 
E

E

E

J

 

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

南 541 大 阪 市 東 灰 伏 見 町 5 - 19 1l!，11i 06 ( 202)  0391 

司 658 自 宅 神 戸 市 点 灘 区 住 吉 山 手 4 T 月 4 - 3 2  

m，11i078 (81 1  )  0216 

指 宿 真 智 雄

株式会社 建築デザイン l 級 建 築 士 事 務 所 代 表 者

愚 564 吹 田 市 江 坂 町 1 丁目 23番 101号 大 同 生 命 ピ ル

電 話06( 386) 1311代

替 606 京郎市左京区下鴨北里子々神

ｾ＠
-， 井 臣

由

I Ui、

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 547 大 阪 市 平 野 区 加 美 北5丁目 11番 12号 電 括06 ( 792)  4425 

唖 547 大 阪 市 平 野 区 平 野 北 2 - 9 ー 15 1電話06 ( 792) 4404 

ゐ、

. 守 茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

研 550 大 阪 市 丙 灰 南 戚 江1f R 2 2需 17 号m，1i; 06( 541 ) 3051- 3 

取締役会長 今 村

取締役社長 石 田

騰

雄

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

串 530 大 阪 市 北 区 神 山 町14番 3 号 本 治 信 ピ ル 司 530 大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 3 番 24号

屯J再06 ( 364)  9071 代 電 話06( 312) 8881 代 表

45 
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. 6.  

" 7  祐 三 郎村

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理

事 務 局 長

大 槻 秋

昭和60年盛夏 (50音順)

園

日本電設工業株式会社大阪支底 常務取締役支底長

愚 531 大阪市大淀区畳崎 3 γ 目17- 15 電話06( 372) 3531

カ日 藤 忠 三 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 会 長

愚 550 ) . ; 阪市丙! :'U可2肘韮 1 丁目 1 酢 10η

J Ii 06( 532)  1231 代

愚 540 大 阪 市 東 区 京 摘 3 丁 目 70 電信06 (941)  4821 暦 658 神戸市東誕区西岡本 6 - 5  - 2 3 電括078( 411) 1673 唖 601 内定・，; ( ｬｩｦｬ 市市民点九条北ＮＨｾ丸町 ＲＴ 需品 ＰＷＵＨＶＹＱＩＱＳＳＴ

専 務 取 締 役 岩 崎 弘

常 務 取 締 役 所 長 寺 西 種

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 飯 事 務 所

大 孝夫西

暗 550 大阪市西I買立売嶋1γ 同13;得l 円電，1 1 ; 06( 531) 0913 株 式 会 社 日 建 設 計 常 務 取 締 役

大f君ピ:J 電話 06 ( 541)  7301 大阪本社代表

骨 630 自宅奈良市法蓮立花町1046- 2 電. 11; 0742 (22)  2217 愚 541 大 阪 市 東 区 情 相 2 丁目 38番 地 電 話06( 203) 2361

晒 661 内宅・尼崎市常吉字赤悶 9 の 5 1I.1/i 06( 431) 2101 

上 西 圭

ごム

J 口

株 式 会 社 大 気 社
代 表 取 締 役 会 長

曙 530 大阪市北医中之島 3 - 2  - 1 8 住友中之島ピル 7 附

官1t，11i 06( 448) 5851

e 6 5 9 自宅 兵庫県野原市浜町12- 14 1I!: Mi 0797 (22) 5949 

植 寿 雄野

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

暗 542 大阪市南I X . W: 清水町48つるのすピル電，vi 06 ( 244)  1561 

晒 588 n 宅 ・幌 市 大 美 野 5 - 9  1It.lfi 0722 (37)  1162 

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

唇 530 大阪市北区西天満 3 丁目 13排2 0 n 電話 06 ( 363)  1371 

串 573 向宅・彼方市岡山手町 15 - 4 電話0720 (41)  3427 

多 井 幸 男

多 弁 建 築 研 究 所 所 長

愚 541 大阪市東区今栂 1 丁目 1 番地 1 書館ピル

電話06( 226) 0008

骨 657 自宅 ・神戸市灘区曽和町 3 丁目 1 ー 11

電 路078( 821) 6133

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

哩 550 大阪市街民京町場 I 丁同 1 0 - 8 問問ピル

電 ，11i06 ( 444)  4521- 2 

e 5 6 2 自宅 ・n 面市百五回: ( f 4  J 日4 ー11 徳川0727 (21 ) 4 113 

46  

岡 橋 作 太 郎

数 井 手リ 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締f支社長

骨 652 神戸市兵庫民荒田町2丁目 1- 8 楠六パレスピル

J l i 078 ( 521) 0205- 0207 

唖 654 n 宅神戸市須磨区白川台 2 丁目 39ー 13

t電E払，1脱!情后初078引(7河92幻沌5路86臼2  

亀 晃
ごム

J 口
井

ー級建築七事務所 ゐ 勾

抹 式 会 社 A.R. I . 建築事務所 代 表 取 締 役

唖 542 本社事務所・大阪市南区谷町7丁目 3 11'; 4 . 203 

新谷町筋 3 ピル 2 F

哩 659 自 宅 前 崎 市 存 日 町 3 - 3  1I!:，11i 0797( 22) 4500 電，m06( 768) 1771代

事 631 ＱＧ Ｑ 右・ Ｑ 腎良市中 ｾｔ 1 訴I也の 4 7  9  1It結0742( 43) 1226

亀

. . . L.  

ノ、 夫田

取 締 役

株 式 会 社 冷 品 製 作 所 大 阪 営 業 所

所 長

愚 530 大阪市北民丙天満 3 丁目 13l11' 18号島椴ピ Jレ

電話06( 364) 1951 

暦 560 (1宅 . f t 中市万般山元町 8 - 1 2 需給06( 855) 5356

鎌 谷 秀 男

修 成 建 設 専 門 学 校 理 事 長

唖 555 大阪市内淀川区大和田5丁目 19- 30 電話06 ( 474)  1644 

骨 665 (1宅 宝 t車市千冊 3 r 同 8 * 2 3日ー電，11i0797( 72) 1380

岡 本 fT 差E 司 柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 66011!. 崎 市 玄 需 南 之 町 4 電，lli 06( 411) 1451 

ｾＶＶＳ＠ ｮ 宅・丙Ｇ［ＮｾＧ［・市甲子関減風町 ＹＭＱＴ 1I!:oi/i 0798( 41) 07∞ 

E

・
E

・-
l

 

E

E

E

，

 

U- I  

j芋: 繁 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

哩 550 大阪市丙rx: 新町 1 r 悶 5 待 7 η 肉 Y 倍ピル

電 結06 ( 532)  3421代

唇 659 内宅・戸崎市岩潤町3 5 - 7  電話0797 (31)  3201 

株 式 会 社 川 岸 家 業 商 庖 代 表 取 締 役 会 長

再 550 大阪市阿I司何本町 1 r 目13- 33 電，11i 06( 532) 0461代

再 563 n セ池! I l 市天神 1 r 日10- 10 'Il!，'吊 0727( 61) 8598

奥 紘村 fT 

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締役 社 長

唖 530 大阪市北反西天満5 J 同3 昏7 号 電J l i 06(312) 4131代

署 620 内宅 ー商宮市南 郷町 14 /1: 34 号 電 話0798 (71 ) ∞11 
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l

 

I

 

E

E

E

，

 

崎 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区江之子島1丁目 2番 2号 電 話06( 448) 5601代

号 556 自宅 k 阪市浪速区健披中 3丁目 9番3-407 電話06( 632)  7369 

川 瀬 甲 子 雄

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 616 車問市右京区太轟初泉式部町12番地 電話075( 861) 1157 

ｫ 阪支，，Ｑ［電， Ｑ ｾＰＶ Ｈ ＳＵＳ Ｉ 0222 東京支庇Ｑ［Ａ， Ｑ ｾＰＳＨＲＶＳ Ｉ ＰＵＰＱ

愚 565 自宅・吹田 rli 海雲台 6 ー 7 - 2  電話06( 834) 1  734 

l

 

l

 

E

E

S

'

 

出 盛 也

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 英 語 聖 書 室

<ii>530 大阪市北区芝田 1 丁目 4 番 8 号北阪急ピル

電話06( 372) 8411

河 井

A 主4

見， 弘

株 式 会 社 河 弁 建 築 事 務 所 取 締 役 所 長

串 631 奈 良 市 登 美 ケ 丘 4 丁目 8 ー 10

電話0742( 45) 4378 .  ( 43) 7507 

吾 631 奈 良 市 登 美 ケ 丘 4 丁目 8 - 1 1 電話0742( 44) 8100

河 裾 夫平日

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 531 大阪市大淀区本庄西 3 丁目 9 番20号

電話06( 371) 5146代

木 圏 男下

内 外 パ ー キ ン グ 施 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

、
、，

Z

E

E

d

 

，
，
 

博

昭和60年盛夏
( 50音}I原)

北

株 式 会 社 ジ ャ ス 代 表 取 締 役

愚 565 大阪府吹田市古江台 6 丁目 3 需 1 号 健 康 の 森

電話06( 833) 6611代

骨 565 自宅・豊中rn新千里北町 1 - 1  C5 - 2 0 9  

電話06( 872) 6461

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

阪 氷

取 締 役 会 長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 元

住 友 電 設 株 式 会 社

唖 553 . k 阪市福島区福島7丁目22 li1' 8 号電話06( 452) 1151大代

骨 662 自 宅 西 宮 市 西 平 町 19 - 11 111お 0798( 74) 6621

唖 665 自宅・支線市仁川北 3 ー13- 20 電話0798( 52) 5971

‘
、

E

E

E

d

 

，
，
 

林

ｾｅＳ＠

T守 志

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 531 大阪市大淀院大淀中 4 丁目 13- 11 電話06 ( 451)  7631 

'1'>553 大阪市福島区縞島 6 r 同20- 10 電話06( 451) 5346

島 勝 巴

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

串 530 大阪市北区堂島2- 4- 17 藤田ピ Jレ電話06( 341 ) 5658代

愚 662 自 宅 西 宮 市 丸 僑 町 6 - 16 電話0798( 66) 2394

取 締 役 会 長 河 内 義 就

代 表 取 締 役 河 内 園 利

有 限 会 社 河 内 義 就 設 計 事 務 所

e 7 3 0 広島市中区八丁堀 6 番 7 号チュリス八丁堀503

電話082 (228)  2271 

元島 池 藤

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 541 大阪事務所 大阪市東区南本町 4 丁目 41番 地

イヨピル 8 階 電 話06( 252) 8088代

唖 103 J ! [ 京事務所ー東京節中央区日本橋本町 4 丁目 14番 地

山本ピル 7 階 電 話03( 661) 0768代

署 166 自宅 東京郡杉並区成田西 1 丁目 16- 17

電話03( 315) 5435

取 締 役 会 長 小 西 岬

取 締 役 社 長 橋 本 正 章

株 式 会 社 鴻 池 組 代 表 取 締 役 会 長

串 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27番 地

ダイヤルイン電話06(244)  3500( 受付台)

骨 603 自宅・京都市北区平野鳥居前町86 電話075 ( 461)  1526 

佐 々 木 森

株 式 会 社 佐 々 木 建 築 事 務所 代 表 取 締 役

暦 550 大 阪 市 西 区 京 町 招 1 - 3  - 2 2 電話06( 443) 0675

事 617 京都府向日市上植野浄徳11 ー19 電話075 (921 ) 0728 

佐 藤 康

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 550 大阪市西区京町綴 l 了目 8番5 号明星ピル 串 532 大阪市淀川区宮原 4 丁目 4 番 44号

電話06( 441) 倒 77代 株 式 会 社 小 西 設 計 電話06( 394) 1281大代表

骨 665 自宅宝塚市逆瀬台6丁目 15番 11 丹 電 話0797( 73) 3228 唇 550 大阪市西区立売堀 1 丁目 12 ー16 電話06( 532) 4051 愚 562 箕 面 市 箕 面 6 丁目 9 番 36 号 電話0727( 22) 3608

汲
I

 

i

 

E

-

E

S

'

 

圭 司

社 団 法 人 全 国 銭 締 工 業 連 合 会 顧 問

大 阪 鉄 構 建 設 業 協 同 組 合 理 事 長

大阪鉄 ｾＱＴ ｾ設業協同組合

岳 543 大阪市天王寺区生玉前町 l 番21号小山ピル電話06( 772) 0182

連合会事務所

e l 0 3 東京郡中央区京縫2丁目 10番2号 第2ぬり彦ピル9 F

電話03( 564) 3711代

‘
、

'

E

E

J

 

，
，
 

本本

ご: 主

J 円

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

唇 530 大阪市北区中之島4丁目 3番 25号 電 話06( 443) 6641代

ファ γ ク ス 06( 443) 6642 

骨 545 自宅・大阪市阿倍野区北畠3丁目 1番7号

電 信06 ( 654)  0584 

会 長

佐 野 正

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

唖 540 大阪市東区島町 2 丁目 7 需 地 電話06( 943) 1371代

署 662 自宅・商宮市雲井田T 4 の 9 電話0798( 72) 1569 

47 
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斉 義藤 園

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

""557 大阪市岡成I式伴屯 2 r  iI 6 需 53; 屯，1[. 06( 661 ) 3325代

須

カロ

員 好

向

田

園

昭和60年盛夏 ( 50音順)

近 畿 大 宇 理 工 学 部 建 築 戸 科 助 教 授

同 577 J巨大阪市小行江 3 l 電，l l i 06(721 ) 2332 

内線271

回 村
盲

六

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 常 務 取 締 役

再 541 大 阪 市 北 ( I>{ -is:町 4 - 27 m，1，l; 06( 252)  1201 

""' 557 (1宅・大阪市内bltr>{/，l 中ー 'jl 1  J i I 21 1ft 3} }  ""577 II 右 京大阪市小阪 3 - 4 - 8 9 1 1 明 663 両 日 di 浜' 1' (-1剖 2 r  n  5  - 1 9  1!t，i，l; 0798( 41 ) 4300 

i!t，lli06 ( 652)  0208 m，l l i 06(789)  81 14 

雑 幸 夫賀

株 式 会 社 大 阪 維 質 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

事 543 大阪市天王存区上本町 8 丁目 3 1ft 23})  

電 話06( 772) 4426 .  4436 

573 1' 1屯 枕 } j 市 荷 車 ケ 丘7 r 目11- 16 竃，1，1; 0720(54) ∞0-1  

堺
，古

.'l!.' 

三E

Eコ

菅 節谷

大 阪 市 気 H変l芳 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

四 550 大阪 rli ，凡i l>{l (' i 胤 1 r H  9  Ｑｦｴ ＲＵｾＧ＠ 1官.if;06 ( 441)  8231 

e l 5 8 自セー東京都世! 悶谷医? 事々 )J 6 丁目 3 1ft 18iJ 

l，l; 03( 703)  1027 

杉 浦 敏 良B

三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長 明 541 大阪市以 I>{ 北浜 2 -22 電J ! . 06 ( 202)  3051代3071代

電，1，1; 06 ( 855)  5995 
哩 550 大阪市商区立売網 2 丁目 l 需 2 n 電」后06( 543) 2553 ＢＧＵＶＰ 盤中市間町， ｾｪ 1  - 7  7  

士
山
山賀 イ彦

呼務取締役

フ ジ タ 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 支 庖 長

骨 530 大阪市北区堂島 2 丁目 l 番 16号 電 路06( 348) 4510 

唖 567 II 宅大阪府茨木市下線機4 1ト 39

四 方

. L- ・回

以肩 郎

四 万 設 計 工 務 株 式 会 社

一 級 建 築 士 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

唇 612 京郷市伏見民深草関J呈敷町32- 2 'IIt.tli075 ( 642) 9516 

串 612 内定・京郎市伏見 I買深草閲/ ，1敷町3 2 - 2  

名古昔正会日

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 成 常 務 理 事

愚 540 大阪市東区間符町 1 丁目 131 f t ! 也電話06( 944 ) 1468 

唖 558 II 宅 大阪市住吉区ぬ江 l ー7 - 3 9 電 ，11i 06( 671 ) 3792 

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 門 研 究 所 取 締 役 社 長

暦 530 大阪市北区角田町 2 1昨 日 号 電" l i 06( 372) 7151 {¥; 

48 

鈴 木 隆

取 締 役 社 長 高 橋 慶 夫

怖 取 締 役 上 回 宏 ニ

株 式 会 社 高 橋 上 回 設 計 事 務 所

暗 550 本社・大阪市岡 I>{ 新聞T 1  - 4  - 2 1 大帝ピル

電，1，1; 06( 533) 0971 3  

哩 110 lI(J i( 支所・J I ( ，i C/ i l 1台東区上野 5 - 3 ー 7

前 (t ピル3 F 1It，1晶03( 831 ) 6108 

橘 泰
ごム

J 口

株 式 会 社 鈴 木 隆 二 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 460 名古屋市中区般原 I r 目1 7 - 6

1tt J舌052 (:l 21) 1763 .6720 

骨 463 自宅名古凶市守山区小幡池下73 噂 結 052( 792) 3505

田 中 優

)，fUII パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

四 540 J . ; . 阪市南1>( ri ノ向中央2 r m需l s n 電 話06( 941 ) 9445 9  

" ' 590 01 ( J ' j ;  .llI' rli 行 怯 台3 1"26需3 ｾ［Ｍ 屯ぷ 0722( 91) 2267 

. . . L.  

J L  田
車

問

株式会社ユソニアンー級建築設計事務所代表取締役

哩 530 大阪市北lベ収天満 2 r 目 l 砕26乃縮山ピル

7在，1孟06( 354 ) 2781 4  

南 536 大阪市城点 [ Kbl t H4 r n 2 01ft 2} }  屯 活06( 931 ) 8857 

有 限 会 社 柳 々 堂( k l ! 築叩 I " J mm

暦 550 大阪 rli 両 氏 J;( 町峨 1 - 1 2 - 3  電 話06( 443) 0167 -8 

官ＧＮＧＺｉＧＡ ￬ ￵ •斤Ｚ鴻池ピル 1It，i書06( 251 ) 8233 

圃. L.

J L  野 良日

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代 表 取 締 役 社 長

南 550 大阪市丙 I>{ ，栢糊江 2 丁目 13i fi 22 月ー

電 話06( 532) 3731 代

名 供 会l長

塚 本 次ｾｉｩ＠

株 式 会 社 日 建 設 計 最 高 顧 問

' ">541 大阪 rli Jl( I>{ 十抑制 2 r n38l f t J 也 11!，i l i06 ( 203)  2361 

同 665 ( 1 主主城市消荒神 2 - 6  - 2 7  1It，l，I; 0797( 87)  1940 

辻 本
豊

旦

株式会社ツジモトユタカ設計事務所代} ，取締役

ＧＢＧＶＴＰ 平日 Ｚｉｾ 山出品ＨＮｉｘ ｾｲ q. の r 1 2 - 3 屯. i ! . 0734 (26)  2030代

司 M O ＨＱ む ー 利ヰ ｾＱＱ ＩｬＱ￮ ｊｬＨ ｊ 是 ｾｲｱｬ の｝ￏ 2  34t ，i/i0734 (26)  2030代
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j章 芳村

オリエンタルメタル製造株式会社 代表取締役社長

唖 660 尼崎市1 I11利 市 通 3 T 円 261昨J也1' I t . l i o06( 412) 5131代

唖 330 自 宅 埼 FJ仏大防 rti お 鼻 阿 3 l i  158昨I也

，11. 1吊0486( 41 ) 0204 

イ専 馬 正 明

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

氷 井 賢 城

株 式 会 社 久 米 建 築 ' Jq詰 所 取 締 役 社 長

""106 'I !l j( lifh荏1>( 州麻布 1 ｲｉ ｉＱＳ 昨 ＱＱｾｽ .1!.，，ro03( 403) 0251  ＩＮ［Ｈｾ＠

帽 251 ＱＧ ＱＧ ｴ［ ， ｊＨ ｲ車川市ｉｊｬ ､ｬ￬ｬｾｬｩＡＲ ! ' rl 8の26 屯" 初466 (36)  7706 

長 ;皐 fT 孝

日本住宅パネル工業協同組合大阪支所支所長

唖 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 ｲ 日 ＱＷ ｉｦ ｦｬＵｾ［Ｍ ' "' 530 大阪巾・北1>( 丙 天 満 5 ｲ 日 Ｖ 砕 ＱＰｾ［Ｇ 宮悶町パークピル

11I J I i 06( 441) 0378大 代 遺 括06( 313) 3321

司 558 向 宅 大阪市住占[ > ( 長 I.'l ll! 3  J i  114 需22- 515

' "' 598 ( J 主 ー大 阪 府 以 佐 野 市 佐 野 台20・52 Ｑ 喧 ｾＱｩ ＰＷＲＴ ( 63)  1260 

司 ｾｍｩＰＶＨＶＹＹＩＵＳＲＶ

名誉会長 ー名蛍正会n

東 畑 謙

株 式 会 社 - * 畑 建 築 'H務 所 取締役会長

串 541 大 阪 市 庶 民 伏 見 町 5 ー 19 ・I V1i 06( 202 ) 0391 

昏 658 自宅・神 f.i ，fi 唯越[ >( ( I o占山" F4・1・35 t.t.lli078 ( 851 ) 5043 

ｾ目

T守 益 男田

得 田 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

号 601 京 郎 市 ItH>( J l i 九条河辺町211昏I也 活必075( 661) 2727

愚 606 自 宅 京 都 市 在 Jj( 区 北 内 川 東 伊 織 町10需I也の 3

ー也 J Ii075( 722) 3231

菅

田 宏 泰家

株 式 会 社 富 家 建 築 事 務 所 代表取締役

串 604 京 都 市 中 京 区 押 小 路 通 東 洞 院 西 入 ル

電信075 ( 231)  6357代

骨 603 自 宅 京 郎 市 北1;( 平 野 八 丁 柳 町68- 1 ー 704 号

電 信075(463) ∞50

内 藤 正 克

株式会社内藤建築設計 'Jc務 所 ( ' U"取締役所長

南 675- 13 兵噂県小野市上本町240 小野ピル ィ在。l孟07946( 2) 4757f t

再 675- ＱＳ 自宅・兵 ｬｾｬｖＮｴ 小野市久保木町 ＱＰＶＳγ ＱＡ ＮＱ Ｑｩ ＰＷＹＴＶ ( 2) 4668 

中 英 雄原

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

再 530 大 阪 市 北r>( 友 広 町 3 酢21η! I t 利 地 所1.1町 ピ ル

・官 .:1i 06( 312) 3587( ¥:

骨 565 吹 田 市 銚 山 台 4 r 回 3 番 1 - 8 0 8  

野 村 英

昭和60年盛夏 ( 50音順)

文

野 村 総 投 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

明 541 大 阪 rli J l i 沢市開焔 2 rfoj 9  1昨I也 包 " 印 刷202) 4791(¥:

] キコ

橋
詰

問 雄

名常正会u

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 相談役

明 543 大阪市天王、宇 I>(>!. (r:' :iilt 町 12昨 6 } - } 電話06 ( 768)  5222 

"，，631 ｦＧｉむ ・ ｻｪｾ良 ｲｬｩ ".Y，町沖i登 美 ケ 任3336- 7

屯 .11i 0742 (43)  1091 

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 Jr 代表取締役副社長

岡 550 大 阪 市 尚1>( 何 町 1 f l 15 If; 7 り l叫 Y 儲 ピ ル

電 .11i 06 ( 532)  3421 

司 565 (I，t; ' uxl l l rl i ，' l l l l f13 J i 141 ー II 電 ，:Ii 06 ( 872)  3608 

原 ネ育

印 南 ill 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

' "532 大阪市淀川[ > ( 卜三本町2丁目 4得 28分 m. I/; 06( 308) 1551 

' "' 662 (1' 1 : 両日 rli 1' . 次回T12 待 9 ;;- 41.1/;0798 (72)  1504 

γ 取 締2原 田 重 信

γ 取 締2原 田 孝 太 郎

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

大 統 商 事 K K ・泉 州 生 コ ン 工 業 K K

唖 554 大阪市此{ t l>( 河 九 条4丁目 3 ー 34 な絹06( 465) 1212代

四 661 fl ' t;， 110崎 市 城 r l町 3 r 円4 1 - 8 111活06( 421 ) 4518 

出

T

，a
t

a

 

良E

株式会社内原衛生工業所大阪! 占代1 < 取締役社長

事 531 大 阪 市 大 法 区 rl'i ll 六 r 目 8 酢 4 号電話06 ( 458) 3628代

唖 563 自 宅 ・池 Hlrl i 石 崎 3 ー 11- 1 4 電 話0727( 61) 8652

平 城 勧

干上l司法人 日本主主築協会. t;r lis支郷 支部長

株式会社締結工 ｾＱ 占取締役会長

司 60.1 ，jililSrlirl' ，j(j>(-!，p小 路 通 柳 町J I.lII!入 11，; 空会館分宰

ｾｕＮｬ ｉｩ ＰＷＵＨＲＱＱ＠ 2857 ，2877 株 式 会 社 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社 常務取締役

司 60，1 f;f r. ndII! l  ｾ［Ｈｦ Ｉｏ 何時過て主 ＱＭ ， Ｑ レ締ｬｲＮｴｊｾ町 ＳＲＶ 大阪支社長

宿 泊075( 801) 2356( ¥: 串 532 大阪市北J l I l >(}J I1島1丁目581f; 59) i 電話06( 302) 2271- 9

""604 f' I主 点目ifS rli'l' ， ｪＨ｛＾Ｈｊ 古代通〈主 ＱＭ ， Ｑ レ締約 Ｑ［ｾｾｦＳＲＶ
・i Wi075 (841) お 03 唇 665 自 宅 ・ 宝 塚 市 中 山 桜 台 4 ー 1 5 - 4 電 話0797( 89) 3884

橋 晃 芳 福 氷 薫本

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ ー 取 締 役 社 長

暦 532 大阪市淀川 r>( @中 島 5 1' 1-1 7 詐 17- 602号

電 話06( 304) 1148代

ち 542 臼 宅 大阪巾ー市民南船場 4 H 1 7 - 3  

電 話06( 251) 3102
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株 式 会 社 鴻 池 組 専 務 取 締 役

' "' 541 大 阪 市 II! !>Z北 久 宝 寺 町4 1 日27l ftJ 也 111. ( ; 06( 244) 3545

司 659 自 宅 ， ｬｾ＠ I，! ，11 Mi l l 町 4 ー 1 ・i!.請。797( 31 ) 6766 



暑中お見舞申し上げます

藤 井 稔

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 専 務 取 締 役

哩 530 大 阪 市 北 区 栂 回 2 丁目 2 /11' 25号 電 JIi 06( 346) 1173 

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 自 取 締 役 社 長

唖 540 大 阪 市 東 区 両 仔 町 1 丁目 13/11' J也 電 話06( 944) 1468代

堀 内 史 良B

第一工業株式会社大阪支底 常務取締役支庖長

骨 530 大 阪 市 北 区 西 天 満3丁目 6 111' 14 ;;- 電 話06( 364) 6661代

松 村 雄

昭和60年盛夏 ( 50音順)

株 式 会 社 松 村 組 取締役会長

事 530 大 阪 市 北 促 天 満 2 T 1 3 1 昏 3 : : ; - 電Z孟06( 353) 1131 

松 本 重 太 郎

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 建 築 金 物 卸 商 協 同 組 合 理 事 長

・543 大 阪 市 天 王 寺 区 四 天 王 寺 1 丁目 5 番 47号

電 話06( 774) 22∞

受 付 案 内 台

悟 542 組 合 事 務 所 ・ 大 阪 市 南 区a島之内 1 丁目 22番 20号

大 和 ピ ル 本 館 5 際 602号 室 電 話06( 245) 3187

名制官正会A

松 本 与 作

谷
由

ｉｾ 、 義

述築家 第一生命保険相互会社顧問伎師

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役

串 694 島 恨 県 大IHrli 久 手 町 波t県西777の 1

1I J孟08548( 2) 8121 代

暦 694 n宅 島 他 県 大 岡 市 久 r'.r 波 椴 西225の Z

，11i 08548( 5) 8320 

輪 泰 司

株式会社地減計画・述築研究所 代表取締役所長

唖 600 ボ 郎 市 下 水 院 内 条 通 高 倉 丙 入 ル 立 光 阿 町82緯I也

大和銀行 ｊ ｩＨｾピル l I J孟075( 221) 5132代

串 540 ) c 阪市東[ > { 石町1r 目l 昏 地 天 満 嶋 千 代 田 ピ ル2号 館

電 必06( 942) 5732

唇 ＴＶＰ 名古 ＱＱＱ 市中区丸の内 Ｓ 丁目 ＱＸ 番 ＳＰｾｽ ツボウチピル

電 話052( 962) 1224 

骨 612 (1宅・ J;t /i11市 伏 見 区 桃 山 市 大 島 町95- 45

1I1J Ii 075( 601) 3962 

薬 袋 公 明

株 式 会 社 日 述 設 計 取 締 役 社 長

ー573 自 宅 ・ 大 阪 府 枚 方 市 朝 日 丘 町12- 18電 指0720( 41 ) 5396 ....145 (1 t=・点 J;( 郎大I I l f>{ f! H-'! 綿 布3 17 3 百[，，603 ( 72114723 骨 541 大阪，J; 1Il [ > ( 備砲 2 丁目 38 酢 地 電 お06( 203) 2361

目リ 敏 男田

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

唖 565 本 所 ・ 大 阪 府 吹 田 市 雄 白 台 5 丁目 8 砕 1 日

電 話06( 872) 0391  

骨 531 大淀 分 室 ・大阪市大淀 区 長 柄 西 2 丁目 1 1iI' 18日

電 話06( 351) 7211 

骨 592 甥 分 重 大 阪 府 幌 市 浜 吊 石 神 町 西 2 了 1 1iI' 34 号

電 話0722( 44) 3912

愚 612 京 郎 分 室 ・ 京 館 市 伏 見 区 中 島 前 山 町24需I也の 2

電 結075( 622) 0713

骨 675- 01 加 古 川 分室・加古川市日IJJI刊 T新 野辺 字 畑 下 1311 3  

11U&0794  ( 35) 5811 

前 田 平 一 郎

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 社 長

骨 ＵＵＰ 大阪市西区靭本町 Ｓ 丁目 Ｒｾ 昨 Ｗ 号第 Ｑ 繍弁ピ ｊ レ

電 話06( 441) 1462代

唖 560 自 宅 豊 中 市 上 野 東 1 丁目 16- 21 電 話06( 849) 5764

松 良R尾

菱利調温工業株式会社大阪支底 支底長

串 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 7 111' 3 号 電話06( 352) 4881

骨 655 自 宅 ・ 神戸 市 垂 水 区 舞 子 台 4 - 7 ー 16

電 話078( 782) 3039

松 恒 彦田

株式会社 A R T建築設計事務所代表取締役所長

骨 530 大 阪 市 北 区 東 天 満 2 丁目 3 - 1 0 問 中 ピル

電 話06( 357) 5351代

ロ

ロロ
哲 夫

水 義 雄

財団法人大阪市建築技待汁品会 理事長

骨 530 大 阪 市 北 区 嶋 田 1丁目 Z番 2- 401号 大 阪 駅 前 第Zピル4 階

電 話06( 347) 9703 

串 560 自 宅 ・ 豊 中 市 上 野 東 1- 10- 45- 205 電 話06( 848) 9067 

宮

田 手口

間

東海興業株式会社大阪支庖

常務取締役

支 庖 長

株 式 会 社 水 間 組 代 点 取 締 役 社 長

事 534 大 阪 市 飾 品 f>{ lIlJf I日町 1 J T I 1 /11' 4l ; -

1It M; 06 ( 352)  3121代

再 538 (1也 大 阪 市 鶴 見 J>{ 今体沖iト 10- 15 11I，l l i 06( 961) 0785 

急語表22 道 田 泰 治 郎

取締役社長 道 田 泰 平

株 式 会 社 進 国 工 務 庖

骨 660 01 川 州 市 向 陥 台 3 r 日 6 111' J也の216

11Hl i 0727( 93) 3456代

哩 660 01 自 宅 ・ 川 西 市 向 陽 台 3 丁目 6 再生地の216

官It ｾｬｩＰＷＲＷ＠ ( 93)  34 56代

宮 脇 正平日

財 [ 司 法 人 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

....530 大 阪 市 Itl>( 中 之 島 3 - 2  18 住 友 中 之 島 ピ ル 12F

電 話06( 447) 0615 -0616 

....658 ( I 宅神， i di l，f，!:t瞳1>(; 事i ( .j畑r 3  - 9 ー 1 - 9 0 7  

・官。: t 078( 452) 2738

村 石 全

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

暗 ＵＵＶ 大阪市浪速 ｉｒｾ 委町 Ｒｔ ｉｉ Ｕ 昨 Ｓ 月 旬 結06( 568) 3671

品 546 大 阪 市 東 住 吉 区 西 今 川 2 T 8 - 7 電 3606( 702) 6738 串 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜2- 2- 8 東 洋 紡 ピ ル 電 話06( 348) 5611 暦 659 自屯 ・戸 Jl1 ｲｬ￮ 岩国町 ＲＵ 排 ＱＵｾｽ 電 結0797 ( 34)  0835 
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暑中お見舞申し上げます

村 上 良B

サ ン エ ス 石 '11- 株 式 会 社 代 表 取 締 役

社 長

叫 530 大 阪 市 北1>( 堂 島21'1 14 待17i;- 雌 111 ピ ル 本 館

臥1!.l! ; 06 ( 344)  6526 9  

哩 565 (1 ・芭・吹川市 r"n山 尚3 r r l 7 1ff 5 日 必，1占06 ( 384)  1002 

村 秀上 夫

新円本製餓株式会社 大 阪 営 業 所 拘 当 日Il 長

愚 530 大 阪 市 北 区 中 之 島3丁目 2昏4号 制 日 新 聞 ピ ル 12F

電 路06( 202) 2201

愚 666- 01 n宅 兵 胤 県 川 西 市 消 和 台 西 1 r 日 6 1ff 23} ;  

電 話0727(99)  04 38 

室谷 山 水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取締役会長

愚 650 神 戸 市 中 央 区 北 長 狭 通4丁目 2 - 4 ツ イ ン ズ 元 町 ピ ル

Z孟078( 331) 0881

e 6 5 0 臼 宅 ・ 神 戸 市 中 央 区 山 本 通 4 丁目 17ー 17

電 話078( 221) 5050

両 角 イ呆

¥9-:t若取締役

浦 安 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 長

骨 130. H_土・lI!:，;l/ill 錨 由 民 綿 糸2丁目 8ー 7 電 話03( 624) 2441

岳 530 大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 天 満2 T 日3 - 5

，11i 06( 351 ) 7502 代

森
‘ C: : : II 

2弓L

三 和 電 気 土 木 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 ＵＳＰ 大阪市 ｾｴ ｬｘＺ，有森町 ｬ 丁目 Ｔ ＱｩＱＧ ＱＹ 号 電 JIi 06( 361) 6451代

愚 596 (1宅 大阪府 ｲｾ 利回市別所町 Ｒ 下回 Ｓ 待 ＵＱｽ

電，1昌0724( 22) 7710

八 木 喜 美 蔵

八 木 惣 株 式 会 社 代表取締役社長

ーι 『

女 井
由

I I!.'、 生

昭和60年盛夏 ( 50音順)

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役

""550 大 阪 市 内 f>( 締 本 町 1 J" f l 9- 18 占a，l!; 06 ( 448)  2765- 6 

明 662 ( 1 宅 西 宮 市 械 山 町 6 ー 17- 305

市 "f; 0798 (72)  0865 

薮 本 弦

山 本 彦

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

岡 520 大 川 市 打 Hl. ｈｾ＠ 13 ー 15 屯，1后0775( 23) 2314

再 520- 21 ( 1 宅ー大州市 " RI I 15- 9ー 1 1 .屯 綿0775 (45)  3966 

山 内 十亘 男

株 式 会 社 和 光 建 築 設 計 事 務 所 代 表取締役

愚 550 大 阪 市 西 区 北 掘 江 2 丁目 9 1il' 15号 電 』 孟06( 531) 4488 

骨 536 大 阪 市 城 東 区 森 之 宮 1 丁目 4 番204号

電 話06( 969) 0788

山 本

E 主E

Fミ 士

株 式 会 社 石 本 建 築 事 務 所 大 阪 支 所 長

愚 541 大 阪 支 所 大 阪 rfi .ll!:医r帽久太郎町4- 34 池 鋭 ピ ル

電 話06( 251 ) 7507 

唖 102 本社・東京都千代田区九段南4- 6- 12 電 話03( 262) 7161

山 保

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 丁目 Z 番 4号 電 話06( 385)  1361代

朝 日 ピ ル デ イ ン グ 内

愚 565 自 宅 . f t 中 市 新 千 里 東 町 2 丁目 5 番 AI - 404

電 結06( 871) 0851

米 倉 夫

田

株式会社山悶保述築設 Jr 事務所代表取締役

事 733 広 島 市 中 区 本 川 町2丁目 6 1i 1' 1I 号第7ウエノヤピル却特

電M; 082 ( 292 ) 8211 代

骨 733 ( 1 宅 広 島 市 IIGI>( 己 安 点 2 n l 1 2俳27};

電 話082( 271) 0690

山 恒
ごム

J 口

呈邑

豆ヨE

日本住宅ノ f ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 長

愚 113 lI!:，;r /il 1文 Jjr 院 本 駒 込 6 丁目 15番7 号

電 話03( 945) 2311 大代

手口 田 員

田

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

串 651 神 戸 市 中 央 区 雲 井 通 4 r 目 I 1ff 3 g，

な，¥吊078( 232) 1800代

骨 65ト 11 自 宅 神 戸 市 北 区 泉 台 4 丁目 9 調書12号

電 路078( 592) 5902

名 誉 正 会H

山 文 次

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

愚 530 大 阪 市 北 医 西 天 満 4 丁阿 5 1il' 14;"; 電，1f; 06( 363) 4051

愚 659 fJ ' t:  - )' !J I- t ! 市公光町 3 liI' 8 月・ lII，v; 0797( 22) 3282 

手口 勝

田

中

株 式 会 社 和 中 商 庖 取 締 役 会 長

串 531 ) c 阪市大淀区豊崎 5 丁目 8 1l I' 1I号 電 話06( 371 ) 0731 

串 150 点 ボ 郎 渋 谷 区 桜 丘 町 1 1 - 5 電 話03( 464) 9723

骨 453 名 古 屋 市 中 村 区 黄 金 通 3 丁目 34番 地

電 話052( 481)  7338 

唇 662 白 宅 ー 西 宮 市 大 畑 町 10 - 22 電話0798( 67) 7544

渡 辺
吉

郎

山 田 工 業 株 式 会 社 相 談 役

唇 593 ｾ野市 ｦｬｬ 久野町 Ｓ 了 ＲＸ 番 ＱＰ 月 官Ｑｕ ｾＰＷＲＲＨＶＲＩ 1175 "' 550 大 阪 市 阿1>(';' 町 制 1 f l 161ff 8} }  1It，1占06( 443) 8161 大 代 事 540 大 阪 rfi ll!: l>l:両 f何T l ー 12 日 生 ピ ル 電 治 的 (943)65711"¥:
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東 洋 シ ヤ y タ 一 株 式 会 社 取 締 役 会 長

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役 副 社 長
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暗 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 r 円 1 /11' 3 乃 電 ，11i 06( 364) 3056代

事 562 自 宅 箕 面 市 般 ケ 丘 3 r 阿1 3 - 6 電 話 0727( 23) 5176

渡 部 慶

大阪事務所

株式会社松田平田坂本設計事務所

所 長

愚 530 大 阪 市 北 区 堂 島 2 - 2  - 25 電 話06( 344) 7821

e 5 3 0 自 宅 ・ 大 阪 市 北 区 中 之 島 5 - 3  - 9 2  

ル イ シ ャ ト レ 中 之 島622号 電 話06( 448) 5645
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西津文隆さんが、このたび、芸術院賞を受賞さ

れることになりました 。 この受賞をおよろこびし

て、東京で 6 月14日にお祝いする会がもたれまし

たが、大阪でも発起人代表佐野正一氏 (発起人 :

安藤忠維、出江寛、岩本博行、太田隆信、1 - . 林博

雄、 ｴ 幸良ￆｴｴ、 ￟ 木精延 、 彦谷邦 一 、平田定 ｾｪ 、絵

井昭光、水谷穎介、向井正也、山崎泰孝) がl予び

かけ人とな って、去る 6 月25 日伏)、ホテルフラザ

醍醐の聞で、西滞夫」さをお招.きして、盛大に行わ

れました。

参加者には、商滞さんの人格の大きさも反映し

でか、会長とか長老級の人から若手青年辿築家ま

で、それに、建築周辺の彫刻家、造図家などの芸

術家たちも多数兄受けられました 。

出江寛氏の司会で会はすすめられましたが、芸

術院会員でもある海老原一郎氏が、芸術院1 1 : ・の説

明をされました 。 r芸術院は第 I 部美術、第 2 部

文芸、第 3 部音楽 ・演劇 ・舞踊と分かれている 。

芸術院賞は各部から l 人の候補者をだして投票し、

過半数をとらないともらえない。芸術院会員は、

120名で、 建築は第 l 部美術の昔日から選ばれる。

美術の昔日の会員は 51名で、西深さんはその過手数

をはるかにこえて受賞された。戦後の芸術院賞で

第 10回吉田五十八賞決まる frJtillbT 工メ

. 建築の部 石 山修武・伊豆 の 長 八 美 術 館 (静岡県桝町宮内301ー 1)

¥ 

石山f I 事武 1944年間山県生まれ

ダムダ ン空間工作所設立、早稲田大学" 再師

代表作 : 幻l俗、卵形ドーム、菅平の家ほか

白壁の斬新な形のこの美術館は、松崎町のナマコ蛍の民家や社

寺の並ぶ静かで美しい緑浪い山鐙に悠ち、その環境を舌Lすこと

なく、不思ぷに調和している 。張りつめた: 雰閉気があり、ただ

豪華なありふれたこの頃の近代建築と逮 つで多くの情報を周囲

に放射しているからであろう 。「強い形態デザインは建築の生産

を刺激する」と主張する作者は、明治初期の擬洋風主l ! 築( 怯本

のl苅智学校等) を例にと って、その棟梁を中心として集ま った

j苦戦人達のエネルギーの結集を今日においてこの建物に怠図し、

成功している 。

この建物が今日のポスト ・モダニズムの作品の多くのように、

単なる形態の面白さに堕することなく 、建築の造り予の中に広

〈深い共感と情熱をまき起こして建てられたことは注目される

べきであろう 。今後の建築が、その形態デザインと紫材と職人

の設備との滞然一体にな ったところから新しい造られ方が発見

できるとしたら、この作品はその地平を切り拓くものとして高

〈評価できる 。

.... 

建築家が受賞' されたのは、西津さんを入れて18名。

しかも西t撃さんは住宅ではじめて受賞された」

という意味のあいさつをされ、つづいて上村松ｾ

氏による乾杯があり、なごやかに懇談に移りまし

た。花束贈呈、阪田誠造坂倉建築研究所長( 商滞

浮きんの後をついだ) のあいさつ 、最後に佐野正

一氏のあいさつがあって会を終わりましたが、西

海さんは、答礼のなかで「住宅の設計もそうだが、

長年の庭園などの実測で受賞させてもら ったと受

けとめている 。 これからは 、 いままで、の実測の草

稿を一冊の本にまとめていきたい」と抱負をのべ

られました。

西浮きん 、 おめでとうございます。 (1¥1)
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特集

インテックス大阪

[大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場]

- 作 品 作 風 インテ ックス大阪

・本文・総論 大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場 の 建 設

各 論 1 . 建築計画

2. 構 造 計 画

3. 設 備 計 画

4. 施 工 計 画
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ｖ タｾを映すハーフミラーのセンターピルカーテンウ々ール

有上 バス停ロータリーよりメインゲートと七ンターピルをみる

右 下 : ガラスヴオールトのメインゲートをみる





か つ て 大阪港 は 、 天 下 の 台 所 「 大 坂 」 の 海

の 玄 関 口として 、 多 く の 廻 船 が出入 り し て そ

新 会場 は 、 その機 能 、構成、 造 形上 いくつ

か の 特 徴 を も っ。例 え ば 、 完 全 な 歩 草 分 離 昔|

の 賑 い を 誇 っ た 。 当 時 よ り 水 迩 のイ更にめぐま | 画 に よ っ て 可 能 と な っ た複 数 見 本市 の 同 時間

れていた 中之島一帯には多数の蔵が建並び、 | 催 シ ス テ ム 。 高 針 で 均 質 な 展 示 空間 の 実 現。

その数120ヶ所を超えたともいわれる 。当時目 | 国 際 会 議 場 や 飲 食 ・サ ー ビ ス 施 設 等、 関 連 施

印山 と 呼 ば れ た 天 保山 の 西 麓 に 設 け ら れ た 高 | 設 の 充 実… 。 そ し て 、 と り わ け 会 場 の 中 心 部

灯 簡 は 、行 き 交 う 廻 船 の た め の 灯 台 で あ っ た 。 | 分 に 形 成 さ れ た 屋 根 の あ る 広 場 空間 は、景観、

大 阪 港 は そ の 後 、川 口 の 大 規 模 新 田 |別発 、 西 | 造 形 、 施 設利 用 上、 最 も 大 き な 特 徴 を こ の 施

方 へ の 埋 立 を 経 て 、21世 紀を目前にした今、

か つ て 松 原 が 続 い た で あ ろ う 浜 辺 は 広 大 な 埋

立地 と化 し、 コ ン テ ナ ー ふ 頭 と 高層住 宅 が た

ち並ぶ。 浪芸書八 百 八橋 と う た わ れ た 美 し い 水

都 大 阪 は 、 拡大 と 変 遷 を 重 ね て 、今 、 未 来 へ

の対 応 を 模 索 し て い るといえよう 。

こ の 大 阪 港 の地 に、新 し く 国 際 見 本 市 新 会

場 が 建 設 さ れ た 。 水平に広がる展示館群と、

その 中央 に 兵 白 い ヴ オ ー ル ト 形 状 の 大 屋 根 を

もっ施設である 。 13haに 及 ぶ 広 い 敷地 に、 7

つの展示館群とセンターピルを囲み状に配し、

その 中央 に 屋根 の あ る 広 場 〈 イ ン テ ッ ク ス プ

ラザ〉と 、空の見える広場〈スカイプラザ〉

を 設 け て 巨 大 な 共 有 空 間 を形成したものであ

る。 F

舞 台 空 間 で あ る と 考 え ら れ る 。

昨年の手火、 ドナウ t可畔( オーストリア ・リ

ン ツ 市 ) に 於 て 開 催 さ れ た 空 ・大 地 ・水 上 の

コ ン サ ー 卜 「 ア ル ス ・エレクトロニカ ' 84J は、

冨 田 勲 氏 に よ り 演 出 さ れ た 新 し い 試 み の 大 野

外 音 楽 会 で あ った が 、 そ の 規 模 と 内 容 は 、 想

像 を 絶 す る 迫 力 で、美 し く 且 つ 魅 力 的 な も の

であ った と い わ れ る 。

新 会 場 で も 、 また 、 こ の よ う に 創 造 的 で 魅

設 に 与 え て い る と い え る 。実 面 積5，000m' に及

ぶ 其 白 い テ フ ロ ン ガ ラ ス 布 。 射 込 む 淡 い 光 に

!鳴らし 出 さ れ る 立 体 ト ラ ス の 連 続。 その述統

を繰返し写し 出 す外径 42m の ガ ラ ス 安 面。 そ

こから広がるさをの見える広場のペイブメン卜

と回廊のリズム 。

この空間 は 、 施 設 全 体 の た め の 休 憩 ・交 通

とい った ロ ビ ー 的 ス ペ ー ス と し て 利 用 さ れ る

とともに 、建 築 群 を 物 理的 ・精神 的 に結びつ

け る と き ず な ミ と し て も 機 能 し 、 同 時 に 、 類

似 恒 久 施 設 に は か つて 無 か っ た で あ ろ う 巨 大

な遊び空 間 をつくりだしている 。 インテック

スプラザは、機々な 創 造 的 イベントを可能に

する空間である 。 非 目 指ーな ス ケ ー ル と 形。ニ

ュ ー ト ラ ル で 控 え 固 な 色 調 。 こ こ は 、 一 種 の

力 的 な イ ベ ン 卜 が 、 今 後 一 般 見 本 市 に 加 え て

企 画 さ れ る で あ ろ う し 、 そ う 期 待 さ れ る 。例

えl;f .. . インテ ックスプラザを 覆 う 巨 大 な キ ャ

ンパス一杯 に レ ー ザ 一 光 線 で 光 の 映 像 を 描 き

出して、豊かな シン セ サ イ ザ ー の 音 色 で 6 万

m' に及 ぶ ヴ オ ー ル 卜空間を満たし、流れ出る

音 色 で 会 場 全 域 を つ つ み 、 樹 聞 を 満 た し て 水

面へと広がる ・・ ・・ ・・。 こ の様 な 試 み が 可 能 で あ

ろ う か 。 ( 谷 淳 之 介 / 東 畑 建 築 事 務 所 )
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血 2 号館側よりスカイプラ ザ をみる

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 北 ト ト12

敷 地 面 積 128，9 8 6 m'  

建 築 面 積 66，9 0 9 m'  

延 床 面 積 74 ，91 8 m'  

構 造 規 模 B 1 - 3 F、R C、S R C、S

工 期 昭 和59年2月~ 昭 和60年 3 月

電 気 東海電気工事

関電興業 J V

電 気 近畿電気工事

中央電気工業 J V

空 調 大 阪 電 気 暖 房

不二熱学工業 J V

空 調 川崎設備工業

ナミレイ J V

衛 生 丸 紅 設 備

協 和 建 設 工 業 J V

j j '  
ス 大 阪 瓦 斯

昇 降 機 = 菱電機

電 話 日本電気システム建 設

映 像 松 下電器 産 業





西 面 図 1  :  1500 

南 面 図 1  :  1500 

ア ケ ド2 6号館

東 西 断 面 図 1  :  1500 
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インテ y クスプラザよりメインエントランスをみる

インテ y クスプラザプリァヂ周辺をみる





l  展示/ l f Jfl l( 't' の 5 号 館

2  . 展 示Ji IJ 催中の 3号 館

3  国際会議ホールロピー

4  インフォメーションロビー

5  国 際 会 決 ホ ー ル ( 5号 館 2 附)

6. 特別レストラ ン ( 5 号 館 2 ffi) 

7.  V IP  ルーム( 七ンターピル2ffi)





世界の見本市会場

一 一- S T U D Y O F  T H E  S A M E  S C AL E -

( Q)  

④重璽

コペンハーゲン

昭和57年の春、計画チームは西ドイツを中心として、

7 都市 7 施設に宣るヨーロ ッパの見本市会場の実地調査

を行 った。 この同一 スケールによる事例比較図は、その

時に収集した資料をもとに作成したものである 。 図にみ

るように、中には敷地面積97万川、延べ床面積50万 m'に

もおよぶハノーパーメ ッセのような事例も見られる 。た

だ、注意すべきは、これらの巨大施設には、その歴史的

パーミンガム

背景や専門展示館方式という特殊事情があり、かつ西欧

における商取引の、見本市に対する依存度がわが国に比

して格段に高いとい った情勢によるものであり、新しい

施設にと って大きいことは良いことだとは決していい得

ないことである 。むしろi J t 界の新しい見本市会場の傾向

は、広い敷地面積を確保しながら、会場面積そのものは

縮少化を計り 、 コンパ クトに使い易くしてゆこうとする

⑨ 

フランクフルト

インテ ックス大阪

⑥ 

東京晴海

大阪港会場( I日)

{ 頃向にある 。

この意味て新設された大阪の新会場一一インテ ックス

大阪ーー は、ハイレベルな展示空間と、高効率な使用を

可能とする会場システム、さらに、巨大な多目的共有空

間 ( 屋板のある広場) をもっ施設として、今後の見本市

会場の l つの典型を示していると考えられる 。

( 東畑建築事務所)

④ 

100M 300M 500M 8 0 0 M 
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インテックス大阪の表情
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大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場 の 建 設

山 本 晃

l仮 国 際 見 本 l↑7新 会 場 は 、 昭 和60年 5 月 10 日 、 晴 れ や か に 竣 工 式 典 が 行 な わ れ 、 同 5 月 15 日より 7 日間に

わた って 、 ジ ャ パ ンメ ッ ク85、 フ ァ ク ト リ ー メ カ ト ロ ニ ク ス 85の二つの見本市が、 同会 場 の こ け ら 落 し と し

て 開 催 さ れ た 。

こ の 新 会 場 は 、 昭 和53年 か ら 、 そ の 計 画 に 若 手 し 、こ の ほ ど 、完 成 し た も の で あ る が 、 以 下 に 、 そ の概 要

と 背 景 に つ い て ふ れ て み た い 。

大阪市は、昭和64年 に 市 制 100周 年 を 迎 え よ う と し て い る が 、 こ れ を 記 念 し て 数 々 の 事 業 構想 が打 ち出 され

ている 。 中 で も 、 大 阪 臨 海 部 に お い て 計 画 さ れ て い る 「 テ ク ノ ポ ー ト大阪計画」は、 21i 立紀の国際文化情報

都 市 、 大 阪 を 目 指 し て 、 そ の 規 脱 、 内 容 に お い て 最 大 の も の で あ り 、 大 阪21世紀計画との関連においても、

極 め て 注 目 に 値 す る も の と 言 えよう 。

こ の 一 大 プ ロ ジ ェ ク ト は 、現 時 点 よ り 21世 紀 初 頭 ま で の 長 期 に わ た って 取 り組まれるものであり、現在、

埋 立 て の 進 む 北 港 地 区 を 中 心 と し て 、 慨 に 開 発 の 進 ん だ 南 港地 区 の北 部 を含めて 、700haに も 及 ぶ広 範 な 地 域

を 対 象 と し た 計 画 と な っている 。

そ の 内 容 は 、 先 端 技 術 開 発 、 国 際 交 易 、 情 報 通 信 の 三 大 機 能 を 軸 と し て 、 各 種 機 能の 集 積 し た 新 ら し い 都

市 核 の 形 成 を 図 る も の で あ り 、 地 域 を 構 成 す る 三 つ の 地 区 は 順 次 開 発 を 進 め る こ と と し て い る 。

新会場ヵ、建設された南港北部地区は、この「テクノポー ト大阪」計画 に お い て 、 国 際 文化 ゾーンをはじめ、

国 際 交 易 、 情 報 、 技 術 開 発 、 レ ク リ ェ ー シ ョ ン の 各 ゾ ー ン が 配 さ れ 、 全 体 計 画 の 中 で 、 先 駆 的 に 開 発 の 進 む

地 区 と 考 え ら れ る が 、 そ の 中てい当会場は 、 先導 的 な 施 設 と し て 実現 されたこととなる 。

したが っ て 、 当 地 設 は 、 将 来 に わ た り 国 際 交 易 機 能 の 基 幹 施 設 と し て 、 人 、 物 、 情報、 文 化 の 多 面 的 な 国

際 交 流 の 拠 点 と し て の 役 割l を 担 う も の で あ る 。

こ れ ま で 、 昭 和 29年より、 30年 の 長 き に わ た って 多 く の 足 跡 を 残 し て き た 旧 国 際 見 本 市 港 会 場 は 、 新 会 場

にバト ンタ ッチ を し て 、 記 念 見 本 市 を 最 後 に 、 そ の 使 命 を 終 え よ う と し て い る 。

旧 港 会 場 は 、 建 物 自 体 の 老 朽 化 と と も に 、 阪 神 高 速 道 路 、 東 大 阪 線 の ル ー ト が 会 場 を 横 切 る こ と と な り 、

こ れ が 建 替 え 計 画 の 発 端 で あ った。

大 阪 市 で は 、 昭 和53年 に 新 会 場 建 設 の 検 討 が 始 め ら れ 、 そ の 後 、 広 〈 内 外 の 事 例 調 査 を 行 い 、 諸 条 件 の 分

析 検 討 を 行 な って 、 計 画 の 基 本 的 方 向 が 定 め ら れ た 。

そ の 後 、 昭和 56年 秋 よ り 、 基 本 設 計 及 び 実 施 設 計 に と りか かり 、 昭 和 田 年 2 月に 精工、 14カ月の工期をも

って 、 この 3 月 末 に 建 物 の 竣 工 を み た わ け で あ る 。

こ こ で 、 計 画 上 の い く つ か の ポ イ ン ト に つ い て ふ れ て み た い 。

我 固 め 大 型 見 本 市 会 場 は 、 従 来 よ り 東 京 と 大 阪 の 二 施 設 に 限 ら れ て お り 、 こ れ ら の 抽 設 も 諸 外 国 に 比 し て 、

見 劣 り の す る 施 設 で あ った こ と は 否 め な い 。従 って 、 新 会 場 は 、そ の 内 容 に お い て 、 世 界 の ト ップレベルを

目 指 し て 計 画 さ れ た 。

ま ず 、 新 会 場 の 配 置 に つ い て の 考 え 方 で あ る が 、 会 場 中 央の 広 場 、 イ ン テ ッ ク ス プ ラ ザ 、 ス カ イ プ ラ ザ を

中 心 とし 、 そ の 周 囲 に 展 示 館 を 配 置 す る 囲 み 型 と し て 、 各 館 を回 廊 で結ーぶ、合理的 な 動 線 計 画 に よ って 、 複

数 の 見 本 市 が 、 同 H寺 開 俄 可 能 と な る よ う に 計 画 し て い る 。 次 に 各 建 物 に つ い て で あ る が 、 展 示 館 に は 、 各 種

エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る た め の 設 備 を 集 約 し た 共 同 講 を 設 置 す る な ど 、 展 示 空 間 の グ レ ー ド ア ッ プ を 図 る と と

も に 、 六 カ 国 語 の 同 時 通 訳 が で き る 国 際 会 議 場 や 、 飲 食 、 サー ビ ス 施 設 等 の充 実 、 さ ら に 将 来 の情 報 化 時 代
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に 備 え て 、 各 種 ニ ュ ー メ デ ィ ア の 導 入 を 図 っ た 。

と り わ け 、 会 場 の シ ン ボ ル で あ る 、 イ ン テ ッ ク ス プ ラ ザ は 、 半 透 明 の 膜 材 で 夜 わ れ た 、 ゥ ー オ ー ル ト 状 の 立

体 架 構 の 大 空 間 と し 、 昇 降 用 の カ ー ブ ド エ ス カ レ ー タ ー を 設 置 す る な ど 、 機 能 性 に 富 ん だ 、 水 準 の 高 い 施 設

としたことが、特徴として挙げられる。

建 物 の デ ザ イ ン に つ い て は 、 シ ン プ ル な 形 と 、 ソ フ ト で 調 和 の と れ た 色 彩 に よ っ て 、 会 場 全 体 を 構 成 す る

こ と を 基 本 と し た が 、 こ れ は 、 当 会 場 で 開 催 さ れ る 様 々 な 催 物 に 対 し て 、 そ れ ら を 引 き 立 た せ る 役 割 を 意 識

したためである。

し か し 、 当 施 設 の 顔 と な る 会 場 正 面 の デ ザ イ ン に つ い て は 、 直 綿 的 に 構 成 さ れ た 、 セ ン タ ー ビ ル と 大 屋 根

の 大 ヴ オ ー ル 卜 及 び メ イ ン ゲ ー ト の 屋 根 の 三 つ の 小 ゥ ー オ ー ル 卜 が 造 り 出 す 幾 可 学 的 な 形 と 、 こ れ ら の 面 に は 、

均 や 繰 を 写 し て 変 化 す る 、 ハ ー フ ミ ラ ー ガ ラ ス 等 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 ダ イ ナ ミ ック な ア プ ロ ー チ 空 間

の 形 成 を 、 図 っ た も の で あ る 。

以 上 が 、 こ れ ま での 経 過 と 計 画 の 概 要 で あ る が 、 こ の よ う な 計 画 の も と に 建 設 さ れ た 新 会 場 が 、 圏 内 は も

と よ り 、 国 外 か ら 訪 れ る 人 々 の 目 に 、 美 し い 風 索 、 す ば ら し い 建 物 と し て 映 る こ と を 願 う と と も に 、 こ の 会

場 が 、 今 後 、 大 阪 に お け る 、 入 、 物 、 情 報 、 文 化 の 国 際 交 流 の 拠 点 と し て 飛 躍 し て い く こ と を 、 切 に 願 う も

のである。

( やましと あきら 大 阪 市 ms 市主主備局長 )

大阪国際見本市新会場 ( インテ，? スオ オサカ )



大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場

建 築 計 画

大阪市都市整備局

東 畑 建 築 事 務 所

大鋭校総会見本市会場について新しい事例の見られないわが国の

現況下で、その計画 ・設計・地工を行うことには幾多の困難が伴 っ

たが、そのすべてのプロセスを通じて、施主である大阪市経済局の

なみなみならぬ熱意と御努力と多くの御教示 をいただき無事竣工を

比ることができた。 また工事にあた っては、各共同企業体および、

その他工事業者一致協力のもとに、厳しいスケジュール下で最善を

尽され、無事完工を来された 。 ここに深〈感謝と敬意の念を表した

し、。

立 地

敷地は、大阪市中心部より約 l Okm圏にある南港ポートコンプレ ッ

クスの北西部分に位置して、大阪テクノポート計画、国際文化ゾー

ン榊悠! 等、 21世紀への拶「を架ける商術大阪の海の玄関口にあり、ま

た南港ポートタウ ンに北接して、千戸、! f I 正・白い雲 ・港 ・船 ・水平線

とい ったイメージのある、はるかに六 1[ 1 の山なみを眺望できる忠ま

れた環境にある 。

敷地は東西に 500 m、南北に約 250 m という長方形で、東・西 ・

北三75はさとl 南港地区において最後に残された未利用地とな っており、

当敷地を含めてすべて埋立地である 。 また敷地南西には、南港の幹

線街路である E液状北線をはさんでニュートラムの終点中ふ頭駅があ

り、西711. 5km地点には野13公園が開設されている 。

計 画 の テ ー マ

わが国における大型見本市会場は、現在大阪、東京の 2 施設に限

られており、単体の見本市会場としてはいくつかの優れた事例が見

られるが、大型国際見本市会場としての新しい施設は近年皆無であ

った。

新時代に対応した国際的な施設をとの関係各方面の強い要望もあ

って、主管局サイドではすでに、広〈内外の事例を調査研究され基

本構想、を固めつつあ ったが、私ども設計チームとしても 57年春、あ

らためて海外の新施設を調貸して、さらに計画に慎重を期すことと

した 。

当会場の施設計画に関しては、昭和 56年 3 月、大阪南港環境整備

公社により「大阪国際見本市新会場建設に関する調査報告j として、

その基礎的調査報告がまとめられていた 。 この報告書では、大阪市

施設概要

敷 地 面 積 128 ，986m'

生I l 物延l辰

雄 物 榊 造 脱 線

天 井 高 さ

而f r ! ( m') ( m)  

1  
与Jヨ」

自官 6. 456 

鉄 骨 j丘、 部 鉄 筋

地 上 l 階 12  

コン クリート i丘

2  号 7 .965 

鉄骨造、 一 部 鉄 筋

地 上 l 階 12  

コン クリート i車

3  号ー 自官 6. 11. 0  

鉄骨造、 一 部 鉄 筋

地 上 l 階 15  

コン クリート i車

4  -!j- 自官 7. 942 

鉄 1'j' 造、 一 部 鉄 筋

コンクリート m
I也上 1 階 12  

A ゾーン 5. 819 

鉄十' i".i宜、 ー 膏11鉄 筋
t也上 1 .智 12  

コン クリート i宜

5  ｾｽ館 B ゾーン 5. 381 

鉄 1'j' 鉄 筋

地 上 3 階 5  

コン クリ ー ト造

J 十
11. 200 

6  
-l} もIiI 8 . 083 鉄 骨 造 地 上 l 階 7  

7  
平J孔

自官 8 . 083  欽 fr 造 地上 1 階 7  

イ ン テ ック スプ ラ ザ 2. 987 

鉄 ＱＧｾ 泣
最 頂 部30

(支柱li 鉄筋コ ンクリート造)

セ ン タ ー ビ ル 5. 891 鉄 筋 コ ン クリート造

I也下 1 .管

地 上 2 階

アーケード ・回廊. その他 10. 201 

f }  74. 918 

展 示 面 積 及 び 最 大 小 間 数

展市而H l 最 大 小 間 数

( m') ( 小r. I1 3 mX 3 m)

I  号 E官 5. 082 280 

2  号 自官 6 .729 380 

3  
号 s'Ii  

5. 119 286 

4  
号 書官 6. 729 380 

A ゾ ー ン 4. 728 279 

5  
.c;司

sIi B ゾ ー ン 1. 625 80 

6. 353 359 

6  4J  aii 
7. 506 424 

7  4J  sj' i  7. 506 424 

11; 外 /J を d ミ 上場
(  2. 900 )  

{ }  45. 029 2. 533 

経済局の国際見本市施設運営に関する基本的方針をもとに、それを

具体化する施設計画の基本方針が述べられ、いわゆる基調報告書と

して、その後の基本計画にあた っても、この基調報告を必要に応じ

て引用踏襲した 。

新会場の計画 ・設計のテー7 は、以上をふまえて 、つぎの三点に

集約できる 。

1) 高質で均質な展示空間の実現と、複数見本市の同時開催可能な

会場づくり 。

2) 新時代に対応したソフト商霊視の新しいタイ 7. の会場、すなわ

ち下支え施設の充実と、タE と遊びのある会場。

3) ダイナミ ックな国際交流の場にふさわしい造形、ユニークで美

しい都市環境の形成。

規 模

海外の見本市会場は、概して広大な敷地と床面積をもつものが多

〈、中には敷地面積が97万m'、延床面積47万m' という巨大な事例も

見られる 。

基本構想段階ですでに、当会場の規模は、ほぽ決定されていたが、

基本設計に際して、果してこれで其に国際的に通用しうる会場とな

るのかという懸念はあった 。

建築と社会/ 1985年 7 月号 75 



基調報告での有効展示面秘45 ，000m' という数字は、大阪における

過去の実績と将来予測まり割り出されたもので、大型見本市の最大

規桜を 想定したものである 。

一方、近年、専門見本市は大型化の傾向をたどり、かつ同時開催

による 相乗効果が評価 されて、その受入れを考えると、従来型配置

の会場パターンでは施設全体規棋が拡大せざるを得ない状況となる。

また、ハノーパー ( 西ドイツ) 見本市などに見られる専門館方式も

施設規模拡大の一因であり、旧港会場 3 号館や各地に見られる重層

タイプ( 百貨庖方式) の展示館も、その使用目的が限定されるため、

規模拡大の一因となる 。 さらに、展示空間の単位設定、すなわち l

展示館の規模設定そのものも施設全体の規模に彬科を与える 。極端

な例 として 、 1 展示空 間 を45，000m' もの大空間にしてしまうと、同

時開催はおろか、 中規模見本市にも使用不能となる 。

以上の状況に対応させるため、当計画では、規模計画に関連して

下記の方針を定めた 。

1) 展示空間全域について、展示者のあらゆるニーズに対応しうる

質を確保する 。すなわち「高質で均質な展示空間 J の実現。

2) 上記の展示空間の11の高さと、全域にいたる均質性を前提とし

て、複数見本市の同時開催が容易にできる会場づくりの工夫。

3) 展示者の巾のある要求に対応できる展示館の最小規模と、その

組合せによるバリエーションの設定。

① 1，600m' ...... …・ 一一… 5 号館 A ゾーン

② 5，000m' ・… ・・ ・… l 、 3 および 5 号館 A ゾーン

③ 7  ， 000 m'  - 7， 500 m'… 2 、 4 、 5 ( A + B )  6 、 7 号館

④以上の組合せ

5  ，000 +  7，000 =  12  ， 000 ー「

I  24 .000 一 「

5，000+ 7，000 = 12，000 _ j  130 ，000 一寸

I  I  45 ，000 

1，600+ 5，000= 6，600 ー_ j I  

7  ， 500 x  2  =  15  ， 000 ー 」

4)  全体としては国際的規模の大型見本市が、開催可能な有効展示

面積の確保。 ( 45 ，000m') 

配 置

本会場の配置は、 7 つの展示館群と管理センタービルを囲み状に

配して、外周音11をよi互に 、内部広場制IJ を人に開放することを基本とし、

各展示館は、相互附にアーケードを設けて緩衝空間を形成し、単独

使用も、また 2 - 3 館の一体的使用も可能である形とした。この基

本的配置によって、歩行者と率は完全に分離され、さらに展示空間

の規模も可変となり、いわゆる複数見本市の同時開催が可能となっ

た。 また、設備幹線、歩行者動線は短紛され、展示館付属諸室をサ

ークル状に配置することにより、述給 ・管理がスムーズに行なえる

ようにな った。

会場のメインゲートは敷地の西方に定めたが、これは当会場への

メインのアクセスの一つであるニュートラムの走る方向であること

と、将来、テクノポー ト大阪計画による国際文化ゾーンの歩行者幹

線がこの位置に設定されていたことによる 。ま た敷地が東西に 500

m と長大であるため、敷地東方にサブ的ゲートを設けて、これを束

ゲートとした。

会場への主たるアクセスは将来、地下鉄が延伸されるが、当面は、

(1) 市営および民営パス (2) ニュートラム (3) 乗用車と設定されており、

これに対応して来 ・西岡ゲートに隣接させて、合計 2400台の駐車場

とパスターミナルが設けられている 。

管理センターは、当会場の運営主体である( 財) 大阪国際経済娠輿セ

ンター ( OSAKA I NTERNAT I ONAL EXHIBITI ON CE NT E R 

ー略称 INTEX OSAKA) をはじめとして、( 社) 大阪国際見本市委員

会、インフォーメーションサービスゾーン、エネルギーセンタ一、

コントロールセンタ一、防災センターによ って構成される 。 問主主物

は、囲み配置のー苦11 を榊成する様南北に長〈一直線に配置したが、

(j) 

駐車場

メインゲート

駐車場

環 状 北 線

E ヨ 岐川集会スペース

亡ヨ付商談…

スペスン-フトスレ
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全体配置と下支え施設の位置
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これは、メインアプローチを受けとめる、いわば「門 j であり、メ

インゲートと一体的に織成して、 1 階部分を会場全体のホワイエ空

間1としてとらえている 。

管理センターと展示館群を囲み状に配することによって、会場内

歩行者動線は飛躍的に短縮されるが、通常の内音II ! f i ' l J *哉は展示館に沿

ったラインに発生するため、このライン上に ri19 m の回廊を設けて

すべての展示館を連結することとした 。 この回廊は、雨天と夏の直

射日光をさえぎる役割を果すが、また歩行者和1 i を明石在にして、中央

広場に空間的独立性を与えうることとな った。

一方、展示館は、その準備j ' 撤去段階において、おびただしい数

の一般半、大型車、クレーン専などが出入りして、サービスヤード、

サービス道路は阜で満たされるが、この囲み配置システムによって、

開催中の見本市にま ったく影響を与えずに、 13lJ見本市の準備 - 撤去

が囲み配置の外周部分で可能となり、効率よく h 安全に、スムーズ

に複数見本市を同時期開催できることとな った。

平 面 計 画

当会場は、平土問単層展示館をその基本とした大規模施設で、平

面方向の広がりが極めて大きく、かつ複数建物による群建築である

ため、金平面を秩序づけるための手法が必要で、このため 6 m X  6  

m の正方形グリ y ドを敷地全域にかけて平商計画の寸法的基準とし

た。一方、展示用標準小間割りを 3 mX 3 mと定めたが、上記のグ

リッ ドはこの小間寸法の{ 者数でもある 。

一般展示館は、 6 m グリ ッ ドの 5 倍である 3 0 mx  3 0 mをその柱聞

の必要最小寸法として、その 2 倍の 6 0 mを館巾寸法とした 。

各展示館には、エントランス、サプエントランス、主催者事務室、

使所、電話室、電気室、分 ｾￛ 盤室とい っ た 言 者 室が必要であるが、 こ

れら諸室の配澄は、中庭1RJ j - 列に、全体として環状になるように設

定した 。 これは、後述する共同様の上官[1にあたる位置で、会場全体

の設備幹線ルートとも一致するが、人もエネルギーもサークル状に

最短距離とな って、解りやすく、経済的な配置とな った。

2 館以上の面般を必要とする見本市に対応させて、当計画では展

示館i ! I I 結システムを工夫したが、これは、図に示すように 2 館より

全館までの述結が可能で・あるように、

1)  6  m X  3 枚 = 1 8 m巾のシャ y タ一間口

2) 12 m - 18 mのエントランス関口

3) 6  m巾のシャ ッターおよびサブエントランス関口

の 3 種類の関口によ って、各展示館相互をつなぐものである。この

システムは、回廊側に生ずる歩行者のサーキュレーションとは別に

展示館内部に歩行者のサーキュレーショ ンを発生させて、囲み配置

の欠点である回廊に歩行者が集 中するという状態を回避している 。

展示館相互間には、アーケードと呼ばれる巾 1 0 m高さ 8 mの空間

を設けたが、これは囲み配置に明けられたいわばスリ ッ ト空間であ

り、 2 階部分にレストラン、 l 階部分に喫茶 ・スナ ックと休疋!スペ

ースを設けている 。 ここは展示館相E のク ッションとしての役割を

もっており、展示動線上にあって休恕、食事、談話のできる場所で

あり、また中庭側から外周部へと至る重要な避難経路でもある 。

展 示 空 間

1) 一般展示館

hl 外を比る

_ . - 展示動線

・圃・展示館跨塗

展示館と展示館の問のつなぎの空間

中央広場からの避難勧線

展示空間の理想像は川、かなる空間をも仮設しうる広がりと装備

をもったJ i ' t 空間砂であるといえる。また均質空間とは床、天井にい

たる装備、寸法、室内環境、設備供給システムなど、すべてを満た

しながら連続する空間と考えられる 。

展示館規模については、前述のように概略5 ，0 0 0 m' と7，000げの 2

;f; l 類の空間単位を設定したが これをつなぎのシステムによ って

12 ， OOOm'  - 3 0 ，0001げまでの可変空間としている 。 展示室間の自由 j支

を計るためには僅カ無柱空間であることが望ましいが、多数の事例

調査に基き 3 0 mX 30 m グリ ッ ドの無柱空間を設定した 。

空間高さについては、展示物寸法、クレーン車による吊込み、建

込み解体作業などを考慮して、 トラスト下 12 m を襟準としたが、こ

れは通常巧えられる見本市についてはすべて対応しうる寸法である。

また、! ! ( ( 明については、本来、展示の徳類に応じて人工照明を行

うことが基本とな っており、自然採光は好まれない。 したがってメ

ンテナンスと、その他特殊用途を想定した採光のみを、上部のト ッ

プライ トと壁面の保光ギ ャラリーにて確保することとした。このト

ップ ライトには採光コントロールのできる屯動開| 羽式ルーパーが設

置されている 。

床は見本市会場においては、も っとも重要な部位とされており、

あらゆる展示物を想定して計画される必要がある 。大型卓、クレー

ン阜の走行や大型基礎の埋設等苛酷な 条件が多い 。計画では、これ

らの状況を踏まえて 比較検討の結果、許容床荷重 5Ton/ m' を有する
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アスフアルト舗装を採用した。

搬出入口については、歩行者エントランスとの関係、小附i配置、

搬出入動線などを考慮して 30mグリ ッ ドに l ケ所を基準として配置

した。 その仕様については、特殊開閉装置による、非常口付パ ネル

型昇降扉 ( 金高 6 m) を新しく考案した 。

2) 5 号館

前述した理想的展示空間は、本来オールシーズ ンに耐えられる笠

気調和設備を有するべきであろうが、これを全館に望むにはコスト

上の限界がある 。 そこで当計画では、 5 号館を選定して、夏冬の利

用にも耐えられかつ、多人数の集会など広〈多目的に使用しうる冷

暖房設備付無柱展示館とした 。

3) 5 号館 B ゾーン

5 号館は、面積約5，OOOrげの A ゾーンと、約 l ，600m'の B ゾーンと

にスライデイングウオールによって仕切ることができるように考え

た。 この B ゾーンは、天井高 5 m、中央の柱間 1 8 mで、展示場とし

ては、当会場内唯一の構造スラブ方式とな っている 。蛍光灯とタウ

ンライト併用による明るい照明で いわば百貨庖スタイルの展示室

となっており、精密機械や宝石類、小型の見本市をはじめとして、

各種の集宴会、他のイ ベントのための準備室、控室など 、そ の規模

的、位置的特質によ って 多種多様な用途が考えられる空間 である 。

4) 3 号館

より広〈、より高い無柱空間があれば、大型ヨ ッ トなどの特殊展

示、サーカスや相撲といった特殊イベント、その他スポーツなどに

も使用できて、見本市会士会の多目的性、複合用途性が強まり、魅力

が増大して、使用効率も高ま ってくるであろう 。 このような主旨で、

3 号館には、平面寸法72m X 7 2 m、トラス下 1 5 mというスケール上の

特質を与えた 。 ここには 、屋外展示場と巾 2 4 mの広いアーケード、

広いサービスヤードが隣接していて、上記の特殊用途を支える役割

を果す。今後の利用が楽しみな館である 。

5) 展示空間の供給処理システム

展示空間には、それを支える各種エネルギーの供給処理が、スム

ー ズに、迅速に行われる必要がある 。 3 m X 3 mの際準小間宮IJ から

割り出した 6 m ピッチの床蘭ピ ッ ト ( サブピ ッ ト巾 500 ) と、これ

を直交方向につなぐ連絡ピ ッ トがそのルートとなる 。 このサブピ ッ

トは、電気用と機械用とが交互に配されて、全空間を均質にカバー

している 。サブピ ッ トは展示館付属諸室の位置で、その下部に設け

られた設備共同様( メインピ ッ ト有効 rtJ2 . 1 mX 高さ 2 . 1 m ) につな

がるが、この共同議には、照明、動力、電話、給水、ガス、圧縮均

気など 6 種類の館ごとの幹線が走 1) 、混雑する準備段階にもスムー

ズに作業ができるよう配慮されている 。

排水についても、各機械用サブ ピ y トに て展示館外周音11へと導か
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れてメイン管へ といたる 。各館メイ ンピッ トへエネルギーを供給す

る会場全体としての幹線は、前述のように、囲み配置の内部サーク

ルを利用して環状に設置されて、セ ンタービル地下のエネルギーセ

ンターへと接続されている 。

展示館採光 ギャラ リー

屋 根 の あ る 広 場 ( イ ン テ ツ勿スプラザ)

見本市会場はたんなる商取引の場ではなく、幅広く国際交流の場

として機能しなければならないが、そのためには、機能性やデザイ

ン 性はもとより、ｾＨと遊びをも っ た創造性のある空間づくりが必要

となる 。 当会場では、阻み配置によ って生み出された内部広場の半

分に大屋根を架けて、残り半分を空の見える広場とし、両者のコ ン

ビネーショ ンによ って「巨大な遊びの空間J を形成した 。 この屋恨



のある広場は、閉み配置の中央にあって通常は通行と休疋!の用に供

されるが、時には単 ｾＱＱ でイベント広場としても使用され、また Ｕ 号

館で開催される大ノマーティーのためのロビー、ラウンジ空間として

も機能する 。 この「巨大な共有空間 j の実現によって、会場はその

一体! 惑を焔め、また、スケールと織成が非日常的であるために、人

々に熱気を与えて、会場全体の盛り上り! 惑を高める働きをする 。

立体トラスによ っ て匁 ｾｦｪｾ したウ Ｎ オールト形状の骨組上に、四フ ッ

化エチレン 1y: IJJ 旨コーティングガラス布を帰りめぐらせたこの大屋桜

は、 H下年、わが国初の 'J' 日. 久的骨組版榊造として大臣認定されたもの

である 。昼似而より }i 聞にまでjili 統する立体トラスを通して、ガラ

ス布を通過した淡い光が射込む巨大な半屋外空 J}円、 ili1J にも l' i ' frにも耐

えうる存 .(I :感のある空/ I r J 、日本的な光 ｉ ｾｴｾ＠ [ . のあかり ー のl床わいを

もっ空間、そしてさまざまなイベントをい っぱいに拙けるキャンパ

スとしてのを/ I l J 、そのような空間l を意図してこのインテ ックスプラ

ザは設計された 。

下 支 え 施 設

本計画の 3 大テー? の l つである下支え地設の充実を計るべく、

各地設の縦模や性絡を検討したが、商取引の場であると同時に、技

術 ・デザイ ン情報の同際的; な交流の場である見本市会場としては、

海外の新しい 'J¥. 例に比べるとまだまだ面総面での充実度が少いよう

に，思われる 。欧米とわが怪! とでは間的、流通機構、運営方式などの

i @いがあるので、いちがいに別様によ って充笑 j交の比較をすること

はできないが、ノド計画ではそっい った状況の中て¥できるだけ効率

よく機能するよう各焔設の計画をすることを目標とした 。各部計画

にあた っては、効率ということを J 号えると、概ね、施設の集約化お

よび相互のつながりの良さがポイントとな ってくる 。 そこで各展示

館に付属するものとしては、最低必要と思われるだけの飲食関連施

設、主 ｦｩｾ 者 Ｇ ｊ Ｂ［ 務室や屯話などのサービス関述施設、休 ＺＧｩ ｦ｜スペースな

どのみであるものとして、他のほとんどの部分は管理棟と 5 号館に

集約し、

1) 会談ゾー ン ( 会談、集会関述施設)

2) レストランゾーン ( 飲食関述施設)

3) 主催者ゾーン ( 主催者関 i主砲設)

4) 1  .  F ゾーン ( インフォーメーションサービス関連施設 )

5) 告・型ゾーン ( 管理関連焔設)

の 5 つに大別し、それらの効率良い融令を計 った。具体的には次の

項目についてf I 1 i l j 1 にふれてみたい。

・国際会議場 5 号館 B ゾーン 2 階 414m'

主として、 200- 400人の規模の集会、会議に対応させるもので、

多目的利用を巧えて平土 Jj¥J としている 。会議集会関連施設の中心を

なすものであり、 6 ヶ国語同 11寺通訳設備、音響調光設備を備えた本

格的な国際会議場である 。

・ 5 号館 A 、 B ゾーン

空気調和設備をもっ 5号館 A . B ゾーンを、ー集 ・宴会施設として

使用できるよう、 ＡＡｾｬＮｬｬｪｊ 、音科などの装備を施して、 ｂ ゾーンについ

ては 500- 1 ，000人位度、 A ゾーンについては 2，000- 5 ，000人程度、

最大7，000人までの集宴会に対応させるものとした 。

・特別レストラン 5 号館 B ゾーン H皆 80席

科: 理センターの共用ロビーに面して、屋似のある広場を見下す位

置にあるこの施設は、重要なバイヤーや招待客、国際会議の出席者

や関連者、主催者や出展者の役員、 V 1  P 、とい った人々を利用の

中心として巧えたもので、その意図は、展示会場の雑音や一般入場

者のi 1t維に妨げられることなく、商談や歓談を行える場所を用意し

ようとしたものである 。 とくに欧米には、飲食を通じてのコミュ ニ

ケーションを非常に大切にする習世1があり、こういった国際性を当

会場にももたせようという目的もあった 。

・仮設飲食施設

飲食施設をコミュニケーションの場として大切にしようとする習

慣は、わが国にも次第に定着しようとしている 。 当会場では、恒久

的な飲食施設として 5 r; 可制i計 684 I市を用意して内容面でも充実を計

ったが、大山見本市への対応としては、必ずしも充分とはいいがた

い。 当会場のパブリ ックスペースは、アーケード、インテックスプ

ラザ、スカイプラザなど、 1lt 't1ともに充実しており、エネルギーの

供給処理も可能であるため、展示館内部も含めて、仮設的に飲食施

設を設けることが可能である 。計画では、席数約 600 程度の仮設レ

ストラン、カフェテラスを予定して、近い将来、年に数回開催され

るであろう敢大級見本市に対応させることとした。

国際会織場

5号 館 A ゾーン

特別レストラン

センタービ J レ

インフォメー

ションロビー
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断 面 計 画

見本市会場の展示空間] には、均質性と iili 続性とが求められる 。 ま

た、展示館断面の北本形状を定めることは会場全体の造形の基本を

定めることにつながるため、計画プロセス上きわめて重要なスタデ

ィとなる 。本計画では、上図に示すようにいくつかの構造 ・形態上

のプロトタイプについて、その断面を検討したが、村に示すもっと

も均質で・無性格な短形断面を係ることとした 。 これは、後述するよ

うに、一般展示館群の水平的な広がりを強調して、その中央に突出

する展椴のある広場との l明碓な対比を求めるためでもあった 。

屋恨のある広場の断面計画は、会場全体の造形と、広場のイベン

トスペースとしての盛り上り感を決定づけるものであり、とくに慎

重に計画を進めた 。計画では上図に示す各断面、さらに多くの断面

について検討を行ったが、明快な無柱空間、会場の中心 lこ嫌り上り

感を与える形、無性格な展示館群との対比、囲み配置にメインアプ

ローチの方向性を与える形、構造的明快性、経済性に優れるなど多

くの特性を生かせるもっとも望ましいものとして( ロ) のウ寸ールト

案を採用した 。 また' i n l l : り上り感を表現できる展示館とのバランスの

とれた高さは、 G L + 31m と判段した。ただし、ヴオールト形状に

ついては近年広場やアーケード空間などに数多く使われており、本

計画では、従来の桜倣に終ることなく新しい技術を背最とした新し

い空間を 創 り出す努力をすることに留意した。
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立 面 計 画 と 外 装

港と広大な敷地、新しい国際交流の場とい

う用途により述恕されたイメージは、水平に

のびやかに広がる建築群とそこに突出した形

をもっ、個性的な、存在感のある造形であった。

このイメージにあわせて展示館群は、極力

I，15 さを担pえて ( パラペ ッ ト高 G し+ 12m 300)  

その，t，央に刊さ 31 m の大昼似を架けた 。

展示館は、怨物の将位化を計るために保用

したフ ッJi 樹JJ ¥' i ' 鋼板を折板1m工して、水平方

向にエンドレスに必りめぐらし、巨大な狩l に

それがっくりだす除 ;;[3による表情をつけた 。

また、多数のサービス LII による i世面打Ul1を避

けるため、 G L  + 2 ，500 までコンクリート援と

したが、これを竪リブポ色仕上として 1¥t: 1而と

の対比を計 った。 また屋似にト ップライト、

I投函下音[1に保光用のガラス箱 ( 採光ギャラリ

ー Ｉ をつけて、巨大な ｦｩｩ の Ｍｾｉｊ｜ をクリスタル

なぷ材に置きかえた 。同時に建物を少し づっ

ずらし配世として、必2築1洋に| 色彩と変化を与

え、相互聞のアーケード部分に、カ‘ ラスの打l

( レストラン ) を取付けて、プロ ック間スリ ッ

トとしての表情を強調した 。

大屋似は広場内耳11のイメージから採川され

たフ ッぷ樹脂コーテインクガラスクロスによ

る昼似村をそのまま外部にあらわしたもので

あるが、セルフクリーニング性能をもつぶ村

の白い色が展示館左足恨との対比をきわだたせて、その j例止を強調し

ている 。

メインアプローチの )J 向である丙 I簡は、この建物の中でも っ とも

特徴ある立面をも っている 。 l立径42mの半円形の大屋桜友商と延長

100 mに延びる一直線のセンタービル、そしてその手前メインゲー

ト上の 3 つの小引ウオールト )i 而、さらに 5 号館の斜めにカ ン卜さ

れた唯面、これらがいづれも ミラー効! ，J i : を有するカ、ラスのカーテ

ンウオールで寸梓成されていて、 i主近感を J) t わしながら続き空や紋を

うっす。 この景観は奥行9 0 mのゲート広場と、そこに納えられた 28

本のイチョウの紋によ って、さらに 1; !1i調される 。

1I と巣、そしてハー 7 ｾラーガラスにうつるさをと触、さまざまな

展示会のにぎわいを包み込むのびやかでダイナミ ックな景観が、可

後開催されるであろう数多くの凡本市を盛り上げて、その役' ，'IIJ をし

っかりと来してくれるであろうと願うものである 。

( 文 資 叫 築 附 $:3i 課 長 谷 山 )

玉 任 伎 附 松 本 博 { 費 j

展示館群と

大屋根



地 盤 概 要

大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場

構 造 計 画

大阪市都市整備局

東 畑 建 築 事 務 所

本敷地は、旧海岸線より約 3. 5 km松皮沖合の大阪湾を足主立てた

「大阪南港」の北西の一画である 。大阪南港は、昭和33年から埋立

てが開始され、現在ほぽ埋立てが完了している 。敷地内において、 60

m 間隔に実施された土質調査における標準的な地盤の構成を、 図 1

に示す。 C L - 1 5 m付近までが、 N11rr10前後の主主立土、 C L - 4 2 m付

近までが、沖積粘土層で N値も上部 0 - 6 、下苦113 - 9 と変化して

いる 。 C L - 4 2 m以深が、砂層と粘性土層が互層とな っている洪初

土層である 。上部の中砂を主体とした砂j宵は N 他が60以上もあり、

G L  

マ

寸一一

。

。。

石炭灰 埋立土

盛土層

1日m→「ーι 」 埋立結土

国一
( = 12  

粘性土膚 !  沖積土層

- 30m 

ー 刊 m

砂 層

砂れき膚 1  1  ( 天満層)

- SOm 洪積土膚

粘性土層

- 60m 

砂 層

- 10m 

図 - 1 地盤概要、杭枠組図

また、この層下部の砂礎層は、一般に天満砂礁層と呼ばれ、 N値 60

以上を示す。砂層厚は、平均 5 - 6 m程度である 。粘性土層は、 N

f直が 7 - 15で、ところにより 20以上を示し、やや過圧密な粘土であ

る。下部の砂層は、制II 中砂を主体とし、 N値60以上を示している 。

沖積土層 の粘性土は 、埋立て直後よりサンドドレーン工法にて、

圧2訟を進行させている 。 また今回工事期間中には、ディープウェル

工法による強制圧密も行な ったが建物完成後も、ある程度の地盤沈

下が予想されている 。

基 礎 構 造

杭1也業には、鋼管杭 ( J 1  S  A  5525、 S T  K41 - K ) を採用し、

杭先端支持層は、 C L - 4 2 m付近の洪般砂奇襲層とした。 i村氏粘土層

が圧密未完のため、杭には負の摩燦力が{ 動〈 。この負の摩擦力の低

減を計るため、杭周囲にはスリ γ プレイヤーコンパウンド ( S L )  

を塗布した 。(図 1 参照) 杭打訟は、南に隣接した集合住宅団地へ

の影響を考慮、して、無騒音、無振動工法て“ ある 中堀り工法 ( T N 工

法、 T A I P工法) による埋込み杭とし、杭先端は、セメントミル

クによる根固めを行な った。 また、杭の水平耐力検討l時には、建物

完成後の地盤沈下を与慮、して、杭頭突出杭として設計した。

架 構 計 画

展示空間lを覆う屋縦、壁の仕上材料に要求される性能として、遮

音、断熱、美鋭、漏水、耐久性が挙げられるが、今回はそれらとと

もに構造体の経済性が要求された 。それには、まず下部構造( 基礎

地業) への経済性とともに不同沈下への対応として、可能な限り建

物の軽量化を計ることが必要であ った。そのために、上部架構は欽

骨造とし、屋恨u Hとしては、軽量化および前記性能も考慮して、

鋼板製長尺折版を採用した 。鉄骨架摘は、柱には 、角形鋼管柱 ( 耐

火被覆コンクリート巻 ) を 、梁には、軽量化、仕口部の簡素き、お

よび美観性を与慮して、鋼管平行弦トラスを採用した 。

1 、 2 、 4 号館は当初、中柱のない無柱空間として、 6 0 mX 9 0m 

(  2 、 4 号館6001 X  120m) の立体トラス版を架ける笑も検討された

が、中柱の存在が一般展示にはほとんど支障がないことにより、経

済性、屋桜トラスの地工性、工期、および他の展示館との互換性( 施

工 上) を考慮して、屋似構造を l ユニ ッ ト30mX  30mの立体トラス

版とし、 30m毎に本柱を設け、屋恨トラスと同一成の主トラスにて

主架構を形成した。 3 号館については、展示利用目的の違いから無

柱空間とする必要があり、スパン 7201 に十文字に主トラスを架け、

屋根立体トラスは 36mX 36 mとした 。

柱をコンクリート巻することにより剛性を高めた主架械と、建物

外周壁面に設けたプレース ( C T 鏑 ) とを、おもな耐 j及、耐益要素

とした 。屋般商の水平 IMII] 性確保には、斜交している立体トラス下弦

材を利用した 。主架椛方向には、地中裂を設けず、住l肉lは、杭によ

る水平剛性および回転剛性を考r&. の上、国定!支を定めた 。

建家内音11にある諸i室( 事務室、便所、電気室、機械室) は、鉄筋 コ

ンクリート造を主体としており、鉄骨造建家とは、エキスパンショ

ンジョイントにて縁を切った。これは、鉄骨造建家の対称性を守り 、

非対称性に起因する屋娘立体トラスの境界条件の乱れを防ぐ目的と、

鉄骨造と鉄筋コンクリート進との剛性の違いによる地員時水平カの

集中を避け、偏心応力の発生を i坊ぐ目的によるものである 。

住築 と社会/ 1985年 7 月号 81  



- 座制版は 30 m X 3 0 mを 1 .エニ y トとする

鋼管立体 トラス 情造 ( 0 = 2 . 0 m)

分区造

鋼管トラス

構びよお面断

;]日
目円 一

面平
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- 座制{上上村は長尺折版

(: 2 2)  

- 皮似版は 3 6 mX 3 6 mを l ユニ y トとする

鋼管立体 トラス 憎造 ( 0 = 2 . 0 m)
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図 - 2

同 N L

プヨb

J NF 一 期

3 0 m X 3 0 m (  1 、2 、4 号館) 及び3 6 mX 3 6 m 

(  3 号館) を 1 ユニ ッ トとする重構面 グリッ ド

で構成する鋼管立体トラスを採用した 。

立体トラスの基本ユニ ッ トは、 図 2 に示す

ように両面( 上下弦菌) とも、平行グリ ッ ドの

タイプ A および C と、片面平行グリ ッ ド、片

面斜行グ リッ ドのタイプ B 、D があるが、検

討の結呆、今回はタイプ B を裏返したタイプを係用した 。そのおも

な理由としては、つぎのことが挙げられる 。

(1) 圧縮側となる上弦面を グリッドの密な平行グリッド、引張側となる

下弦商をグリ ッ ドの粗な斜交 グリッドとすることにより、合理的である 。

(2) タイプ C に比べて、下弦材交又音11の節点球数が、半減され、苦11

材数も減り、経済的で、ある 。

(3) 下から見上げた場合、上弦面との煩雑な重なりを避け、斜交し

た下弦材により意匠的な変化 をもたせる 。

立体卜ラス応力解析時における周辺境界条件は 、連梁効果による

応カの乱れ、および下弦材に圧縮力が働くことを避けるために、隣

接ユニ ットとは上弦材を緊結しないこととした 。 また、下部構造が鉄骨

造であり 、四辺の支点条件がすべて呉なるため、建物軒辺間柱上支点、

屋 根 立 体 ト ラ ス
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主架構トラス梁上支点とも、下部鉄骨σ〉変形を見込んだ、問。性評価

を行ない、知性支点として解析を行な った。 また、トラス梁上の支

点のパネ剛性の変化が、立体トラスの応力に大きく影響するため、

さまざまな条件のもとで、安全であるように、検討を行な った。

3 号 館 主 ト ラ ス

主トラス接合部は、日本建築学会「鋼管機造設計施工指針 ・同解

設J による許容耐力式に基づき、設計を行な った。この K 型分岐接

合部の耐力式は、径60ゆ- 510Oの主管を持つ接合音11での笑験結果に

基づく実験式で、ある 。今回 3 号館主トラスにおいて、 558. 8Oの主管

と267. 4世の支哲: の組合せがあり、設計段階での力学的性能を有して

いることを確認する目的として、実大供試体による試験を行な った。

試験は、 ( 財 ) 日本建築総合試験所において実施された。試験結果の

詳細は、同所機関誌 i G  B  R  C  J  No.38  1985.  4 に掲載されている 。

主トラスは、長さ 12mと長大スノ f ンであるため、現場継手を設け

る必要があり、弦材については、継手は現場突合せ溶接として、超

音波探 ｉｾ Ｎｊ試験、放射線透過試験、浸透探傷試験により、浴後部の品

質管理を行な. った。

骨 組 膜 構 造

インテ ックスプラザには、屋中艮五材として、テフロン樹脂コーテ

ットガラス繊維布 ( J写0. 8mm、米国製、シャフィノレ II ) を、 9 m X 30 

m の大パネル方式で、鉄骨架構の表面に取付けた骨組膜構造を保用

した 。

膜構造取付ディテールを、 図 5 に示すが、脱材料、設計外力など

詳細については、本誌1985年 1 月号構造の頁を参考されたい。

骨組となる架椛は、 42mX 72mの平面を覆う、ほぽ半円形アーチ

状の重構面グリ ッ ドで構成される鋼管立体トラス架構とした 。 トラ

スグリ ッ ド3 mX 3 m、トラスデプス 3 mであり、基本ユニ ッ ト

は、 図 2 のタ .イプ C である 。鋼管トラスは、節点球径を可能な| 浪り

小さくしたいという意匠上の要求と、本プラザの施工工期と、怨方

精度を考慮して、現場組立ボルト接合のタイヨーメロシステム ( T

M トラス ) を採用した 。( 図- 6)  

立体トラス架構は、鉄筋コンクリート造住頭に設けられた鋼製支

承により支持し、支承は鉛直荷量および水平荷重を、確実に下音11柱

に伝達する構造とした 。柱は、上部鉄骨支承反カを受ける片持柱と

して設計し、 4主脚曲げ応力は、桁行方向は基礎梁、張関方向および

妻面は、杭による回転剛性により処理した。

(;徳t削山凹裕失 米州山畑雌挫雌蜘築鈴刺糾'1併1>附E

縞稼 ヰ乎 ｾ 1/ t情稗造d必品技R附市j

写真 1 インテックスプラザトラス架構

図 4 - 1 加カ概念図
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街l T( ( P. ) と主管の圧縮荷量 ( N) との比を 示す.

図 4 - 2 I l t 荷経路

7・30

加カフ レーム
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図 4 - 3  ・t荷装置( 平面図 )

図 - 5 膜材の緊結方法
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図 - 6 T Mトラス仕ロ鮮細図

写真 2 架事陣中の全景
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大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場

設 備 計 画

大阪市都市整備局

東 畑 建 築 事 務 所

設備機器リスト (1)

- 電気段備

受 変 電 受 電 3ct3W2 2 k V 3 回線ス; j f Ｎｾ トネットワーク

特高変圧務 22kV/ 6. 6kV 4∞Ok V AX 3台 モールド型

高圧配電盤 7. 2kV600A VCB. 12 .5 k AX I 8台 閉鎖型

コンデンサー盤 S C3 0 0 k V A+ S RI8 k V A X  6 台 S C1 0 0 k VA+  S R 6  k V A  X  6 台

V S + P E 組込キューピク J レ型

所内変圧総 22k V/ 210V- 105V 100kVAX  1 台 モールド型 ( λ - & )

高圧電気室 16ケ所

非常用発電機ディーゼJ レ機関 水冷笠! t J 単動単サイ 7 1レ、900PS、1800r pm

発 電 機 3世3W6600V750k VA プランレス

直流電源装置 A H - E  2 0 0 AHX 2 基 A H - E  12 0 A HX 3 i 毒

A H - E  1 5 0 AHX  2 基 H S - E 15 0 A Hx 2 基

中 央 監 視 受 変 電 、 防 災 ( C R T + グラフィック)

動力、電灯、各種計盆、計j J l lJ ( CRT )  

弁降機運転表示( グラフィック)

日報作成装置、運転操作記録装置

自動無効電力制御機能

C V C F7tLi m.装置 ( 10k V A)

国際会議室 6 ヶ図諮問時通訳装置、管響装置、関光装置

35mm/ 16mm兼用型映写機 2 台、スライドプロジェクター .OH P

I T V監視屋内カメラ X16台屋外カメラ X 1 0台

監枕モニター展示室用 8 基 金 館 用 2i 左

防 災 設 備 自動火災報知、ガスもれ警報、防排煙制御l

非常放送、非常電話、誘導灯消灯制御

そ の他電話引込〔メタ l レー2300回線、光一10芯〕構内電話交換( 内400

回線デジタル式) テレビ・ラジオ共聴、電気時計、各自官単独

放送、音響装置( 5号館 A ゾーン) 、調光装置( 5 号館A ゾーン)

移動型調光装置、テレビ会議設備

・昇降機設備

エレベーター 乗用 11人采750kg 3  ｾ正Ｈｩ ｩｬｬ 圧式 Ｉセンターピノレ、レストラン ＨＲＩ 、 ＨＴＩ

人荷用20人乗1350kg 1 基( ロープ式) 5 号館 B ゾーン周

エスカレー1--{ 直樟) 800型3 0 m/ mi n  2  i毒 センタービ J レ

内航λカレザー 1200型2 5 m/ mi n 2 基 インテックスプラザ

ダムウェータ 200kg20m! mi n 2 4  レストラン( 1) 、 (3)

・映像装置

対捌綴示設情表示部 液品式カラー表示鍛 ( 3. 2X4. 3m 13.8 111' 約215インチ)

ｉｉｾｊ 御梨、スピーカ一、 ｚｅ 繍ノマ ｹ ケージ

センタ一段備部 矧げ象 ・音声fl1.l 1整阜、モニター装lli 、文字発生装lli カラーテレ

ピカメラ、 V D R卓( 傍止画 - 動画、 V H P、レザー) V T R架3/ 4" 、

1/2" )、 B G M、カセットデ y キ、ポータプj レV T R

そ の他監視用カラーテレビカメラ、エアーモニターマイク、補助スピ

ーカ一、インターホン

・産業情報案内段備

センタ一部光ディスタプレーヤ( 静止 . lfr};IT目立lt用型 ) 10台 光ディスク収納

架( 約1，1∞枚) 、光ディスクコントローラー パーソナルコンビ

ユー夕、 C R T、カラーモニターT V

端 末 部 5ブース〈パーソナ l レコンビュー夕、 C R T、カラーモニターT V )

画像案内設備 3i ま( 可搬型) ( パーソナノレコンビュータ一、光ディスクプレー

ヤ一、カラーモニターT V、簡易キーボード)
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電気設備計画

当 会 場 は 129 ，0 0 0 m'の 敷地に 7 棟 の恒 久 展 示 館 を も ち 、 従 来 の 展

示 会 場 に な い 会 場 施 設 を 有 し て い る 。 先 端 技 術 な ど を 導 入 し 、 ニ ュ

ーメディア最新機株類などの展示に対応、できる施設および設備内容

を 備 え 、 将 来 の 変 化 に 十 分 対 応 で き る よ う な フ レ キ シ ビ リ テ ィ を も

った設備計画を理念として屯気設備計画を行った。

電 気 設 備

1 . 受 電 設 備

当 会 場 の 受 電 設 備 容 量 は 、 旧 港 会 場 の 笑*;1お よ び 、 最 近 の 傾 向 を

考 慮 し 、 最 大10 ，000KWと し 、 屯 力 の 安 定 供 給 を 計 1) 、信頼性の高い、

2 2 k V 3 回 線 ス ポ ッ ト ネ ッ ト ワ ー ク 方 式 と し た 。 ま た 、 設 備 の 不 燃 化

お よ び 、 経 立 小 型 化 の 面 よ り 、 変 圧 器 は 、 モ ー ル ド 型 ( F 極) とし、

コンテンサ一群は別区画の専用室に設置した。

カ 率 改 善 策 に つ い て は 、 展 示 会 の 種 類 、 規 模 な ど で 負 荷 の 変 動 が

大 き い た め 、 軽 負 荷 時 、 重 負 荷 時 の 2 段 切 答 可 能 な 自 動 無 効 電 力 制

御が行なえるよう、 S C I OOk V A X 6 台と、 S C3 0 0 k V A  >)  6 台の 2 群 を

設置した。

2  高 圧 配 電 設 備

1 回 線の 、 供 給 容 量 を 最 大3 0 0 0 k V Aとし、展示館には、各館 2 ケ

所 、 計1 6ケ所の高圧電気室を設置した。

0 管 理 棟 系 統

0 プ ラ ザ 系 統

0 1 号 館 系 統 〔屯気室(1) 、(2))

0 2 号 館 系 統 〔 電 気 室(1)、(2))

0 3 号 館 系 統 〔 屯 気 室(1) 、(2))

0 4 号館系統〔屯気室( 1 ) 、 (2))

0 5 号 館 系 統 〔 屯 気 室(1))

0 5 号 館 系 統 〔 屯 気 室(2))

0 6 号 館 系 統 〔電気室(1)、(2))

0 7 号 館 系 統 〔屯気室(1)、(2))

0 予 備 系 統NO. 1

0 予 備 系 統NO. 2

0 コ ン デ ン サ 一 系 統NO. 1

0 コンテ。ンサ一系統NO. 2

3  . 中 央 監 視 設 備

特高電気重

広 い 会 場 に 分 散 設 置 さ れ た 設 備 機 器 の 効 率 的 な 運 用 と 継 持 管 理 が

で き る シ ス テ ム と し C P Uを導入し、 C R T 、グラフィックパネルによ

り、約3 ，0 0 0点の集中監視、計i J l lJ 、制御を行っている。おもな機能は、

下記の通りである。

0 受 変 電 ・発 電 機 の 監 視 、 制 御 、 計 illiJ



0 デマンド監視

0 自動無効屯力制御 ( 軽、重T . 1官I時切答可能)

0 発屯機のt . 革iI 制御、 f手復屯制御

0 空調動力 、照明のスケ ジュール発停 ・監視

0 計 ifll J値 の上下限監視および傾向 ifll J定

0 各機4fi tの運転、故障時の印字記録

0 各計 iWHu立の 日報作成

国 際 会 議 場 設 備

国際見本市会場の必要不可欠な地設のひとつに、欧米諸国では 、

国際会議場があげられるほど重要な役割をもつ会議場を有機的に、

効率良〈使用できる様に国連会議公用語が使用できる 6 ヶ国語同時

通訳装 出.を備え、また、 一般会議やレセプション、パーティなどが

行なえる多目的な機能 をもっ会議設備をイl耐えた 。主要機株は下記の

通りである 。

0 議長用マイクロホ ン 3 台 ( 議長、副議長、事務局長用 )

0 会議者マイクロホ ン 40台

0 通訳者操作器 6  i今 ( 6 ヶ国語用 )

0 誘導無線送信号器 1 架 ( "  )  

0 誘導無線受信号器 300f i  (  "  )  

0 有線受話線 5  i今 ( 6 ヶ国語用 ・プレスルーム )

0 カセ ッ トテー プレ コ ー ダ - 8 台( 6 ケ同誇用 ・録音記録用 )

0 発言婆求表盤 1 台

0 調室差点 1 l.!i 

映 像 装 置 設 備

当会場に入場される人々に、映像 ( 動画、 mト止画 ) 文字、図形お

よび音声などによる各種の情報サービスを行うために三種類の情報

案 内設備 を設けている 。

(1) 大型映像表示設備

屋恨のある広場 ( インテ ックスプラザ) に大型表示装置 ( カラー

液晶表示 ) を設け、広報サービス ( 行事、{催事案内、企業紹介、案

内など ) および、イベント案内などに使用する 。 ( 図ー 1 )  

センター設備部 大型表示装置部

監視カメラ

{ LQ1 

t 口口」口口口己己

口口口口口口 |  

:2F首輯聾生量場面山 剛

f  |ト 『劃一一信

E
H
A
 

防災センター

(2)  産業情報案内設備

本システムは、 光ディスク約1，100枚に収録さ れた、種々の動画に

よる産業情報 を利用者が祝聴ブース 内端末器を 操 作することに より、

いろいろな検索方法で必要な情報を視聴でき るシステムて管理棟( セ

ンタービル ) 2 階インホ ー メーション ロビー に面 した一画に設置 し

た。(図 - 2)  

センタ一段備部

(3)  画像案内設備

本システムは会場 を訪れ る人々に 、会場案 内、 交通案内、ホテル

案内 、観光案内などの各種情報を光ディスクファイル装置に記録さ

れた 、線止画によって提供するシステムで、 利用 者は自分が希望す

る項目番号を選択するだけで、必要な情報 をえられる装置をメイン
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図- 1 システム系統図
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キーボード( 特，主)

図- 3 システム系統図

ゲートを入ったホワイエ部分に 3 台設置しているが、会場の運用の

しかたで、設置場所が移動できるように配慮した。 ( 図- 3)  

Ｈ 文賀来畑建築Ｔ￯Ｍ務所抵当 ｬ｜ ｾ 宜備主任技師尾山 治)

機械設備計画

展示場の設備についての論文、解説舎の類はきわめて少なく、計

画を立てるに当り幾多の運営実例を細かく調査し、その実態と改善

点を見い出すぺ〈資料集収を重ねた。圏内事例のそれらは設備面で

やや立遅れが見られ多目的な展示内容への対応が難しいのではない

かと見受けられた。一方、海外事例にあっては設備施設は充実し、

長い歴史の 中で適確に追求された内容が数多く見聞きれ、今回の計

画に参考となった。

展示物に対する諸供給源は、量および質が優れていることにより、

より効果的な見本市が催されるものと信じ、従前の傾向を踏え将来

的見方による思いきった内容を計画した。今回の計画で展示施設に

おける設備の担う比重の大きさを痛感し、今後、ますます多用途に

発展する見本市の運営形態と計画した設備のハード面を注目してい

きたいと考えている。

空 気 調 和 設 備

本施設の用途上、年聞を通じて快適な展示会が開催できるようと

くに 5 号館には空調設備を完備した 。 これにより、展示会に限らず、

集会・レセプション ・パーティなど多目的な使用にも対応できるよ

う配慮、した。

(1) 熱源設備

地設規模が大きく、熱i原容量も膨大となるため、ランニングコス

ト・無公害性 ・管理面の簡素化を考慮し、主たる熱源は都市ガスを

利用し冷温水機とした。

5 号館は、多目的に使用されることや、中間期のことを考慮して、

熱源機 2 台に分割した。また、常時使用があると予想される管理4i-

務室等は単独運転が可能なように電気方式とした。

(2)  空調方式

( 2) - 1  管理煉

インフォメーションロビー系統等の共用系統を 、単一ダクト方出

( ー音Eファンコイルユニット併用) とし、管理卒務室等は空冷ヒー

トポンプパッケージ方式とした。また、役員室等には、 V A V装置

を設け、よりグレードの高い温度調整を行えるようにした。

( 2) - 2  5 号館

国際会議室は単一ダクト方式、その他の会議室は、空冷ヒートポ

ンプノ f ッケージ方式と した 。展示室 A ゾーンは、大空間であるため、

両サイドよりノズルにて吹出し、中央附近までの到達を確保し、 l浸
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設備機器リスト (2)

空気関和2宣備

吸収式冷温水機 ヵ・ス直繁二重効用形( 中圧ガス用) 管理線系統120USRt 1台

5 号館系統280US Rt 1台

550USRt  1台

冷却J : ! ¥' 角製低騒音クロスフロー型 120USRt

280USRt  

ム

ロ

ム

ロ

ム

ロ

ム

ロ

1

1

1

2

 

550USRt  

角型低騒音カウンターフロー型 20USRt  

ZE翻設備ポンプ1 J ( 冷地水ポンプ

冷却水ポンプ

エアージェ ットファン ターボファン 4600CMHX170mmAq 

3600CMHX170mmAq 

15台

ム

ロ

ム

ロ

占

口

氏

J

v

a

u

T

n

L

排煙ファン 管理棟地下系統 シロ ッコファン 9040CMHX60mmAq 1台

5 号館国際会議室系統紬流ファン 28600CMHX40mmAq 1台

5 号館 2 際系統 '/， .， トロード7 7 / 230∞C MH X  100mmAq 1台

空気調和機 1.  ' bl '・理棟 エトランス系統 2200CMHX85mmAq 1台

インフォメ- ; / ョンロビー系統 36000CMHXl l 0mmAq 1台

インフォメーション系統 5800CMHX95mmAq 1台

2.  5 号館

国際会議室ロビー系統 22500CMHX100mmAq 1台

33000CMHXI 05mmAq 1台

5 3 4 0 CMHX  105mmAq l ムu  

234∞C MHX 85mmAq l ムCI  

1 6 0 0 CMHX  l 00mmAq 2台

2 4 0 0 0 CMHX 100mmAq 8台

国際会議室

通訳ブース系統

特別l レストラン系統

A ゾーン系統

32000CMHX 1OOmmAq 2台

23040CMH X  90mmA q  2i'i 

10 8 0 0 CMHX 20mmAq 2台

13台

124台

B ゾーン系統

パ y ケージ型空調機 1' I L気室系統20USRt

その他

ルーフファン 1  - 7 号館

衛生段備

受 水 僧 F R P複合板製

5 0 m' X  2 必

高 世 水 槽 F R P複合板製

10m' X  1 基

力111王給水装置 周波数変換回転数制御による宇佐定末端庄一定制御

大水量ポンプ

小水量ポンプ

1250 e/ mi n 

360 e/ mi n 

ム

ロ

ム

円

'

h

d

の

ノ

】

ぬ水ポンプ 620 e  / mi n X  4 3 m 2台

衣笠式地水機 63000kca e  / H  1台

l狩 湯 糟 S US  304製 750 e  1基

ポンプ 類 屋 外 消 火 柱 ポ ンプ( 屋内消火位旅周 ) 2750e / minX 57m 1台

スプリンクラーポンプ 1800 e  / mi n X  65m 1台

その他 9台

5 号館空闘機銭 一般展示館ルーフフ ァン強制換気

房時には、高速ノズルを併用し、居住域に温風を誘引するよう計画

した 。展示室のゾーニングは、収容人民 ・室 内環境にあわせて、最

適台数の空調機を運転できるように、 12台に分割し、高速ノズル周

送風機も 6 台に分割l した 。

(2)- 3  中間期の冷房

管理棟・ 5 号館の空調機系統はいずれも、空調機送風量全量の給

排気を行ない、外気冷房の有効利用による省エネ化を図 っている 。



( 2) - 4  展示館の換気設備

すべての展示館にルーフファンを設け、展示会の開催中の除塵お

よび排熱を考えた。外気の取り入れは、建物外壁下昔15に吸込口( 建築

工事) を設け、極力居住域を通過させる自然流入方式て¥第 3 種 換

気方式とした。本敷地は、年間を通じて西風が強いため、ルーフフ

ァンの防雨対策として特製の防風カバー( 建築工事) を設けた。

衛 生 設 備

(1) 給水引込み

本敷地南1Jl IJ 公道の市設配水本官: より 200 ψを 引 込 み 、 受 水 槽 を 経

て、各系統へ給水する。

(2)  給水方式

(2) ー l 重力給水方式

管理練および 5 号館の一吉15の重層建物は、. l l i lJ 給水方式とした。

(2) ー 2 加圧給水方式

広大な敷地に、辿ち並ぶ展示館は、給水範囲が多岐にわたり 、圧

力確保を確実にするため、加圧給水方式とした。展示館は、常時全

館開催されているとは| 浪らないため、屯卸J 弁により系統分;IIIJ をし、

送水ゾーニンク' を行っている。また、展示物への給水圧力調監のた

め減圧弁装置を設けた。( 加l圧 給 水 装 置 に つ い て は 本 号 設 備 の ペ ー

ジを参照)

(3)  圧縮空気配管設備

近年は、圧紛i受気を動力源とする、産業ロポットなどの展示が数

多く催される。本総設は多用途のため空気圧縮機の能力の決定は困

難であり、各展示館への主配管および取り出し用のパルプを本工事

に含んだ。配管万法は、 1 - 5号 館 を 主 管 でE液状に結び、展示館ご

とに分岐し、館のメインピットに徽引主管ーを設け、サブピットごと

に弁の取り出しを行う。 6 .  7 号館は、各館単独に配管を設けた。

(4)  消火設備

国内においてこのような規伎の見本市会場の前例が少なく、基本

設計の段階より消防当局と悩重な協議を重ね、下記の消火設備を設

置している。

- 屋外消火絵設備

. 屋内消火後設備

- スプリンクラー設備

. 述結送水管設備

- 防火用水設備

(5)  ガス設備

ガス穂は、 13A( 11000kcal  / Nm' ) でおもな用途として、空調熱源用

表 展示用供給設備

展 示 用 電 力 総 水 設 Ｑｾ ｩｊ＠ 排水設備

l  号 E富 三相600kVA: 単相600kVA 7 カ所 有

2  号 1000 600 10カpJf 有

号 自主 6 カ所・ 有3  800 600 

号 自官 10カ所

1 カ所当り

有4  1000 600 

世2 5 %X 5 口

A ゾーン 600 600 7 カ所 有

5 号 館 B ゾーン 200 200 2 カ所 有

計ー ( 800)  ( 800)  (9ヵF斤)

6  号 自官 1000 800 6 カ所 1 カ所当り 有

7  号 自b 1000 800 6 カ所 世2 5 %X 5 口 有

屋 外 展 示 場 3 号館よりヲ |込 3 号館より引込

インテックスプラザ 200 200 l カ所 t t40% 有

メロ入
計 5800 4400 54カ戸斤

( 中圧ガス )、 展示用・レストラ

ン厨房用( 低圧ガス ) であ る。 敷

地全域が埋立地ということもあ

り、 ガス供給者と地盤沈下対策

は入念に協議を行い、極力埋設

配管をさけた。各展示館ヘガス

供給する配管方法は、圧縮空気

配管設備の供給と同一方法を用

b、fこ。

エネルギーセンター加圧給水装置

( 文武米畑控築事務所機械股備課長西山賢次1

11 機 械 段 備 技 師 吉 悶 信 夫l

展 示 用 供 給 設 備

建築計画の項で説明のあった展示館のメインピットについて 、そ

の断面説明図を示し、併せて各館の展示用供給設備の概要を 別表に

示す。これらはメインピット内の各取出口よりサブピット内を配管 ・

配線し、各展示ブースへ供給する。とくに、電源および電話につい

てはサブピット内にも配線ならびに端子盤を設けることにより、準

備 ・ 撤 去WJ 聞の短縮化・展示費用の軽減を計 って いる 。 ( 図- 4)  

強電用ケープル

亙ぴケーブルラ ック

図- 4 メインピット断面図

ガ ス 設 備 圧 縮 空 気 設 備 電話( 局線) 電話( 光ヤープル)

7 カ戸斤 7 カ所 200回線 10  

10カ戸斤 10ヵF斤 300 10  

6 カ所

l カ所当り

6 カ所 200 

10カ所

t t80% 

10カF斤

1 カ所当り

300 

+  世20悦 X 5 口

7 カ戸斤 7 カF斤 200 

2 カ所

世5 0 %

2 カ所 100 10  

(9カ所) ( 9カ戸斤) ( 300 )  ( 10)  

3 カ戸斤 l カ戸斤当り 6 カ所 l カ所当り 300 

3 カ「リ? 世5 0 % 6 カ所 世2 0 %X 5 口 300 

5  

100 

48カ所 54カ所 2000回線 10芯;
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大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場

施工計画その 1

大 林 組 ・ 松 村 組 共 同 企 業 体

町

』

大阪国際見本市新会場の建設は、管理棟、 7 つの巨大展示館、屋

般のある広場の建物群、レストラ ン、アーケード 、ピロティ、回廊

などの付属施設および、約 130 ，000m'の広大な敷地全体の屋外外構

工事からなり、これの完成に与えられた工期は、 14ヶ月という短い

ものであ った。

このうち、その 1 工事では、 1 号 - 4 号 お よ び 6 号、 7 号 の 展 示

館を除くすべての建築工事を担当したが、地工上持筆すべき工事と

して、約 5，000m'の無柱空間を有する 5 号 館 A ゾーンの主トラス( ス

パン 60 m、梁 成 4. 4mで 4 H型鋼 の 組 立 ト ラ ス 、 重 量52. 4 トン) の

建方計画、 S R C造 5号 館 B ゾー ンの欽' r J ホールイン工法、埋立地

で月間約3 0 %の地 盤沈下が進行中の敷地での色・理糠地下工事の施工、

およびわが国初の恒久的骨組み股構造として大臣認定された建物で

大阪国際見本市新会場建設工事( その 1 ) 実施工程表

59 2  4  5  6  7  

I-!-一環
棟

抗工事

山・・留・・杭・・圃打恒股

縄両'1;宜保工 R F姐体

基礎地中接

A ゾーン 抗工事
ー支 柱

掘削 匝地

事礎

5 号館

B ゾー ン 杭工事 鉄骨建方

掘削

8  

あ り、イ ンテックス大阪のシンボルともなっている屋般のある広場

工事が挙げられるが、ここでは、屋恨のある広場の施工について述

べてみたい。

構 造 上 の 特 色

屋般のある広場は、スパン 42 m桁 行72 mの空間を、最高高さ 30 .5

m の 半 円 筒 型 の 立 体 ト ラ ス に 取 り つ け た キ ャ ン パ ス で お お う 構 造

とな って いる 。 立体トラスは、成が 3 m、節点数は約 1，700イ問、上下

弦材、斜材を合わせたms材数は約 6，600本に透しており 、 メローシ

ステムという特殊構法で構成されている。

メローシステムは、第 2 次大戦中ドイツのメンゲリンク ・ハ ウ ゼ

ンによって 開発されたプレファブ立体トラスシステムであるが、 図

- 1 に示すように節点のグローフ。のねじ 孔にボ ル ト先端 を差し込み、

ワッパーを 回 転 させることによってグロープとトラスパイプを接令

するものである 。 日本万国博覧会の西ドイツ館、香港館、日本政府

3 号館に使用されて以来、各所の大スパン架構に用いられている 。

ト ラ ス 施 工 法 の 検 討

屋似のある広場は、北側が 5 号 館 、 南 側 が 2 号館、西1Jl1J が 、管 理

練に聞まれた、インテ ックス大阪の中心施設である 。とくに 、本律

家と Ｒ 号 館、 Ｕ ＭＱ す宮 Ｇ ｾｩ［ と の ｉＺｾｉ には、レストラン 棟が接 してお り、 屋恨

のある広場の立体トラスの組立、キャンパス施工の目途がつかなけ

れば活工できない配置となっているため、本主主家の工位の成否は、

会場全体の完成を左右するといっても過言でない 。 したがって、大

g  
10 11 12 2  3  

I  I  
外壁仕上

B F担 体 防水仕上

2F躯体

」
内面，

l F躯 体
I  I  

内部仕上

内部仕上

A L C  外壁折版 、防水

鉄骨建方
3F 支柱解体

2F 内仕上

l F 内仕上 |

サプピット 床、舗装

3 F .  
内部仕上

2F担 体 内部仕上

1 F . 体
内部仕上

基礎 メインピ y ト サプピット. 土問

〈特別 レストラン〉骸骨 由2F圃 .圃 圃体

.内外部仕上

l F掴 体 内外都仕上

屋根のある広場
枕工事

ー 圃 国

7'- 7 ロン膜張リ

掘ー削
柱 トラス組立 ブリッジ、 階段、土問 各所仕上

基礎

外 情 工 事

88 越築と社会 1985年 7 月号
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図 - 3 仮 設 タワーによるリフト アッ プ工法

トラス建方

トラス外面の面積は、 6000m'におよぶが、 図 - 6 に示すように、

揚霊可能な 25のブロ ックに分割した。 トラス音11材は、工場で仕上塗

装まで完了し現場で、予定のブロ ックに地組し、寸法を確認しなが

ら本締めまで仔った後クレーン作業で所定の位自主にセットした。ブ

ロックとブロ ックの接合音11では、先行ブロ ックの取合グ ロープ付近

に足場を設け、後続ブロ ックの取合クロープに仮付けしたトラス材

を引き込み、先行グロープにねじ込んで接続し、本接合した。

図 - 2 に示すように天頂音11のトラスは、内部移動足場を使用して

のパラ組立てとなる 。まず移動足場上て¥下弦材を網状に接合する。

つぎに上弦材の一つのグロープから出る 4 本の斜材と既に取付済の

上弦材のグロープと取り合う 2 方向の上弦材の言十 6本のパイプを取

りつけたユニ ッ トを地上て“ 作 っておき、これをクレーンで吊上げて、

端から }I仮に取りつける 。移動足場上て・の作業は、地上での作業と

差なく、これにより危険作業は、大巾に削減された。

建 方 工 程

基本工程によれば、 卜ラスの組立予定期間は、 8 月 1 日- 9 月20

日であったが、工程表に示すように、実際は 、8 月 1 日- 10月16日

を要した。
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林組 ・松村組 l共同企業体は、地工業者の太陽工業をふくめて技術委

員会を設立t して、精力的に検討作業を進めた 。59年 2 月- 60年 3 月

の14ヶ月の全工期の内、 トラス、キャンパスの工期は、 8 月- 1 1月

の 4 ヶ月と短かく 、合理UI(J に、安全に作業を進めるかが、ポイント

であり、トラスの施工法としてっさの 4 つの工法が、提案された 。

(1) 全体をぬ豆可能なブロ ックに分割l し、 トラス下移動足場、 トラス

内足場を利用して、プロ ック同士を現場接合しながら全体を柿成す

る工法。( 図- 2)  

(2) トラス全社11m. を懸垂できる仮設タワーを設け、 トラス天国苦11 より

組立て、順次地上作業で下宮11 を継ぎ足しながらリフトア ップしてい

く工法。( 図- 3)  

(3) 片側IJ の柱胸l を l 方向ヒ ンジとし、その位脚部分より組立て、円周

方向に継ぎ足し、ジ ャッ キア ップを繰り返して全体を構成する工法。

( 図- 4  )  

(4) トラス内半径に沿 ったガイドレール付の仮設構台を設け、一端よ

りトラスを組んでは、レールに沿ってウインチで引上 げるという作

業を繰り返してトラスを椛成する工法。( 図- 5  )  

(2) 、(3) 、(4) 案は、 「高所作業をなくする」、「脱体取付けの同 11寺施工

を考えて、 トータルの仮設の省力化を図る J を主眼とした施工法で

あるが、新たに笑験、研究、設計変更を要するものであり、計画期

間が短かいのでリスクが大きい 。 またキャンパスの素材が、アメリ

カからの輸入品で、縫製 ｊｾ ｊ 問を考えるとキャンパスの同時施工が難

しくて、仮設の省力化というメリ ッ トが薄れるなどの主として時間

的制約によ って、具体的な工法検討にはいたらなかった 。 したが っ

て、なにがしかの高所作業は避けられないが、その安全作業標準を

十分に検討し、実行に移すならば、( 1 ) の工法は、いわば在来工法の



屋根のある広場トラス組立、膜張り工事工程表

7 月 8 月 9 月

| トラス組立工事 |

内部穆動足場

f也組範囲、順序、接合方法などあらゆる方 I市から検討して、計画

昔、作業手JI頃官を作成したのであるが、作業員にとって、大半の作

業が、初体験の形状およびスケールであること、一挙手一投足まで

の細部の問題点に、未解決事項があったこと 、初期のブロ ックが妻

面トラスで、最も複雑な形状であ ったことなどを要因とする主とし

て安全作業而での問題点が生じたため、「セ。ロ災害」を至上目標とす

る企業体作業所は、母庖の安全E主将官11のメンバーを加えた「特別安

全打合せ会議」を毎週開催することにした 。週間工校、作業の分析、

重機の配置、予 ililJ される災害、危険作業の対策について検討し、そ

れを職長から各作業貝まで徹底した結来、懸念された災害の発生は 、

皆無であった 。

トラス主主方工JUI が当初計画より 1 ヶ月近くも延びたことにより、

トラス建方とキャンパス工事、キャンパス工事とレストラン棟エ事

の並行作業を与えざるをえなくなったが、 「特別安全打合せ会議J

によ って以後の輯験した工程を安全に進めることができた 。

建 方 精 度

トラス苦11材は、パイフ・の切断、溶接、グロープの寸法加工、ネジ

切りまでコンビューターにより管理された、長さ万向で: t 0 .2' %、角

10 月

-

11 月

| レストラン様工事 |

= 弓 忌 圏

一一

12 月

ワイヤ- 1 I I 力

j立: t 1 ・以内 という高い村J3 f . で製作されているので、現場での組立粕

J3 f . の目燃は、桁行方向 (24スパン) で土 10 %と設定した 。

また支点グロープは 、高さ 4 mの打放し独立柱頂部にセ ッ トされ

るため、通常のアンカーセ ッ トでは 、対応する. f i ' ; 皮の確保が困維と

考え、「アンカーホール工法J を探用し 、柱コンクリート打設後アン

カーボルトを調盤しグラウトにより固定した 。 トラス組立完了時点

て‘ 笑 iJIIJ した結果によれば、 トラス組立精度は、桁行方向で 9 ，%、妥

凶の垂直精度 7 %と、回線数値を確保することができた 。

膜 張 り 工 事 の 検 討

トラスと朕の接合は、 トラスの外周のグ ロープに 円周万 向の下地

鉄骨を取り付け 、それに膜を接合する方法となっている 。下地鉄骨

は、主アーチと函I j アーチの 2 極類からなるが、主アーチは H 175X 

175X75/ 11 を 8 mピッチに、副アーチは世165 .2 X 4 .5 を主アーチ部

以外に 3 mピッチに、配されている 。

膜の素材は、 j J" ラス繊維布をテフロンコーティングしたもの ( t =

0. 8' %) であるが、一枚の大きさは、桁方向を 8 等分、半円周を 2 等

分した rlJ 9  m、長さ 30mの 270 m'にもおよぶ、大きなものである 。

これを主アーチ、高I j アーチに取っけ、各アーチの中間部分を股上か

写 真 一 1 トラスブ ロック吊上げ 写真 2 トラス 3 ー 1 ブ ロッ ク吊上げ 写 真 3 トラス 4 ブ ロック吊上げ
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ら担l' えワイヤーで締付けて、フラ ッタリングを抑止する構造である 。

脱と下地鉄骨の取イ寸詳細を図 - 7 に示すが、主アーチに打 ってあ

る 250ピッチのスタ y ドボルトに膜端のイしを似合して引l ' え金物で締

めつけると、肢にシワがよらない機に娠力が導入される設計とな っ

ており、その作業や図 - 7 の水仕婚の作業も股の上から行なわねば

ならない。 また膜素材の性質として、折並んでしまうと折目の古11分

が剥くなるという欠点があるため、長さ 30mのl J 莫休は、ロール状に

して持込み巻き戻しながら取付けなければならない。 さらに 1 枚の

膜を娠り終えるためには 5 - 6 日の日数を要するため、ロールを安

全に fj ' [ けておく設備が必袈て伊ある 。

以上の諸条件を満たし、安全に膜張り作業ができるように、版本

1i 1ij !i 1品の悶定位ill 付近に 2 m角のボ ックス担断 lil日を持つ外苦11移動式ア

ーチ足場を計画した 。 この外部移動 J i 場は、 L - 150X 150X 12を主

制とし、両端地盤面とトラス頂部に敷設したレール上を、下苦114 ケ

所、頂音112 ヶ所の止11輪で走行する型式としたが、総重量は、 60 t に

も達した 。 この足場のキ111音fl .ftYt造組立万法、及びこれを使 つての股張

り作業手}I頃に関しては、前述の「技術委. w 会」と「特別安全打令せ

会J の合同検討会を豆ねて、万全を期した 。

一方、膜と副アーチの接合は、膜下作業となるが、トラスの成が

3  m もあるため、 トラス内に単管足場を組み全面安全ネ ッ ト張り の

作業J 5 l ( を設けて、かがり布の引張、ラ ッキングを行うようにした 。

また、この作業は、 トラス、グローフ" の塗装中l I i {1まにも利用できるよ

うにした 。

膜 体 お よ び 納 ま り に 関 す る 諸 実験

本工事は、わが国初の本格的な恒久的骨組股構造として認定を受

けた建物であり、朕材料の性能に関する諸試験はもとより、純々の

実物笑j験を通して、設計の確認、変更および施工法の検討を行 った。

主な項目を挙げれば、支持 ・取付金物の張力破壊試験、静71く! 王笑

験、ワイヤーロープおよび支持部強度試験、かがり布 ｪ 容ＷＡＺｩＧｬ ｾｉｉＧ［ｧｕ 支試

験およびラ ッキング部強度試験、動 j且L圧実験がある 。中でも日本，建

築総令試験所に於いて、 8 月 3 日に行 った動 j瓜圧笑験は、各実験の

総まとめであり節庄で、+250kg/ 肘 - - 450kg/  m'  ，脈動圧で+ 175kg/  

口1' - ー275kg/ m'の j 協和I試験を行ない、肢の変位、水密性、強度を雑

記、し、 1英明l' え音11に若干の修正を加えて各官11の詳細が最終決定された。

膜 張 り 工 程

2 、でも述べたように、隣接するレストラン械工事が残 っている

こと、およびトラス組立が基本工程から大きく遅れていることから、

トラスの 6 ブロ ックの組立完了時より膜娠り工事の準備に入 った。

内部移動足場の ｾｪ 設、トラス内棚足場の架設、主アーチ、日 ｉｊ アー

図 - 7 ー 1 膜張りエ区および状況図繭立函

図 - 7 - 2 膜張り工区およひ'状況図断面

チの取付-' H表、 9 月29 日より外部移動足場の組立を開始し、 10月 7

日に完成、試運転を行 った。

股の取付手順を簡単に述べると、スプレ ッダー ( 膜ロール懸架冶

具 ) から巻戻した膜体をベースゴム、膜シールゴムに挟んで、まず

械部分を tlj' え金物 ( C - 60X30X2. 3) で固定する 。続いて、両端部

を同時に利下万に仮力をかけながら上部より }'I i ' i に、棟音11と同様に主

アーチに固定してゆき、故後に裾音11分を固定する 。両端部の引張と

並行して朕袋而では、かがり布音11分を裾方向に向 って引張り、膜の

局古11的な伸びを防止する 。この部分の緊張は、裾音11分の固定後かが

り布を而1 ] アーチにポリエステルロープでラ ッキングまで解除しない。

これらの作業が終了後、引l ' え金物の綿付ナ ッ トのトルクを全数再

縦訟の後、ガスケ ッ トを股シールゴムに f絞め込み、ジ ツノマーをセ ッ

トして肢の l ブロ y クの取付けを終える 。移動足場を次フロ ックへ

移動する際、 tl l ' えワイヤーをセ ッ トし、 l サイクルが終了する 。

t 初 l サイクル 6 日IIiJ で巧-えていた工程は、笑焔においては、 l 、

2 、 3 ブロ ックは、 8 日間、 6 日間、 5 日間と |徐々に短縮され、 5  

ブロ ック以後は、 3.5 - 4 日で完了することがて与た 。

4 ブロ ックの膜体、ワイヤー取付完了時点( 1 1月 2 日) で、レス

トラン練工事に着手したが、基本工程からの遅延は 、 トラス完了時

点での ＲＶ 日聞から、 Ｑ Ｐ 日間 ｬ に短紛することができ、好天にも ｾＱ まれ 、

レストラン! l I l ; 体工事の目途のついた 12月20 日には、 j ljl えワイヤーの

緊張を笑施して、膜張り工事を完成した 。

(  大阪国際飢山弘M仙山本恥糾d一i文ｾ氏， Ｇｦ 村上』失4詩慾控 l  

大林車1[ .松村組共l百l企業体工事・1>務所所長 |

ｉｾ￯＠ j主 成 同 上 刷 所 長 j  

写真 4 トラス 14 - 3 ブ ロック 吊上げ 写真 5 膜体取付作業 写真 E 膜体固定作業
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施工計画その 2

鹿島建設・奥村組共同企業体

建設工事( その 2 ) は展示館の 1 - 4 、 6 、 7 号館の 6 僚と、レ

ストラン ・アーケード (1) 、(2) の 2 棟の建築工事を担当した。

杭 工 事

この工事の敷地は、工事中もディープウェル揚水による強制圧筏

沈下促進中の埋立地であり、スパイラル鋼管: 杭、 P H C杭共、スリ

ップ レイヤーコンパウンド塗装を施している 。杭工事の概要はつぎ

の通りである 。

P H C村L、500ゆ L = 43- 46m 164本

s  P 杭、 500- 700φ L = 41. 5- 46. 5m 452本

いずれも 4 2阿佐町

施行は中掘先端般国め工法で行 った。表土から 20mまでは奇襲 ( 埋

立土のコンクリート沈など ) が 多〈、中 jJul 圧入にそうとうの時間を

委し、杭継手の1寄核時間も含めて時間の経過とともに杭の圧入に対

してフリクションが町! 大した 。 また、 20m以深の土佐[ がきわめて粘性

のif7j いシルト質粘土で、スクリューの先端( へ y ド) で侃り起こし

た土をスパイラル羽般に采せる送上効果が利かないために持| 土がで

きず、スクリューヘ ッ ドが ｾｪ ｦＺ￬ｬりの状態で、時間の経過とともに、

粘性の高い土質により杭の外周摩擦カが大きくなり、圧入が困難と

なる場合が多く、施工能率があがらなか った。

そこで、杭打機に IJ I抜 き装世を取付けて 、圧入が停止したと き、

いったん上部へ杭を引き依いてフリクションを切り、再び掘進圧入

をする等工夫改善するとともに、杭打機を: t ? ' lやして、計画工桂内に

施工した 。施工笑紋はつぎの通りであ った。

700φ (予定 ) 2 本/ 台 ・日 ( 実績 ) 1. 5本/ 台 ・日

500世 (予定 ) 2. 5本/ 台・日 (笑納) 2. 0本/ 台 ・日

基 礎 工 事

建物は地上階のみであるが、 1 - 4 号展示館には地下構造物とし

て底盤深さ F L - 3 . 1 mの設備用メインピ ッ トをはじめとして、底盟主

深さの種々異なる基礎、地中梁、議、会所与が、地盤沈下に伴う不

等沈下を |坊ぐため、杭支持の建物基礎と一体となっている 。

施工にあたっては、品質および工程上からできるだけコンクリー

トの水平打継ぎ国所を少なくし一体に施工することが望ましかった 。

そこで、埋殺し捨型枠としてコンクリートブロ ックを随所に使用し

て、施工サイクル( 捨コン→鉄筋→型枠→コンクリート→養生→埋

92 処築と社会/ 1985年 7 ) )サ

戻し) の繰返しを少なくし、品質向上と、工程短縮に成果をあげた 。

また、展示館の床には、サブピ y トが 6 m 間隔に設けられている 。

1  - 4 号館は H 形断面で、それ自体梁とな った鴻が、延長約4 ，200m。

( 図ー 1 )  6 ・7 号館は U 型断面で延長約3，080 mと、総延長約7 ，280

m におよんでいる 。 このサブピ ッ トを、いつ、どのような方法で地

工するかを V E 検討し、試験施工も行 って施工方針を決定した。施

工時期は展示館の内装および設備工事を先行しその完了部分から l順

次者工した 。 H 形断面壁梁形ピットの施工については、下部内面の

型枠に溶接金網を骨としてリプラスを張ることとした。殺し捨型枠

としてラス型枠を使用することにより、 H 型認を一体に施工し、構

造、品質、工組ともに好結果を得た。 ( 図- 2  )  

F . L  ⑤ ピ、ノ ト ( 電線、電話用 ) ⑪ ピγ ト ( 鉛排水用)

1  250 1  5日目 1  250 I  

1 100目 |

図ー 1サブピッ ト形状 ( 1 ｾ＠ 4 号館)

施工順序

①縮問1) 、!敷砂利、十台コ ンクリート 打設する 。

姶コン打設の際、差筋を行う。

②援出し後に山形綱( しー30X30) をレー

Jレ状に固定する (差筋から 1寄按 )

③か こ' 状の溶接金網を掘付する 。

( 山形綱から i存桜 )

④ I} プラスを jfl. 接金網の厨聞に帰る 。

⑤梁 、床版の鉄筋車11立を行う 。

⑥Mピ y 卜のt晶子子 v U ' l ' J ' を浴接金網から

回定し裾付ける 。

⑦ 外市iのIfi { キを組立して、コンクリート

差笠 打設する 。

0 10 ()I 60目ダブル

図 - 2 殺し( ラ ス) 型枠詳細

鉄 骨 工 事

1  - 4 号館の屋線鉄骨は、鋼管 ・鋼球溶接ジョイントの立体トラ

スである。 1 、 2 、 4 号館は 1 ユニ ッ トが3 0 mX 3 0 m、3 号館は 36

m X 3 6 mのトラスで、構成されている。

立体トラスの組立ては、構造上、無負荷の状態で組立てる必要が

あり、高所で組立てるにはステージを設けなければならず、その梨

払いにそうとうの工紅を要すると共に、高所作業の危険性、作業能

率の悪さなどを考慮して、地上で l ユニ ッ ト毎組立てて上架するこ

とにした 。

上架の方法は、 1 ユニ ッ トの重量、各号館の立地条件、上架高さ

など、各種条件から検討した結果、 1 .  2 号館は 150t クレーンによ

る上架、 3 ・4 号館はウインチによるリフトア ップ工法で上架する

ことにした。 その中でも、 3 号館は建物の大きさ 72mX 7 2 m、内部

知、柱の正方形の建物で、屋恨鉄骨は主トラスを十文字52に架設後 、

4 ユニ ッ トの立体トラスを真ー下で組立ててリフトア ップ した 。 そこ

で、リフトア ップ工法について説明する 。



リ フ ト ア ッ プ 工 法

I也組が完7 した立体トラスを 4 本の受梁で支え、その受梁をワイ

ヤーロー 7 ' で吊上げる 。動力としては電動ウインチを使用し、リフ

トア ッフ・の吊点は 8. 点である 。

(1) 反力支持装置

4 号館は、立体トラスの吊点の位置から、本体鉄骨主トラスと、

外周の鉄骨柱に反力支持用の吊揚梁を設置した 。( 図ー 3 )  3 号館は、

吊点の位置から吊錫梁の架設は難しく、鳥居型建粋をダブルに組立

てた支柱を 16本建ててその上に吊助梁を設置した 。 ( 図ー 4 )  

(2)立体トラス吊荷重

各 1 ユ ニ ッ トの吊荷重は 表ー 1 に示すが、各ウインチに作用する

応力は、ワイヤーを 6 本掛けとしているため、荷重不均等などの時を

考慮、して、つねに 1 t  以下になるように計画した 。

(3)上昇装置

下弦球の下に受梁を設け、立体トラスと受梁を U ボルトで固定し

た。 ウインチ ( 1  t 吊) は、 4 号館は吊揚梁上に、 3 号館は支柱の関l

音1¥に設置して 、受梁をワイヤーで吊上げることにより、立体トラス

をリフトア ップさせた 。 リフトア ッフ。高さの確認はピアノ線を使用

して母屋天端高さで確認した 。 ( 図- 5  )  

(4)主 トラス仮支柱

3 号館館では、立体トラスによる主トラスのたわみを防止するため

に、建家中央の主トラス交点に支柱 ( 世267. 4 X 6 6 X  4 本 の ラ チ ス

柱 ) を設i I T した 。 4 号館では、吊揚梁を主トラスに架設するため、

主トラス中央に仮支柱を設ili した 。

(5)上昇時の高低差管理

吊妨げ用ウイ ンチは、 3 号館では 16台、 4 号館では 8 台を使用し

たが、その操作は 8 台のウイ ンチを l つのボタ ンで同時巻取りでき

るとともに、前監の|努は単独のボタンでおのおののウインチを運転

できる操作盤で行 った。上昇中の高低差は、受梁の吊点下から吊下

げた巻尺により、約 1 m上昇ごとにレベル測定し、高低差を 5 mm以

内するよう調経しながら吊上げた 。

(6)立体トラスの定着

立体トラスと主トラスおよび軸組との定着はヒ ッノ守ラーおよびチ

ェーンブロ ックなどで定着を行 った。

(7)安全設備

ワイヤーの切断による落下対策として、それぞれの吊慌に、キノ

ーク リップを付けて万ーの場合に備えた 。 また、突風などによる横

揺れはトラス四隅に控えワイヤーを張 って防止した 。

(  大阪国際見本市新会場建設工J 附 桂

文 資 水吉智一

設奥村組共同企業体工事事務所所長

----------

3 号館 4 号館

l ユニ γ ト自重 34. 5 19 .8  

偏心及び衝撃事liill (100%)  34. 5 19. 8 

水平和f重 (  20%)  6. 9 4. 0 

75. 9 43.6  

表一 1 立体トラス吊荷重 単位 r  写真一 1 3号館立体トラスリフトア ップ直前

平面図

図 - 3  4号館リフトア ップ装置

平 面 図
3003 

図 - 4  3号館リフトア ップ装置

図 - 5  3号館リフトア ップ装置詳細図

」

比

立 菌図

写真一 2 4号館立体トラスリフトア ップ中
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I naの伊奈製陶株式会社は、株式会社I NAXに

社名ならびにシンボノレを変更いたしました。

“ X " のひと文字を加えて、I NAX は大き く飛躍します二

INA Xは、 ina+  X
o  

601
ドの! が ¥t をむつこれまで。の Inaに、木知数

Xを加えて、新い、仰ifll [Il 11i i i ができる企業を111行しま To Xはたったひと

つの 5( ' ( :ですが、 このひと文:'(・にL 、〈つもの決ぷがこめ句れていますL

ｉ ｎ ａ ｘ が Ｑ ＱＱ Ｚ に ｩｬｬ り ｉｉ ｉｉ ｊ すすべての ｉ Ｈｴｩ 川 が、 行 ｉ ｬ ､ ￯ 十ｾ 1111で、あるL、は ' I，i円

相川でxしく機能し、文化的完成l又の I:: JL、.&'1.t; Ui' 従 供するニ

と も ひ ｴ つ 。 たえず ｻｉ ｕｬｲ の ↑ Ｏｊ ｾ 幸 ｉ ｾ と知 識 を 吸収し 、 先進 ＨＱ 甘ｼ持 Ｑ Ｑ ･ｊ ｊ

をもっ こu，ひt つ。ユー ザ ーの }j の々 llHi 値!惑を重悦し、時代の

要求にJ '. o非にJ心、えなが句、未知lの Jl f能性 を発信し絞けることもひとつで

す ｌ こ れらは、 い わば 米る べ ＧｾＲ Ｑ Ｑ Ｑｬ Ｚ 紀 へ 向ける ｉｎａｘ の 「ある べ き姿」 。

まt.:' はっき りとしたカ タチ にはなって いないその姿を政宗しなが 句、

r ll 本のINAX j かt:，r Ut WのINA Xj へ羽ばたきたL 士J PλてL 、ま丸

。

I NA X  

本社 干479 愛知県常滑市鰻江本町 T E L ，<05693>5- 270日間

・全 国ショールーム 札 幌/ ( 011 ) 241- 1225 山形/ ( 日236)8ト8161 fl山古 / ( 0222)65-1710 大宮/ ( 0486)67- 4848 東京 / ( 03) 562- 1710 松 本/ ( 0263) 36- 7410 紳岡/ ( 0542) 5ト 17日1 名 古屋 / ( 052) 97ト211 4

渇/ ( 日252)28- 1101 金沢/ ( 0162)62- 1101 京 舗/ ( 075)231- 1116 大阪/ ( 06) 532- 4001 松山 / ( 0899) 2ト8164 高松/ ( 0878) 2ト 1182 松江/ ( 0852) 23- 3503 広島/ ( 日82) 221-1 1日1 福岡/ ( 日92) 41ト 11∞
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Today  Ihe vi si on 

conti nues as 

I naba Oenki  

fosters  this succe白 川

partnershi p  of sci ence 

and busi ness 10 suppl y 

human' s growi ng need for  

Qual i t y El ect r i c 

product s 

.  

因幡電機製作所の配電盤は

厳しい品質管理のもとに

可:::::::::a・

4‘  

一

製造されます/

lG 

I NABA 

電 機 事 撲 部 干550 大 阪 市 西 区 立 売 堀 上 通 1 - 1  

( 大 阪 ト ヨ タ ビ J レ 6 F )  

TEL  (06) 532 - 230 1  <<.切

羽 曳 野 工 場 干583 羽 曳 聖 子 市 西 浦 9 7 6

TEL (0729) 57  - 354 1(f切

東 京 工 場 干 189 東 村 山 市 久 米 川 町 1 T 目5 8 - 2  

TEL ( 0423) 94  - 8 2 6 5  

照 明 事 業 部 干582 - i 白原市円明町 1 0 0 0 - 9 9

TEL (0729) 77 - 8801 <<.也

Ｍ臼 ｍ､ ｾ Ｎ 雪 珂Ｃ￟ I  n:::aJII. 

因幡電機産重量株式会社

大 阪 市 西 区 立 売 堀 3 - 1 ー 1 TEL  ( 06) 533- 0161 << 

因 幡 産 換 機 器 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 本 田 1 - 4 - 6

因 幡 電蚊 資 材 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 同 心 2 - 13 - 21  TEL  ( 06) 353- 6351 甘

近 健 因 幡 電 材 株 式 会 社

大阪市西区南掘，工 4 ー 10 - 9  TEL( 06) 531- 7856<<-t: 

大 阪 因 幡 電 機 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 立 売 娼 5 - 8  - 15  TEL (06) 532- 2601  

東 京 因 幡 電 機 株 式 会 社

国

東 京 都 港 区 六 本 木 5 - 1 8 - 17  TEL (03) 586- 3911 附

図 帽 電 工 株 式 会 社

東 大 阪 市 高 井 田 本 通 4 - 16 TEL (06) 783- 5061附



太陽セメント工業株式会社

本 社 〒553大 阪 市街 ね区 ，'i ' H4 r 目22-9 fi  06( 464) 2201(1¥J FAX.  (06)465-0870 

I L B工場 干592市 石 市 I"J 砂 3 T  11 39 - 1  fi 0722 (68)0055刊 F AX.(0722)68-1327 

泉 北 工 場 干592，巧石市! 日i 砂 3 r 円1ロ21得昨2
1

，句) ' f合宝0仰722(ω68ω)0∞05日5刊 FAX.(ω07η22幻)6ω8-1日32幻7  

高 槻 工 場 〒5日69，¥'勾5槻 I市打川r，'附?庁T曲附奇 l南栢 2 r 日28お51孫昨 1ｾササ t怨宝0仰72泌6(σ77)孔18位21(1刊り FAX.(ω(ω07η26ω)7竹7一寸18幻25

i滋滋賀営業所 干524i滋2益H灯'il以uγ仁守.
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富士通はシステムだからl
信頼と創造の富士通

ー

ズ

に

あ

わ

せ

て

最

適

管

理

ト電

l 力

か

ら

防

管

理

で

備

え

ま

烹

コンピュータと通信の総合技術力と盟日なノワノ、ゥ

を駆使し、それぞれのヒツレの規模、構造、用途など、

さまざまな条例ニにあわせ、きめ車If I かな独自の管理が

できるくF ACO MBI LCA N)，。 屯力、空言司から|坊災、

防犯までそ一 括 集 中 管 理。省エネ ・省力化 はもちろ

ん、そのヒツレのもつ機能を最大限に発揮させ、より

効率の高いトータノレな ヒツレ管理を実現しますL

たとえば、、緊急、を要する火災発生時。空 調 停止、防

災マン11乎出し、イ亭屯対策、非常放送、発電機起動

などの複雑なー述 の 処 理 民 発 生 現 場 の 早 期 発 見

ができる平面図表示や、手 11阪の確認ができるカ河ダ

ンス表示などて; 誤りなく迅速に処理てきます二

ヒツレ内の生活環境をより快適 ・安全に維持する

富士通のくF ACO MBI LCA N) は、規模に応じて

シリ ースも充実。信頼できるヒツレ ・オートメーションシ

ステムとして、 このたびの大阪国際見本市新会場を

はじめ、すでに多くのヒツレてー採用いたfごいておりますL

F A C O M B I L C A N 
1111111111111111111111111111111111111111111111111 

富 士 通

1111111111111111111111111111111111111111111111111 

盲目 ｅ 画室ｾ歪
規模 に合わせて Ｕ タイ Ｗ ｾ F ACOM BI L CAN 5000/2000/ 1000/ 500/200 

機 営 業 部 干 100 東京都千代田区丸の内ト6- 1
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・アイチの会議テーブルシステム

パブリック スペースσエ専門家具

受 知 株 式 会 枇

大阪支庖 ・ショールーム

吹 田 市広 芝町 IO( 太 陽生 命江坂 ヒ.ル 8F)

f i ( 06) 380- 060 1代

本 社 =名 古 屋市 東 区 筒井 3 丁目 27- 25

f i ( 052) 937- 5931 代

消すのは、

|  … … アイマクJ以 I  

¥o¥A C L S 田町

みなさんのオフィスや仁jcb) に、 L 、ま

i本いくつぐらL 、のスイッチがある

でしょうか。照明に、宅湖、給排水

や ｾＩｊｪ ｊ なとおそらくＮｴ ｬｬ 、 Ｂ Ｑ 数のスイッ

チが ￬ ｾ ￬， ｾｾしているはす二それを毎 ｈ

つけ ｕＩ 、げ ｩ したり、 ｉｊｈ 免ぇ ｴｾ ｴＩ 。 す

べてみなさんの大切な1 I ; ' j 'I I[J!:，うち・力

一盟
静

岡
-

ー・ -ーーー・・・ー. ." ..... ...

.... ‘・.......ーー・ ーーー ・.ーー ー・・.

に紅 ｩ って ｬＧ ［ￎＺす 。 そこで幻自年Ｇ，ｉＱｾ｜のくアイマクノレス〉 。

簡単なプログラムとキーボー ド操作で、 !!!¥IIJI や動 ) J

の ｾＱＺｦｬｬｾ をイ，ｦ［ ｾｨ ｉ ｊ ｬｊｐ て Ｇ き、じからその ｏｎ Ｎ ｏｆ ｆ ｾｫ ｩｽ ｌ も

ひと 11 て旬、集 111ｉ ， ｾＺｩｾ 枕できる、かしこ ｌ 、行Ｇ ， ＱＮＱ )  J  it; IJl Jpシステ

ム。これ i 行て: 労働以上i'lはもっと効よ事的に、もっと快適

になるて" しよう。

光のI e 古メーカー

⑨尼崎電気

本位 守 ＱＰＵ 東 京 ｉｂｾ 区芝 Ｓ 昭 Ｔ ｴｲＰ ＳＨ Ｔ 日 Ｉｓｊ 引ｻ夫代ｽ
カタログ. . 夏 眠係 各位入のうえ広 ・i ，. 伝，. t で

E 冨冨ij'41'.w，ar' : :E亙型雇温= - 園

とかくめんどうなことは、 1&1111 しにす

るの力士人のつね 。 ｭｾＱ リＡ日持ｾｾのメ

ンテナンスも、そうしたｻ士 Ｇｲｾ のひと

つでしょう。たかがランプ交換や

総込hT:hr} !:.l 、つでも、仁場や体行-

fik¥ ＡＺＮ｢なれば、それは大 Ｑ ｊ ｉ ｉ ｾ 。 足

場を品 Ｑ Ｑ ん ｴｾＧ り 、ク レ ー ンをｽ 日 立し

たり、そのうえｻ ｾ ｾ業そのものも危険力札、っぱい 。 そこ

で沼崎' ，[ 1 気のくアイメンテリフター ・オートタイフ。〉。スイ

ッチひとってＧ， Ｑ 灯から多灯まで， ｉＡＨｾ ｉｉ ｊｉ 総具の昇降がで

主る、 ｾ Ｍ Ｚｪ 天井月 ｪＧ ［ ｬＱ ｦｦｩ リ ｊ 昇降装置 。 これなら大がかりな準

備もなく、メンテナンスワークに|民lわる経費や労力を大

中 ｉ Ｇ ｉｾ ( こ軽減てきます。

UOM21 103 

UOM? I I Ql  

交換・清掃は、
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団 困 惑を聞けて
新鮮な空気を入れよう

あらゆる窓に対応する

高窓開閉装置

/ 電動オペレーター¥

防災認定品

・BCJ - 防災-110号

電動手動併用自然排煙装置

・BCJ - 防災-120号

手動( 一回転ハンドル) 自然排煙装置

・BCJ - 防災-121号

手動自然排煙装置( ワンタ ッチ開放式〉

可燃ガ スを早期 に排出 し、フラ y ンユオーバーといわれる爆発的 な火 災

の広がりを未然にｾｽｪ < 排煙設備は、時代の脚 光を術ひ' る 商品として注目

されています。 また 、採光 . j換気など、問機能 をj 青ねた当 社のキヘ・プ レ

メ7 λ ウインドウ ・コントロール はおく評価 されています。

Tf託子ZZしオイレス、ラッチステイ

- エ泊、体育館、倉庫周新製品 S L - 2 0
シリーズ RZTきず225FS L・3 0 0

T課目二品i 外 S L - 3 5 0

・134|也 鴨 用 S L・5 0 0

シリ ーズ

天毘2:ヰ主主2ふ両iλJみぷi立:ζιrJrrルレの唱温躍室 S Lし- 3O シト

l注:迫ぷJj一|:弘=r??の多遼蹄窓 S L - 5 O シリト一

/  ，二ツJ子J日説t し窓の開閉 S L - 8 0  シト ・片引き 、引違い窓専用 S L - 5 5 0

S Lし- 2 5 0シい川』リ一J 一」ス」| RFT宝2器2品L弘江笥2?十ル一S L・6 0 0

Ｖ 砂 Ｇ｟ＧｾｉｊＭｾＭ 建機椋式銅
本 社 大 阪 市 東 区 船 越 町 1- 22 (アズタビル 6 F )  

T  E  L  (06)  944- 1851 (代表) 〒540

F A X  (06)  944- 1854 

関西 S P  (0798)  36- 7851 

四国 S P  (0878)  21 - 9118 

ビルドイ ン

内 蔵 型

シリーズ

(隠蔽式)

シリ ーズ

シリーズ

11¥ f 実 武 防 火 シ ャ ッ タ ー

防 煙 防 火 は 齢m で • 
シャッター全般・防煙垂壁

〈ロール式 Y H型〉

電動式引上げ大扉

11喉 シ '*f1l/ 9- 工業練式会宇土大阪支庖

大 阪 支 庖 大阪市北区天神橋 2丁 目5番 3号 第 5 新興ビ ル 電 話大阪 06 ( 353)  7 3 7 7附)

本 社 東 京 都 北 区 田 端 町 1 1 3 8 電話東京 03 ( 893)  5 2 11肘)

支 庖 ・ 営 業 所 札 幌 、 仙 台 、 千 葉 、 横 浜 、 名 古 屋 、 広 島 、 松江



七 常 事 聖 問 司 君 ョ ー

@ 大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

未来に向けて

建築空間との対話を

考える

璽空雪宜冨

⑩奥村重呉街株式皇子士

本社 〒530 大阪市北区西天満5丁目3 番7雪 宮 ( 06) 312- 4131 

東京( 03) 437- 3361 名古屋( 052) 522- 5436 九州( 092) 291- 0459

仙台( 0222) 65- 6568 ) : p縄( 0988) 53- 6850 慎浜( 045) 662- 5403

宮崎( 0985) 22- 7311

ケ主力うzーオー: 1マメヲ'JL

( C. O. M. )  

ケ主力ラr 方ーシマメヲ' ) " ( O. R. P.M. ) 

ケ主力ラァオーシマメヲ1) " S US - S  

- 用途

屋根. 壁. 谷樋. 通風器. 強力ファン付通風器.

連続式通風器装置. 公害用ダク卜.

東 京 受 后 干105 東京都港区虎の門1-1-12 T Eし03- 580 6061 

名 古 屋 支 后 干460 名古屋市中区大須4-1-71 T Eし052-241 司 8588

新居浜支后 干792 愛主重県新居浜市多喜浜650- 2 T Eし0897-46-2300

愛 E重 工 編 〒792 愛皇霊泉新居浜市多喜浜650- 2 T Eし0897-46-2300

営 業 所 四 日 市 岡 山 ・ 宇 部 ー 抑 岡

玄関庇金属/ ，ネル工事
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設計構想をいカホ

感性が光る力ワヨマオリモJ インテリアフアプリックス

，..，.，......_ -;_ 
あらOOる空調唖揺

つぎつぎと生み出される新しい建築、インテリア空間。ホテル、 J;5命I i 、住宅等々 、

それらのどのス ペースにも現代の進んだ技術と感性が生かされ、独創的で個性的

な空間は、私達を深く引き込む魅力に溢れています。

イ ンテ リア空間を形創るさまざまな素材の中で人間の歴史と共に永い文化の背jt

を持つ布地 こそは、それ自体が持っている繊細な、限Dミさによ って永久に愛され

るぷ材といえます。その繊細11 で多様なテクスチャ一、色、柄。川島織物はアーキ

テクチャ一、インテリアデザイナーの優れた感性と桃想に十分お応えするオリ ジ

ナリテ ィ溢れる織物創作を得意とし、有名建築に数多くの実結を 誇っ ております。

曽 川 島 織 物

株 式 会 社 川 島 織 物

東京営業本部n (03) 580- 4511聞 大阪営業本部合 (06) Ｓ Ｔ ＷＭＰ ＴＵ ＱＨ ｦｾ Ｉ＠

四季折々の昧 党を堪能させる「句」の

食べ物。でも毎日食べる空気は常に

おいしくありたし、ものですL

〈クライメイトチェンジ、ヤ〉はヒツレ空調

システムの中心となる高性能エアハン。

アメリカで高L、イ言中貫性をもっトレー ン社と

クボ、タが完成した、あらゆる空調システムに

対応するコンパク ト・ タイプでt

低いランニングコスト、高い省エオ、効果。

スペック通りの高性能で、オフィスに新鮮な

宅気をお屈けします二

空

万二

ぺ!な

っ

レ、守|も
-r】3

- ・・・E 血血盟盤笛画監幽量圃・・・・・

怨 矢 保 田 鍛 工 結 式 会 誼

空 間 事 捜 部

本 社 ・大阪市，11連区融，. . 1丁目2書47骨 宮 06 (648)3174 干556-91 中部克直 ・名古里市中村区名駅3丁目22書B号 官白 2(564)5081干450

東 京 本 社 東 京 邸 中 炎 区 日 本晴宜町3丁目3番2号 世 田 (245)3762 干 103 中 国 主 広 広 島 市 中 区基町5番“ 号 官 082(225)5543干730

東 北 宜 底 仙 台 市 本 町2丁目白書 11号 官0222(67) 軍国7干980 九 州 支 車 掴 岡 市 博 多 区 " 多駅前3 T目2香8号 官ω2( 473) 2551 干812



- 密閉式クーリングタワーの特長

， 
省エネノ軽量ノ容易なメンテノ

2  

冷却水保睡で需要急増/

3  

オリジナルな冷却方式で脚光ノ

アルミを生かして19年。

冷 却 塔 をつ くっ て ＳＴｾ 手 一一一一一一

に;ぉ

竺ン

空研工業株式会社

収 締 役 社 長 附 本 t' .'l 

- 本社 ・福岡支底

福岡市中央区大海公園2番39号 e (092)741-5031 

FAX(092)741-5030 干810

・大阪支庖

大阪 di 淀川|メ州 '1' ，(:j 3  ) I )  9 併12り( 大阪術 研ピル)

合 (06) 302 -55')  1 干532

・広島支庖

ｊｉ［ ，Ｈｾ＠ ，1;1軒以 下，'，，'，，'41 ＩＢＱＱ Ｓ 得 Ｓ Ｑｾ［Ｍ e (082)25')- 1515  

，1〆グ"

-・，._- ，.， 

、 ，〆 ぐd ‘

_--- ... ＮＮＭ ｾ＠

Ｎ ｾ＠

? ? 耕一" . 7 . :1.

過酷環境下の南港にフ、y 素ソL ーン誕生

インテックス ・オオサ力①②④⑤号館とレストラン戸ーケードにケミフ口ンガ採用されています。

南港二ユートラム8 駅、ショッピングセンターと共にケミフロンゾーンの誕生です。

営業品目

・ケミフロンポス トコー ト

・ケミフロン

・ケミフロン

・樹脂ライニング

・大; 羊製鋼側代理I苫

建築用外装フッ繁焼付

サイテ'イング、ルー7 材 他

工 業 用 、ライニング、 コーティング

エポキシ他

サンフロン、ウオーJ レパネル他

⑩ 神 戸 材 料 株 式 令 私

ケミー・コート三業株式警部土

本社 Ｏ ｾｉ リ ｩ ｉｬ￭ＧｉＧＡＩ と Ｑ ＮｸＺￎＡ ｾ ＱλＱｕＱｦ ＲＭＱＭＳＷ f i ( 078) 222- 2251附 干651 工場 f i (07954  ) 6- 1515附
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シ

ャ
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タ
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の

提

案

で

す

勺

三和の ＺＺＺ＿ｊｌ ミ ｊｾ ーテザ己ョニ ｊ

AP- 1シ 日

- 機能的で、すっきりした美しい外観を実現。

・使用 条件や用途に合わせて自由に選択できる、

豊富なパリヱーショλ

・組み立てや解体・移設が簡単なシンプル設計。

・多様なオフ.ションにより、黒板やコンセント・スイッチ

の取り付けも可能。

・確かな技術と万全のアフターサービス。

. パーティ、ンョンと共通仕様の各種ドアを連結可能。

三和のドザいフース

か

ら

三和のスヨザテヤ己古ト: ァ

ー在五議15iZ安芸荘

本 社 大 阪 宣 庖 ・大阪市南区南船場3- 11- 20 T E L. 06(251) ∞81 

東京茸庖 ・東京都港区三国3- 13- 16 車43蒜ピル8F TEL. 03(456) 3011 

営築研 ・IL帳/ 仙台/ 静岡/ 新潟/ 金沢/ 名古屋/ 岡山/ 広島/ 福岡

連絡所 ・盛岡/ 大宮/ 千葉/ 禍浜/ 京都/ 押戸/ 松山

ネーション・インテリえ

にも、信頼のスi ノヱ。

さまざまなライフスタイルに対応する幅広い商品群。

Hキ代のニーズを適 l確にと らえたフレッ シュな!毒性。

My  Quali ty Li f eをテーマに 、

スミノエは 、ゆたかなインテリプライフづくりをめざします。

カーテ ン・力一ぺγ 卜・壁装 ・美術織物

= 定書J Z
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盟 三 穂 … 王 制 式 合 社

本 社 〒 160 東京都新宿区西新宿トト l 新宿三井ビル44陪

合 03( 346) 3011 (代 表)



昌一回ψ瓜@イシテυァテ申スタイル

建築空間に貢献するタナハシのコレフション

工施飾装内

室

・

司

a

1

d

t

具

・

阿

川

凶

m

何

回
…
幽
…

ノ々
スキ

ヨ

イン テ リア

株 式 会 社 q J J ゼ忌

- 本 社

干541 大阪市東区横堀4丁目 12本町os ビル

fi (06)261-2661附 FAX(06) 261-2680 

・ショールームj: 本社 ビル2F

・名古屋営業所

干460 名古屋市中区東桜2丁目 -24大美ビル

まま (052)93ト0723 FAX (052)931-0726 

D A I K I N  

栄題も実績でま

室内ユニ y ト 天 井i里込カセット形 F BYD63A1  (2.5伊相当)

E中小規模建物 (恥 伽2) の

省エネルギー空調として、積み上けた実績が認められました

--独自の冷媒制御方式で熱搬送動力; を不要にし、必要なと

き必要な部屋だけを例別空調したいとし、うニーズに、的確

に応える省エオ、ルギ- q調システムでホ己

・ 年間維持費を約 ＲＰｾＴＵＥ も節減 。 Ｈ ＲＰｕｓｒｔ 相当比 Ｉ

・工事節減と省スペースイヒを実現。

・室外ユニット4機種、室内ユニット4 タイプ。

8 ハリエーションと豊富。 室外ユニ y ト)

・集 中告lJ 御盤など便利さを高める別売品も充実。 RS CY 10C(10伊相当)

ヲ; 千本=〆

空冷ヒートポンフV R V. :r.i 'ヨン

Ｍｅ 司王ま亙ｾ・
@ヲ; ぜ宇ニ〆工業縞ヨ皇祖 空調営業科目

本 社 大 阪 市 北 区 梅 回 l T 目12 番 39 号 新 阪 急 ビ ル

郵便番号 530 電 話 大 阪 (06) 3 4 6 ー 12 0 1(大代表)
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ENVI RONMENTS 

F OR 

PEOPLE 

家具・造作・建材

船舶・航空機内装

建築・商業施設

特殊建造物等の

設 計 施 工

。吋M A Rリ

大丸・装工事業部

大阪・東京・ 名古屋・京都・伸戸

徳岡・仙台・広島・シンガポ→レ

Tendロ 家具一一ひとつ、ひとつの個性。

X 長益面Z

大阪支后・ショールーム 本社・東北 東京 札幌 広 島 福岡

大阪市西区南堀江2-13-28 干550

電話 : 06-53ト4131(代表)
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新しい音像世界への幕あけ

ｾｾｔｏａ＠
- 大阪電販営業所

心に迫る冒

体育館、公会堂、

コンサートホール、ライフ'ハ ウ ス・・ 目

昔 、そのものの精 度が要求されるとき。

忠 実 に再現する技術、

そして用 途 に応じた音響 設 計。

⑨ 630 大阪，Ii 北1"-リ)J 町 Ilfi 5¥J ( 'j- )J 町パークピル 3 F) T E L  (06) 358-1141<<1:1 

・東京電販営喋所

東E 特殊電機株式会社
⑨ 113 *  ，;.; 1:1:文，;.; 1>( 本 郷 3 r  11 43 得 3 ¥; - T E L  ( 03) 81'卜6211(11:1

・名古屋電販営喋所

本社 .m652  ｾｉ リ［Ａｬ ￮Ｉ［［ Ｏｯｉ ｩ ｬ メ ｡ ド ｶｻ 辿 Ｕ fl l 11昨8¥} T E L ( 078)576-0226(11:I ⑮ ＴＶＱ 名 ｉ ｬ￯ ｍｾ Ilj 点1>( ( I "n r  111lfi 30り( 刷 川第 l ピJレ310) T E L  (052)962-5721<<1:1 

T OS HI B A  

ｅＵｌ ｾ ｂ＠
簡単な操作て¥用途 ・規模に合わせ最適な!1R明

コントロールシステムがお選び いただけます。

| ・事務所では i  

蛍光灯';11チ安定日号と組み合わせlリ! るさを 20- 100% の1/ 11で ( 1111に近i絞調光

できます。カードによるフ。ログラム人 )J に加え、光セ ンサ、暗スイッチな

ど使い服汗ち大幅に向仁しました。快適な'J '，:A納税境をお約束します。

| ・体育館て怯 I  

HID! 照明器具と組み令わせ、競技内容、J r J 途に令わせてt出産な!!(11リ]ノ f
タ

ーンをスイ ッチ 1つで選択できます。施設の作fllt運mのれI7J 化と行エネ化

を友引できます。

集 '1
1
臼動管理による

省電力・省力化

- お問い合わせは

近畿支庖村機1 I l 、" ， 〒541 k l 坂l打点 IR 本川ι - 2 9 ( *之大| 以ビル) T E L  (06)  244- 2880 東 芝 電 材 株 式 会 社
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設備と管理を光首脳。

コンビュータ応用シ ステムのト ータル

コンダクタ一日新電機は 、電力 ・水処理・

道路・広域施設・工場、それにビル など、

さまざまな分野の監視制御装置に実績

とシリーズを誇っています 。

ビルメイ卜はこ うしたノウハウを集約。

ビルの諸設備を一括 して管理するシ ス

テムです 。

@日錨醤議

日新/ ビルメイト 1100R 

Lヱ 竺l

本 社 ・工 場 干 615 京 都 市 右 京 区 侮 津 高 畝 町47

会 ( 075) 861 - 315 1( 大代表)

営 業 本 部 s  ( 03) 503- 3251 - 6( 代 表 )

中 部 支 社 合 ( 052) 561 - 551 1( 代 表 )

西 部 営 業 本 部 s  ( 06) 344 -7321  - 6( 代 表 )

空間発想J パレタレホ、イレト。

、司圃・

、.、

人と空間と自然をテーマにした

曲線のフオノレムカミ 建築デザインを、

ひときわ大胆に しました。

5e先以求、すでに 7
1
1をtも位して、円本の谷地で

さまざまな、数多くのJ J . しいシルエットを見せて

います。

・ ｾＧＢ今、 ｍ Ｚｲｬ ｲ の 施｛ｦ同 ｊ Ａｴ をご Ｚｦ￬ ｪ ｾ 去の ｽｊ にお ￬ ＮＡｩりし

ています。

⑧目舗ザーソシ販売蹴宗室紅 l  

本 社 甫古都千代田区神田錦町 1 - 8  fi 03- 295- 45 

⑧目韻カーテンオール鰍京芸枇二阪支庖 二阪市北区西天満 5 丁目 1 - 9 8 06- 3i 4- 1; 71



準超高性能エアフィルタ
特 殊 合 板

静電気力による優れた捕集機構

やフィロ ・フェク卜" は、組極制繊維府によるメカニカル

iJ 'jflil とそれらの織品!肋叶? 屯していることによる強力む-

1'(1" ，0 : 気力とのコ ンビネーションによ り、大気 rl' の エ ア

ロソフレ粒子を効来的にお111長しますh 静 沼 気 )J は 持 続 性

にすぐれ、メカニカル il;jflil だけでは1J I l ! 長が困難とされ

ている粒子後 ｬ μ ｭ 以下の微粒子のが過に非常に ｉ ｾＧ Ｎｩｪ ¥..、

安定した捕集労'J r撃を示します。

j戸材はニ重構造+ ダブルジグザグ機構

ホフィ ロ・フェクドのが材( 立、 俳 '，O: Ai i 傾斜H繊 維 府 を不

織布で哀打ちし.た、i I 比庁長性のあるこ ill 柿 泣になっていま

す。i l;jflil 商秘を! tlやすために、ダブルジグザグ形状に

折り込み、低l王打iと長対命の干? エネ設計を可能にして 0.3 

います。圧力以失は、従米の|百J - 勿坤のエアフィルタのう2ω

% 、また舟命は 1. 3- 1. 5伐 とjえくなっています。

確かな授術で業界をリードする

vllene 
- ダスト負荷による捕集効率

③ 

日本代子リーシ稼式会紅

本社/ 東京都千代田区外神因子16-2第2デイ ，p ピル

営業部門 ・東 京合 03-258- 初 J( 代表)

|  ， ， ， ， ， I  ， l  空調資材担当・ 大阪n 06-252- 似64( 代表)

1∞ 2∞ ・名古屋台052-203-1461 ( 代袈 J

ASHRAE ダスト負荷量 ( g/ユニ y ト) 0285 

高湿度下でも安定した性能

，凶幅制l繊 維f臼の屯 {o;f は、繊維のぷ [(1百だけて込なく、内部

まです'11め込まれた永久，:g:' .[ になっています。また、ポ' ) フ. ロ

ヒレン繊維からなってL 、るため、f i '1ノド性と絶紘性に 優れ、

ｉｾＧＺｪ＠ ｩＺｬｾｬ ，立環 ｊＭｦｚ ド での Ｑ ＡＱＡｊｬ ｈ こも安定した性能をぶします 。
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日本で入そして世界で、 A V文化( 音声映像) を

リードし、さらに高度システム化へと躍進. グ

ピヲヲー A Vシステムセ- J l I スネットワーク (お気 11時にご相 談 l' さい。)

- 東京情報システム営業部

(〒107) 東京都港区赤坂ト5- 11 (新虎ノ門ヒソレ) fi (03) 584-1201 

・大阪情報システム営業部

(〒543) 大阪市天王寺区小橋町 10番 16号・・ 0 ・fi (06) 768-5336 

・北海道視聴覚システム営業部

(干060) 札幌市中央区北三条西トト7 ・ ・fi (011 )22ト5651

・東北視聴覚システム営業部

(〒980) 仙台市本田Tト11-12.. ・ー…… ・… … ・ ・fi (0222)62-8026

・関東視聴覚システム営業部

(干113) 東京都文京区本郷3- 14-7 ......... .. ..  .  fi (03) 815-2171 

・東京視聴覚システム営業部

(干113) 東京都文京区本郷3- 14-7 …..・ 回一 … ... fi (03)  815-4431 

・神奈川視聴覚システム営業部

(干231) 横浜市 中区翁町ト3-1 ・・・…・ ・ fi (045)662-5681 

- 中部視聴覚システム営業部

(=;=465) 名古屋市名東社台3-9・・・ 0 ・0 ・0 ・e ・ 合 (052)772-8161

・近畿視聴覚システム営業部

(干543) 大阪市天王寺区小矯町10番 16号 ・fi (06) 768-5356 

・中四国視聴覚システム営業部

(干730) 広島市中区東平塚町3番26号 … … fi (082)243- 3321 

・九州視聴覚システム営業部

(〒812) 福岡市博多区博多駅前4-16-1 ..・ 目。白 fi (092) 4  11-9866 

・山 陰ピクター販売株式会社

(干693) 出雲市今市町854， ー … … … .. .. .  "fi (0853)21-4611 

・沖縄ビクター販売株式会社

(干901-22) 沖縄県宜野湾市真志喜643 ・ .. 'fi (09889)7-4513 
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c  大空間用空調システム

110 

デイリベントシステム
ディリベント・システムはノズルから吐出する高速ジェット気流の

エネルギーを利用して天井部の高湿空気を床面へ誘引搬送し室内空

気の循環回数を高め、立上り時間の短縮等大空間の暖房改善に寄与

する函期的システムです。

〔 特 長 〕

スパイラルタクト ティリベント・フ戸ン

↑ 室内よ下の温度差ガなくなります。

2. 暖房立上り時闘が短縮されます。

3 ダクトレスで空調ガ行えます。

4 .施工ガ容易で設備も安価になります。

5 ランニングコストガ大巾に低減できます。

6. 既設建築物にも簡単に適用できます。

〔その他の用途〕

1 工場 ・ 倉 庫

2. 温水プール

3 . 地 下 駐 車 場

4 文化ホール・体育館

5. 空調機械室

社 干101 東京都千代田区神田駿河台4- 2 お茶の水ビル

GFl akt 本
合 03 (255) 0095附 テ レ ッ ク ス 222- 6715 FLAKTT J  

大 阪 支 J苫 干530 大阪市北区芝田 1- 4- 8 北 阪 急 ビ ル fi 06( 374)  1355附

名古屋支盾 干460 名古屋市中区錦2- 2- 13 センタービル 合052( 211 ) 6230 BJ S t コレヨト練武主社

六ヶ国語同時通訳放送装置

最高のホ- ) レ効果を演出する音響システム

匝唇日ホ無線株主そ曾祉

- 本 社 事 務 所

干107 点 ｾｬＮ 問［浴ｼメー亦以 Ｒ Ji 117lft22¥j JJ "dli ツインタワ一本館 (03)584-2411 ( 大代ぷ)

- 大 阪 支 庖

〒530 大阪 di北|メ::' ;:i :，f. :ji 兵1 J i  1I1  砕28 ¥; 

・ 三 鷹 製 作 所

〒181 lIu ':r. I; :.I.l't di ドj主彼 5 J i  11 得 1 3; 

(06)344- 1631 ( 大代ぷ)

(0422)44-9111 ( kf¥: : m 
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大 阪 底 〒5切 大 幅 市 西 区 間 堀 江 3 1 6  9 宮 (06) 5羽 2461

u 高 楠宮 寮所 干542 大臣市南巨 爾総・3119心E 峰プラザピ" 1使館4 F 官 (06) お1 7311 

O MM宮 然所 〒540 大阪市東区東嶋 1 7( OMM. B4)私・祖44号 古 (06) 943  3四E

帽 回 世 襲 所 干530 大阪市北区嶋田 2 1  14(甥桜橋 ピル4F )  官 (06) 3452451  

町 宮 練 所 干541 大阪市東区間 本町 4 47( イトウピル2F ) 世{ 飴) 252 ∞71  

- ディ ス7 レイセンター

・エキ ジ ピシ ヨノセンター

・ストア プランニングセ ンター

・ハ ブ' ) ックコ ミュ ニケー シ ョンセンター

o  T  C嘗 無 所 〒562 耳 面 市 拍 喝 車 2 6  5( OT C3号館2F ) " (0727) 28  3636 

取 山 宮無 所 〒640 拘 置 山市 酉汀 Tl l ( 和世山県睦清センタ ー3刊号) 世( 073叫235110

本 社 干印4 京 都 市 中 東 区車 掘川 通 丸 太 町 下ル 7 1  古 (075)211 7271 
。 刷 湖 面

札幌盛岡仙台・東京償浜ー新潟・金沢・名古屋・京都・和歌山 ・神戸・徳島広島 ・北九州・福岡

椋式会社フジヤ

風雨をシャットアウ卜する

r等気圧理論」

超高層ビルでは、雨は上から降るとは限りません。ピル風という

独特な風にあおられるなどして、検からも、時には下からも激し

く降ります。それらをシャツ卜アウトするのが、サッシという傘なの

です。

厳い、条件下のピノレではたいへんI'::il 、ノk 密性能が要求されま

す。不てサツシlはiム、 そ の ＧＢρ尚Ｂ臼Ｂ百 ｊＴ以 ｩλｌ 、リノポｬ＼ｾ密子軒 ｩ沖 ｦ性主凶自能 ｅ 含折 ｦ作Ａ与ｽる ｦた ｊ め、 カ一テンウオ

一ノルレやサ、γy シ川lにこプr '守写P平;気! 任EJl I均凡1[ιL論」を剖1;応，必ω5印n円1してL 、法ます。

間とJA¥とが!日111年に作 JII すると、宅 |人J !: : i ? : 外ではJIJJ そが伶じま

す。その時、すき 1111の- ) ; のfWJ にノドがあると、たとえ小さなす剖: n

てあっても、ノドはJIJJ のl:jl 、}j から低い }j 、つまり宅外から室内

に佼人してしまうのです 。 これを力 ｾ｢ｾＩｊｾＨｉＨＩ に解決するには、すき

まの Illi ifWJ の気，ｦ ＧｙＧ ｾ がなくなるような・ 締 ｪｪｪＺにすればい ｌ 、わ けです 。

これが「令気圧政論」です。

「等気庄内論」の応JIJ など、 r凶1:':jJr千ピノレでっちかったィ、 ペサッ

シの J主Wrl 阜、マン、ンョン JII サッシをはじめ11:'1":: J I l のサッシlこも附;

実にフィーj - " パックされて l ' ;l:す。rUi I: 百Wi ビノレと|百lじサッシの傘

が様々な建物 ｊ を ｊ ＡￍＮｬ ｉ Ｚ ｉ ｾ かｉ＿ｾ ＧｪＺ っ ているのです 。

. 等気圧構造

f肖U

・・h 雨?

凪 ・司V ホ:

A. "'... 

力 - j d

/ r- -

， . _， 木抜穴

ヂ気密材

ロこの部分に外気圧を導入し

等気圧にする

( 図は竪軸回転窓的場合)

サッシの歴史は不ニサッシの歴史

E9 唾二F 戸・

干 103 東京都中央区日本備室町ト3

( 日本橋大栄ビル )

T EL  ( 03) 279- 1611 ( 大代表)
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庖舗・商業施設・家具・造作

装飾・企画・設計・施工

インテックス大阪 2 階メインホール家具工事総坂屋

⑥ 械 屋 大 阪 庖 6階 家 具 装 飾

はナショナルのHIDですら

ｦｬｾ＠ F'，-:';: [ は会場のれ主[ 物に大量の HID

Ｈマノレチノ、ロゲンＩＡＡＨｾ Iリlを納入させていただき

ました。82%いう，:':i ，、総只効率や、. ' I ' ，} . 長

商品をあざやかに凡せるi目1so'l: t のよさが、

こ;才采}l Hこあたって大きなポイン卜lこなって";I: To

さb に、ランフ。{立 ilt Je t ドさせるた"11て，}J;. 

!!H12にも狭. I ! (，¥型にも配光を変えられることも.

特長のひとつで、1 ' 0

#=.1:.#/1，高天井用照明器具

纏盤輯盟聾輯輯盟醐i ' i l l ' 亙亙藍選勝五盤踏畠譜輯撞輔盟蝿臨蝿麗盟

- お問い合わせ1: 1 . 松下電工電材事量本部マーケテインタ1草川係 官筋( 蜘)1131 (干571) 大阪府門真市門真1048



ム九三菱樹脂

実績と技術で高い信頼折号ています。

ヒシタンクが

耐震性・衛生性を

さらに向上/

人 三 菱 樹 脂 株 式 副 主

. 本柱。干 10 0 東京邸千代国区丸の内2- 5 2 三: . II! ピル03( 283) 4072( 直) ・大阪支庖 ・干541 大阪市東区伏見町5 1 大阪明治生命館0 6( 208) 4758( i U)  

. 支底 東京03( 283) 4320( 直) 名占鼠052( 563) 2112( 代) 偏問092( 281 ) 3邸 1( 代) 仙台0222( 61) 2331(代) 欄浜045( 201) 9251( 代) 広島082( 248) 5881 ( 代)

北陸07496( 4) 1701( 代) 四国0878( 71 ) 2911 ( 代) 札幌011( 241) 2571( 代) ・嘗集所/ 全国26か所

MI TSUBI SHI  

制 Iがつ〈る峨なふれあい SOCI O- TECH

PIRAL ｅｓ ｏＱ ｌｾｔ Ｇ￰ ｒ＠
三 菱|スパイラル|エスカレーター

美しい曲線を愛し、芸術にまで

高めてきた日本人。

三菱電機では未来へ向けて

夢のある関係を創り出しました。

人三菱電機株式会社関西支社 大 阪 市 北 区 堂 島2丁目2番 2号 f i (06)347- 2315 
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世界で活・J る筏衡のヤンマ・

rまさなi の備えでなくfたしな』な備えで志

非常用・防災用予fーゼル発電装置

-・闘

. 1 ・

' シ酔-
・lIlIZID

骨
)  

量産・即納体制が量ったキューピクルタイプ Y A P C : J ! J - : ; ( ( 10- 15日日kVA)並列週底 0000- 175日kVA}

ヤンマー防災問発電装置は、災害を未然に防止する

確かな備えとして、その技術 )J ・信頼性玖正月い評価を

得て L 、ます。ヤンマーでは、用途 ・規 模・設f I ( 場所に応

じて、キューヒf クルタイフ1 大形ディーセツν発電装置、

ガスタービン発電装置など、笠宮な機種を取揃え、設

ｾｉ の・ら、据付けまで、責任をもってお手伝い ｌ 、たします。

ふカタログご勿量白方は本社・宣伝I I ! ( 圃蝿と社会) 1' <:

ヤンマ・|

百璽ヨ

fiE圭1す国

@ヤンマ・約・曾. ル椋訳書本土::22R235官官1 3 3官ZL1U

ィ性磁伊三理と設備管理の..:r .._ ..__ 

小規模の建物・

工場管理に

セーピック

S AV I C E C  

I  
中規模の建物 ・工場管内に

セーピック

S AV I C 8 0ロ

建物・工喝の11廃造りと省エネルギー、そして

省力化。お客僚にご満足いただけるシステムを

作り上げるだめに、私疋ちは長年蓄積してきた

敏多くのノウハウをさ主力し、先進佼術を追求し

ております。山武ハネウ工ルは、センサからコ

ントローラ、総合管理システム、省エネルギー

制御まで、トータルでお届けいだします。

大規模、広域建物・

工場管理に

セーピック

S AV I C 2000 

北 海 温宮 ( 011) 23 ト 5374 憎 ，長官 (045) 312- 6011 高 給官 ( 0878) 5ト 6600

東 北宮 ( 0222) 64- 1 331 帥 阿古 ( 0542) 54- 0191 広 島宮 ( 082) 248- 1291 

新 島宮 ( 0252) 25- 2115 名 古 屋官 ( 052) 582- 1 253 福 岡宮 ( 092) 77 1- 8231 

茨 城宮 ( 0292) 25- 3911 金 沢宮 ( 0762) 63- 8167 

高 崎f t ( 0273)  63- 391 1  大 阪宮 ( 06) 376・0355

空 開 制 御 事 雛 節 〒 150東京都渋谷区渋谷E叶 1- 19 f t  (03)  486- 2321 ・2344
・併し〈は、カタログをごt四求ください.
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ニ層系地盤における杭

の水平剛性の評価法

観音延平/ 野村外喜夫

地震時、建築物を支える杭には、鉛直力 ( 軸カ)

のみならず水平カ( せん断力) と曲げモーメン卜

が作用する。杭基礎を設計するためには、これら

の応力を正しく把爆する必要がある。

「地震カに対する建築物の基礎の設計指針]>1こ

は、周辺地盤の水平方向地盤反力係数 ＨｫｾＩ が深さ

方向に一定とした場合の、長い杭の杭頭に作用し

た水平カによって生じる才え体の曲げモーメント ・

変位等の算定式が示されている。しかし、杭の長

さが短いときや杭周辺地盤の ｫｾ が一定と見なし得

ないときには、これらの算定式を直接適用すると

正しい結果が得られぬことも考えられる。

ここでは、んが深さ方向に一定ではない場合の

一例として二層系地盤を取り上げ、そこにおけ る

杭頭の回転が完全に拘束された長い杭の変位 ・応

力の算定式とその利用法を紹介する 。

1  . ニ層系地盤における杭基礎

の
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頭

よ
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h
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1
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曲
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一

図

転

頭

h

1

回

杭

J

Mo = J L × h  

2 s  

(2) 

ここで

世 2( l - n') +2na+2n' a+ (1 +が)b+2n' 7i

-

Y  (l + nつa+2n'a+2n' b+2nb

再一 2dα +2na+2n' b+(1+n' ) b 

m一( 1 + が)α + 2n' a+2n' b +2nb

α =  si nh(2β2) +s i n(2 β 2)  

1l =  si nh(2β 2) - si n( 2 β 2)  

b  =  c os h(2β 必+ c o s (2 β 2)

b  =  c os h(2β ω- c o s ( 2β 2)  

2目5 2目5

=

Z

4

コ
b

m

m

h

o

 

2.0 

m=O  

旬 mLt

1  m=O  

1. 0  

0.0  

0.0 1. 0  2.0 

一一→段

図 2

3.0 

が、一層系地銀のそれに、地盤と杭の粂イ牛より決 10

10

kg /cn1) と

定される係数九・ 九 を乗ずることによって求めら し、水平方向

れることを示している。 地盤反カ係数 10  

s2を0 - 3 . 0、怖を実務でよく使われるであろう はk
h
=0. 8( 7  

0. 1- 10. 0の範囲で、わ . Omをグラフ化すると 図 2 、 N )  ｂ Ｍｾ で算

s =4厚 n

4

= m  

Q: 杭顕に作用する水平力

B， EI: 杭径および杭の曲げ剛性

k
h  

: 上層地盤の水平方向地盤反力係数

m :  khlこ対する下層地量産の水平方向地盤反力係数

の比 (図 l 参照)

2 上層地量産の厚さ

水平方向地盤反カ係数 ん が深さ方向に一定の半

無線弾性地盤における、枕頭の回転が完全に拘束

された長い杭の枕頭水平変位および杭頭曲げモー

メ ン 卜 は 、 そ れ ぞ れ 議 声 、 告 で 与 え ら れ る 。

(1)， (2) 式は、 二層系地盤における杭の変位 ・応力

図 3 のようになる。図より、 sR- > 2 となると m の

値には関係なくれ仇ともほぼ1 . 0となり、 2 > 告

の層! 享があれば、また通常よく現れるであろう 0. 5

く 怖く2 . 0程度の地盤では、若干の誤差が生 じるが、

2  > 告の層厚があれば、一層系地盤として取り扱

っても良いことカずわかる。

1 - 2  水平剛性

(1)式を変形して得られる次式は、前記条件下の

枕の水平剛性を与える。

Q  A  r r n 3  1  

K = 一 =4EIs'ァ (3)

y.  'f' y  

一般に杭は建物の重量分布に応じて配置される

ので、建物の重心と杭群の剛心は近接したものと

なり、{ 偏心によるねじれの影響はあまり問題にな

ることがないようである。そこで、剛床で結ばれ

た個々の杭は、枕頭の水平変位が等しくなるよう

に、水平剛性の大きさに比例して水平カを分担す

ると考えることができる。さらに β の値が等しい、

すなわち上層地盤の k
h

が等しく、材質 ・径が同じ

杭の聞では、水平剛性の比は走の比と同じになり、

水平力はか比に応じ分担されることになる。

丈を仰と
m に関してグラフ化したものが図 4 で

あり 、月 = 1. 0 での m に対する走の値を示したも

の が表 1 である。

当然のことではあるが、 mが大きくなれば、ま

た叩が1 . 0に 近 づ け ば 、 か 1. 0に近づくことが図

よりわかる。また sR->1. 0 で 0. 2< m< 2.5程度の

場合であれば0.9 <走< 1 . 1となり、一層系地盤に

おける長枕として水平剛性を求めても l 割程度の

2.5  

2.0  

2  

5九

ｾｾ＠
1. 0  

2.0 

よ

わ

1

1

1

1. 0  

0.0 

0. 0 

。。

日目。 1.0 2.0 

一一ーβt

図 4

1.0 2.0 

ー → 飢

図 3

3.0  

誤差に納まることも、図および表よりわかる。し

かし、上層の層厚か簿い場合また上下層の水平方

向地盤反力係数の差か著しい場合には、二層系地

盤における杭として水平剛性を評価すべきである

ことを図は示している。

2. 計算例

図 5 に示す地盤と荷重条件での、 3 本 の 杭 の 分

担水平カおよび杭頭曲げモーメン卜を、( 1) - ( 3) 式

を用いて算定したものを 表 2 に示す。ここで、杭

はPHC杭 500世

(EI =9. 64X 

1010n  

p ， p ， p .  

出した。 N=50

杭 P，はs2キ 図 5 計算例

1. 0 であるが、 m= 5.0であるため走= 1 . 20となり、

剛な下層の影響が窺える。杭p ，の上層厚さは杭p，

のそれと閉じであるが、んの差により mヰ1 . 5とな

るため、一層系地盤と見なし得る範聞に近づき、

J ーキ1. 0 とな っている。

r" 

また表 2 で( ) 内に示したf直は、地盤を 1 mご

との弾性パネに霞換し変位法によって解析した結

果であるが、才克、P，のように第 2 層の層厚があまり

厚くない場合で、も、算定式による結果はきわめて

良い値を示していることがわかる。

3  . おわりに

二層系地盤での杭の変位 ・応力の算定式は、参

考文献 2 、 3 など数多く紹介されているが、ここ

では、参考文献 3 に示されている算定式を、実務

において使いやすい形に置き換えた式と、それに

よる図を紹介した。本算定式は地盤を弾性体と考

え導いた式であり、複雑な挙動を示す地盤のある

一 面を表したものであることを、読者には理解さ

れ、合理的 ・経済的な杭基礎の設計に役立てでい

ただければ幸いである。

参考文献

l  日本建築センタ一 地震力に対する建築物の基礎の設計

指針付設計例題 ｂｾＵＹ

2  償山幸満 くい締造物の計算法と計算例山海堂昭53

3  八幡製鉄枕の機抵杭計算数表 1964 

( カんのんのぷひー )  

の む ら とき Z 株式会社大林組建築設計第 5部)

3.0 

杭符号 P ， P ， P ， 

t 国 300 200 300 

k
h

k，畑 f 0. 893 0. 893 4 .467 

m 5. 0 5.0  0. 2 

β 1/0田 3.28XlO-' 3.28XlO-' 4. 91XIO・2

s2 0. 984 0. 656 1. 47 

l  

1. 20 1. 51 0.98 

T.  

=4EIP' t" "， 

16.3  20. 5 44 .7  

分 担 水Q平 山カ
2.00(2.02) 2.52(2.54) 5.48(5.44) 

も 0. 83 0. 66 1. 02 

枕位頭 ホ 平 変
0.122( 0. 122)  

y. 剖

o. 1. 06 1. 02 0. 98 

|今FZ. ふ3.23(3 竺1:::叩 90) 15.41(5 叫

表2 計算伊j

建築と社会/1985年 7月号 115 
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大阪国際見本市新会場

の給水システム

- P C制御インバータ駆動方式一

三 小 田 渡

給水システム概要

見本市新会場は、給水施設面からみた場合、つ

ぎの特徴を有している。

(1)  ポンプ室 l ヵ所から校状配管で放射状に給水

するので配管損失が大きく、そのために末端圧力

の変動が大きい。

(2) 開催時と休業時の使用流量の差が大 きく、か

っ、開催時も昼夜間や催事により差が大きい。

(3)  休業期間が長く、水質低下の防止対策が重要

となる。

このような背景から、給水システムとしては、

開催期間の展示会場用に、ポンプの回転数制御を

組み込んだ圧送給水方式と、事務所等の給水を対

象とした重力式給水方式の 2 系統分割方式が採用

された。

この中で、展示会場用の圧送給水方式は会場給

水の中心となるものであり、省電力 ・圧力の安定

性 ・水質低下の防止 ・信頼性の向上の 4 点を基本

思想としたつぎのシステムになっている。

(1)  ポンプは小流盆ポンプ 2 台と大流量ポンプ 5

台の計 7 台に分割し、使用水量に応じて自動制御

で最大 6 台まで並列運転することにより省電力化

を図る。

(2)  インバータを小流量ポンプ用と大流量ポンプ

用におのおの l 台ずつ設置して、使用流盛に応じ

た回転数制御とすることにより、きめ細かい省電

力化対策を施すとともに、圧力需111卸を行う。

(3) 圧力制御は推定末端圧一定制御とし、末端圧

力の変動幅を最小化するとともに、圧力一定制御

よりも省電力効果を向上させる。

(4)  可変速裟誼には、インバータを係用する。イ

ンパータ( j : 、可変速装置の中で最も変換効率が高

〈、また汎用電動機を可変速運転できるという特

長を有することから、最近急速に普及してきた可

変速装置である。

(5) 水質低下の防止方法として、受水憎の水を循

環 ポンプで強制循環しながら残塩( 残留塩素) i，湿

度を iJ ! I 胞・記録し、残塩滋度が規定範囲内になる

ように滅菌ポンプを O N- OF F制御している 。圧送

給水システムによる給水は、高架タンクを必要と
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⑬ ⑮  
WP 5  W" ， 岬， WP ・ 電 磁 圧 力

大流量ポンプ
小液量ポンプ 流量E十 伝 送 器

」立をL

図 1

しないので、高架タンク部での残塩滋度の低下が

なくなり、水質低下の防止の面でも効果が大きい。

(6) 圧力制御 ・台数時IJ 御や滅菌ポンプの制御等に

は、 P C ( プログラマプルコントローラ) を使用

して制御盤内の個別機器や配線本数等のハードウ

ェア部分を縮減し、 J妾触不良等の故隊要素を少な

くして信頼性を向上させる。実際の由IJ 御スケルト

ンを 図 1 に示す。

自動制御

・推定末端庄一定制御 零流量時のポンプ吐出圧

力には配管損失を加えずに、「実燭程+ 末端圧力」

のみとし、その後、流量の噌加に応じて 噌加する

配管損失を演算し加えながら吐出圧力を上昇させ

ていき、末端の圧力がほぼ一定になるように制御

していく。この侍IJ 御方式を推定末端圧一定制御と

いう。配管損失の ｪ 寅ｾは給水本管に設置した電磁

流量計で総流盆を測定し、電気信号 D C  4  - 2 0  

(mA) に変換した後、 2 采損失曲線演' f f - 回路によ

り行う。( 図 2参照)

圧力一定制御の股定圧力

海 量

図 2

畳

= 省電力

= 圧力安定

. 自動交互運転 各ポンプの運転時間を均一化す

るために、インバータ駆動で変速運転するポンプ

を順次切り換える。切り換えは、使用水量の変化

に応じて小流量ポンプ日大流量ポンプに切り換わ

るタイミングに合わせて行う。

. 台数帯IJ 御 使用流: L l が治加して、インバータで

変速運転しているポンプが定絡流量以上になれば、

待機中のポンプを商用電源駆動で運転し、「変迷+

定速」運転で圧力指IJ 御を行う。以後、流量の上旬加

とともに待機ポンプを順次「定迷」運転し、「定速」

ポンプはベースロード、「変迷」ポンプは圧力制御

の分担で、台数制御を行う。

- パックアップ パックアップ機能の充実は、 ソ

フトウェアによる給水の連続性の向上、すなわち

信頼性の向上の主要部分をなすものである。ポン

プが過負荷 ・圧力低下・漏電等で故隊停止したり、

または、オーバーホール等で自動制御系列から脱

落する場合、この脱落ポンプが 2 台以上あっても、

残りのポンプが自動パ γ クア γ プして給水を硲保

する。

主要機器

. インバータ インバータは、 50 (Hz) または 60

(Hz) の商用電源を、任意の周波数に変換する周

波数変換機器である。インバータの電圧の制御方

法には P A M ( パルス振幅変調) 方式と P WM( パ

ルス幅変調) 方式があるが、今回は、兄本市会ぬ

という環境を考慮して、 P W M方式より電動機騒

音や発生ノイズが少ない P A M方式を係用した。

. P C  P C は、 システムとしての信頼性向上と、

高機能化を実現する主要機器であり、ソフトウェ

アにより、前記「自動時IJ 御」の各項に加えて、つ

ぎの機能を装備している。

・インバータの速転ー停止および速度制御

. 放隊回数カウンタ

・インバータトリップカウンタ

. インバータ運転時間カウンタ

. 瞬時停電再始動

- 滅菌機運転

なお、 P C がトリップの場合、手i f YJ1 ! 呆作でポン

プを定速運転できる回路を備えており、絵本の連

続性向上対策を一層進めている。

*  

現在、給水システムにおいても電チ化技術を駆

使した P C制御・インバータ駆動方式に移行して

いるが、高機能化・信頼性向上等の要求の高まり

とともに、ますます移行速度が婚すものと考える。

録後になりましたが、本給水システム製作納入するに当た

り、大阪市郎市整備局並びに株式会社J I ( 畑鐘築事務所属生の関

係Ｍｴより絶大ｾご指導とご協力を賜りましたことを ｉ 事〈御礼

申しょげます

( みこだわたる ¥ 

三菱電機株式会社名古屋製作所可変速伎術課 j
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浸透性の少ない表面造膜型の材料は紫外線により

早期に劣化する。シランモノマーの場合は 、サン

シャインウェサ引オメーター処理2 ，OOOHr (屋外曝

露 8 年相当) 後も良好な吸水防止効果を維持する 。

①素地の美しさをそのまま保持する。

浸透型吸水防止材は建築物表面に処理しでも塗布

感の少ない材料である 。 とくにシラン系は全く建

築物の外観を変えることがない。 無機質建築材料

のような多孔質材料は、長期に渡り外気に曝され

ると、盛壊の付着、かびの生育、白書彦の惨出等に

より次第に汚染されるが、浸透型吸水防止材はこ

のような汚染を防止する効果がある。写 真一 2 は

屋外曝露 5 年後の化粧プロックの外観を示すが、

無処理部は黒ずみを呈しているのに対し、シラン

モノマー処理部は秀麗な状態を保持している 。

シランモノマー 基材組鰻

十 山 ー ヘj寸 1-

斗。A 同 τ! ー だ れ -

4 T 。τ1

0 親みτi- 吋イ。τ1-

図ー1 シランモノマーの作用機構

注 ) A 、R はアルキル基を示す。

クリート、 A L C、セラミ ック類、セメント 二次製

品等の無機質建築材料に対して優れた吸水防止効

果を発現する 。

仁 _ j l
施工材料の頁

1 2 9  

浸透型吸水防止材

処理方法

浸透型吸水防止材は炭化水素系、芳香族系また

は水などの溶剤で希釈して使用される 。処理量は

表- 2 シランモノマ一系 対象物の状態により異な

の使用量の目安 るが、おおむね0. 1- 0 .6

2 / ばである( 表 - 2 )。 処

理方法としてはハケ塗り、

ローラー塗り、エアレス

スプレー吹き付け等が使

用され、工場処理では浸

漬処理も行われる 。

2. 

材 料 処 理 量

セメン卜製品 O.2- 0 .4e/ば

陶器タイル

0.05- 0. 2 

磁器質タイル

瓦、レンガ 0. 1- 0. 3 

ボード類 0.1- 0. 3 

A L C  0.4- 0.6  

遁夫

浸透型吸水防止材とは、建築物の外観を変える

ことなく水の浸入を防止して、凍害、白華、汚れ

等の水による害から建築物を保護することを目的

とする材料である 。 これはアスフアルト、シート、

塗膜等の被覆型防水材と異なり、 ｾｉｈ 本に浸透して

疎水性の吸水防止層を形成し、防水機能を発揮す

る。 ( 写真一 1 )  

浸透型吸水防止材は表ー 1 のように 、表面に樹

脂膜を形成する造膜型と、樹脂膜を形成しない非

造膜型に分けられ、機能レベルも多様化している 。

ここではシラン系を中心に、概説する 。

野々市

写真一2 化粧ブロック屋外曝露 5 年後の外観

@ 呼吸性を損なわない。

水蒸気の透過性は非造膜型に比べ造膜型は劣るが、

総じて浸透型吸水防止材は良好である 。水蒸気透

過性が優れると、結露水等の内部に蓄積した水は

迷やかに乾燥され、建築物を常に乾燥状態に保持

し、凍害等に侵され難い環境を作 る。( 表- 3)  

表- 3 浸透型吸水防止材の水蒸気透過性

試 駿 体 | ホででまt J 世

隔絶壇モルタル厳 I  0. 69 

シラ J モノ マー盟国 (0. 3' / ば } モルタル帽I 0. 95 

極 化 ゴム陸料盟理 (0. 3. /ni ) モルタル板 18. 5

建築技術の進歩、コンクリートの早期劣化、省

エネの要望等により、建築材料に 、 より高い機能

が求められている 。浸透型吸水防止材も時代の要

求に応えて、新たな用途分野への応用が試みられ

ており、ここに数例を紹介する 。

復害防止 散米では道路の凍結防止用に大量の塩

類散布が行われており、道路橋等の著しい塩害の

原因とな っている 。 シランモノマ ーは鉄筋コンク

リート中への塩類の浸入を防止する目的で使用さ

れている 。 日

本においても

塩害の厳しい

沖縄県の打ち

はなしコンク

リートにf吏用

されている 。

(写真一 3 ) 写真一3 打はなしコンウリー卜への施工

アルカリ骨材反応防止 最近反応性骨材による、

異常なコンクリート膨張亀裂が問題になっている

が、これの防止にシラン系が検討されている 。

遺 跡 の 保 存 古 代遺跡や遺構の保存、補修用にシ

ランモノマーが使用されている。

浸透型吸水防止材の使用分野がさらに拡大され、

建築技術の発展に資することを期待する。

(ののいちみちお 東亜合成化学工業株式会社建材事業部長)験
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浸透型吸水防止材は、建築物の外観を変化させ

難い材料であり、打ちはなし鉄筋コンクリート、

タイル、石材、

化粧プロ ック、

サイデイング

ボード、無機

質化粧塗材の

凍害、風化、

自筆、汚れ防

止等の目的で

使用される 。
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浸透型吸水防止材には、基材組織と化学的に反

応して定着するもの、単に含浸するだけのもの、

表面に按水成分が付着するもの 、含浸と成膜成分

を併用しているもの等がある 。 シランモノマーの

場合は、基材組織のシラノール (3; Si ーOH) と化

学的に結合し、また自らも縮合して基材組織と 一

体化し、網状構造を形成するので耐久性に優れる 。

( 図一 1)  

シラノールは親水性のため、基材内部に水を吸

収するが、シランモノマーで処理された基材はシ

ラノールが消失して疎水化される 。 このためコン
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... r建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ川

パ γ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話0 6 - 3 4 8一 0635) お 申 し 込 み 下 さ い。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 特 価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す。 な お 、 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す 。 年 間 購 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す 。

$ 印は 欠号

訟¥き 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

.  
最 近 の昭和41年

郎 市 住 居 地 下 街

空 公 訴:j ;千日

建 具 金 物 建 築 法 線

国 立 京 都 第 13 回 1970年 万 国

造 市 街 地 改 造

公 主 と

( 47集 ) 設 備 国 際 会 館 青 年 建 築 家 博 会 場 計 画
園 地 下 工 法 郎市・主 ￟ｾ

4・ 日 本 建 築

昭和42年

同 立 劇 場 建 設 機 械 協 会50周 年 社 会 と 建 築

都 市 と

l主をと設備 生 産 地 設

モ ン トリオ

建 設 資 金 最 近 の 外 装

第 14 回

建 築 と 生 命

( 48集 )

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青 年 建 築 家

.  .  .  .  
昭和43年

ｮｾ 市生活
都 市 の

50周 年 記 念 幼 児 施 設 教 育 総 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群 と し て の ｲＮｾ市のア 第 15 回 新首日市計画

( 49集 ) いこし、σ) t;易

事 業 記 録 号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青 年 技 術 者 法 の 諸 問 題

.  鉄筋コ ン ク
3十周と住民

.  
建築一現史代の 方

建 築 行 政 転 換

.  .  
ー-

.  
昭和44年

建 築 産 業 の

ト権造

一中部から

老 人 向 に

に ｊｾｬ 1寺 しつつある

解決をせま

j毎 i羊|井l 発 民 家 の 系 譜 第 16 回

九件| からの

( 50集 )
耐 震 設 計 の

と す ま い
よみがえる られる公害 報 告

情 造 と 方 向
再 検 討

の 報 告
過 去 一

す る も の 住 宅 生 産
問 題

と保存計図 青 年 技 術 者

.  
昭和45年 現 代 社 会

建 築 と 安 全

日本万国博 設 計 の グ y ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

ア イ ベ 第 17 回 山 陽 ・ 山 陰

(  51集 ) と は 何 か と技術開発 システムfヒイ ン 運 動 問 題 お け る 契 約 課 題 と 資 任 ロ ' '1 I マーー 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

住 宅 - 6 0年
都 市 エ ネ ル

.  
昭和46年

代の総括と

ギ と 無 公 害 建 築 基 ifl法

都市生活と

企 聞 と 設 計 解 体 工 学 都 市 と 港 湾

転 換 期 の ニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

( 52集 )
70 年 代 み ど り ユータウ ン と 主 主 災 建 築 生 産 青 年 技 術 者 レ ジ ャ 空 間

の 展 望
化 ビ ル のプロセス

冬季オリ ン
.  

都 市 ( 主

昭和47年

ピ y クと

600号 イ ンテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 環 境 へ の ｴｾ 市防災
第 19 回 北 陸 の

( 53集 )

キL .晃

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

m中" Y: )  アプローチ

青 年 技 術 者 新 4 J ! 築

.  
-ー

昭和48年
泉 1ヒニュー

大 阪 大 林 ビ レジャーと 大 阪 国 際 ビ . l ! ; 人 住 宅 一 建 築 第 20 回 ヨーロ ・γ J ぜ

建 築 教 育
タウンのコ 新 用 途I也t或 精 進 と 施 工 仕 上 と 材 料

( 54.J1! )  ミュニティ j レテ' イン グ 施 設 ル デ 4 ン グ コミュニティ 家 の す ま い 背 年 技 術 者

σ〉

方恒 35l: 制 と 環 境 まちづくり

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高 層 プ レ ハ
.  .  

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保 養 所 作 品 の 住 宅 地

北 摂 ニ ュ ー

流 通 機 脱 の

ピ ル の 省

プ 住 宅 の み ど り

E副長l坊水工
第 21 回 ピル防災に

( 55集 ) 環 境 保 全 タウン計阿 エ ネ ル ギ 化
{J i . の失敗例

背 年 技 術 者 関する 12市

どうなるか M備 の 方 策 変 容 権 造 設 計 とその対策

.  
p  c  板 を

.  
建築とプレ 生 活 排 水

.  .  

昭和50年

図i ! ，t 館

東 海 の

イ ンテリア 使 用 し た

社 会 ｲＮｾ 市の景観
ストレスト 処 理 施 設

人 間 E寝具克
騒音対策と 第 22 回

集 合 住 宅 の

( 56集 ) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 地 設
と し て の 防 音 材 料 青 年 技 術 者

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方
ターミナル

設 備i

証 言 ' 76 - 集 1主 体 の

.  

昭和51年 建 築 基 礎 締

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地主警備

工場建築と 鉄 骨 精 進 の 結 露 防 止 第 23 回
設1Ai l からみ

( 57集 )

建築デザイ

造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジョイ ン ト

、 ー ド と
対 策 と

青 年 技 術 者
た 建 築 の

ン の 重if) 1句 ソ フ ト 断 熱 材 料
問 題 点

.  
兵 庫 県 ーそ

- 日本建築協 コン クリ 浬立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建 築 に お け

昭和52年
デザイ ンの

の 風 土 と 建

全60周年記念号 トの品質管
日彬規制と

身 障 者 施 設 照 明 設 備

る精進問題一

公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

( 58集 )
動 向 一部 分 - ニ ュー タ 理 と 行 政 指 法

大阪南港と芦
1' 1 ' 年技術者

と 全 体
築 ・建 築 界 ウ ンの 管 理 導 の 方 向 屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン

- 病医療院施建設築一
組合方式に C  A  D ー

.  
昭和53年

の 動 向 一

水

外 壁 電波降客と

よるよｾ合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ 1レ ｦｾ＠ 土克

( 59.J1! )  
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技 術 者

ン トラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ン ビュータ

.  ホ テ ル 建 築

昭和54年

転 換 期 の

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 続 制 と 情 報

農 村 施 設 の 建 物 の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 主 主 設 業 の

( 60集 )

再 開 発

ートタウ ン の ひ び わ れ

シ ス テ ム

変 貌 強 度 の 検 討 まちつ' くり インテリア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

80年 代 の 都
.  - 軍幻回青年技術

設 計 の た め

昭和55年
市と建築ー - 今後の省エ - 最近の銀行遣事

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後 の 外 装 者

の 新 品 「 ぷ

( 61 集 )
まちづくりの ネルギーの趨勢 - 安井建築訟針

耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まちづ「くり 日欠付仕上付
- 転蝿にたつマン

歴 史 と 展 望 - 建築金物 事務所作品集 y ョン・集合住宅 設 計 法

.  
台F斤まわり 災害と法一 都 市 住 宅 一 - 建聾物と風ーデ

住宅Ｎｾ市盤情公
降 当 者 の 界

昭和56年

職 能 論

中 国 の 論 文
ポー トピア

の 計 画

シーリ ン グ

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における
間 仕 切 fl! の 第 28 回

らしやすい

( 62集 )
一 北 京 の '81 材 の 知 識

都市聾帽を中心と
性 能 評 価 yf年 技 術 者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして からの発想、 ' SI童話計作品集 した新企聞の役割

環 境 と 設 備

医療施設ー 都 市 景 観ー
- 絵本にみるすま - 第29回青

昭和57年 新 た な 商 業 省 エ ネ ル ギ

I也成医療と

近 畿 の

ま ち な み 美

大 阪 市 庁 舎 音 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いとまちづ〈リ 年 技 術 者 風 土 ・ 空 気

( 63集 ) 空 間 の 展 開 ー と 関 口 部 地 盤 と 地 質 ( 第 l 期 ) 建 築 構 造 作 品 集
- 才一・エム・ホ - 地っちの庁

と 人 間

設 備 計 画 観 へ の 誘 い テル日航ビル 舎 建 築

関 西 の

マイコンの

多様化する 建 築 と

，ltu向にお【する
大| 坂駅 と

後J' .' f :符即ーと

見u毎の将来 オフィ ス ・ プレストレ λ ト - 高訓"111存It i<i

集 合 住 宅昭和58年

建 築 へ の

コミ L ニケー

インテリア

舟

( 64集 )
建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
ショ J とフレ

デー ミナ 11-

u2' Mn 更 新

と 文 化 を (鉄筋) コン7 リ

. ; . 阪成田際文化

と 生 活 音

を 考 え る 利 用
ゼン子ーシと，/

ピ 11- 考 え る
の変，・ ｉｉｾ

ー ト 1，. j宣 スポ- )ホール

21 世紀への

ピル4) 1)7レッ 建設産業と
- まもの活性化

みどりとそれ - 第31回青年

昭和59年 関 西 の 超
ンュー内外装

住 環 境 と
と商業空間

消 防 設 備 高 齢 化 社 会
技 術 者

光応用シス

関西一魅力
ロ ボ ッ ト - 京郎駅南口再 をとりまく 床 の 精 工 法

( 65集) あるまちづくり 高 層 ピ ル

補修伎師i の

法 制 度 開発ピル のポイン卜 と生活空間
- ディテー Jレ

テ ム と 建 築

を問うー一一
現状と発展ー

開 発 (アパン ティ ) 人 々 の 思 想

- 自由機式へ
情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 情

昭和60年 東 海 の 現 在
の; nー建策 大 阪 国 際 見 建 築 と 水 の

( 66築)

大 阪 湾 物 語

と 近 未 来

家安井武雄 め ぐ る 建 築 れが生みだ 一 最 近 の 外

本 市 新 会 場 演出
- 建築物の適正

- 都市事情 す 文 化 ー 壁 材 料
瞳量を考える

縫1まの大きさは第481島からは現行の A 4 判変形、それ以前は B 5 判
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企画: 日本建築協玄

圃軍司圃

建築技術選書圃 A 5  • 176頁・定価1400円

松下電工常務取締役 大 島 博 監 修

量的なあかりから質的なあかりへ

住まいの表情を一変させる様々な照明手法を

現代のトップレベルの知識と技術で解説

現在，様身な光i原が開発され，坐13. なデザインの照明詩具も出そろっているが，住宅のあかりの質

はまだまだレベルが低いようだ . しかし， あかりこそが空間の快適性を高めるポイントなのである

本容は，インテリアスタイルに応じた照明の手法や部屋別のあかりのあり方を詳述し，新しい時代

のあかりを追求する 住宅のインテリアをより快適に演出する照明手法をわかりやすく解説した.

l  あかりの変遷

2  あかりの重要性

3  住まいにおけるあかりのあり方

4  部屋別のあかりのあり方

5  住宅の配線

芸出版社

京都市下京区木津屋橋通商洞院東入

T  E  L  075 (343) 0  8  1  1  

…・建築に携わる人へのヒント

知りたくても知るすべがなかったこと，書きたくても公には書けなかった

さまざまなトラブルの事例・原因・対策から，その解説・ヒントまで一一

最新の設備や技術ゆえに起こるトラブルから，いつも失敗をしながら明確な解決策が出きれな

かったトラブルまで，現場サイドの技術や知識に裏付 けられた ，実際に起こった事例とその対

策の数々. ト y プレベルの技術者たちの知織と勇気を結集してまとめた 空調設備 や衛生設備

で失敗しないための方法や技術をすべて盛り込んだ，画期的なトラブル解消の 卜ラの巻である

空調設備の |衛生設備の

トラフル50 トラフル50
四六・ 224頁・定価1800円建築設備トラブル研究会著

・内容概略

l  熱特性にまつわるトラブ Jレ

2  梁と天井裏スペースにまつわるトラブル

3  シャフ卜まわりの トラブ Jレ

4  ガラリまわりのトラブ Jレ

5  屋上 ・屋外設置機器まわりのトラブル

6  空調機械室まわりのトラブル

7  居室内のトラブル

〈目録進呈〉
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四六・ 224頁・定価1800円建築設備トラブル研究会著

・内容概略

l  地中 ・床にまつわるトラブル

2  シャフト Ｎ ｾ Ｎ 使所にまつわるトラブル

3  浴室 ・外壁にまつわるトラブル

4  地下 j実上にまつわるトラプル

5  }j腐食にまつわるトラブル

6  

院東入

8 1 1  



日本建築協会

月間の動き

昭和60年 5 月分

理 事

常任理事会

22日 4 時- 5 時

A .  

.，. 

出席者佐野、足立、市川正副会長ほか11名

議事 (1) 定時評議員会開催の件

(2) 通常総会開催のf牛

(3) 昭和59年度収支決算案報告の件

(4)  入退会者承認の件

(5) 会員噌加に関する件

(6) 報告事項

編 集 委 員

第 2 回作品作風小委員会

1 日 4 時- 6 時半

出 席 者 荒 川 委 員 ほ か 5 名

議事 (1) 最近の掲載状況報告

(2) 新建築調査表の選定

(3) r Call er y  j 内容報告 ・検討

A .  

.，. 

(4) 作品作風頁及び新建築頁 ( 1 .  7 月号)

の今後

(5) 新頁一作品評・作品ニュース頁について

(6) 巻頭グラピア頁担当の作品委員選出

第 1 団施工材料分科会

7 日 4 時- 8 時

出 席 者 水 口 幹 事 ほ か 3 名

議事 1 月号「建物の表情ー最近の外壁材料」特集

の、ヲト壁のディテー )1/' 収集資料の選定

第 1 回巻頭グラビア小委員会

9 日 6 時- 8 時半

出席者 本多委員ほか 6 名

議事 「建築と社会」巻頭グラビア頁の企画

第 2 回委員会

9 日 4 時- 5 時半

出 席 者 弁 上 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1) 5 月号「ホールーそれが生みだす文化」

特集経過報告

(2) 6 月号「建物の表情ー最近の外壁材料一」

特集報告

(3) 7 月号「水の演出j (仮称) 及び「大阪国

際見本市会場」特集報告

(4) 8 月号「都市と健康」特集の企図一計画

分科会の報告一

(5) 作 品 作 勘j、委員会報告

(6) 9 月号以降の特集企画と特別企画

(7)  巻頭グラビア頁の新設

(8) r建築の限」の新執筆者

(9) 収支状況報告

「都市と健康」特集第 1 回編集幹事会

13日 6 時 - 8 時半

出席者 田中幹事ほか10名

議事 8 月号「都市と健康」特集の具体化

第 2 回役稿欄小委員会

15日 4 時- 6 時

議事 (1) 6 月号以降の企画一読者の頁 ・建築と

社会ニュース

(2)  その他

9 月号「日建設計創立35周年記念」特集第 1図編

集幹事会

23日 6 時- 9 時

出席者 日建設計大泉幹事ほか 2 名

議 事 特 集 号 の 内 容 に つ い て

第 1 図法令分科会

24日 2 時- 5 時

出 席 者 広 江 幹 事 ほ か 2 名

議事( 1 ) 昭和60年度法令分科会の委員精成

(2) 法令コーナーの企画

(3) 法令特集について

「都市と健康」特集第 2 回編集幹事会

24日 6 時 - 9 時半

出席者 田中幹事ほか 7 名

殺事 8 月号「都市と健康」特集の具体化

第 2 回巻頭グラビア小委員会

27日 6 時- 8 時半

出席者 団中委員ほか 4 名

議事 「建築と社会」巻頭グラビア頁の企画

第 2 回広告企画小委員会

28日 4 時- 5 時半

出 席 者 弁 上 委 員 長 ほ か 8 名

殺事( 1 ) 6 月号「建物の表情ー最近の外壁材料」

持集広告途中経過報告

7 月号「大阪国際見本市会場」特集「建

築と水の演出」特集広告途中経過報告

(3) 8 月号「都市と健康 スポーツ」特集広

告企画

(4) 9 月号「日建設計創立35周年記念」特集

報告

(5) 収支状況報告

(6) その他

第 1 回構造分科会

30日 4 時- 6 時

出席者 n塚幹事ほか 3 名

殺事 (1) 昭和60年 9 月号構造特集の企画

(2) r構造の頁 jll 月号以降の企画

事 業 委

若い会員の集い企画分科会

7 臼 6 時半 - 10時

出席者 山野主査ほか 5 名

員

A .  

.，. 

議 事 「オーク ・ヴィレッジの人びとを囲んで」の企画

第 2 回見学会小委員会

9 日 6 時- 7 時 於なだ万新大ピル庖

出席者 正楽弁副委員長ほか 5 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2) 6 月の見学会企画

(3) 7 月以降の見学企画

(4) その他

第 2回若い会員の集い小委員会

14日 6 時半 - 9 時

出 席 者 石 川 副 委 員 長 ほ か15名

殺事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2) 本年度第 1 因企画

(3) 本年度の年間企画

(4)  そのf也

第 2 回広報小委員会

15日 6 時- 8 時

出 席 者 木 場 幹 事 ほ か 9 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2) 本年度の事業企画

(3) その他

委員会

16日 O時半 - 2 時

出席者 三品委員長ほか 4 名

議事 (1)  各小委員会の事業報告ならびに事業企画

(2) その他

教 育 委 員

第 1 回工高生教育小委員会

9 日 6 時 - 8 時20分

出席者 曲富山副委員長ほか 4 名

A .  

=  

議事 (1  )  本年度工高生デザインコンクール( 第

31回)

(2) その他

第 2 図工高生教育小委員会

23日 6 時- 8 時45分

出席者崎山副委員長ほか 3 名

殺事 本年度工高生デザインコンクールの設計課題

第 1 回講習会小委員会

28 日 6 時 - 8 時10分

出席者 金田 ・安立・黒川各講師、佐々木 ・安

盛両副委員長ほか 5名

殺事 (1)  本年度「建築工事実務講習会」の開催

(2) 建築技術選容講座( 第13回以降) の企画

建 材 委 員

建材委員会

23日 3 時半 - 5 時半

A .  

=  

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か18名、側壁和 2 名

材料説明 ドアコン( 防火引戸用自動閉鎖装置)

殺事 (1)  今後の検討材料

(2) 委員会開催日と時間について

(3) その他

出 版 委 員

委員会

21 日 4 時- 5 時半

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 7 名

A .  

=  

殺事( 1 ) r建築技術選舎」及び「プロのノウハウ」

経過報告

(2) 今後の発行予定

(3) その他

設備トラブル研究会 (衛生編)

23日 6 時- 8 時

出席者 「衛生設備のトラフつレ50j の原稿調整

議 事 河 津 隆 之 氏 ほ か 3 名

A .  

.，. 言十 監 査

8 、 9 、10の 3 日間、昭和監査法人によって昭

和59年度の収支決算に ついて会計監査を受けた。

建 築 ク ラ ブ

朝食会

14日 8 時 - 10日寺 新大阪グランドホテル

出席者 60名

当日は、作家の桝井寿郎氏より井原西鶴の商法

と好色文学と題した大阪人のものの考え方などに

ついてのお話を伺った。

建築防災関係法令研究連絡会

8 日 2 時 - 4 時 於日本建築家協会

出 席 者 構 成 7 団体各委員

議 事 各 会 提 出 メ モ の 検 討

建療と社会/ 1985年 7 月号 121 



油絵の寄贈

このたび、事務局を定年退職された三木ちえ子

さんより、下記油絵一点、の寄贈がありましたので、

ここに誌しで厚〈御礼申し上げます。

旧近畿建築会館は、昭和31年より 58年ま で27年

の長きに亘って日本建築協会の活動の拠点であっ

た想い 出の建物であり、画家森下一夫氏は、明治、

大正、昭和初期の洋風建築を情熱をもって箔きつ

づけ 、近年話題 になってい る方です。

ｾ｣＠

画題 「旧近畿建築会館」

油絵M2 0号

森 下 一 夫 ( 大阪府美術家協会会員)

( 大阪 ・北浜)

画家

寄贈者三木ちえ子

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / . 1，;γY/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / // / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /  

. '85建築展く都市と防災〉

主催 : 社団法人大阪建築士事務F斤協会

会期 : 昭和60年 8 月30 日幽- 9 月4 臼( 水)

10時- 18時

会場 : 心斎橋そごう 7 階特設会場

*  

写真や映像に より、都市の災害の原因から対策

までが解りやすく展示されています。

ハオノ、ォ

ス マ ・ ブ ラ イ ト ・ ア ー ト に 好、 好一「ひかり」が結んだ 日中友好
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. 前進座 9 月公演の割引券頒布

来る 9 月、道頓堀中座で公演される前進座の観

劇券の一等席を、割引頒布致します。ご希望の方

は事務局総務課 (348-0635) へお申込み下さい。

観劇日: 9 月2 ・3 ・6 ・7 日畳の部( 1 時開演)

9 月2，..，，7 日 夜の部 ( 6 時間演)

観劇料 ・一等席 5，000円のところを 3，800円

演し物: 天保図録「おうどかもん茂平次」

原作/ 松本清張 ・出演/ 中村梅之助、高田美和

鷲 尾 健 三氏

昭和60年 5 月28日逝去享年78歳

吉 田 信 武 氏

昭和60年4 月22日逝去享年77員長

雑 貨 孝 夫 氏

昭和60年 3 月30日逝去享年67歳

佐 々 木 米 太 郎 氏

昭和60年 5 月28日逝去享年75才

内 藤 資 忠 氏

昭和60年3月9 日逝去享年81才

吉 伸 清氏

昭和59年 12月

本 田 英 生 氏

昭和60年 2 月

尾 野 雄 三 氏

昭和60年 3 月

神 前 良 治 氏

昭和60年 3 月2 日逝去享年73議

団 代 義 雄 氏

昭和60年

和 田 晋 弥 氏

昭和60年 1 月

謹んで、哀悼の意を表します。( 順不問)

元 副 会 長

元 理 事

光の絵画「月下の竹林J ( 土屋寿満作品)

んの作品「光の絵画」はテーマを「月下の竹林」

とし、月光にきらめく竹の林を壮大な光の絵とし

て創造。会場のメイン ・ゲートに配置された。色

と映像が数限りなく変化して空間をイメージ化す

る「光の絵画」に初めて接した中国の人たちは、

不思議な幻想、の世界に包みこまれる楽しさと、設

計のナゾに強い興味をいだいたようである。照明

が単に明るさの問題だけでなく、生理的にも、さ

らにはもっと深〈人関心理に作用することを 、身

をもって体験できたと中国の人たちは語っている。

催しは、テレビ、新聞で中国全土に知らされた

が、 中国の建築界が照明と住居、あるいは照明 と

環境に 、急速に関心をもちはじめたことは、新生

中国 の方向を示すようで、この「照明展」の意義

も、きわめて高いといえるだろう 。

「現代照明技術と建築展」会場風景

中国建築学会( 理事長 ・総念慈) が主催する「現

代照明技術と建築展」は、 6 月20日から 30日まで

の問、北京市、国家建築材料工業展覧館で開かれ、

約8000人を集めた 。広大な 中国の各省 ・29か所か

ら、受講と見学のため、往復 8 日の旅穏をはるば

ると参加した建築関係者もあったという。

内容は、近代化を進める中国の「建築と照明」

に関するシンポジュームと展示を中心に構成され、

日本のオーヤマ照明がパ ックアップした。

とくに、国際会議場やホテル、学校、病院、劇

場な どパブリックな場と 、庖舗設計における照明

の近代化に関する計画、設計、演出、実施とその

効果のそれぞれについて、日本の最新情報を プレ

ゼンテーションできたことで、中国関係者に新鮮

な刺激と深い感銘を与えた。

スマ・プライト ・アート研究所所長土屋寿満さ

i髭去享年57歳

逝去享年52歳
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逝去享年44歳

逝去享年63歳

逝去享年46才

和歌山支部

相 談 役

名書正会員

前京都支部畳

員

元法規委員

員

A 、

Z え

A  

E  



暑中お見舞申し上げます 昭和60年盛夏

ｬｾｒ＠

設 計 事 務 所 有 志

A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役 亀 井 晃 治

本社事務所大阪市南区谷町7丁目 3番4- 203号新谷町第3ピル2F TEL(06) 768・1771 ( 代)

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 3  5  TEL (0743)  73-6137 

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋2丁目 5番18号南森町センターピル4F 電話 06(358)  5598・3497

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 竹 原 永 一 郎

〒556 大阪市浪速区幸町 2 丁目 2 番20号( 清光ピル) 電話 (562) 4343- 5 

株式会社伊藤建築設計事務所

取 締 役 会 長 伊 藤 鎌

代表取締役社長 鋤 車内
申 J ム

J じa、 f 口

本 社 名 古 屋 市 中 区 錦3丁目 3- 6(日 経 錦 別 館 ) 電話 (052)951-111鮒勺

東京事務所東京都千代田区神田美土代町 7 ( 久保ピル) 電話 (03) 294-6061側

の 思 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢 哲 史

〒530 大 阪 市 北 区 神 山 町 14 番 3 号( 木津信ビル) TEL( 06) 364- 907H尚

123 



株式会社浦辺建築事務所

代表取締役 浦 辺 鎮 太 郎

代表取締役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 目 号 ・ 新 阪 急 ピ J レ干 530 電 話 06(341)  1  7  2  7  

東 京 事 務 所 電 結 03(263) 9  7  5  8  福 岡 事 務 所 電 話 092(761) 2  2  0  6  

@  株式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長
永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話 03(403) 0251大代表

大阪事務所大阪市西区江戸堀 1丁目 10番8号帝人殖産ピル 電話 06(444) 1161代 表

⑥ 
株式会社 小

西

西

本
小

橋

計

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

ラパ品

員又

山甲

正 章

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁 目 12 番 16 号 電 話 (532) 4051代表

大阪事務所 大阪市西区阿波座1丁 目15番 15号( 第一協業ピル) 電話 (532) 4051代表

東京事務所 東京都千代田区神田鍛冶町 3 ー 3 ( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

広島事務所広島市中区大手町 2 丁目 7 番 1 号( 三葉ピル) 電話 (246) 0  1  4  4  

株式会社篠田川口建築事務所

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長
川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁 目 21 番 2 1 号

T  E  L  962 - 7  5  8  1  ( 代)

T  E  L  971 ー 2 2 5  5  (↑:6i. f司)

@  

建築・都市・上下水道

調 査 計 画 ・ 設 計 監 理

株 式 会 社 昭 春日 計

= I L  

E又

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 善

代 表 取 締 役 副 社 長 林 唯 夫

本 社 事 務 所 大阪市西区新町 1丁目 5 番7号四ツ橋ピル T E L 代表 532- 3421

神 戸 事 務 所 神戸市中央区八絡通4丁目 2番17号郵船航空ピル T  E  L 078- 251- 0651 

東京事務所 東京都港区赤坂3丁目 12番5号赤坂田町ピル T  E  L  03- 5 8 3 - 2086 

額 AJ A  A 総 合 設 計

代表取締役社長 浅 井 潤

代表取締役所長 浅 井 謙

大阪市南区東清水町66(朝日プラザ心斎橋東ピJレ2 F ) 干542 T  E  L06(245)7300(代 )
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園

株 式 会 社 創

代表取締役

美 設 雷十

中 原 英 雄

大阪市北区末広町3番21号星和地所扇町ピル6階 TEL 大阪 (06)312-3587代表

株 式 会 社 大

取 締 役 社 長

常 務 取 締 役

大 阪 事 務 所 長

建

二士エ

仁コ 田

村喬

凡

又

周

夫

==ロ言十

オて

大阪市西区江戸堀1- 12- 8 安田生命大阪ピル 電話 06- 441- 9351附

東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 九 件|・ 室 蘭

句9
東株式会社 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番 1号( 伊勢町ビル) 〒460 TEL052- 261 ・2651 ( 代表)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 京 橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 〒 104 T E L  03-56ト0815 ( 代表)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長 東 畑 謙 一

取 締 役 社 長 市 川 宏

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁 目 1 9 電話 (06)202-0391 

東京都千代田区永田町2丁目4番3号( 永田町ピル) 電話 (03)581-1251 

名古屋市中村区名駅3丁目 25番9号( 堀内ピル) 電話 (052)571-8471 

北 九 州 市 小 倉 北 区 魚 町 1 丁目 4 番21 号 電 話 (093)541-6531 

( 清和ピル)

本 社

大 阪 事 務 所

東京事務所

名古屋事務所

九州事務所

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

〒542 大 阪 市 南 区 上 汐2丁目 4- 12 ケーエスピル 電 話 7 6 8 - 6 1 21

株式会社日建設計

取 締 役 社 長 薬 袋 公 明

大阪本社代表 大 西 孝 夫

土木業務所代表 松 本 澄

〒541 大阪市東区機堀 2 丁目 3 8

電話 o6- 20 3  - 2  3  6  1  ( 大代表)
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日 積 工 務 株 式 会 社

代表取締役 生 島 道 春

本 社 〒542 大阪市南区島之内 1 丁目 14番 27号( 字野ピル) T  E  L  (06)  251- 3195代表

東 京 支 所 〒III 東京都台東区東上野 1 丁目 3 番 8 号( 石沢ピル) T  E  L  (03)  836- 1271代表

名古屋支所 〒460 名古屋市中区錦 2 丁目 9番25号( 登島第 2 ピル) T  E  L  (052) 221ー 7561代表

側京都日積 干602 京都市上京区今出川通室町東入今也川町333番地(第2高崎ピル) TEL ( 075) 441- 5 6  9  0  

ヨ対 お 林 設 計 事 務 所

代表取締役 キ木 茂

大 阪 事 務 所 〒531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中 3 丁目 1 番 8 号 電 話 (06) 351- 6831 

和歌山事務所 〒646 和歌山県田辺市稲成田T東皆代 231番地の 6 電話 (0739) 22- 8227  

ｾ＠
株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電 話 06(943)  1371 ( 大代)

支 社 東 京 ・名古屋・大阪・神戸 ・広島 ・福岡

暑中お見舞申し上げます 昭和60年盛夏

建 設 業 者 有 志

。。
株式会社

あ め り
力、

屋

取締役社長
前 野 慶 太 郎

〒 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 ( 06) 4 4 4 - 1  5  0  1  

グ了、

ｾｾ＠

株式

会社 浅 沼 組

取締役社長 j斐
刀

口

、UT
J

a

茂 夫

実 阪 本 芸 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 1 2 番 6 号 電 話 大 代 表 (768) 5222 

東 京 本 庖 ・東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話 代 表 ( 357) 0261 

支 庖 ・名古屋 ・札幌・仙 台・機浜 ・広島 ・福岡

126 



co 

株 式

新
アタラシ

工 務 所之Z〉3Z• 
ネ土

取締役社長 新 日召

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 2丁目 6番11号 電 話 代 表 大 阪 (347) 0110番

支 庖 ・東京都千代田区猿楽町 2丁目 1番 1 4号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741番

支 庖 ・名古屋市中区大須4丁目1番71号( 時計ピル) 電話 名古屋 (262) 1725番

。診 安藤建設株式会社大阪支庖

2 2 2 沖 田 幸 作

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1号 電 話 代 表 (453)  2  1  9  0  

本 社 ・東京都港区芝浦三丁目 12番 8号 電 話 大 代 表 03 (457)  0  1  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州、| ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営 業 所 ・千葉 ・横浜・水戸・盛岡 ・新潟・神戸 ・京都 ・沼津 ・札幌・宇都宮・北九州 ・熊本

泥、車齢J  

稼式会社今

西 組

取締役社長 A  7  西
歪育守主喜傘

雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 丁目 6番 23- 309号 電 話06 (779) 3 3 6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 電 話03 (354)  0  5  8  1  

営 業 所 京 都
1f. ヨZ

良 西 宮 神 戸 埼 玉

@  

株 式

大 林 組ぷヱ2λ2  社

大 林 芳 良R
取締役社長

東京本社 ・東京都千代田区神田司町2丁 目3番 地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・札 幌 ・ 仙 台 ・横 浜 ・北 陸 ・ 名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・福岡

取締役社長

制 組

@  
株 式 会 社 奥

奥 夫

本 社

東京本社

支 庖

大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2の 2 電 話 大 阪 (06)621一1101 ( 大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電 話 東 京 (03)404-8111 ( 大代表)

札幌・仙台・浦和 ・東京 ・繍浜 ・千葉 ・新潟・名古屋 ・大阪・神戸 ・広島 ・高松 ・北九州 ・福岡

間
鹿 島 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長

大 阪 支 庖 長

鹿

津

島

垣

万

口

万

口

口

μ

口

M 夫

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話 03 (404)  3311 (大代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 1 1 一 7 電 話 06 (448)  3311 ( 大代)
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社

ｾ＠
z三式株設建原海

a弘

警置9

三去コE

' = '  

_.!iZ.. 原海代表取締役

電話06(346) 1900番〒 530 大阪市北区梅田 1丁目 2番 2- 300号( 大阪駅前第 2ピル3F)

庖務工山金
〆。、
。 株 式 会 社

彦

T  E  L  06- 942 - 5461日町

T  E  L  03- 663ー7844(1り

T  E  L  075- 351- 5841<<町

T  E  L  078- 392- 1761<<り

T  E  L  0722- 2 2 - 3003 

T  E  L  0775- 24ー 18 16

友

干 540

〒 103

干 600

〒650

〒 590

〒 520

里;予

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 丁 目 2 1iI' )也

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 編 姻 沼 町 l 丁目 10 1il' 12号 共 同 ピ ル 6 F  

Ji r  lis支 庖 京郎市下京区内 JLi 且り四条下る水銀屋町635 1i1'地 梓ピル9 F

神 戸 支 庖 神 戸 市 中 央 区 加 納 町 3 了円 1 酢 25 号 広 瀬 ピ ル 9 F

排 支 庖 幌 市 三 国 ケ 丘 御 三普 通 り 8 1iI' )也 三国ケ丘ピル 2 F  

滋 賀 支 庖 滋 賀 県 大 j阜 市 息 子 ケ 丘 1 丁 口 2 1iI' 3 号

出 張 所 櫛 i兵 吹 田

イ主代 表 取 締 役 社 長

株式舎社柄谷ヱ務志
⑧

 

良日

電話大阪 06(411)  1  4  5  1  ( 代)

. 高 砂 ・豊 田 ・三 田 ・川 西

}I原谷

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番地

営 業 所 大 阪 ・西 宮 ・神 戸

柄取締役社長

設建畿近
投

A  

3 ミ式株

① 

敬崎
i

 

l

 

----， 取締役社長

大阪06 (448) 5601代

0775 (52)  1  3  6  1代

電 話大阪市西区江之子島1丁目 2番2号社本

電 話

⑨ 
組大阪支庖

滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9 3 の 1

谷株式念社熊

滋賀支社

田 甚

谷 太 一 郎

野 晴 彦

電 話03(260)  2111番 ( 大代表)

電 話06(352) 1151番( 大代表)

牧

能

専務取締役大阪支庖長 星

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 17番 1

大 阪 市 都 島 区 片 町 2 丁目 10番 5 号

長

長

ゐ 、

耳

社

f生

f生

締

締

取

取

本 社

大阪支庖

組井坂
株式会社

⑥ 

正嘉小坂井取締役社長

電 話 大 阪06 (311)  9331代表

電話京都075(231) 7934 

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 5 番 4 号

京都市中京区河原町通蛸薬師上ルツルヤピル

本 社

京都支庖
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玉津建設株式会社4 ‘ h  

、週
平廉

林

里子

谷

水

深

代 表 取 締 役 社 長

電 話 03 (816)  7111 (代表)

電 話 06 ( 345)  0631 ( 代表)

常務取締役大阪支庖長

東 京 都 文 京 区 後 楽 2 - 2  - 8  

大 阪 市 北 区 梅 田 2 - 2  - 25  

社

庖

本

支

甲治定設エ業
ゐ

電 話 (06) 308- 1551大 代 表

話 (06)  437- 9631代 表

電 話 (03)  564- 5711代 表

電 話 (078) 221- 6293代 表

宮舌 (092) 471ー 7 2  7  1  

代 表 取 締 役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 2 8 号

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

東 京 都 中 央 区 京 橋 3 丁 目 13番 10号 ( 中 島 ゴ ー J レドピル)

神 戸 市 中 央 区 機 上 通 5 丁 目 1 番 24 号

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 2 番 8 号 ( 住 友 生 命 ピ ル )

寝 屋 川 ・ 高 槻 ・ 西 宮 ・ 宝 塚 . t!JI.

組池鴻社抹 式 会ct_ 

季

大阪市東区北久宝寺町 4 - 27 電話大阪 (244)3500 ( ダイヤルイン受付台)

東京都千代田区神田駿河台2-3・11 電話東京 (296 )7700( ダイヤルイン受付台)

名古屋 ・広島・福岡・鹿児島 ・松江 ・仙台 ・高松 ・札幌 ・償浜・神戸 ・京都・金沢

池古島代表取締役社長

本 社

大阪本底

東京本庖

支 庖

組岡。金株式会社

隆

T E L 大阪06(779)  7731的

T E L  0492( 87)  0301 

手リ

〒543 大阪市天王寺区四天王寺 1丁目 14番29号

埼玉県入間郡鶴ケ島町脚折町 l 丁目 40番12号

岡1金代 表 取 締 役

社本

関 東 支 庖

ｾ＠

〒350-02

社

...0、

立玄式株業エ藤佐

命

佐 藤 欣 治 ・取 締 役 大 阪 支 庖 長 梅 木 正 二

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 ー 8 電 話 東 京 (661) 1231 ( 大代)

大阪支庖・ 〒541 大阪市東区北浜1丁目 25番地 電 話 大 阪 (203) 7221 ( 代表)

支 庖 ・札幌・東北 ・関東 ・東京 ・横浜 ・北陸・名古屋 ・中国 ・四国・九州 ・東南アジア

取締役社長

社

a

A

f

A

蔵

義

式株設建水清

照

保

野

武

吉

宮

社 長

実 務 取 締 役

阪 支 庖 長

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 16  - 1 電 話03 ( 535)  4111 

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 15 - 1 電 話06 (263)  2811 

名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・仙 台 ・札幌 ・横 浜

本 社

大阪支庖

支 庖
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。 大本定説株式会私

取締役社長 佐 伯 正 也

実阪本産大阪市南区島之内 2 丁目 4 番 問 電 話 03 (2 ω o  5  5  5  ( 大代)

支 庖 東 京 ・福岡 ・名古屋・仙台・横浜・京都 ・神戸・広島 ・四国・沖縄

e  
大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大阪支庖

支 庖

取 締 役

社 長

常務取締役

大阪支庖長

東京都新宿区西新宿1丁目25番l号新宿センターピル TEL 東京 (348)1111大代表

大阪市東区北浜 4 丁目 3 8 番地 T E L 大阪 (203) 1131大代表

東京 ・名古屋 ・九州 ・札幌・東北 ・広島 ・横浜・北信越 ・四国

里

平

見

島

男

治

泰

3S 
大日本土木株式会社

取締役社長 田 口 宋

本 庖 〒500 岐 阜 市 宇 佐 南 1 丁 目 6 番 8 号 電 話0582(72)  3141 

大阪支庖 〒530 大阪市北区堂島二丁目 2番2号近鉄堂島ピル 電話06(341) 5931 

κp、
てV

雲謹竹 中工 務 底

取 締 役 社 長 竹 中 統

干541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

⑧ 
鉄建建設株式会社大阪支庖

西 日 本 業 務 担 当

常 務 取 締 役 う宅 島

内 与

立

早

常務取締役支庖長

/.、

' 口

〒541 大阪市東区瓦町4丁目 56番地( 瓦町 K . T ピル) 電話 (201) 1邸 1( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電 話 東 京 (262) 3411 ( 代表)

@

 

一一一_.‘

田 建 設 株 式 会 社戸

取締役社長

常務取締役

大阪支庖長

戸 田 順 之 助

山 口 道 博

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁目 7 番 1 号 T EL 東京03 (562)  6111 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁 目13番 47号 T EL 大阪06 (531)  6561 

支 底 東京 ・関東 ・横浜 ・大阪 ・名古屋 ・札幌・仙台 ・広島・四国・九州|
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⑪ 
東 淀 興 業 株 式 含 紙 大 阪 支 窓

常務取締役支庖長 富 示日

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 1 3  - 1 0 電 話 東 京 (545) 5  1  1  1  

大阪支届 大阪市北区堂島浜2- 2- 8 東 洋 紡 ピ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  1  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 横 浜

e  
漉 島 建 設 株 式 会 粧 大 阪 支 庖

取締役支庖長 石 原 昭 一 郎

大 阪 市 東 区 島 町 2 - 28 - 1  〒540 T  E  L  0  6  ( 9  4  2 )  2  4  8  1  

本 社 / 東 京 都 千 代 田 区 三 番 町 2 〒102 T  E  L  0  3  ( 2  6  3 )  3  1  5  1  

支庖/ 札幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・名 古 屋 ・北 陸 ・ 大 阪 ・広 島 ・福 岡

命

V

南 海 建 設 株 式 会 社

取締役社長 松 川 義

本 社 大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西 3 丁目 14 番 22 号 電 話 06(644)  1212番

支庖 東京都千代田区神田須田町 1丁目 5 ( 新須田町ピル) 電話 03(251)  8431番

支庖 大 阪 府 岸 和 田 市 沼 町 18 番 l 号。 11長ピル) 電話 0724(23)  2881番

@  
明日をささえる

西 松 建
=J"L 
百又

本 社

関 西 支 店

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 

大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 - 41 

電話 03 (502)  0211 

電話 06 (942)  1131 

③ 日本建設株式会社

社 長 積 山 吉 血1
..._. '" 、、

本 社 大 阪 市 東 区 備 後 町 2 丁目 58 番 地 T E L(06) 226- 0 6  3  0聞

東 京 本 社 東 京 都 文 京 区 小 石 川 2 丁目 6 番 22号 T E L(03) 8 1 8 - 6 0 8 l u的

支 后 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・沖 縄

。 日 本 国 土 開 発 顎

上

荘

石

北

長

長

庖

社

服

役

以

締

鵬

務

取

常

立 夫

香 也

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 4 丁目 9 番 9 号 電 話 (03) 403ー 3 3  1  1  ( 大代表)

大阪支庖 大阪市西区西本町1丁目 10番10号( 西本町全日空白レ) 電話 (06) 538- 7351 ( 代)
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④ 

② 

@  
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野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話 (202) 4  7  9  1 代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 丁目 1 番 l 号 電 話 (241) 4  1  7  1 代表

株 式

会 社 閑 組 大 阪 支 応

取締役支庖長 山 本 |享

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201) 2  7  5  1  ( 大代表)

本 庖 ・ 東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 電 話 (405) 1  1  1  1  ( 大代表)

支 庖・東京・大阪 ・名古屋 ・福 岡 ・仙 台 ・北陸 ・札幌・広島・四国・東南ア ジア

先 端 技 術 と 建 設 を む す ぷ フ ヲ ヲ 工 業

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 l 番 目号 電 話 06( 348) 4510

不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長 庄 野 日券

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁目 30番 地 電 話 0 6 ( 2 0 1 )  1 1 2 1 番

東京本社東京都台東区台東 1 丁目 2 番 1号 電 話 0 3 ( 8 3 1 ) 9 1 1 1 番

支 庖 北海道・東北・千葉 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・広島 ・四国 ・南四国・九州| ・北九州

不二建設株式会社

取締役社長 山 口 慎 一 郎

大阪本社大阪市西区西本町3丁目l 番 9 号 干550 電話 0 6 - 5 4 1 - 5 5 3 4 代表

東京本社東京都新宿区西新宿 4丁目 5番2号 〒160 電話 03 - 3 7 7 - 5 1 7 1 代表

支庖 ・出張所名古屋 ・福岡・札幌・仙台 ・静岡・大垣・京都 ・広畑・広島・大分

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖

取締役社長 藤 木 鍛

本 社 干540 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁目 13 電話 06(944)  1468 ( 代)

本 支 庖 大 阪 ・ 東 京 ・ 倉 敷 ・ 四 国 ・ 京 都 ・ 福 岡

営 業 所 埼 玉 ・多摩 ・静岡 ・名古屋 ・字治 ・泉南・岡山 ・徳島 ・新居浜 ・長 崎



イシ

• 

奇声

。

⑥ 

選砂

豊 園 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長
不公 丸 孝E斤コ 也

本 社 大 阪 市 北 区 天 満 橋 2 丁目 3 番 1 号 電 話 06 (353)  1  0  0  1  

支 庖 東 京 ・京 都 ・東 北

営業所 北上・ 盛岡 ・二 戸 ・新 井 ・福井・敦賀 ・舞 鶴 ・尼 崎 ・加古川 ・滝 野 ・益田 -= 隅

7盲Y  柄 建 設 株 式 Zz》=t 社

取 締 役 社 長
真 柄 敏 良日

取 締 役 大 阪 支 庖 長
刀℃ 井 健 治 郎

本 社 金 沢 市 彦 三 町 1 一 13 - 43 電話金沢 (0762) 31- 1  2  6  6  ( 代)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 湖 町 5 - 1  - 6 電話東京 (03) 263- 1  2  1  1  ( 代)

支庖 ・営業所 北陸・東京・大阪 ・名古屋 ・福井 ・富山 ・新潟 ・大津 ・京都 ・神戸・福岡 ・立川・七尾

地 域 社 会 に 貢 献 す る

総 合 建 設

株 式
Ｒ ・ｾ

回 組目。会 社

取 締 役 社 長
目リ 田 敏 彦

大 阪 府 寝 屋 川 市 大 成 町 1 - 1  T  E  L  (0720)  2  4  - 1  1  1  1  

株 式 会 社

松 村 組

取 締 役 会 長 松 村 雄

取 締 役 社 長 松 村 雄 五

本 社 ・大 阪 市北 区 天 満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

支 庖 ・東 京 ・ 名 古 屋 ・ 札 幌 ・仙 台 ・ 広 島 ・福 岡

三 井 建 設 畿 大 阪 支 庖

取 締 役 大 阪支 庖 長 高 尾 清 次

大 阪 支 底 大 阪 市 北区中之島 3 - 4 一18 ( 三井ピ ル 2 号館) T  E  L  06- 446- 1535 

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 一 1 T  E  L  03- 364- 3456 

村 本 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役
村 本

基包

王豆. 嗣

奈良本庖奈良県北葛城郡広陵 町安部 5 4 7 番地 電話 0745 (55)  1  1  5  1  (代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町9丁目6番15号 電話 06(774) 2111 ( ダイヤル受付案内台)

東京本社東京都千代田区2番町3番4 電話03 (238)  2111 ( ダイヤルイン受付案内台)

東 北 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 三 重 ・ 中 国 ・ 九 州!
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⑮ 
望 月 建 設 株 式

. b  

社ｾ＠

取締役社長
亡三月区

月 太 良日

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 3 番 12号 電話大阪 (375) 2345(代表)

。
株式会社 森 組

取締役社長 2オf}ミR  幸 彦

本 社 大阪市東区横堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1 (代)

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州| ・ 奈 良

営 業 所 仙台・新潟・横浜 ・甲府 ・京滋 ・神戸 ・広島 ・熊本 ・高松 ・徳島

@  株式含社米国工務庖

代表取締役 米 田 良 男

本 社 干543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 1番7号 T E L 大阪 (06) 771- 7771代表

F A X 大阪 (06) 779- 2676 

暑中お見舞申し上げます 昭和60年盛夏

団 体 ・ 建 材 ・ 設 備 工 事 ・ 報 道 有 志

図
財団法人大阪建築防災センター

理 事 長 小 西
問

甲

小

川

同

〒540 大阪市東区常盤町 1 丁目 39(大阪フコク生命ピル 5 階) 電話 06 (943)  7253 

e島
株 式 会 社 梅 彦

取締役社長 松 永 嘉 一 郎

営 業 所 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 1 番 3 号 電 話 06 (312)  6  1  7  1 代

茨 木 工 場 茨 木 市 豊 川 3 丁 目 1 番 6 号 電 話0726 (43) 5  1  8  5 代
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各 種 硝 子 販 売 工 事 請 負

株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖

代表取締役 佐 々 木 庚

〒541 大阪市東区本町 5 丁目 4番 地 電 話 大 阪06 Ｈ ＲＶＲ Ｉ ＳＵＳＶ ｾ＠ 8  

代表取締役社長 大 塚 正 士

社 大 阪 市 東 区 盟 後 町 10 番 地 T E  L  06 (946)  6  2  1  1  

支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 田 丁 2 丁 目 9 番 地 T E  L  03 ( 294)  1  3  8  8  

工 均 滋 賀 県 甲 賀 邸 信 楽 町 大 字 枠 原 字 寿 谷 T E  L  07488 ( 2)  3  0  0  1  

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代表取締役 木 村 喜 則

〒 540 大阪市東区内平野町 2 丁目 28番地 電話 06(941) 4  1  8  1附

も っ と も 信 頼 さ れ 、 読 ま れ て い る 情 報 紙

株会社式

建
=日又ル

日 幸良 社

代表取締役社主
重 村 登 龍

本 社 事 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁 目 5 番 2 号

電 話 大 阪 06 (444)  2405- 9 ， (444)  6431- 4 

ヲリヤマ株式会社

代表取締役社長 栗 山 芳 雄

本社一一一一一一 大阪市淀川区西中島1丁目 12番4号干532 TEし06-305- 2871大代表

TELEX.523・3908

東京支底ーー一 東京都渋谷区南平台町15番 13号干150 TEし03 ・463 ・1841 代表

装 飾 合 せ グ ラ ス

レインポーグラス セーフティオパール

J I S表 示 許 可 工 場 U L規 格 認 承 工 場

株式皇位昔トー包ご』

大 阪 工 場 〒 557 大 阪 市 西 成 区 津 守 3 - 6  - 39 T  E し (06)658- 1305 

東 京 工 場 〒 144 東 京 都 大 田 区 東 粍 谷 5 - 12 - 7  T  E  L  (03)743-5851 
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多
ク リー ンル ー ム

ノてイオ関連設備

設計施工

③ 

@  

ｔ Ｂ￟ ｊｬｭｾｖ＠

よりよき環境へ技術て銚t r - 一一一

株 式 会 社 精

取締役会長 木 内 j青

取締役社長 和 田 正 八 郎

iH 

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 2 丁目 11- 16 ( オートセンターピル) 包 括 768- 5031拘

束 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 - 5  ( 九 段 ピ ル ) 電 話 262- 3241制

四 国 営 業 所 徳 島 県 q臼門 市撫苦豊田丁小 桑 島 市Ii 兵28 - 3  ( 西谷ピ J レ) 電 話0886- 85- 0924附

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテパヤシ商庖

代表取締役 舘 林 彦 四 郎

〒601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電話 ( 075) 681 ー 7 2  2  1  (代 )

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

建 設 省 計 振 発

第 5 5 号 認 可

東亜アスフアルト防水事業協同組合

本 社 干581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電 話 0729- 94 - 5682 

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

田島庇、同化工聴五色祖

東京営業所 干101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 電話 (03) 866- 6101 

大阪営業所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5  電話 (06) 441- 5951 

マ 田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

⑬ 東西アスフアルト事業協同組合

CD 

東 京 : 〒101 東 京 郎 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 ー 13 電話 (03) 862- 8531 

大 阪 : 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 沼 1 - 10 - 5 電話 (06) 443- 0431 

東洋シャッター株式会社

本社 〒540 大阪市東区両替町 1- 12( 日生谷町 ピル) 電話 (06) 943- 6571制

支底 〒106 東京都港区六本木6-3(第一地所麻布 ピル) 電話 (03) 497- 2911刊

〒980 仙 台 市 二 日 町 7 - 9 (新光社ピル) 電話 (0222) 62- 524鮒勺

〒454 名古屋市中川 区山王1- 2- 30(時計ピル) 電話 (052) 331- 6171制

干733 広 島 市 西 区 小 河 内 2 - 12(山肩ピル) 電話 (082) 291- 377刻。
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oOl gol  株 式 会 社 才 ず 指 f

代表取締役社長 木

本 社

御 堂 営 業 所

償 堀 営 業 所

神 戸 営 業 所

新大阪営業所

大阪市北区堂島 2 丁目 1 番 18号

大阪市東区本町 4 - 27(御堂ピル)

大 阪 市 東 区 横 綴 2 丁目 36 - 4  

神戸市中央区磯辺通 4 - 2  - 26 

大阪市淀川区西中島 5 - 13- 15 

下 みどり

T  E  L  (06)  345- 9  0  5  5  

T  E  L  (06)  252- 3  9  0  6  

T  E  L  (06)  202- 5  2  6  0  

T  E  L  (078)  251ー o 5  9  5  

T  E  L  (06)  308- 2  6  6  8  

造園土木 設計施工

‘' 

株式会社 西
--------

e
-
-
-
-
-
-

E

E

E
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、&.

スE
園

〒573 大 阪 府 枚 方 市 北 中 振 3 丁 目 27 番 17 号

T E L  0 7 2 0 - 3 3 - 8 9 9 8 代

お
芸芸西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
車

十
，n
l

s

 

良E

大 阪 市 大 淀 区 中津 六 丁 目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (06) 458- 3628 

大阪で唯一の

株 式 口

会 社 ι』
逼玄 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役

常 務 取 締 役

中 山

中 山

豊 雄

敏 夫

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 1 丁目 3 ( 東洋ピ Jレ) 電 話 202- 6861 ( 代表)

社 長 室 大 阪 市 東 区 高 麗 橋1丁目 20 ( メゾン高麗橋) 電 話 229- 0341

分 室 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町26 ( ユニ高麗橋) 電 話 941- 6847 ( 代表)

建 設 業 界 の ' 附 報 は ー.. . .. 日 刊 建 設 産 業 新 聞

近畿圏の工事ニュースは・・ー ・・日 刊 建 産 速 報

迫害》 緊 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役大阪支社長 中 村 勝 則

大阪支社 ⑤ 541 大阪市東区淡路町1丁目 14 ( 八千代ピル) 電話06 (231)  8171 ( 代)

神戸支局 ｾ ＶＵＱ 神戸市中央区八幡通 Ｔ 丁目 Ｒ - 9  電話078(291)  0541- 2  

京都支局 ｾ ＶＰＲ 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町 ＴＶＰ 電話075 (211)  1  9  1  1  

本 社 ｾ ＱＷＳ 東京都板橋区板橋 Ｑ 丁目 ＴＸ - 9 電話03 (961)  1691 ( 代)

@

 

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町 7 - 5  - 30 電 路06 (606)  1111 代

東 京 営 業 所 〒 ＱＶＰ 東京都輯宿区恵国 ｩ 拍子 ｬｈＡ 阻属唱西高直街ピＩｾ即時電話 ＰＳ (360)  6847 

広 島 営 業 所 干739- 01 東広島市八本松町米満109- 5 電 話0824 (28) 6253 

津 山 写 植 セ ン タ ー 〒 708 津 山 市 福 田 1 3 7 2 ー 1 電 信08682(  8  )  4377 

日 本 写 緬 セ ン タ ー 干 892 鹿 児 島 市 名 山 田T 4 - 7  三 宝 ピ ル 電 話0992 (26) 4371 
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日新工業練式会社大阪支腐

本 社 東 京 都 足 立 区千住 東 2 - 23 - 4 台東京 (882) 2424 (代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 宮大阪 (533) 3191大代表

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・福岡 ・札幌

出 張 所 広 島 ・仙台 工場/ 埼玉 ・山形 ・北海道

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 (533) 3  1  9  1 大代表

富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

代表取締役 金 岡 昭 雄

本 社 宝 塚 市 山 本 東 2 丁目 6 番 17号 電 話 宝 塚0797- 88- 0501- 6  

ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

A C: J 目i I m 責 任 施 工

士

4

守会式株業産星

一
一
一

θ

 

〒550 大 阪 市 西 区 京国丁堀 1 ー 10- 8  (大栄ピル) T el. (443)  9721 (代)

〒101 東京都千代田区神田小川町3-28 (三東ピル) T el. (292)  1961 (代)

出張所 . 札 幌 (721) 6031 ・6307 仙台 (21) 5366 (代)

名古屋 (931) 4574 ・3393 福岡 (78) 3361 (代)

囚
ム. ' / 三種雛

三 愉i ' /L三ニ勺L 工鵬徹氏8 松 代 狸 庖 8 ; f i 住民民五歳株式合社代理怠

P A晶司r;;- .z . .  ｾｵｵｲ＠ t' f J . P16 i 1 i 聞羽工業総武奮 it 1引里庖

豊 和 工 業 株 式 曾 語 土 代 理 庖 近 直 後 車 輔 鎌 式 会 社 代 理 庖

鎗 箇 ユ ニ ・ リ ト 鎗 罰 金 書 主 代 理 鹿 住 友 ゴ ム エ 鍍 繰 式 会 社 代 理 后

ム ツ 三 産 業 様 式 苔 紅

代 表 取 締 役 偉 馬 正 明

⑮ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁 目 17番 15号 電 信 (06) 大 代 表 441 ー 0 3 7 8 番

出 張 所 ・ 東 京 ・ 広 島 工 場 : 大 津 ・ 竹 原

デザインされた環境づくり

UNION 

語ユ=オン

取締役社長 立 野 良R

本 社 大 阪 市 西 区 南 濁 江2- 13- 22 〒 550 電 話 06 ( 532)  3731 ( 代)

東 京 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 石 原 4- 3- 1 〒 130 電 話 03 ( 625)  8131 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 筒 井 町 ト14- 9 〒 461 電 話052 ( 935)  6021 ( 代)

虎ノ門ショールーム( 17森ビルl F) 東京都港区虎ノ門1-26-5 〒 105 電 話 03 ( 508)  2558 ( 代)
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奥山化工業株式舎社

- 防火・防煙シャッタ一

回ステンレスシャッター

. アルミニュームシャッター

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 棟 式 会 社

本 社 : 大阪市東区両替町1- 12 日生ピル f t  (943)  6571代 表

東 京 ・償 浜 ・盛 岡 ・仙台 ・水 戸 ・鯵岡 ・岡崎・名古屋 ・富山・大海 ・京都 ・神 戸 ・広島 ・高松・福岡他全国主 要 都 市
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空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 嗣 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 般 備 設 計 ・ 施 工

目玉業鉱

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1・25・7 電話 ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1・58・59 電 信 (302) 2 2  7 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 劃11 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・ 鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災四汚禁処違設計地工

φ 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151 ( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 邸561局4944( 代 )

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

率直大匝本社 大阪市西区江戸堀1丁目9番25号 〒550 電話 (06) 441-8231  ( 大代)

東京本社 東京航中央区銀座2丁目2番17号 〒 104 電話 (03) 535-5251 ( 大代)

支 社 名古屋・福岡

支 底 札械・仙台・新潟・大宮・千葉繍浜・金沢・天理・岡山・広島・高松・熊本

営 黛 所 帯広・函館 ・膏森・秋田・盛岡・前崎長野・静岡・豊田・浄・

富山・福井 ー京 都 神戸 ・徳山松山 ・高知・北九州・鹿児島・

郁 覇

出 H 所 旭川・福島松江・徳島長崎・ 宮崎

海外支唐 シン ガポールーホ ンコンースリランカ

. 鎗調降水衛生 . 冷暖房

・! ! tt鯛事QI量. . その他管ヱ・一切の位置十・鎗工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京事事千代困区大手町2-ii・2 ( 日本ピル)

電話 03ー(270) ー74111'的

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電話 06べ443) 5041側

支 唐 札 偶 ・ 岡 山

. . 所 仙台・千. ・繍浜・名古屋・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 循弁・倉B : ・松山・字書事宮・鯵向・苫小牧

空 気 鯛 和 設 備

給排水・衛生水道

電 気 設 備

厨 房

/ y" " ' . .  環 境 衛 生 施 設

1 /言、 l 荷 役 運 線 機 械

' --ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 郎

大阪支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 番 地 電 話 大 阪 (202) 代 表3071

本 庖 東京・日比谷・三倍ピ Jレ

支 庖 名古屋・九州 ・北海道・中国・東北・北陸・四国・ シンガポール

営 業 所 横 浜 ・鯵岡・盤国・岡山・金沢・新潟・香港
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空 気 闘 和 設 備

衛 生 股 備 設 計 施 工

φ ・三建訟備工業株求書批

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 宇 都 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

志 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 制 鮫 町 1・35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 鳥 ・ 偏 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 割 前 浜

。棒式会桂三発空調

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

東 京 本 庄 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363ー1371

支 底 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電 信0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 鹿 町 1 丁目 2 番22号 電 話082- 247- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795 

出 張 所 青森秋田宇都宮千葉横浜福井・京都神戸・松江・高松田下関・熊本鹿児島・沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 湾 結

官 切 よりよき環境へ繍で慌ト一一一

- 株式会社意書研
倒防 ι ー_..・

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル1 . 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262ー 3 2  4  1 代表

. 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東 京 総 中 央 区 日 本 僑 本 石 町4-2( 三井第二別館)

包括 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 械 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
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第・・エ索株式会紘

大阪支庖

織送機設備

設 計 施 工

日愛・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 納
ｾ＠

-← 

大 阪 支 I吉 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

包 括 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 銃 千 代 図 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 . 地

ｲ 側聞側骨ｾ
空 気 調 和 設 備 世 計 施 工

換 気 ・ 除 鹿 股 偏

東 海 撚 工 鱒 織 豆 電 舎 経 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

Z俸をt . . # : & 中央区京僑 2 丁目 9 T E L ( 5 6 2 )  1 3 5 1  

.  " 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス股備の股計・施工のご相総は

大阪ガス指定工$ 会社・大阪ガス住般繊器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社 : 段 倫 館 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11- 12 ・ω- 3 1 3ー 1846

大阪. . i i I T

彼 方 世 ， . 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給・排水・衛生・消火・暁冷房設備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 海 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支庖・営業所 福岡・京都・天理・川西

⑥日本管工業株式会社

本 祉 及 京 郁 宝 庫 京 都 市 南 区 西 九 条 量 田 町 2 0 番 地 の 1

電 鱈 ( 681) 5  1  0  1  - 5  . 夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 天 満1- 5- 20 電 話 ( 06 )  352- 3501側

三 軍 支 唐 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 信 (0592) 26- 361鮒匂

岡 田 市 営 鎌 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 信 (0593) 53- 7431刊

滋 賀 蛍 機 所 大海市中央 2 丁 目 十28 電 話 ( 0775) 22- 973鮒勺

c;"'M. Ａ舎町 ｾｉｊ 割ＮＢＮ

ーｉｩ］電・Ｎｾ . . .  

③首途端草橋手荒

活字のない印刷

⑧日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5・30 骨 06 ぼ¥6) 111 1代

日本写樋セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山町4- 7 三宝ピルー α泊2 ロ6) 4371 

i章山写舗セ ンヲ一 千708 ;章山市大手町8番S号機範庖会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

沖縄写植セ ンヲー 干銃犯南風原村嫌被 沖縄印刷団地雷 O鵠8 (55) 61∞ 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道路設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫山田: I : 蹟積書8 a:

本 社 大阪市西区京町堀 1 - 6 - 8 電信 06( 443) 8161 ( 大代表)

Ｈ ｊＮｴｾ置装置事業 部専用Ｉ 電1孟 06( 447) 0831 ( 代表)

分析セン空ー 大阪市淀川区三浄屋市トト35 電信 06( 308) 1491 

支 庖 東京名古屋・福岡

営 業 所 京都・ 神戸・姫路・広島・ 高低 ・松山
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電気・計装・空調工事設計施工

17- ; ?ト・・m工二，1;; 石 3 司J ・0 : 跡式o u

本 社大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営灘所 T E L 大阪06(385) 1361 ( 代) 京都世銀所 T E L 京都075(311)1l 85( 代)

東京営集所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2( 771) 6 1 6 8

三室電機株式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 6 - 8 ( 宜ピル) T E L 師 (364) 1  4  7  1  

TEL EX 523- 3  2  8  7  

干 105 車 京 怖 港 区 斬 摘2-16( ニュー斬嶋ピル) T E L  03(50叫 o 2  3  1  

TEL EX 222- 6  7  2  4  

干 462 名 古 頃 市 北 民 金 城 三 丁 目 12 - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干657 神 戸市構区岩噴中町1-2-9( エピスピル ) T E L  078(881)  5  5  7  1  

取締役社長 山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 T  

T E L  06- 364- 3056  ( 代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苫 小 牧 ・ 浜 松 ・滋賀

京 都 ・高 砂 ・三原 ・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

造

目 l 番 3 号

社

フ タ バ 工 業

大阪市東区高廊橋五丁目二八番地電話大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出張所全国主要都市2 ヶ所

会 社

限 り な 曹 ク リ ー ン に 銚 載 す る .ゲ

. 1It 1量備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 蝿 房 役 僧

鎗排水衛生陸側・置十厳司 ｾｊ 鋼 Ｑ 殴備・立体自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集中 監 視シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

位 置 + 絡 エ

A .  

' l J; '  

位 計 施 工

電気設備工事設計施工

気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

土

式

貧

⑤ 

気 株

本山代表取締役

大阪支社長

電 気 設 備

電陽

&  

Standard 

東 光

支 庖

業 所

本土

志 社

東 京 支 唐

名古屋支庖

神 戸 宣 底

朝

本

&  タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 底

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ピ ル T E L 0 6- 3 1 3- 1 101 

支 庖 東 京 ・ 名 古 慶 . . 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

栗 原 工 業 械 式 会 紅

大阪市福島区福島7- 2 2 - 8  Tel  06- 452- 1151 ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2 ー 17 Tel  03- 454- 7311 ( 大代)

福岡・広島・名古屋・神戸・京都

ナニヲ緩匂12罵

社

電 気 工 事 設 計 施 工

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

社

大阪市西区西本町 1 ー 13- 33( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06( 532) 代0461 e550 

天 理 市 丹 波 市 新 田r 50 

総合般備工事〈設計・施工〉

建 築 ・電 気 ・通信・送電線 ・プラン卜・針装・空鯛・土木

⑧ 住 友 電 設

取 締 役 会 長 小 林 四

取 締 役 社 長 代 谷 正

ム一

A

電気・ 2十 装 工 事 股 富 十 施 工

株 式

郎

英信

奉仕感謝の庖

原薬

一一
一

取締役社長

株 式 会 社

キ土

天理営重量所

電 気 設 備 の 頁

出 張 所

キ土

底

6逮

本

社

京

社

本

東

支

支

*  

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

克

服

市

圃

過

底

地

町

-

T

自

七

回

二

電

園

側

五

O

六

五
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特殊壁装材製造販売和室 に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

trlll(株) 踊0ヨコ! J C::Z

第 二 〒 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・シート防ポ・モルタル防本

・樹脂注入簸着工法 各種樹脂注入按着繍修工事

・ 亀 裂 補 修 工 穆 各種樹脂注入 ・充填・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 司E シリコン・チオコール・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン ・5単位タイル ・その他

く〉建 般 量 韓 併 可 大阪府知事許可( 般ー53) 第 51225号

。日本シーリング工事業協会々員

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番20号

T  E  L  06- 531- 4601(<代)

ＰＶＭＵＴＱＭＲＳＰｾ 代 Ｉ

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

製造元

大阪市北区末広町 3 - 2  1  1.1.ι 、品. : 1: . ' D事・ 4 回 ....τ 主主

星相地所扇町ピル201s  ¥4' 2: 1  f OI ": : 守ヲヨ1: : ' ' ' 'τ7 4. J 1I

TEL  06(315} 0701 ，.. ，・.. ＮＭＭ・ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮｾＮｶ ・

販 売元 ｊｉｃｾ リ克拘庫練試省軍駐

本 社 / 東 京 餌 港 区 六 本 木 3- 1 6- 26 ・03- 持2-8811

大 阪 吟 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 汲 3 ー 7 ・06- 20宮- 3294

手二J nCS A 烹ＺＺＮｊ ｢ ｬＡｾ［ニ ｡ ト
セキサンパイル ( 5 M .AC. P C. RC)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

。Ｎ￞Ｑ｟ ｜ｖｾＭ 酬の断熱局シｾ人
場予J ヤ，- ''''J-d(み

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表取 締役 j賓 岡 ?告

目n/，l，イチ・11ーシートP

本 社 〒 629- 31 京 都 府 竹 野 郡 網 肝 町 下 網 野

T  E  L  ( 07727} 2- 2  2  2  0  ( 代)

鱒 鶴 営 業 所 干 624 舞 組 市 福 米 1 6  0 - 1  

目呈電線株式曾批判脚刊田区脚内ＲｔｅＡ Ｑ ｡ＲｾＨ平代田ピ ｊω

デンカC S Aファミリー製品

・ョーニJ DCSA. . . . . . ・H ・-… H ・H ・.. ...・ H ・-コンクリートのひびわれ防止に

(膨張性混和材)

ＮｔＮ ｾｄＢｾ ，ョニ ｊＮ …・…ＮＮＮ・ ｈ ・ ｈ ・ ｈ ・Ｍ…鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに
( グラウ ト用無収縮材)

- TニJ D守2ー宇吻q友 .. ..・H ・. ...・ H ・- コンクリート躯体の漏水補修に

(止水・補修用急硬セメン ト)

.7.，二J DES. . . . ・H ・.. ..・ H ・- … … … … ・… 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・安二J DI I OOO… … … … … … … ・・… コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 唐

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A. .  

':z;a;' ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社
; ; トーコー/ 本社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 ー 2 3 8 1  
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Tl I J I レヲ! 乱暴ゆJl
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CSPM)

・オリエンタルスチールライト (S T  L) 

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

施責 任
.  帽畠R

色 彩 豊
.  

物長 尺

品

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ 戸 一

S小 波・S大 波 .V?皮・ボックス波・W ジャンポ波・V デッキ

sv ジャンポi皮・其の他

i皮板規格

/  

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

途用

Tl I J I レヲ JI-歩9J I - 製造掠式会祖

電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115 (代)

尼崎市昭和南通り 3 - 26 松 本 ピ ル 電話大阪 ( 06) 412 - 5131 ( 代)

尼崎市昭和南通り 3 - 26 松 本 ピ ル 電話大阪 (06) 412- 5131( 代)

大阪・九州・名古屋 ・広島 ・東条 ・メIJ谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 寺

東 北

〒660

干 660

盤

〒 335東京本社及エ繍

支 l苫及エ掲

月干IJ 建 築 技 術|

園田自国国園 稿。ロ円

: 大阪市・中高層 :  

j 共同住宅の 2戸 1化 設 計 指 導一一一一北山啓三:

: 住戸規模可変を考慮した集合住宅

; ー住宅都市公団関西支社における実践一一一浜恵介日

砂R C建物の結露と対策一一一一…一一一一一一一須貝 高

砂表とパソコンによる場所打ち

コンクリートぐい水平耐力の計算一一一佐竹

砂略算法地盤の塑性を

考慮した単くごいの水平抵抗一一一一一一一一岸田英明、

砂連載/ 補強れんが構造

材料・工法( その 2) …一一一一一 高橋

砂柱脚の設計と施工( 6  )  

一材料と工法一一一一一一一一一一一一一一一渡辺誠一 lら

No.4 0 9  

井| 増 北 | 今 井

上 IA 補 引 v う去

1専Iｾ 阜 Ｒ ｉ Ｕ か華

北11来庁著11ニ乙著

長|ご 場 1 -"'1. 

宏|事月斤

剖 i 手T

有 1 ，[ くや

ーし、

3エ

153去

定

価

1

2

0

0
円

滋

2

0

0
円

定

価

3

2

0

0
円

送

3

0

0
円

，建霊 1 . . .  

A 空気二阿 I B

i 尭リ昌 l

ｩｚ 著 ｉｾ

- く |頁

福二E

れ去

りてF

円 一 一

啓 二L

Q フフ

前 j レ

増 井

E 補 上

1  J 容 1専

? 著

頁

議会妾

円

送

円

筒 | 否昔き向

井 ｉ ｾ 去三三編
助 |号 事 註 集

幸|汁萱部

著11這編

二問

雪題

S  '1夫:

守 集

i 固

E| ，建西 l

= I B 由 I A

事1ｾ築五 ｉｾ
編 13 監 1 !  

会の修| 会

号接 |守

!着 18

円 |円

守工 |守

れ去 |品

，イ主主 |

号 宅 E|号

ｩ 団主 ｉ ｾ
黄土也 |長

講 の |事

1土 I8  

Ｒ ｲ 木 ｉ ｾ
送 = T L I送

3言文 I  5  

A言十 |品

次男

泰一

建 築 企 画 の 実 務 対 策一一一一一. "・ e ・-一一田中修一

. ill 築 経 済 統 計 1:<1表 ・フォトニュース ・ トピ y ク・ス ・ill 築家

のjj!，lro1 ・読者コーナー ・海外の話題 ・ill 材の動向 その他

直後購読ご希望の場合年間予約金 》叶 2 ，0 0ロ ( 送料共)

- f f 哲側建築技E術---....... -- "  
⑥ |  

宿 l
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情報世紀を照準する・・-

近電工の全国ネットワーク。

曲宮I Ht装・ 空調 ・菅・防災 ・土木

大阪市大石巨本庄東 2丁目3. 41号〒 531 :. 06.375.6∞o  

。
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〆 ;l!気

. 三星べーパス

湿気 〆

、日去三 ＯｔＧ｜ｾＢｾ ，ｾＧ、半ョヒ〆、ノハ主 Ｑ ｾ｟｟＠ /  

i;m.又¥CI ) '定以) J 邑乞? ノ、リました0 . /

三星ベーパス・ステンレスベーパスは、 ll1j 水 Jft'! の立上り古li と平面部から湿気抜きを行

う、もっとも優れた湿気抜きシステムです。

露出防水におけるふくれ防止に取組んで‘ きた回向ループイングが、画期的な工法

〈絶縁工法一部分接着工法〉を開発、さらに露出防水機能を一 段と高める湿気抜

き材〈三星ベーパス・ステンレスベーパス〉を登 場させました。

三星ベーパス

パリボード工法+

三星ステンレスベーパス

三星ベーパス

部分接着工法+ ーロ

ニ星スァンレスベーハス

上記工法と併用すれば、理f!J !的な湿気抜きシステムが完成します。 表

紙

デ

ザ

イ

ン

・

土

ロ

引

顕

久

....... 

メと

価 t

九 I; lH

竺を

五 :i E

0  ..3一

円三E
，..-... 菅 ニ

叶 一

料 2五

共 iS ￬ｾ＠
. . _ . .  ｪｾ 書 ｲ

. 三星ステンレスベーパス

日十

露 出防水の機能を高める、湿気抜き材料

豆電ベーパｾ 也上ＧＩ鯛〉
三讐ヲ ｴＮＮ［Ｎ シ ι ぅ ｒ ・へｾーパｾ

〈平函部用〉

マ 臨 引 万 株 式 会 社

東京 干 101 東京都千代田区岩本町3-1 1-13 電話 (03) 862-

大 阪 〒 550 大阪市西区京田T堀 卜 10- 5 電話 (06) 443- 0431 

札 幌 ・ 仙 台 ・金 沢 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡

雑 誌 03379 - 7  

- 企画係まで資料をご請求ください


